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			ドラゴン・イェーガー　～狩竜人賛歌～①

			井藤きく

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・青木青虫（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			序章　終わりの始まり

			　

			第１章　少年と少女は出会う

			　

			第２章　少年と少女は貧する

			　

			第３章　少年と少女は学ぶ

			　

			第４章　少年と少女は進む

			　

			第５章　少年と少女は決める

			　

			終章　少年は少女を想い、少女もまた少年を想う

		

	
		
			序章　終わりの始まり

			　

			　竜たちは巨体を揺らし、炎の中を悠(ゆう)然(ぜん)と歩く。夜の闇(やみ)に溶けこむ黒ずんだ鱗(うろこ)が、炎に照らされ赤く染まる。

			　そのすぐ近くに、やせこけた黒髪の少年がたたずんでいた。

			　少年の瞳からは、感情の色が失われている。その虚(うつ)ろな目で、故郷を焼き尽くし、大切な人たちを喰(く)らい尽くしたそれらを、ただ呆(ぼう)然(ぜん)と見つめていた。

			　巨体の１つが少年に気づく。しかし腹が満ちていたのか、それともただの気まぐれか、竜は目の前の小さな餌(えさ)には反応しなかった。

			　しかし巨体はいくつもいくつも歩いている。次の巨体が通りすぎた瞬間、凶悪な牙(きば)と爪(つめ)が、炎の中で鈍(にぶ)く光った。

			　目の前の光景に絶望し、生への渇(かつ)望(ぼう)など残っていないはずだった。

			　しかし少年の本能は、まだ死ぬことを許さなかった。感情を失った瞳で、巨体の動きを見(み)据(す)える。

			　大地を揺らすほどの一撃。それは人など簡単に踏み潰(つぶ)すものだったが、意思とは無関係に身をよじる。小さな餌(えさ)に逃げられて怒ったのか、巨大な竜は少年を執(しつ)拗(よう)に追いまわした。跳ねるようにかわしていく中、少年は不思議に思った。自分は生きる気などないのに、と。

			　しかし所(しよ)詮(せん)は10歳にも満たない子ども。逃走も長くは続かず、追いつめられた少年の命は今まさに終わりを迎えようとしていた。

			　だがそのとき、誰もいないはずの通りに１つの影が現れ、ボウガンの射(しや)出(しゆつ)音(おん)が鳴り響(ひび)く。矢にたっぷりと塗られた麻(ま)痺(ひ)毒で、竜の動きが鈍(にぶ)る。その隙(すき)に、男は少年の手をつかみ走りだした。

			「こんなところでなにをしている。死ぬ気なのか」

			　助けだされても、少年の瞳はいまだ光を失ったままだ。男の問いにも反応を示さない。

			「家族を失ったのか……まあいい。ここにいても炎(えん)竜(りゆう)の餌(えさ)になるだけだ。このまま死ぬくらいなら、ともに来い」

			　うなずきもせず、答えようともせず、ただ少年はじっと生まれ育った村を見つめていた。

			　炎に包まれ、生きている者もいない。その惨(さん)状(じよう)から目を離せずにいた。

			　男に手を引かれ、少年は抗うことなく歩き出した。

			　生まれ育った炎(えん)竜(りゆう)の村から、遠ざかるように。

		

	
		
			第１章　少年と少女は出会う

			　

			　午前10時を告げる鐘(かね)が、フェネラルの街に響(ひび)き渡る。

			　ソフィアは鐘(かね)の音に気づき、あまり寝(ね)心(ごこ)地(ち)の良くないベッドから跳ね起きた。必要なものだけ肩掛け鞄(かばん)に詰めこみ、肩よりも少し長い栗色の綺(き)麗(れい)な髪を後ろで縛(しば)る。

			　整った顔立ちは、まだ美しいよりも愛らしいという言葉が似合う17歳の少女。鏡(かがみ)をじっくり眺めたいところだが、生(あい)憎(にく)とそんな余裕はなかった。身支度もそこそこに部屋を飛びだす。

			　ソフィアは出掛けに宿の女将(おかみ)から、宿代の前金を催(さい)促(そく)されてしまう。それをなんとか笑ってごまかし、狩竜人(かりゆうど)協会へと急ぐ。実のところ、支払いにうるさい女将(おかみ)をごまかせてはいなかったが、とにかく急がなければとひた走る。

			　早朝と日暮れ前にはうるさいほどに賑(にぎ)わう狩竜人(かりゆうど)協会も、この時間は閑(かん)散(さん)としている。街で最も大きい建物と敷地を誇(ほこ)るだけに、人が少ないときの静けさは際立っていた。ソフィアは狩竜(かりゆう)依頼窓口に、見知った協会職員を見つけて声をかける。

			「シロノさん、おはようございます。あの、私が受けられる依頼なんて……もう残ってませんよね？」

			　言いにくそうに依頼の有無を確認する。シロノと呼ばれた女性は、ソフィアの顔を見て美しく優しい笑顔を浮かべた。しかし彼女の頼みは難しいと判断し、その笑みは申し訳なさそうな顔に変わる。

			「おはようソフィアちゃん。でも、そろそろこんにちはね。えっと……相変わらず１人でってことよね？　ごめんなさい、それだと頼める依頼はないのよ……２人以上ならあるんだけど」

			「ですよね……こっちこそ、こんな時間に来ちゃってごめんなさい」

			　予想通りの答えに、肩を落とす。わかっていたとはいえ、財布の中身を考えると依頼を受けられないのは致(ち)命(めい)的(てき)だった。

			　シロノの顔を曇(くも)らせてしまったことも、ソフィアの心を重くさせた。

			　知り合いのいないフェネラルの街に来てから、協会職員のシロノに出会い、以来彼女に助けられながら狩竜人(かりゆうど)として生活している。その頼れるお姉さんであるシロノを、自分のせいで困らせてしまった。そのことがソフィアはつらかった。

			　元来は陽気で、良くも悪くも考えなしな性格。しかし寝(ね)坊(ぼう)という、自分以外に責めようのない失敗に、さすがのソフィアも頭を抱える。普段は寝(ね)坊(ぼう)なんてしたことがない。それなのに、稼(かせ)がなければならない今日にかぎってなぜ。後(こう)悔(かい)が頭の中をぐるぐると回った。

			「この時間からだと期待できないけど、一応依頼待ちの番号札渡しておく？」

			「はい、お願いします」

			　低段位のひよっこ狩竜人(かりゆうど)が、１人で受けられる依頼など緊急性の低いものばかりだ。待っても依頼が回ってくることはまずない。そうわかっていても、狩竜(かりゆう)以外で稼(かせ)ぐ方法を知らないソフィアは、番号札を受け取って待つしかなかった。

			　フェネラルの街に来て２ヶ月。まだこの街に、彼女と親しい狩竜人(かりゆうど)はいない。ただ普段ならその愛らしい顔立ちに惹(ひ)かれ、声をかけてくる男も多かった。しかしこの日はそれもいない。誰もが声をかけるのをためらうほど、ソフィアは暗い顔で落ちこんでいた。

			　昼近い協会内は、人も少なく静かすぎるほどだ。

			　しかしソフィアの次にその静(せい)寂(じやく)を破り、きしむ扉を開けて入ってきたのは、長剣を背負った狩竜人(かりゆうど)だった。顔立ちにはまだ幼さが残り、まだ少年と呼んでもおかしくない。その男の顔に、ソフィアは見覚えがあった。

			　狩竜人(かりゆうど)が１人で行動することは少ない。若い者ならなおさらだ。複数の狩竜人(かりゆうど)たちで組む狩竜(かりゆう)戦団に所属するか、そうでなければ熟(じゆく)練(れん)の狩竜人(かりゆうど)と師弟のような関係で行動することが多い。

			　しかしソフィアは、その少年が誰かと話をしているところを見たことがなかった。常に誰もが仲間と一緒に、ということはないが、いつも１人というのも珍しい。それが目立ち、ソフィアの目に留まっていたのだ。

			　少年はシロノの下へ向かい、困ったような情けないような表情で話し始める。その様子をなんとなく見ていたソフィアは、まさか自分と同じく寝(ね)坊(ぼう)した馬鹿なのか、などと思っていた。　

			　しかし予想は外れ、少年は依頼の報(ほう)酬(しゆう)と思われる銀貨を数枚受け取る。

			　そんな馬鹿は自分くらいか、と柄にもなく自(じ)己(こ)嫌(けん)悪(お)に陥(おちい)るソフィア。そこにシロノが声をかける。

			「ソフィアちゃん、ちょっと来てくれる？」

			　依頼が回ってきたのか。急いで窓口へと向かう。しかし少年がまだシロノの前にいる、嫌(いや)な予感がした。そして、その予感は見事に当たった。

			「えっとね、こちらはエル君。ソフィアちゃんと同い年で、段も同じ３段の狩竜人(かりゆうど)なの」

			　エルと呼ばれた少年が体を向ける。しかしその目線はあちこちに泳いでいて、まるで定まっていない。エルはソフィアをまっすぐ見ないまま、無言でぎこちなく頭を下げた。

			「初めまして」

			　ソフィアが軽く頭を下げ、挨(あい)拶(さつ)をする。

			「あ、ど……どうも」

			　対してエルは、とても小さな声で挨(あい)拶(さつ)を返す。その態度に、ソフィアは少しだけ顔をしかめた。

			　ぼさぼさに伸びた黒髪からのぞく瞳にはまだ幼さが残るが、がっちりとした体格は、いかにも鍛(きた)えられた狩竜人(かりゆうど)らしい風(ふう)貌(ぼう)だ。しかし、小さな声に定まらない目線、おどおどした態度。立派な体格をしているくせに、なんとも頼りなさそうだ。それがソフィアの第一印象だった。

			「それでね、エル君、こっちはソフィアちゃん。私の中で今、１番期待してる女性狩竜人(かりゆうど)さんなの。可愛(かわい)いでしょ？」

			　期待している、可愛(かわい)い、などと紹介され、お世(せ)辞(じ)だとしても嬉(うれ)しかった。しかし、その後に続く言葉が容(よう)易(い)に想像がつき、ソフィアは困ってしまう。

			「でね、ソフィアちゃん、やっぱり１人だと依頼を回すのが難しいの。それで今回は、エル君と組んでみないかなと思って……」

			「あの、シロノさん、ごめんなさい。誰かと組むってのは、まだちょっと……」

			　シロノの言葉をさえぎり、断りの言葉を口にする。確かに目の前の男が頼りなさそうだとか、人見知りにもほどがありそうだと思ってはいた。ただ、それが理由というわけでもない。相手が誰であれ、最初から断るつもりだった。

			　しかしソフィアの心の内など、エルは知る由もない。ちらりと目線をくれただけで、あっさりと断られたことに、エルはそれなりに傷ついた。

			　シロノは苦笑いで、ソフィアを諭すように言葉をかける。

			「ソフィアちゃん。あなたのお財布、実はかなり切(せつ)羽(ぱ)詰(つま)ってるんじゃないの？」

			「いや、あの、それはそうなんですが……」

			　シロノは日々舞いこむ狩竜(かりゆう)依頼を、的確に狩竜人(かりゆうど)に割り振る経験豊富な協会職員だ。夜明けとともに動きはじめる狩竜人(かりゆうど)が多い中、この時間になって慌(あわ)てて依頼はないかと駆けこんできたソフィアの金銭事情など、すべてお見通しだった。シロノは魅(み)力(りよく)的(てき)な笑みは崩さないまま、しかし、いつもよりも少しだけ強い口調で話し始める。

			「あのね、ソフィアちゃん、私はあなたの事情を知ってるし、誰とも組みたがらない理由も理解してるつもりよ。でもね、いくら腕が立つとしても低段位で１人でってなると、なかなか依頼は回しにくいの。狩竜(かりゆう)の失敗は狩竜人(かりゆうど)の命だけじゃない、他の人の命まで大きな危険にさらすことになるのは、当然知ってるわよね。だから安全面を考えると、単独行動の狩竜人(かりゆうど)に回せる依頼は少ないの。狩竜(かりゆう)の依頼は次から次へと舞いこむし、困ってる人や竜に怯(おび)えて暮らしている人はたくさんいるのよ？　ね、だからちょっとでもいいから、そろそろ誰かと組むことも考えてみない？」

			　信頼している相手の言葉は重かった。ソフィアは唇をぐっと真(ま)一(いち)文(もん)字(じ)に結んで考えこむ。もう一押しだと、シロノは言葉を続けた。

			「例えば、ずっとじゃなくてもいいのよ。１回だけの約束で組んでみるとかも、まあ本当はお勧めしないけど、悪いことではないわ。ソフィアちゃんのこと、個人的にすごく応援してて、私も力になってあげたいの。でもこのままじゃ昇段もままならないし、私ももどかしいのよ。せっかくソフィアちゃんが強いことを知ってるのに。あ、個人的に応援してるってのは内(ない)緒(しよ)ね。職員がそんなことしてたら怒られちゃうから」

			　最後はいたずらっぽく人差し指を唇に当て、お願い、と大半の男を落とせそうな笑顔を見せる。

			　シロノの言うとおり、ソフィアの懐(ふところ)具(ぐ)合(あい)は切(せつ)羽(ぱ)詰(つま)っていた。まだ出会って２ヶ月だが、シロノのことも心底信頼している。言葉だけではなく、実際贔(ひい)屓(き)にしてくれていることにも薄(うす)々(うす)勘(かん)づいていた。

			　怒られるから内(ない)緒(しよ)で、などとシロノは軽く言ったが、協会職員が特定の狩竜人(かりゆうど)に便(べん)宜(ぎ)を図ることは重大な規則違反だ。怒られるどころか、懲(ちよう)戒(かい)免(めん)職(しよく)ものだ。

			　出会って間もない自分に、なぜそこまで優しくしてくれるのかはわからなかった。しかし、それに応えずに平気でいられる性格ではない。ソフィアは覚悟を決めた。

			「エルって言ったわね。私はソフィア。ソフィア・ワイスよ。１回断ろうとしといて悪いんだけど、やっぱり一緒に依頼の受注をお願いできるかしら？」

			「えっ、あの……はい。えっと……よ、よろしくお願いします！」

			　挨(あい)拶(さつ)だけでしどろもどろになるエルを見て、本当に認可を受けた狩竜人(かりゆうど)なのかと心配になる。

			　そんなソフィアをよそに、シロノは満足気な表情だった。取りあえずでも２人が組んでくれれば、きっと上手くいく気がする。いろいろな狩竜人(かりゆうど)を見てきたシロノは、そんな予感がしていた。

			　

			「じゃあ、早速依頼の紹介をするわ。２人に頼みたいのはフェズの村の近くで目撃された、蛇(じや)竜(りゆう)ネスアルドの狩竜(かりゆう)よ」

			「ネスアルドですか！」

			　思わぬ竜種の名前に、ソフィアは大声を出す。蛇(じや)竜(りゆう)ネスアルドは中型に分類される竜種で、通常は低段位の狩竜人(かりゆうど)に回ってくる依頼ではない。

			　予想通りの驚いた反応を見せるソフィアに、シロノは嬉(うれ)しくなった。

			「ええ、ネスアルドよ。新人さん２人に依頼することはあまりないけど、あなたたちなら問題ないと判断したわ。もしかしてソフィアちゃん、自信なかった？　止めといたほうがいいかしら……」

			「自信たっぷりです、大丈夫。まったく問題なしです、任(まか)せといてください！」

			　依頼を取り下げられてはたまらないと、ソフィアは鼻息荒く、必死に自信満々なことを強調する。ただシロノは、いつも素直で予想通りの反応をするソフィアを見たくて、からかっただけだった。

			「２人ともネスアルドの依頼は初めてだから、しっかり聞いておいてね」

			　依頼報(ほう)酬(しゆう)や狩竜(かりゆう)に臨(のぞ)む際の細々とした注意事項などが、シロノから伝えられる。ここまで存在感なしのエルは、そのあいだもずっと無口なままだった。話はしっかり聞いているようだが、会話をするのはソフィアとシロノの２人だけ。時(とき)折(おり)、はいと相(あい)槌(づち)を打つか、わかりましたと了(りよう)承(しよう)の意を示すのみだった。

			　今まで何度も依頼のやり取りをしているので、シロノはエルのことを知っている。無口なのもいつもどおりだとしか思わない。しかしソフィアはエルの会話能力の低さに呆れ、不安が募(つの)る一方だった。

			「説明は以上よ。２人ともフェネラルに来たばかりで、フェズの村と言ってもわからないわよね。依頼表に簡単な地図を描いておくわ。少し遠いけど、大街道沿いを西に行くだけの村だから、迷うような場所じゃないし、大丈夫よ」

			　ソフィアは方向感覚に自信がなく、地図を頼りに歩くことが苦手だと自覚している。頼りなさそうなエルには、せめて土地勘(かん)くらいはあってほしかった、というのが本音だった。ただ１度組むと決めた相手に、文句を言うような性格でもない。

			「エルは武器や荷物とか、なにか準備はいる？」

			「あっ、だ、大丈夫です」

			「よし、ならすぐに出発するわよ。私走るの速いから、しっかりついてきて。じゃあシロノさん、行ってきます！」

			「行ってらっしゃい、無事と成功を信じてるわ」

			　ソフィアがフェネラルに来てからこなした依頼は、すべて１人で受けられるものばかり。その中にまともな狩竜(かりゆう)依頼はない。街の近辺の竜種が出やすい区域での雑用や、竜がいるかどうかの確認作業ばかりだった。

			　久しぶりにきちんとした狩竜(かりゆう)依頼。そのことにソフィアは意気込んでいた。

			　勢いよく扉を開け、協会を飛びだす。エルはその後ろを慌(あわ)てて追いかけた。シロノは依頼窓口に座ったまま、いつもそうするように笑顔で２人を見送る。しかし内心、２人が組んでくれたことを小(こ)躍(おど)りしたいくらい喜んでいた。

			　狩竜人(かりゆうど)同士が組むか組まないかは自由であり、緊急時以外では協会側が強制する規則も権(けん)限(げん)もない。

			　ただソフィアとエルに出会って以来、１回でいいから組ませてみたいと思い、ずっと機会をうかがっていたのだ。これを機に期待の２人が良い方向に転がってくれたらと願いつつ、シロノは仕事に戻っていった。

			　

			　フェネラルの狩竜人(かりゆうど)協会は街の北端にあり、協会を出たらすぐ、北イリシア大陸を東西に横断する『大街道』にぶつかる。

			　絶対ではないが、他の道よりは竜種に怯(おび)える心配が少なく、安全が保証された大街道はイリシアに住む人々にとって、文字通り生命線となっていた。

			　協会を出て大街道に突き当たったソフィアは、右に曲がって勢いよく走りはじめた。

			「あっ、あのソフィア……さん、あの……ちょっと待って！」

			「なに、速すぎる？　これでも加減して走ってるんだけど」

			「いや、じゃなくて、その……あの」

			「なによ、言いたいことがあるならはっきり言ってよね！」

			　気の大らかな彼女だが、さすがに何度も口ごもり言葉を探しながら話すエルには、ちょっと辟(へき)易(えき)していた。口調もつい、とげのあるものになってしまう。

			　４ヶ月前に、夢も希望もたっぷり抱えて狩竜人(かりゆうど)生活を始動したのに、充実した毎日どころか悪いほう悪いほうへと進む日々。協会の狩竜人(かりゆうど)認可を受けたときには、陽気で前しか向いていなかったソフィア。

			　しかし、自分でも気づかないうちに、どこか心が荒(すさ)んでいた。

			「あ、あの……逆です」

			「逆って何よ？」

			「その……方向が……目的の村は西で、こっちは東の方向でして……」

			　その言葉に反応したソフィアは、かなりの速さで走っていたにもかかわらず、恐ろしいまでの急停止と反転をする。

			「ちょ、ちょっと！　早く言ってよ！　あと……ご、ごめんなさい」

			　顔を真っ赤にしたソフィアは、八つ当たりの言葉と、素直な謝(しや)罪(ざい)を口にする。彼女の方向感覚のなさは、ちょっとどころではなかった。

			　

			　目的地であるフェズの村。その近くまで走りとおし、ようやく進みを緩(ゆる)める２人の狩竜人(かりゆうど)。

			「ぜぇ……はあはあ……すごい、びっくりしました。本当に速い……ですね」

			　息も絶え絶えなエルに対し、ソフィアは多少息が上がっているだけだった。それも１つ２つ大きく息を吸っただけで、すぐに呼吸を整えてしまう。

			　しかし、ソフィアは驚きの目でエルを見つめる。びっくりしたのは、ソフィアも同じだった。

			　初(しよ)っ端(ぱな)からあらぬ方向に走りだし、馬鹿だと思われてしまった。ソフィアはそう勝手に思いこんだ。私は並の狩竜人(かりゆうど)ではないことを見せておかねば、などと、今度は思考があらぬ方向へと走りだす。

			　見よ、この速さと体力を、誰もついてはこられまい、と確かに普通ならば誰もついていけないし、誰もついていかないような走りを見せたソフィア。まともな人なら、そんなに速く走ってどうすると止めただろう。しかし、エルは馬鹿正直についてきた。

			　道中たかが３段のひよっこ狩竜人(かりゆうど)を引き離せないことが、ソフィアには信じられなかった。

			　自分も同じく狩竜人(かりゆうど)１年目で、同じ３段であることは棚に上げて悔(くや)しがり、速度を緩(ゆる)めるどころか、さらに上げたのだが、それでもエルを引き離せなかった。

			　さらに上げる。しかし離れない。もっと速さを。しかしエルは食らいつく。

			　２人の競争は止まるところを知らない。ただし、争っていたのはソフィアだけだ。

			　大街道は常に多くの人々が行き来している。武器を背負い、爆走する２人の狩竜人(かりゆうど)とすれ違った人々は皆、当然なにごとかと驚いた。イリシアの人々は、常に竜の恐怖にさらされている。狩竜人(かりゆうど)が急ぐということは、なにか悪いことが起きていると想像してしまうのも当然だった。

			　２人の姿を見た良識のある人などは、狩竜人(かりゆうど)協会に走って状況確認までする始末。結果、特になにも起こってないことが確認され、大街道を往(おう)来(らい)する人々は、その良識ある人のおかげで安心して大街道を往(おう)来(らい)できた。

			　

			「ソ、ソフィアさん、本当にすごい。走るのは、あの、僕も自信あったのに……ついていくのが精一杯で、しかも全然疲れてなくて」

			　息はすでに整っているのに、相変わらずしどろもどろなエル。しかし彼なりに、苦手ながらも会話をしようとしている。それは伝わった。

			　話したくないわけではない。それがわかってソフィアは少し安心した。命を懸(か)けて竜と戦うのだ。今回かぎりだとしても、組む相手は少しでも信頼できる者が良い。

			　今度はゆっくり歩きながら、２人はフェズの村へと向かう。すでに村の家々、羊の囲われた柵(さく)、その外に広がる畑が２人の視界に入っていた。

			「ちょっとね、特(とく)異(い)体質なのよ、私。だから息切れしないでずっと走れるのは、反則みたいなもんなのよ」

			「特(とく)異(い)体質……ですか？」

			「うんとね、詳(くわ)しく説明すると長くなるというか面倒くさいというか……簡単に言うと、理(り)力(りよく)が全然出せない代わりに全然漏(も)れない、だから息切れしないけど、ボウガンとかは苦手っていうか、無理って感じなの」

			　ソフィアは話しながら、すでに言葉の足りなさを自覚していた。これで理解できたら、逆にすごいとさえ思ってしまう。しかし、どう言葉を足したら理解してもらえるのか、ソフィアにはわからなかった。

			「外に全然漏(も)れない、ですか」

			　エルがうつむいて考えこむ。理力は竜と戦う際、最も重要な要素だ。一緒に戦う者が特(とく)異(い)体質だというのなら、それは理解しておきたかった。

			　狩竜人(かりゆうど)は理力で自らの肉体を強化し、手に持つ武器や放つ矢に理力を流しこみ、威力を高める。竜との圧倒的な力の差を埋めるため、知恵を絞(しぼ)り、肉体と理力を鍛(きた)えるのだ。

			　だから竜と戦う場合は体力と、そしてなにより理力が尽きる前に倒さなければならない。

			　ただ普通の人が理力を使う場合、どんなに理力を体内に留めようとしても、いくらかは外に漏(も)れてしまう。全力で戦えば、理力が尽きるのもそれだけ早くなる。

			　だがソフィアは違った。特(とく)異(い)体質で、理力が外に漏(も)れていくことがない。そのおかげで、信じられないほどの持続力を有していた。

			　その体質には不便な点もある。直接体に触れている武器などには、問題なく理力を流せる。だが体から離した状態のもの、例えば、ボウガンで放つ矢などに理力を通わせても、手から離れた瞬間に理力はソフィアの体へと戻ってきてしまうのだ。

			　竜が脅(きよう)威(い)なのは、人とは比べものにならないほど高い理力を誇(ほこ)っているからであり、身の硬い竜に矢を射ちこむためには、やはり理力を込めた矢を、威力のあるボウガンで放たなければならない。それがソフィアにはできなかった。

			　誰もが練習次第で当たり前にできることなので、それができないと言ってもなかなか理解してもらえない。これこれこういう体質なので悪しからず、とわかりやすく書いた紙でも持っていようか。そんなふうに真剣に悩んだこともあった。

			　うつむいて考えこんでいる姿を見て、やはり駄目かとソフィアは思っていたが、エルは急に納得するようにうなずいた。

			「なるほど！」

			「うそ、わかるの？」

			「えっと、付(ふ)加(か)理力と放出理力が使えずに、その代わりに体内を巡る内(ない)燃(ねん)理力の効率が良いってことですよね……いや、全然漏(も)れないってことは、効率が良いって程度じゃないのか。通常の何倍もの、内(ない)燃(ねん)理力効果が得られるってことで……ってあれ？　違うんですか……ご、ごめんなさい」

			　目を見開き、口を半開きにして驚くソフィア。その瞬間の顔だけ見たら、自他ともに認める美少女だとは誰も思わないだろう。

			「いや、合ってるわ。多分」

			　自分のことなのに、多分とつけてしまうのが残念だった。しかし、エルがわずかな言葉で理解してくれたことに、ソフィアは嬉(うれ)しくなる。

			「これね、いつも説明するのに時間かかって、面倒くさいなあって思ってたのよ。でも今日は１回で終わったわね。ちょっとあんた、やるじゃない！」

			　ソフィアが元の魅(み)力(りよく)的(てき)な笑顔に戻り、エルもほっと胸を撫(な)で下ろす。

			「それは……前に師匠から、そういう体質の人がいるって聞いたことがあって、その、たまたま知ってただけで」

			「へえ、あんたの師匠って物知りねえ。珍しすぎて全然知られてないのに。で、そういうわけだから、私ボウガンが一(いつ)切(さい)使えないのよ。そりゃ射つには射てるけど、当てる練習なんてしたことないしね。そもそも持ってもないわ。だから足止めが必要なときは、あんたに頼むことになるけど、大丈夫？」

			「た、多分、一応練習してますから」

			「まあボウガンなんて使わなくても、こいつでぶった切るから。安心して私に任(まか)せといて！」

			　自信満々な顔のソフィアは、そう言って背中のハルバードに手を添える。彼女は女性にしては長身だが、平均的な男性のエルよりかは少し低い。その彼女が背負ったハルバードは、長身の男性が持ってもおかしくないような長さだった。

			　それは巨大なわりに持ち手が細めで、彼女の手に合うように打たれたものだとわかる。そして太陽の光に当たると、乳(にゆう)白(はく)色(しよく)に少し紅(べに)を差したような色に輝(かがや)く。武器に使われる素材や、作りの良し悪しがほとんどわからないエルが見ても、とても価値のありそうな、立派な武器だということが感じ取れた。

			　一方エルの持つ武器は、両手で扱う長剣と小振りなボウガン。一見すると、両方ともにただの安物。しかしよく見ると、それがただの安物ではないことがわかる。

			　ボウガンの弦を掛ける金属部分は磨り減り、本体の木製部分にもヒビがある。射っただけで真っ二つに割れても驚かないような古さだ。

			　それに比べて長剣は新しい。しかし柄に施されている装(そう)飾(しよく)は、いかにも安物だと自(じ)己(こ)主張するようなひどい意(い)匠(しよう)。滑り止めにもなっておらず、実用性は皆(かい)無(む)。使用者のことを一(いつ)切(さい)顧みない、ひどい作りだった。

			　つまり長剣もボウガンも、戦いを専門とする狩竜人(かりゆうど)が持っていいような武器ではなかった。ただの安物どころではなく、ひどすぎる安物だったのだ。

			　もしソフィアに武器を見る目が多少でもあれば、間違いなくエルに不信感を持っただろう。ただ幸いなことに、彼女もエルと同程度しか武器の知識がなかった。エルの長剣を見ても、格(かつ)好(こう)悪い剣だ、くらいにしか思っていなかった。

			「さ、着いたわよ。村の人に話聞いて、狩竜(かりゆう)を始めましょ」

			　フェズの村に到着した２人は、初めての共同作業に取りかかるのだった。

			　

			「早くても今日の夕方になると思ってたが、ずいぶん早く来てくれたんだな。助かるよ」

			　陽気そうな中年の男性が案内役を買って出てくれた。２人はすぐに蛇(じや)竜(りゆう)ネスアルドが目撃された場所へと、案内をしてもらうことにした。

			　協会でシロノからは、歩いて半日くらいの距(きよ)離(り)だから暗くなる前には到着できる、と言われていた。しかし暗くなるどころか、まだ陽は高い。正午少し前にフェネラルの街を出て、２人がフェズの村に着いたのは太陽が真南を少し過ぎた頃。日没までは充分に時間がある。歩いて半日の距(きよ)離(り)を、いったいどんな短時間で走りきったのか、その非常識ぶりがうかがえた。

			「それにしても可愛(かわい)い狩竜人(かりゆうど)さんが来てくれたもんだ」

			「ちゃんと協会で依頼を受けているので、安心してください」

			　協会認可を受けた女狩竜人(かりゆうど)の割合は、全体の８分の１程度。女だと心配なのか、とソフィアは思った。

			「ああすまん、疑(うたが)ったわけじゃないんだ。協会が寄越してくれた狩竜人(かりゆうど)なんだから、信頼してるさ。狩竜人(かりゆうど)ってのは気の良い連中は多いが、むさ苦しい野郎ばっかりだと思ってたもんでね。娘と同い年くらいの、綺(き)麗(れい)な嬢ちゃんが来て驚いたってだけさ。余計なこと言っちまったな、気を悪くしないでくれ」

			　男性はそう言って朗(ほが)らかに笑った。

			　狩竜人(かりゆうど)協会が竜種の対処を一手に請(う)け負(お)い狩竜人(かりゆうど)に依頼する、というのは数百年にわたる信頼の積み重ねがあって成り立っている。男だろうが女だろうが、協会から狩竜人(かりゆうど)が来たからには安心だ。そう思ってもらえるほどに、狩竜人(かりゆうど)はイリシアに住む人々から信頼を寄せられていた。

			　村人たちは竜が出たということで、何人かが周囲を警(けい)戒(かい)するように見張りに立っていた。普段なら畑仕事に精を出すか、羊の世話を焼いている時間だろう。しかし竜が出たというだけで、それもままならなくなる。

			　直接的な被害が出ていなくても、仕事の手を止められて間接的に村人の生活に打撃を与えてしまう。それくらい竜種とは恐れられているのだ。

			　竜が出るのは珍しいことではない。イリシア大陸に住む人々も竜が出没することに慣れてはいる。だが慣れてはいても、被害がなくなるわけではない。ただ恐怖することに慣れてしまっただけで、恐怖を拭(ぬぐ)いきれたわけでもなかった。

			　いつでもどこでも、竜の影に怯(おび)える暮らし。イリシアの人々は、それが身についてしまっていた。

			「ネスアルドが出やがったのは昨日の昼頃。村から距(きよ)離(り)があるとこだが、今の時期だと羊の餌(えさ)場にしてる原っぱの近くなんだ。このままじゃ羊たちを柵(さく)に閉じ込めとかにゃあならんが、あいつらが育たなきゃ俺らも干(ひ)上(あ)がっちまう」

			　普段なら外に出してもらえる時間なのに、閉じ込められたままの羊たち。狭い柵(さく)の中で、仕方なくわずかに生えている草を食(は)んでいた。

			「あっ、子羊ちゃんだ。美味しそう」

			　そう言ってソフィアは笑顔で羊の柵(さく)に近づく。思わずエルは驚きの表情で彼女を振り返った。子羊にちゃんをつけるのはいい。なんであれ、小さい生き物というのはそれなりに愛らしい、近寄ってみたくなる気持ちも理解できる。子羊を美味しそうと言うのもわかる。羊は大人よりも、子羊のほうが匂いが良く柔(やわ)らかくて美味だとされるからだ。

			　ただそれは、肉になってから言うことではないだろうか。

			　子羊をちゃん付けで呼んでおいて、その後に続く言葉が美味しそう。間違ってはない、間違ってはないのだが、何かが違う。そんなことをエルは考えてしまった。

			　食欲は人の数倍ある大(たい)食(しよく)漢(かん)のエルだが、それでもソフィアの美味しそうという言葉には首を傾(かし)げた。

			「わははっ、肉になる前の羊見て美味そうと思ったことはねえがな。嬢ちゃん腹減ってんのか？　ちょっとしたもんなら、すぐに用意できるぞ」

			　自分でも思わず美味しそうなどと口走った彼女は、そういえば、と思いだす。急いで宿を飛びだしたので朝から何も口にしていない。確かに腹は減っているが、しかし今は狩竜(かりゆう)が優先だと考え、その申し出は遠(えん)慮(りよ)することにした。

			　蛇(じや)竜(りゆう)ネスアルドは、頻(ひん)繁(ぱん)に移動することはないと言われている。目撃された場所が村から離れているのなら、すぐに家畜や人に直接被害が及ぶ可能性は低い。

			　それでも竜が近くにいるというだけで、村人たちは不安を抱えて暮らさなければならない。　人々の命を守り、また安心を与えるために狩竜人(かりゆうど)は存在している。

			「大丈夫です。早速探しにいきたいので、案内お願いします」

			「そうか、じゃあ頼むよ。あっちの森の近くなんだ、案内しよう」

			　ソフィアもエルもひよっこではあるが、狩竜人(かりゆうど)の心構えは十二分に持っていた。

			　

			「あそこの川べりだな、ネスアルドが出たのは」

			　案内されたのは、村から丘を１つ越えた森の側にある川だった。川のほとりの土の柔(やわ)らかい部分に、大きなものを引きずったような跡があり、確かにネスアルドがいたのだとわかる。

			「見たのは俺ともう１人の男でな。遠目にだったから大きさまではわからんが、這(は)いずった跡を見ると、胴回りは大人３人分くらいの太さか」

			　蛇(じや)竜(りゆう)はその名のとおり、ヘビに似た姿かたちの竜である。４本の足はいずれも短く、這(は)いずるように動くので、普段の移動は人と比べても速くはない。

			　ただし獲物を見つければ、細長い体全体を鞭(むち)のようにしならせて飛びかかる。その一瞬の動きは素早く、鍛(たん)錬(れん)を積んでいる狩竜人(かりゆうど)ならまだしも、普通の人では到底避(よ)けきれない。体長は人の３倍から、大きなもので５倍以上。大人でも簡単に一飲みできるほどの大きな口と、体当たりだけで人など簡単に潰(つぶ)されかねない、太い胴を持っていた。

			　ヘビに似ていようがトカゲに似ていようが、竜は竜。竜種と他の生き物では大きな隔(へだ)たりがある。それは大きさという点でもそうだが、それ以上に竜が人々から恐れられるのには理由があった。

			「まだ陽が沈むまでにゃ時間はあるが、どうしても今日中にってわけでもないしな。今日は気負わず探してくれや。村長の家に部屋も用意してあるし、あんまり豪華な飯は無理だが、羊肉ならたっぷり出せるぞ……って、２人ともどうかしたのか？」

			　２人の若い狩竜人(かりゆうど)は蛇(じや)竜(りゆう)の這(は)いずった跡を見てから、周囲を見渡し警(けい)戒(かい)していた。その２人が急に同じ方向をじっと見つめたかと思うと、おもむろにそれぞれ背中の武器を手に取った。

			　ソフィアはハルバードを覆(おお)っていた革袋を取り外し、放り投げる。男性はその白く輝(かがや)く見事なハルバードを見て、思わず感(かん)嘆(たん)のため息を漏(も)らす。普段武器といったらボウガンしか手にしない素人から見ても、そのハルバードは美しく存在感があった。さらにそれを美しい少女が手にすることによって、画家の描いた一枚絵のような雰囲気を醸(かも)しだしていた。

			　エルはボウガンを背中から外すと、すぐ手に取れるよう腰に引っかけ、長剣を抜き鞘(さや)を地面に置く。その長剣を見て男性は思わず驚きの声を上げそうになる。あの剣は普段使われない、村に一応置いてあるだけの剣よりも粗(そ)末(まつ)なのではないだろうか。ボウガンに至っては間違いなく、村の装備のほうが良いものだ。そんな思いが、男の頭をよぎる。

			「いた」

			「いました」

			　男は２人の言葉に驚き、視線の先に目を凝らす。しかしその方角には静かな森があるだけで、何かが動いた様子も生き物の気配も感じられない。２人の顔と視線の先を交互に見やるが、何度見ても森はいつも以上に静かだとしか思えなかった。

			「えっと蛇(じや)竜(りゆう)……なのか？」

			　男性の目は悪くない。むしろ良いほうだ。２人の視力が異常なだけだった。

			「はい、おじさんはここにいてくださいね。ちょっと行ってきますんで」

			　軽くそう言うと、ソフィアは大地を蹴(け)って走りだす。そしてエルも彼女とほぼ同時に動きだした。

			　竜種の聴力は人と同等か、それ以下と言われている。しかし視力と嗅覚は、人と比べものにならないほど優れている。

			　ネスアルドも例外ではなく、すぐさま自分に向かってくる２つの影に気づいた。気づかれずにそっと近づいて、などとは２人も考えていない。おかまいなしに森を駆け、ネスアルドとの距(きよ)離(り)を一気に縮める。

			　しかし内心２人ともまずい、という思いは抱えていた。組んだはいいが、相手のことが全然わからない。

			　狩竜(かりゆう)対象が明確な場合、狩竜人(かりゆうど)は必ず事前に打ち合わせをする。経験値や一緒に組んでいる期間などで、打ち合わせの内容に差はあるが、それは絶対に怠(おこた)ってはならないことだった。出会って間もない２人が、特に相談もしないまま竜に突っ込むなど、もし他の狩竜人(かりゆうど)が知れば罵(ののし)られてもおかしくない愚(ぐ)行(こう)だった。

			　お互いが知る相手の情報は、ソフィアは特(とく)異(い)体質でボウガンが使えない。エルはボウガンが多分使える。見てのとおり武器はハルバードと長剣、脚力は２人ともかなり優れている、それだけだった。

			「ちょっと引いてて、私がやるから！」

			　ソフィアは走りながら、エルに向かって叫ぶ。これまでの気の弱そうな印象からして、簡単に引き下がるだろうと彼女は思っていた。しかし意外にもエルは、渋々といった表情でうなずき、２、３歩だけソフィアの後ろにつく。

			　さっきまでとは顔つきがまったく違う。おどおどした印象はまるでなくなり、まっすぐに竜を見(み)据(す)えるエルの眼光は鋭い。そんな顔もするのか、と少しだけ見直した。
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			　ネスアルドは２人をじっと見ている。それは獲物が自分から近づいてきた、という目だ。

			　距(きよ)離(り)にしてあと50歩というところか。エルは腰のボウガンに麻(ま)痺(ひ)矢を装(そう)填(てん)し、左手に持つ。

			　そしてソフィアは、ハルバードを持つ両手に力を込めた。

			　ネスアルドは何かを吐いたり飛ばしたりはしない。２人と竜の間には攻撃に移るまで、一呼吸分の距(きよ)離(り)がある。

			　２人が止まった瞬間、それを見計らっていたようにネスアルドが動きはじめた。ネスアルドの体がするすると、木々の間をすり抜けるように動く。エルはボウガンの狙(ねら)いを定め、引き金に指をかける。しかし矢が放たれる前に、ソフィアが真正面からネスアルドに飛びかかった。

			「え、待っ……」

			　エルは肝を冷やした。自信があるようだとはわかっていた。道中の脚力を見るに、特(とく)異(い)体質というのも本当だろう。身のこなしも軽そうだとは感じていた。

			　しかしまさか、人の４倍はあるネスアルドに真正面から飛びかかるとは思ってもいなかった。危ない、と感じたエルはとっさにボウガンを投げ捨て、飛びだす。しかし心配は杞(き)憂(ゆう)に終わった。

			　ネスアルドは頭を高く上げ大口を開けると、向かってきたソフィアを丸飲みにする勢いで襲(おそ)いかかる。しかしソフィアは軽く避(さ)け、ネスアルドの細長い体の真ん中にハルバードを突き刺し、そのまま強引に振り下ろす。

			　細長いといっても、全体が長いのでそう見えるだけだ。胴回りは大人２人でようやく抱えきれるほどに太い。それをソフィアはたった一撃で、太い胴の半ばまで切り裂く。

			　しかしネスアルドにとって、というより竜が相手では、そこまで深く切り込んでも致(ち)命(めい)傷(しよう)にはならない。

			　他の生物なら致(ち)命(めい)傷(しよう)となる一撃も、ネスアルドは意に介さない。切り裂かれた瞬間に、反撃に出る。

			　今度は頭をソフィアとは逆に向け、尻(しつ)尾(ぽ)での攻撃。まともに当たれば押しつぶされる。よくてもかなりの勢いで弾き飛ばされるような一撃だ。しかしソフィアは素早く距(きよ)離(り)を取って回避する。そしてネスアルドから視線を外さず、エルに怒(ど)鳴(な)る。

			「ばかあっ、危ないじゃないの！」

			「ごごご、ごめんなさい」

			「まったく、何考えてるのよもう！」

			　ソフィアは距(きよ)離(り)など取らなくても、そのまま追(つい)撃(げき)に移って充分に仕留められる余裕があった。反撃を最小限の動きでかわし、切り裂いた部分にもう一撃。それで終わらせるつもりだった。それができなかったのは、間違いなくエルのせいだった。

			　ソフィアに続いて飛びだしたエルが、ネスアルドの攻撃範囲にいたのが目に入り、慌(あわ)てて距(きよ)離(り)を取ったのだ。良い顔できるじゃない、と少しだけ見直されたエルの評価は、ネスアルドとの攻防の間に、再び地に堕(お)ちる。

			　エルが飛びだしたのは、ソフィアを助けるためだ。危なくなる前に彼女を投げ飛ばしてでも、とにかく大怪(け)我(が)だけは回避させなければ。そんな思いで取った行動だった。

			　しかしそんな気遣いは彼女の邪魔になるだけ。エルはそれを理解した。彼女の身のこなしは、エルがこれまでに見た狩竜人(かりゆうど)とは一線を画す。とんでもない反射神経と理力を兼ね備えた、異常とも思えるほどの動き。その異常さは、多分きっと自分と同じくらい。そうエルは感じた。

			　そして再びネスアルドが２つの獲物に襲(おそ)いかからんとする。ソフィアが切り裂いた腹の傷は、すでに修復を終えていた。

			　ヘビのような姿で、ヘビのように動く、しかし人はそれを竜と呼ぶ。

			　翼を持ち羽が生え、トリのように飛ぶ、しかし人はそれも竜と呼ぶ。

			　竜と他の生物で最も異なるのは『理力』を扱うということ。生きとし生けるものすべてに理力は備わっているとされるが、ほとんどの生物が有する理力量はとても小さい。

			　大きな理力を扱う生物は人、そして竜だけである。

			　人は他の生物に比べればとても大きな理力を備えている。しかし竜種は、さらに比較にならないほどの理力を備えていた。

			　竜種の持つ圧倒的な理力を、人が最も感じられる瞬間。それは修復能力を目にしたときだろう。内臓まで達する深い一撃を入れても、竜の理力はわずかな時間で傷を塞(ふさ)ぎきる。それは表面上の傷だけではなく、切り裂かれた内臓まで完全に治してしまう。

			　ボウガンから放たれた鋭い矢が突き刺さっても、次の瞬間には肉が盛り上がり、その矢が押しだされ傷が塞(ふさ)がってしまう。細い矢など体(たい)躯(く)の大きい竜にしてみれば、すぐに痛みのなくなる小さなとげが刺さった程度のものだろう。

			　瞬時に傷を修復する能力は、人には到底真(ま)似(ね)のできない特徴だ。

			　確かに、細やかな理力操作が得意な一部の者が、回復を早めるために理力を使った治(ち)療(りよう)を施すことはある。ただしそれは、１ヶ月かかる大怪(け)我(が)を１週間で完治させ、１週間かかる傷を１日で治す。その程度が限界だった。

			　人が大型竜の攻撃をまともにくらえば、運が良くて重傷。普通は簡単に死に至る。骨の１、２本で済むのは、日々鍛(たん)錬(れん)を積み、高い理力で体を守れる狩竜人(かりゆうど)だけだ。

			　しかしそんな傷を負ってしまえば、動けなくなるか、動けたとして鈍(にぶ)ってしまうのはどうしようもない。そうなれば、あとは竜の餌(えさ)となるのを待つばかりだ。

			　イリシア大陸の人々は誰であれ竜に食われることを最も恐れる。それは死(し)生(せい)観(かん)や宗教の問題ではなく、竜種が持つ特徴にあった。

			　人を食った竜は、もともと高い理力がさらに何倍にも膨(ふく)れ上がる。

			　何倍にも、といっても正確に理力を測ることはできない。なので人々の経験に基づく推測でしかないが、人食い竜は明らかに強くなる。

			　それまで鉄剣で切れていた鱗(うろこ)が硬化し、まったく刃が通らなくなる。今までは刺さっていた矢が、弾かれて刺さらなくなる。放置された人食い竜が、大きい体をさらに何回りも大きくし、里に現れまた人を食う。人食い竜は、危険度が何倍にも跳ね上がる。

			　そのため狩竜人(かりゆうど)協会は、派遣する狩竜人(かりゆうど)の人選に最大限の注意を払う。確実に倒せる腕を持つか、もしくは無理と判断して逃げることができる狩竜人(かりゆうど)にしか依頼をしない。失敗して食べられました、というのは本人だけの問題ではない。竜の理力が膨(ふく)れ上がり、その周囲に大きな被害を生みだしかねない。

			　狩竜人(かりゆうど)にとって逃げることは不名誉ではない。不名誉とは、竜の人食いを止められないこと。そして何より、自らが竜に食われることだった。

			　狩竜人(かりゆうど)ではない普通の人々でも、同じような思いを持っている。自分が食われたせいで危険な人食い竜を生みだしたら、大切な家族や友人が犠(ぎ)牲(せい)になる危険を大きくしてしまう。そのことを思えば、崖から飛び降りて自ら命を絶ってでも食われない道を探す。そういった考え方が、イリシアでは普通だった。

			　

			「ああもう、治っちゃったじゃないの」

			　ソフィアは愚(ぐ)痴(ち)をこぼしながら、ハルバードを構えなおす。エルとのわずかなやりとりの間に、ネスアルドは完全に回復していた。

			「いや、まさかソフィアさんがそんなに強いとは……」

			「話はあと、今度は邪魔しないでよ」

			　再び大地を蹴(け)ったソフィアは、真正面からネスアルドに挑みかかる。今度は長い胴体で半円を描き、回りこむように彼女の動きを封じようとするネスアルド。だがソフィアは回りこまれても意に介さず、柔(やわ)らかい森の地面をえぐるほどの蹴(け)り足で前へ進む。

			　そして一閃。目にも留まらぬ速さで振りきられた白(はく)緋(び)鉱(こう)のハルバードが、尻(しつ)尾(ぽ)を完全に切り落とす。

			　そしてソフィアは血が噴きだすよりも早く、次の動きに入る。

			　竜の闘争本能は高い。体の一部を失っても、ネスアルドは怯(ひる)むことなく牙(きば)を向けてくる。しかしソフィアはあっさりと反撃をかわし、走り抜けざまに左目を切りつけた。そして横から短い左前肢を狙(ねら)ってこれを切り落とす。さらに胴を突き刺し、ハルバードを振り上げると、そのまま同じところに振り下ろす。若(じやつ)干(かん)狙(ねら)いはそれたが、太い胴体はかろうじて繋(つな)がるだけだ。

			　尻(しつ)尾(ぽ)に続いて左前肢を切り落とされたネスアルド。逃げることもできず、それでもまだ緩(ゆる)やかにだが動きを止めない。ただいくら竜の闘争本能が高くとも、その状態ではまともに動けるわけがなかった。

			　切り落とされた部分に薄皮が張り、大量に流れていた血が止まる。かろうじて繋(つな)がっていた部分も修復が始まるが、ソフィアは再びハルバードを振り下ろし、その命を断ち切った。

			　真っ二つに切り分けられたネスアルドは完全に動きを止める。しかしソフィアも、そして見ていただけのエルも警(けい)戒(かい)を解かない。完全に動きを止めたはずのネスアルドの頭部に、ソフィアは軽くハルバードを突き刺した。

			　そこに甘い感情は一(いつ)切(さい)ない。万が一でも生きていましたは許されなかった。

			　竜種の、特に体の大きな竜の生命力は尋(じん)常(じよう)ではない。首を落とすか、修復が始まらないことを確認するまで完全に殺しきる。そこまでやって初めて、狩竜(かりゆう)は成功と言えた。

			　頭部についた傷が修復しないことを確認し、ようやく彼女はネスアルドから視線を外した。

			「どうだ！　私に任(まか)せておきなさいって言ったでしょ」

			　どうだと言わんばかりの得意気な顔。しかし実際どうだ、と口にする人は珍しいかもしれない。

			「は、はい、すごかった。あのえっと……本当にすごくて、いろいろと」

			　エルは相変わらず凄(すさ)まじい口下手だ。しかしソフィアは気を悪くしたりはしなかった。言葉につまりながらも、エルが笑顔だったからだ。

			　そしてこの少年が、ただの低段位ではないことにも気づきはじめていた。狩竜(かりゆう)の最中に、危ない邪魔、と怒(ど)鳴(な)った。つまり全力で飛ぶように走った彼女が邪魔に思うほど、近い距(きよ)離(り)をエルはついてきたのだ。

			　フェズの村までの移動で、理力と体力は半(はん)端(ぱ)ではないとわかっていた。しかも自分についてこれる身軽さまで持っている。ソフィアはシロノの言葉を思い返す。ネスアルドの狩竜(かりゆう)も２人なら問題ない、と言われた。ソフィアなら、ではなく。

			　エルのほうはといえば、まだ必死に言葉を考えていた。彼は口下手であっても無口ではない。無口に見えるのは、いちいち言葉を選んだり探したりしてしまい、話しかける機会を失ってしまうからだ。

			　彼女と話をしたい、ちゃんと話をしないと。そんなふうにエルが考えていると、男性の悲鳴が上がった。

			「助けてくれえっ、ネスアルドだ！」

			　それは遠くからの声だったが、２人の耳は聞き逃さない。ソフィアとエルは再び地面を蹴(け)った。

			　

			　蛇(じや)竜(りゆう)は群れない。普段は単独で行動し、２頭同時に現れるのは繁(はん)殖(しよく)活動の場合だけだと言われている。目撃されたのは１頭。その１頭を狩ったことで、２人には油断があった。

			　案内役の男性が、２人の視界に入る。ネスアルドから距(きよ)離(り)を取るように走って逃げつつ、２人に向かってくる男性の判断は、とても冷(れい)静(せい)で正しかった。

			　ネスアルドは竜種にしては珍しく、一瞬の動き以外は人が走るのと変わらないか、遅いくらいの速さだ。距(きよ)離(り)があるうちに安全圏まで逃げられれば、助かる可能性は高い。

			　ただし持続力は人と竜では桁(けた)違いなので、近くに安全圏がある場合にかぎる。この場合、安全圏とは狩竜人(かりゆうど)２人の場所だった。

			　ソフィアは当然自分がやる気でいたが、それはできなかった。正確にはする暇(ひま)がなかった。案内役の男性の横をすり抜け、風を切って走る２人。今度はエルが前に出る。ソフィアが下がったわけではない。エルがソフィアより速度を上げたのだ。ソフィアは何かを言いかけるが、言葉を発する間もなかった。

			　エルはネスアルドに近づき、長剣の切っ先で地面を突くような体勢を取る。そこから綺(き)麗(れい)な弧を描くように、下から上へと切り上げた。

			　ネスアルドは頭を上げて攻撃することもできず、首が胴から切り離された。それで終わらず、地面に落ちかけた頭を、後ろ回し蹴(げ)りで蹴(け)り飛ばす。一刀で完全に切り落とされたネスアルドの重たい頭が、ごろりと転がる。

			　そしてエルは蹴(け)りざまに、少しだけ距(きよ)離(り)を取った。警(けい)戒(かい)してのことではない。返り血を浴びないようにだ。

			　ネスアルドの皮は弾力があるものの硬くはない。といってもそれは、竜種のわりには硬くないというだけで、他の獣(けもの)などに比べれば充分に硬い。そして竜の体は常に理力が通い強化されている。理力の通った肉というのは、深く切るというのが非常に困難だ。

			　狩竜人(かりゆうど)は大きな竜を相手取る場合、竜の体を切り落とすなどという攻撃は狙(ねら)わず、竜の血を奪うために突いたり切ったりを繰り返す。竜の理力は血に宿るからだ。

			　即座の修復を繰り返す竜種も、体外に出た血液は取り戻せない。血が少なくなれば修復能力も弱まり、動きが鈍(にぶ)る。

			　そして弱ったところで慎重にとどめを刺す。それが普通の狩竜人(かりゆうど)だ。

			　もし可能ならば、修復できないように体のどこでもいいから、切り落としてしまうことが理想ではある。修復はしても再生はしないので、欠落した部分から新たに肉体が生えてくることもない。

			　切り離してさえしまえば多くの血を奪うことができる上に、体の均(きん)整(せい)が崩れた竜は、動きも格段に悪くなる。ただ、普通はできないからしないのだ。

			　蛇(じや)竜(りゆう)ネスアルドは、大きさとしては中型竜に分類される。小さくはなく、その攻撃は簡単に人を死に追いやる。そんな竜相手に一(いち)撃(げき)一(いつ)刀(とう)で部分切断を狙(ねら)い、一気に片を付けるソフィアとエルは、ある意味邪(じや)道(どう)と言える戦い方だった。

			　呆(ぼう)然(ぜん)とするソフィアと、何が起こったか理解していない案内役の男性。

			エルは少しだけ竜の血がついてしまった靴を土で拭(ぬぐ)い、動かなくなったネスアルドから視線を外す。その顔はなぜか元の少し困ったような情けない顔だった。少しだけ森に静(せい)寂(じやく)が流れたあとに、ソフィアの笑い声が響(ひび)き渡る。

			「あははははっ、なに、なにそれ、なんなのいったい」

			　１度笑いだすと、ソフィアはそれが止められなくなってしまう。

			　エルが普通の３段狩竜人(かりゆうど)ではないと、薄(うす)々(うす)は思っていた。

			　ただいくらなんでも、ネスアルドの首を一振りで切り落とすとは思ってもみなかった。

			　ソフィアはあまりのできごとに、自分でも不思議なほどに笑えてしまった。なんとなく嬉(うれ)しい。そして面白い。彼女自身、なんとも言い表せない感情が心に広がっていた。

			　エルもまさか笑われるとは、しかも大笑いされるとは思っていなかった。ただ怒ったり気を悪くしたりしたわけではないようだとわかり、安(あん)堵(ど)して少しだけ笑顔になる。

			　案内役の男性はまだ状況がつかめていないらしい。しかし転がったネスアルドの頭を見て、もう逃げる必要がないことを理解した。

			「おっどろいたなあ、兄ちゃん、目(め)茶(ちや)苦(く)茶(ちや)強いんだなあ。いやあ、すごすぎて何が起こったのか全然わかんねえけど」

			「あっ、いえあの。１頭だと思ってて油断しちゃって、ごめんなさい。危険な目に遭(あ)わせちゃって……」

			「それを報告したのはこっちなんだし、別にあんたらの落ち度じゃないさ。助かったよ、ありがとな」

			　そういって陽気な笑顔を取り戻す男性。ソフィアはまだ笑いが止まらない。

			「い、一応、大丈夫だと思うんですけど。えっと森の中ちょっと見てきます。あのソフィアさんはここに……」

			「ああうん、そうね。まあネスアルドが２頭も出れば大丈夫だろうけど、お願いするわ。じゃあ私はこいつらの処理ね。でもあんまり好きじゃないのよねえ、狩竜(かりゆう)の後始末って」

			　エルが再び森の中に入り、他に竜が出ないかの確認作業を始める。肉食竜種はあまり隠れたりせず、人を見ればかなりの確率で襲(おそ)ってくる。おかげで獣(けもの)などに比べれば見つけやすい。その点は人にとって、少しだけ有利だった。

			　ようやく笑い終わったソフィアは、気乗りしなさそうに狩った竜の後始末を始める。その手際は非常に悪く、手伝ってくれた案内役の男性のほうが後始末では活躍した。

			　ソフィアもエルも狩竜(かりゆう)の実力以外は並か、もしくは並以下のひよっこ狩竜人(かりゆうど)だった。

			　結局、安全確認も後始末にもかなり手間取り、無事終わった頃にはすっかり陽が落ちていた。

			　夜だから帰れないということはない。

			　むしろ竜が動かなくなる夜間は、イリシアの人々にとって安全な時間とさえ言える。しかし２人は食事を勧められたこともあり、そのまま村で一晩世話になることにした。

			　饗(きよう)された羊肉を、エルは意外にも遠(えん)慮(りよ)なく食べ尽くす。相変わらずの無口だったが、今のそれは食べるのに忙しいせいで、話す暇(ひま)がないからなのだろう。ソフィアがそう思うほどの食欲だった。

			　そんなエルを見て呆れながら笑う中、今(け)朝(さ)とは気分が一転していることに気づく。

			　寝(ね)坊(ぼう)して落ちこんで、上手くいかないことだらけなのを思い返し、また落ち込んで。それがたまたま出会ったエルのおかげで、急に上向いたような気がしていた。

			　久々の狩竜(かりゆう)も上手くいき、ソフィアは晴れやかな気分だった。

			　少年と少女が出会い、最初の夜は更(ふ)けていった。
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			　翌日の昼過ぎ、エルとソフィアは報(ほう)酬(しゆう)を受け取りに、狩竜人(かりゆうど)協会に揃(そろ)って出向く。

			　フェズの村を出発したのは早朝だったが、道草というか余分なことをいろいろしたおかげで、ずいぶん遅いフェネラルへの帰(き)還(かん)となった。

			　帰りの道中では、互いにどんな竜種を狩った経験があるのかなどを、確認しあいながら進んできた。そういうことは昨日のうち、普通はネスアルドを狩る前に話すことだった。

			　そしてお互いの動きを確認するため、今さらながら打ち合いを始めたりもした。

			　拾(ひろ)った木の枝を長剣とハルバードに見立て、ソフィアはエルが、エルはソフィアが、どれくらい動ける狩竜人(かりゆうど)なのかを確かめあった。仕掛けたのはソフィアで、エルは仕方なく付き合ったのだが、やってるうちに両者ともに熱が入ってしまった。

			　そして、２人は同じことを思う。

			　２人とも自分は強いという自信があった。特に動きの速さと理力量に関しては、自分と張り合える狩竜人(かりゆうど)は少ない、そう思っていた。しかし偶然出会ったこの相手は、やはり自分と同じくらい動ける。互いが互いをそう感じ、２人は嬉(うれ)しくなった。

			　しかし打ち合いをするにしても、場所が悪すぎた。イリシアで１番人の往(おう)来(らい)が激しい、大街道のど真ん中でやっていたのだ。道往く多数の人々に、狩竜人(かりゆうど)同士の大喧(けん)嘩(か)だ、いや痴(ち)話(わ)喧(げん)嘩(か)だと騒(さわ)がれる。それが誤解だと説明するのに手間取ったり、そんなことを大街道でするなと怒られたりもした。

			　狩竜人(かりゆうど)の中でも突出した視神経と反射神経を持つ２人。本人たちからすると遊び半分のつもりでも、普通の人が見たら洒落(しやれ)にならない激しさで、怒られるのも当然だった。

			「はぁい、お待たせ。まず依頼報(ほう)酬(しゆう)が８０００エニィね。ネスアルド２頭が１８００エニィに、実働日数１日の２人分で６００エニィ。合計１万４００エニィね」

			　シロノが丁(てい)寧(ねい)に報(ほう)酬(しゆう)の内訳を説明する。

			「ネスアルドの買取はそれぞれ１５００エニィと３００エニィ。片方が安いのは、お腹に大きな卵抱えちゃってたからなの。ネスアルドは卵を持ってると、皮が売れないから一気に安くなっちゃうのよ」

			「へえ、そうなんですね。でもこれで財布もうるおいました。ありがとうございます！」

			　１人で受注できる雑用のような依頼だと、諸々合わせても１０００エニィもいかない報(ほう)酬(しゆう)ばかり。２人で割っても５０００エニィを超える金額を手にしたソフィアは、久々にまともな金額を手にできたことに心が弾んだ。

			　笑顔で報(ほう)酬(しゆう)を受け取るソフィアを見て、シロノは２人を組ませて正解だったと喜んだ。

			「ネスアルドはどうだったかしら。情報と違って２頭だったみたいだけれど」

			　答えはわかっていたが、一応訊(き)いてみる。２人とも依頼外の狩竜(かりゆう)ではあるが、多数の狩竜(かりゆう)経験があることをシロノは知っていた。

			　依頼外での狩竜(かりゆう)は昇段には関係してこないので、２人ともまだ３段という低段位でしかない。ただ竜種の素材は協会がいったんすべて買取ることもあって、誰が何を狩ったかの記録は残る。協会が保管している２人の狩竜(かりゆう)履(り)歴(れき)は、１年目にしてはかなりの数と種類に達していた。普段なら新人２人組などには依頼することのない、蛇(じや)竜(りゆう)ネスアルドの狩竜(かりゆう)。それをエルとソフィアに任(まか)せたのは、しっかりとした裏付けがあってのことだった。

			「はいっ、２頭でも10頭でもどんとこいって感じで全然問題なかったです。それでですね、聞いてくださいよ、シロノさん。こいつ無茶苦茶だったんですよ。最初全然頼りなさそうだと思ったらですねえ」

			「ソ、ソフィアさん、ちょっと」

			　嬉(うれ)しそうに話しはじめるソフィアをエルが止める。

			「ん、何よ？」

			「あの、他の人が待ってるから、その……」

			　見れば昼過ぎの協会にしては珍しく、依頼を終えたらしい数組の狩竜人(かりゆうど)が、窓口が空くのを待っていた。

			　朝夕は協会職員が何人も待機して次々と依頼の受注や処理をするが、普段この時間に混雑することはない。なので他の職員たちは別の仕事をしており、依頼窓口にいるのはシロノだけ。早く空けろという視線が、ソフィアとエルの背中に注がれていた。

			　それに気づいたソフィアは、残念そうな顔をして渋々立ち上がる。

			「あらら、混んでるのかあ。じゃあまた、明日も来ますね」

			「ええ、お疲れ様。また今度、お話聞かせてね」

			　そういってシロノは２人を見送る。内心はソフィアの話を聞きたくてうずうずしてるのだが表には出さなかった。

			　実はエルとソフィアの顔を見つけ、ぜひ話を聞かなければと、後輩職員を押しのけて窓口に座っていたシロノ。なんで今日にかぎってこんな時間に混むのだ、急ぎでないなら全員後で来い。美しい笑顔とは裏(うら)腹(はら)に、シロノはそう心の中で毒づいていた。

			　

			　協会を出ると、どちらからともなく大通りの方向へ歩きだした２人。

			　フェネラルの街は小さくはないが、大きくもない。人口のわりには広い街全体を、竜除けの効果があるサルティスの木で囲んである。北イリシアでは一般的な造りの街だ。

			　近(きん)隣(りん)にはいくつも村があり、辺り一帯の中(ちゆう)枢(すう)的役割を果たしていた。

			　そこに住む人々は街から南東に位置する鉱山の関係者とその家族が多い。街が大きめに作られているのは、鉱山で良質な鉱石が豊富に取れるため、街全体の発展を見込んでのものだった。しかし減らない竜種に悩まされ、思ったような発展には至っていないのが現状だ。そういった背景もあり、フェネラルで１番広い大通りも普段は混みあわないのだが、この日はかなりの人で賑(にぎ)わっていた。

			　通りにはいつもより多くの露店が並んでいる。

			「なんか人多いと思ったら、大きい商団が来てるのね。おっ、本並べてるお店もあるじゃない、後で見にいこっと」

			　独り言のような、話しかけているような。

			　そんなどっちつかずの言葉をソフィアが口にする。思ったことをはっきりと口にする、良くも悪くも素直な彼女にしては珍しいことだった。

			　エルはといえば露店の食べ物に目を奪われながらも、時(とき)折(おり)ちらちらとソフィアの様子をうかがっていた。相変わらずの困ったような表情で、頭の中で話しだすきっかけを探す。

			　２人が考えていることは同じ。エルもソフィアも、どう話を切りだそうかと迷っていた。帰りの道中では、それなりに打ち解けて会話をしていた。しかしここにきて、２人のあいだに妙な緊(きん)張(ちよう)感が漂(ただよ)いはじめる。無言のまま、横並びに歩く２人。

			　そしてソフィアは、そんな空気に長く耐えられる性格ではなかった。

			「あああああっ、もやもやするわ！」

			　急に大声を出され、思わず体がびくっとなるエル。周りの人もなにごとかと振り返る。

			「組む、組もう！　エルは私と組む、いい？」

			　エルは驚いた顔で一瞬だけ固まって、すぐにぶんぶんと首を縦に振った。

			「は、はい！　お願いします。僕も同じことを考えてて、あの……」

			「なにい!?　じゃあさっさとそう言いなさいよ。普通男が女を誘(さそ)うもんでしょうが！」

			　色事絡みで口説くときならいざ知らず、狩竜人(かりゆうど)同士に男女の区別はないので、普通ではない。

			「やっ、ごめんなさい、でもソフィアさんは……」

			「ソフィアでいいわよ、さんはいらない。あと敬語もやめて。あんた私と同い年なんでしょ。同い年で同じ狩竜人(かりゆうど)１年生、ね？」

			「え、えっと、うん……わかった。でも、僕なんかで、いいのかな？」

			「なんかってなによ。問題でもあるの？」

			「え、だって僕は……その、こんな性格だし……えっと」

			「まあ……あんたがどういう性格かは、まだ２日も経ってないけど、だいたいわかったわ。人見知りがひどくて、あと無口ね。いや、無口っていうか喋(しやべ)るのが下手って感じか」

			　遠(えん)慮(りよ)のないソフィアの言葉に、エルは暗い顔でうつむく。

			「でもそれ、なにか問題なの？　喋(しやべ)るのが下手でも、狩竜(かりゆう)の腕には関係ないし。なんでそんな自信なさそうなのか知らないけど、あんた相当強いじゃない。狩竜人(かりゆうど)なんだから、強いってことが大事でしょ」

			　ソフィアは思ったことを口にする。そして素直で単純なので、嘘(うそ)も言わない。言葉を無(む)駄(だ)に飾ったりもしない。ただまっすぐな言葉しか知らなかった。

			「あの……ありがとう」

			　なんの礼なのかは、ソフィアには伝わっていない。ただエルが嬉(うれ)しそうな顔をしているので、ソフィアは満面の笑みになった。それにつられるように、エルも笑う。

			　少年と少女は、こうして出会った。

		

	
		
			第２章　少年と少女は貧する

			　

			　エルとソフィアが組んで狩竜(かりゆう)に出るようになり、５日が経った。

			「ソフィア、ボウガン」

			　言われるまでもない。そんな顔でソフィアは、逃げる白(はく)爪(そう)竜(りゆう)リグトンにボウガンの狙(ねら)いをつける。

			　引き金が引かれ、麻(ま)痺(ひ)毒の塗られた矢が飛びだす。ただ問題はエルが、ボウガン、と言ったあとに本当は、射たないで、と言いたかったことだ。

			　見事に外れた矢を見届けることもせず、ソフィアはボウガンをハルバードに持ち替える。狩竜人(かりゆうど)２人に、壊(かい)滅(めつ)状態に追いこまれた白(はく)爪(そう)竜(りゆう)リグトンの群れ。その中でもひと際体格の大きい、群れ長と思われる１頭は、この場から逃げるべくソフィアに背を向けていた。

			　しかしソフィアは逃さない。後ろから飛びかかり、リグトンの首をハルバードの一撃ではね飛ばした。

			　リグトンは自慢の鋭く光る白爪で反撃する間もなく、その命を刈りとられる。辺りには10頭のリグトンの死体と、結局１本も刺さらなかった麻(ま)痺(ひ)矢が転がっていた。

			「やっぱり駄目ね。私ボウガン向いてないわ」

			「だから先に言ったじゃないか。練習のとき動かない的でも外してたのに、動く竜相手に当たるわけないって……」

			　この５日でエルはずいぶんと物言いが変わった。いや、変えざるを得なかった。

			「本番向きの性格なのよ、私は。あれよ、ボウガンがいくら何でもひどすぎるのよ。古すぎてもう寿命なんじゃないの？」

			「確かに古いけど、僕はあれでも当たるから」

			「なに、私の腕が悪いっての？」

			「いや、今さらそんなすごまなくても、ずっとそう言ってるから……狩竜(かりゆう)に出る前からそう言ってるから。当たってないからね、１本も」

			　確かに当たっていないので、それもそうだとソフィアは納得してうなずいた。そしてボウガンなど使えなくてもいいかと、気にもしていない。できないことはできないでいい。良く言えば前向き、悪く言えば大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)な性格をしていた。

			「そもそも付(ふ)加(か)理力の使えない私がボウガン使っても、強い竜には矢が刺さんないのよね。やっぱり近づいて一気に切り裂くってのが、私には合ってるのよ」

			　だから最初からそう言っている。わかりきってるだろう、とエルは思ったが口にはしない。

			「毒はもう駄目になってるだろうけど矢は拾(ひろ)うから、ソフィアも手伝って」

			「ええぇ、そんなけち臭いことするの？」

			　愚(ぐ)痴(ち)るソフィアを無視して、エルは黙々と狩竜(かりゆう)の後始末を始める。

			　しょうがない、とソフィアも矢とリグトンの白爪を回収する。

			　エルはその途中で、ソフィアが投げ捨てたボウガンを拾(ひろ)い上げた。そして気づく、もともと亀(き)裂(れつ)の入っていたボウガンの木製部分が、完全に割れていることに。どうしようもないくらい古かったそれは、完全に寿命を迎えていた。

			　狩竜人(かりゆうど)の主な装備は、切ったり突いたりして竜の血を奪うための近接武器。そして、竜の動きを奪う麻(ま)痺(ひ)毒を射ちこむためのボウガンだ。その大事な武器が壊れてしまった。

			　ただもともと壊れかけていたことも知っていたので、エルはまったく気にしていなかった。ソフィアに比べればまだ細かいことに気を遣えるエルだったが、彼もまた、意外と大(おお)雑(ざつ)把(ぱ)な性格だった。

			　この日２人が依頼を受けて狩った白(はく)爪(そう)竜(りゆう)リグトンは、イリシアの人々にとって目にする機会が多い竜種だ。

			　繁(はん)殖(しよく)力が高く数が減らないので、それだけ人への被害も出やすい。２足で立つ竜種にしては前肢が大きめなのが特徴で、それぞれの四肢に３本ずつ、白く鋭い爪(つめ)がついている。

			　ただまっすぐ２足で立ったリグトンは、人の背と変わらない程度。竜種の大きさと理力量は比例することが多く、理力量の多さは強さに直結する。

			　リグトンは１頭でみれば、現在確認されている肉食竜種の中で、最弱と考えられている。逆にリグトン１頭が１人で狩れなければ狩竜人(かりゆうど)にはなれない、そういう種類の竜だ。

			　ただ基本的にリグトンは群れで動き、山でも森でも平野でも、場所を選ばず現れる。戦い慣れた狩竜人(かりゆうど)にとっては最弱でも、普通の人々にとっては、リグトン１頭でも充分な脅(きよう)威(い)となる。

			　まず狩竜人(かりゆうど)になったらとにかくリグトンを狩る。そして依頼を受けていようがいまいが、リグトンを見かけたら即狩竜(かりゆう)。それでも減らないので、常に狩竜人(かりゆうど)はリグトンと戦っていた。

			「はぁい、お待たせ。じゃあリグトンの爪(つめ)10頭分で、３００エニィね」

			　いつもの笑顔、いつもの説明、そしていつもよりも少ない報(ほう)酬(しゆう)。

			「ありがとうございます！」

			　いつもどおり、元気よく返事をするソフィア。しかし金銭感覚の鈍(にぶ)い彼女もさすがに気づく。

			「あれ、これって赤字じゃない？」

			　リグトンの群れは依頼を受けずに狩ったもの。よって依頼報(ほう)酬(しゆう)はなく、白爪の買取金額は３００エニィ。対してソフィアがばら撒いて回収できなかった矢と、使った麻(ま)痺(ひ)毒の合計金額は５００エニィを超えていた。

			「えっと、先に僕はそう言ったはずだよね。リグトン相手に麻(ま)痺(ひ)矢を使ったら赤字だって」

			「まあまあ、練習になったからいいじゃない。積んだ鍛(たん)錬(れん)に無(む)駄(だ)はない！　いつか身になりお金になって返ってくるものよ」

			「いやだってソフィア、もうボウガンは使わないって言ってたじゃない。練習した意味あったのかな……」

			「えーい、黙れ黙れ。無(む)駄(だ)とわかったことが成果なのよ」

			　エルが普通に話していることにシロノは驚き、同時に嬉(うれ)しさを感じた。この少年の大人しさを心配していたのだが、どうやら上手くいっているようだ。

			「ねえ、それで２人は正式に組むことにしたの？」

			　ここ何日か一緒に行動するのを目にはしていたが、シロノもいつも依頼窓口に座っているわけではない。ずっと聞きたかったのだが、機会がなかった。

			「はい。なんか口うるさくなってきたけど、大人しいし頼りになりそうな男なんで、組んでみることにしました」

			「口うるさいって、それはソフィアがいろいろ問題を起こすから……」

			　本当に相性の良さそうな２人だ。シロノの口角がいつもより上がってしまう。

			　まだソフィア以外に話しかけるのは苦手そうだが、このまま２人でいればエルもいずれ、他の人にも慣れてくれるかもしれない。

			「そういえば２人とも、多分これで４段に昇段するわ、おめでとう。３と４じゃ違いは実感できないだろうけど、一気に昇段ってのはあんまりないから、２人とも焦(あせ)らずにね」

			「おおやった！　２ヶ月ぶりの昇段だわ。ありがとうございます、シロノさんのおかげです。よしよし、やっぱり持つべきものは仲間ね」

			　ソフィアは満面の笑みを見せる。ここのところ暗い顔をしていたが、魅(み)力(りよく)的(てき)な姿を取り戻し、シロノも嬉(うれ)しかった。

			　若い２人を引き合わせた自分の目に狂いはない。いや、きっと２人の出会いは運命だったのだ。そんな大げさなことを考えながら、シロノは自分の仕事に満足した。

			　

			　２人で狩竜(かりゆう)に出るようになってから、ソフィアはエルと同じ宿を取るようになった。もちろん部屋は別だ。

			　ソフィアは宿を移らなければならない理由があった。もともとソフィアが取っていた宿は、代金の滞(たい)納(のう)を繰り返して信用を失い、結果追いだされてしまったのだ。

			　まだ他に仲間もおらず、どうせ毎日のように２人で組むのだから、そちらのほうが都合も良い。仕事も宿も一緒となれば、自然と２人で過ごす時間は増えていた。

			　ソフィアは黙っていることが苦手なので、常に行動をともにするエルには、自然とあれこれ話しかける。すると慣れてきたのか、エルの口数はかなり増えた。最初のうちは必要なこと以外喋(しやべ)らなかったが、今では耳の痛い小(こ)言(ごと)まで言うようになった。

			　慣れれば普通に話せるのだとわかり、ソフィアも一安心だった。自分だけべらべら喋(しやべ)ってもかまわないと思っていたが、やはりそれなりに反応がないと寂しいものがある。

			　ちなみに小(こ)言(ごと)の大半は金に関することだが、エルは金にこだわっているわけではない。それもソフィアはわかってきた。ただ金を使って食べることにこだわっているのだ。

			　エルはとにかく食べる。朝夕、放っておくとソフィアの３倍は食べる。

			　今も彼女の目の前で、露店で買ったハチミツパンにかじりついている。値段は１つ30エニィ。おやつとしてはかなり高い。

			　今手にしているそれが３つ目であり、このあとソフィアと一緒に取る予定の夕飯も、おやつを食べたからといって減らすことはない。

			　そしていつも一緒にいるせいで、ソフィアもつられて間食するようになっていた。エルは無口で表情も乏(とぼ)しいが、物を食べるときは非常に美味しそうに食べる。

			「あんたさあ、なんで誰とも組まずにいたの？」

			　名残惜(お)しそうに最後の一口をほおばったエルに、ソフィアが問いかける。

			　狩竜人(かりゆうど)はこれまでにどんな竜を狩ってきたのかを、協会に記録し把(は)握(あく)されている。シロノはその記録を見て、エルが段位以上に強いことを知っていた。狩竜人(かりゆうど)に成り立ての頃は段位と腕が見合っていない場合が多く、それはソフィアも同じだった。

			　だが強い者はやはりどの戦団でも欲しがるもの。その腕があってなぜ１人で行動していたのか。ソフィアはずっと疑(ぎ)問(もん)に思っていた。

			「なんでって……人と話すのが、ちょっと苦手で……それはソフィアもわかってるだろうけど」

			「うん、それはわかる。でもちょっと変よ。３段まで上がるのなんて確かにすぐだけど、最初から１人きりだと難しいでしょ。昇段に関係する依頼って、１人じゃなかなか受けられないじゃない」

			「えっとそれは、認可証もらってすぐの講習で声をかけてくれた人がいて、最初はその人の知り合いの戦団に入れてもらったんだ。若い人ばっかりだから、気軽においでって言ってくれて。それで依頼も受けられていたから、昇段もすぐにできたんだ」

			　協会の狩竜人(かりゆうど)認可は17歳を迎えた次の１月から取得できる。必要なものは20段以上の狩竜人(かりゆうど)の推(すい)薦(せん)。そして試験として、種類は問わず１頭の竜を１人で狩ること。

			　この２つの条件を満たせば、犯罪歴でもないかぎりは誰でも取得可能だ。

			　そして認可証を得た新人の狩竜人(かりゆうど)は、講習を受ける義務が定められている。内容はイリシアに住む人々ならごく当たり前に知っていることから、狩竜人(かりゆうど)を目指す者にもあまり知られていない協会の規則まで、さまざま。

			　第１回目の講習だけは、認可証の配布される各街で強制的に揃(そろ)って受けさせられる。２回目からはそれぞれの都合に配(はい)慮(りよ)して、イリシア各地の協会に自分で受講を願いでて、受けることになる。ただ計10回の講習は、すべて受けていないと昇段できない場合があるので、受けない狩竜人(かりゆうど)はまずいない。

			「へえ、やっぱり。じゃあどうして辞めちゃったの？」

			　ソフィアはエルが自分から辞めたとしか思っていない。いくらエルが人見知りだろうが無口に見えようが、１度その実力を目にすれば戦団が手放すはずがない。そう思っていた。

			「いや、その辞めたんじゃなくて……辞めさせられたというか」

			「はあ？　いやいや、それはないでしょ。なんであんたが戦団クビになるのよ。なに、なんか揉(も)めごと起こしたとか？」

			「揉(も)めごと……うん揉(も)めごとだね。僕がいるせいで、戦団の皆がおかしくなっちゃって」

			　小(こ)言(ごと)は多くなってきたが、基本的には人に対して臆(おく)病(びよう)で、人(じん)畜(ちく)無(む)害(がい)な印象は変わらない。この大人しい男が揉(も)めごとを起こすなど、どうにもソフィアには想像できなかった。

			「いるせいでってのもわけがわからん。ほれ、話してみなさい。ちゃんと聞くから」

			　聞いてあげる、という態度を取るが、ただソフィアは聞きたいだけだった。

			「あっえっと、その……やりすぎたみたいで」

			「やりすぎたって何を？」

			「狩竜(かりゆう)を」

			　そこまで聞いても、ソフィアにはさっぱり話がわからない。狩竜人(かりゆうど)が狩竜(かりゆう)をやりすぎて何が悪い。むしろ褒(ほ)められることだろう、と思う。

			「狩竜人(かりゆうど)が狩竜(かりゆう)をやりすぎって、そりゃ狩竜人(かりゆうど)なんだから狩竜(かりゆう)はするでしょうよ」

			「う、うんそうなんだけど。僕がいた戦団は若い人ばっかりだったんだ。えっと、確か団長の人が13段で。あとは10段が１人、残りの皆は１桁(けた)だったはず」

			「なら余計にあんたは活躍できそうじゃない。私もたくさん狩竜人(かりゆうど)を知ってるわけじゃないけど、エルはちょっとおかしいくらい強いじゃない」

			　２人とも、自分の狩竜(かりゆう)の腕には自信があった。ソフィアも、そして常に自信なさそうなエルでもそうだ。

			　自分たちの突出した理力と体力は理解している。経験こそ足りないが、その動きの速さと高い理力だけで、他の１年目とは大きな差があった。

			「それが……僕が狩竜(かりゆう)に参加すると、僕が全部狩っちゃって皆のためにならないって言われちゃって。でも竜を相手するときには、絶対に手を抜くなって師匠から教えられてて、僕もそのとおりだと思ってたから手は抜けなくて……」

			　段位は周りと変わらないが、実力は桁(けた)違いのエルが入ったため、戦団内の力関係がおかしくなってしまった。それがようやくソフィアにも理解できた。

			「それでいいって言ってくれる人もいたんだ……けどそれで余計に揉(も)めちゃって。僕をかばってくれる人と、一緒にはやりたくないって人に分かれちゃったんだ。最初は皆本当に仲の良い人たちで、狩竜人(かりゆうど)になる前からの友達とかで組んでたのに……。僕が入ってから、雰囲気がおかしくなったみたいで、結局かばってくれてた団長に、やっぱり辞めてくれないかって言われて……」

			　まだ３ヶ月も経ってない。エルにとってはごく最近の苦い思い出だった。

			　しかしソフィアはそんなことおかまいなしだ。相手が話したくなさそうだとかは関係ない。自分が聞きたいと思ったら聞き、言いたいと思ったら口にする。

			「へえ、じゃあそこで３段まで上がったのね。まあ良かったじゃない、そんなみみっちい戦団抜けられて」

			　エルは戦団を抜けたくて抜けたわけではない。しかしソフィアは平気で、それを良かったと言う。

			「いや、みみっちいって……皆本当に良い人たちだったんだよ。最初のうち、僕が全然喋(しやべ)れなくても気を遣ってくれて。いろいろ教えてくれたりもしたし」

			「でもあんたを追いだしたんでしょ？　どうせそんな戦団、いつかあんたも嫌(いや)気(け)が差してたわよ。別に弱いのはいいけど、強い狩竜人(かりゆうど)を邪魔に思うって……どうにも器が小さいとしか思えないわ」　

			　ソフィアは自分と同等に動ける狩竜人(かりゆうど)など、名の売れた者しかいないと思っていた。そして、そんな狩竜人(かりゆうど)と組めるのは、もっとずっと先の話だろうと。

			　しかし彼女は出会えた。それも気を遣わなくてすむ、同じ年の同じ段の狩竜人(かりゆうど)にだ。

			　そのことを彼女はとても幸運だと思っていた。エルは大人しすぎるかもしれないが、それはソフィアにとってはどうでもいいことで、気にはならない。間違いなく強いエルを放りだす戦団というのは、ソフィアにはまったく理解できなかった。　

			　そしてソフィアの遠(えん)慮(りよ)のない物言いに、エルは逆に気が楽になっていた。エルは戦団を追いだされたことを、ずっと気にしていた。その後はどうなったか知らないが、自分のせいで以前の仲間たちを気まずくさせてしまった。自分は誰かと組むのに向いてないのでは。そう悩んでもいた。エルもまた、ソフィアに出会えたことに感謝したのだった。

			「あれ、ちょっと待って。あんたのその人見知りは元からなの？　その戦団で嫌(いや)なことあって、それから人が怖くなってとかじゃなくて？」

			「え、いや……昔は普通だったと思うんだけど、ずっと人と話してなかったから、なんかどう話したらいいのか、わからなくなっちゃって」

			「なによ人と話さなくなるって。山ごもりでもしてたの？」

			　冗談のつもりで口にした言葉だったが、エルは真顔で驚く。

			「あ、うんそう。よくわかるね。師匠と２人で山に……」

			「え、ほんとなの!?　山にこ、こもるって……くはっ、ありえん、くふっぶはっ、あはははは！」

			　腹を抱えて笑いだすソフィア。

			　エルも徐々にだが、ソフィアのことは理解しはじめていたつもりだった。お嬢様気質でわがままな面もあるが、明るくて根は優しい。口下手な自分に対しても、遠(えん)慮(りよ)せずに接してくれるのが嬉(うれ)しかった。

			　ただ彼女の笑いどころは、まったく理解できない。山ごもりのどこに笑う要素があったのかと、首を傾げた。

			　

			　ソフィアとエルが一緒に行動するようになってからは、依頼も順調にこなせるようになっていった。もともと実力は飛び抜けた２人だ。安全面を考(こう)慮(りよ)され、協会は１人での依頼受注を避(さ)ける。それが２人でいてくれれば、依頼もしやすかった。

			　この日も大街道から少し外れた村で、白(はく)爪(そう)竜(りゆう)リグトンの群れの狩竜(かりゆう)をなんなくこなす。

			「あーあ、なんでこんなにお金ないんだろう」

			「それはソフィアが無(む)駄(だ)な買い物をするから」

			「食べすぎのエルに言われたくないわよ」

			「いや、僕はちゃんと自分の財布から払ってるよ。いつか必要になるとか言って、無(む)駄(だ)に狼煙(のろし)とか買うのやめてよね」

			「なんかさあ、上げてみたくない？　狼煙(のろし)って」

			「いや……その気持ちは全然わかんないよ」

			　すでに夕方。

			　陽も落ちかけているので、少し急いで大街道に向かう２人。これから狩竜人(かりゆうど)協会に戻り報(ほう)酬(しゆう)を手にしてもなお、改善しない寂しい懐(ふところ)具(ぐ)合(あい)を嘆(なげ)きながら。

			「そういやエルって、なんで半分に割ってるのに、余分に食べ物買うお金があるのよ。私はいっつもお財布空っぽなのに」

			　エルとソフィアが一緒に依頼を受けるようになってから、報(ほう)酬(しゆう)は必要経費を除いて均(きん)等(とう)に分けている。それでも１人で行動していた頃より依頼の範囲が広がったおかげで、手にする報(ほう)酬(しゆう)額は増えていた。

			　毎日のように狩竜(かりゆう)にも励(はげ)んでいる。しかし懐(ふところ)具(ぐ)合(あい)は一向に改善されない。

			　宵(よい)越(ご)しの金は持たないとばかりに散(さん)財(ざい)するソフィアと、それに小(こ)言(ごと)を言うエル。そんな構図ができあがっていた。

			「少しは貯金があるから、それをちょっとずつ崩してる」

			「なっにい、聞いてないぞ私は。へそくりなんてどうやって作ったんだ、こら！」

			「いや、へそくりって……ソフィアに会う前から、持ってた金だよ」

			　報(ほう)酬(しゆう)は受け取ったらすぐに分けてしまうので、確かに２人の稼(かせ)ぎから内(ない)緒(しよ)で金を貯めるのは無理だ。

			　ソフィアは金に頓(とん)着(ちやく)しない。しかし物は欲しがる。

			　金に頓(とん)着(ちやく)しないので、欲しいと思った物は即購入。金なんてなくなったら稼(かせ)げばいい。そんな甘い考えで生きている上に、相当な金持ちの家に育ったため、金銭感覚がおかしかった。

			　エルもソフィアに比べれば控えめだが、金銭感覚はおかしい。食べるものには容(よう)赦(しや)なく金をつぎ込む。もともと持っていた貯金も食い荒らされ、底をつくのも時間の問題となっていた。

			「へえ、じゃあそのお金でボウガン買おうよ、ボウガン。やっぱ狩竜人(かりゆうど)ともなれば、ボウガンくらい持ってないとね」

			　確かにソフィアの言うとおり、多くの狩竜人(かりゆうど)はボウガンを使う。使わない者もいるが、それは他の仲間がボウガンを使うことを前提にしている場合だ。

			　２人のように、どちらも竜に突っこむだけ、というのは珍しかった。

			　ただ今のところ、２人にボウガンは必要なさそうである。竜の群れに突っこんで暴れれば、それで片がついてしまうからだ。ただボウガンもあったほうが格(かつ)好(こう)良い。ソフィアはそんな理由で無(む)駄(だ)な買い物をしようとしていた。

			「どう考えても他に買わなきゃいけないものがあるじゃないか。ボウガンは後回し。お金に余裕があるときでいいよ」

			　自分の貯金で買おうと言われたのに、そこは気にもしていないエル。

			　彼もまた、金には頓(とん)着(ちやく)しない。ずっと金銭感覚がおかしい２人を注意してくれる人は、残念ながら２人の身近に存在しなかった。

			　

			　森を抜け大街道が２人の視界に入る。竜除けの効果のあるサルティスの木が、街道沿いに一定間隔で植えられている。ここはイリシアで最も安全な道。多くの街や村がこの街道沿いに作られ、人と物がここを中心に流れる、まさに大動脈だ。

			　陽が落ちてからも、大街道は人通りがなくならない。夜は竜種の動きがぐっと減る。狩竜人(かりゆうど)の護(ご)衛(えい)を雇(やと)えない商人などは、わざわざ夜道を選んで移動することもある。

			　時刻は西から赤い夕日がさした頃、その大街道に２人が足を踏みいれたとき、いくつもの悲鳴が上がった。

			「行くわよ！」

			　すぐさま悲鳴の方向へと走りだしたエルとソフィア。イリシアで悲鳴を聞いたら、まず竜が出たと思っていい。痴(ち)漢(かん)などではどうしようもないが、竜が相手なら２人にできることはある。

			「ハルドブルだ！」

			　エルが名前を口にして、ソフィアは初めて目の前の竜の名前を知った。

			　石(せき)皮(ひ)竜(りゆう)ハルドブル。ソフィアが見たことのあるハルドブルは、まだ実家にいたとき。夕飯で皿に乗った肉の姿だった。それは非常に美味だったことを思いだす。

			　ハルドブルは４足の竜種。体長は蛇(じや)竜(りゆう)ネスアルドよりも少し長い。ただ太さが違った。ヘビのように地面を這(は)いずるネスアルドと違い、人の体よりも太い４本足でしっかり大地を踏みしめる竜。見た目からして硬そうな、分厚くごつごつとした皮膚で覆(おお)われている。

			　草食なので鋭い牙(きば)や爪(つめ)はないが、尻(しつ)尾(ぽ)の先は石でできたこん棒のような形状をしている。普通の人なら尻(しつ)尾(ぽ)を軽く振られただけで、潰(つぶ)されるほど強力だった。

			　そのハルドブルが、サルティスの木をなぎ倒して実を食べていた。竜除けの効果の高いサルティスの木だが、決して万能ではない。

			　木全体が竜の嫌(きら)う匂いを発するので、実がなっていない季節でも有効ではある。しかし目の前に獲物がいれば、サルティスの匂いを無視してでも竜は容(よう)赦(しや)なく襲(おそ)いかかってくる。

			　木に近寄れば竜に追われていても安心とはいかず、飢(う)えた竜は獲物を探すためなら、普段近づかない街や村にも平気で近づいてくる。サルティスの木で囲まれた人里や道でも、常に竜の危険はつきまとう。　

			「へえ、こいつがハルドブルなんだ。そういえば草食って初めて見たかも」

			　人が草食竜種を見かけることは少ない。臆(おく)病(びよう)な草食は、滅(めつ)多(た)に人前に姿を現さないからだ。こちらから手を出さないかぎり、人には被害を及ぼさないので、依頼対象になることも少ない。ただし石(せき)皮(ひ)竜(りゆう)ハルドブルは別だった。

			「なにのんびりしてるの、ソフィア狩るよ！」

			「えっなんで。草食竜って危なくないんでしょ？」

			「普通はそうだけど、こいつはハルドブルだ。気が荒い上に、放っておいたらサルティスの木が何本も駄目にされる」

			　竜にも好みというものがある。草食竜種も普通は嫌(きら)うサルティスだが、ハルドブルだけはわざわざ好んでその実を食べる。

			　食べるだけならまだいい。実を採られても、竜除けの効果はなくならないからだ。しかしハルドブルは、高いところについた実にありつこうと、木を押し倒してしまう。せっかく人々が苦労して根付かせ、普段から手入れもしているサルティスが台無しにされてしまう。

			　そういえばそんな話を聞いたことがある、とソフィアはハルバードを両手に握(にぎ)る。いくら自分の腕に自信があっても、初見の竜にいきなり飛びかかるほど、ソフィアも馬鹿ではない。

			「エルは、こいつを狩ったことは……」

			　あるのか、と聞きかけて途中で止めた。もし狩った経験があるのなら、そして狩る必要があるのなら、エルはすでに走りだしているはずだった。エルは必要な狩竜(かりゆう)をためらったりはしない。普段どんなに気弱そうでも、そこに一(いつ)切(さい)の容(よう)赦(しや)はなかった。

			　だがソフィアの予想は外れていた。エルは狩ったことがある。どんな相手か知っていて、走りだすのをためらっている。ハルドブルはそういう相手だった。

			「あるんだ。けど今の僕だと、難しいかもしれない」

			　予想外の言葉に、ソフィアはぐっと腰を落とし警(けい)戒(かい)を強めた。

			　狩竜人(かりゆうど)が近くにいて助かった。そう思いながら、近くにいた悲鳴をあげた人々が避(ひ)難(なん)を始める。中には野(や)次(じ)馬(うま)根性を出し、ハルドブルと対(たい)峙(じ)する２人の狩竜人(かりゆうど)が見える位置に陣取る馬鹿もいた。しかしそこは良識ある人の手により、引きずられてその場から遠ざけられた。狩竜人(かりゆうど)の邪魔は、イリシアではそれだけで重い罪になる。

			　今回は草食竜種が相手なのでまだいい。もし肉食竜種相手に見物しようなどと考え、それで食われようものなら、食われた奴が馬鹿だったでは済まない。それは強力で食欲の増した人食い竜を生み出すことになり、周囲の人々を巻きこむ最悪の事態になりかねない。

			　エルですら難しいという竜種、石(せき)皮(ひ)竜(りゆう)ハルドブル。
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			　ソフィアも緊(きん)張(ちよう)感を高める。相変わらずサルティスの実に夢中のハルドブルは、まだ動き出す気配はない。しかしどういう動きをするのかわからず、ソフィアは動けずにいた。

			「どうしたらいい？」

			「うん、ソフィアなら問題ないはず。僕がおとりになるから、あいつの動きを確認して。それからどこか切り落としてほしい」

			「私ならって、あんたと変わらないわよ」

			　ソフィアは自分の腕に相当の自信があるが、エルのこともまた、相当強いと思っている。エルが難しい竜相手に、自分なら問題ないとは思えなかった。

			「えっと、硬いんだこいつ。僕だと武器の問題で……自信なくって」

			　その言葉でソフィアは納得した。

			「あ、なるほど。じゃあ任(まか)せて」

			　体内の理力を高めて自慢のハルバードに流しこむ。

			　エルも手に持つ長剣に理力を流しこむが、ソフィアに比べればその量はかなり少ない。それは有する理力量の違いではなく、エルが加減をしているせいだった。

			　竜相手には全力で、という師匠の教えを守っているエルだが、理力に関しては全力を出せない事情があった。ソフィアのハルバードとエルの持つ長剣では、使われている金属の質が違いすぎる。

			　エルの鉄剣に理力を流しすぎると、素材の限界を超えて元よりもろくなりかねない。稼(かせ)ぎの良くない低段位なのに、金遣いの荒い２人。エルの理力に見合った武器を買えるのは、まだ先の話になりそうだった。

			　エルが走りだす。普段ならソフィアも同時に飛びだすところだが、今回はぐっと我慢して待つ。初めての相手に下手な動きは取れない。エルの言ったとおり、まずは様子見に徹した。

			　エルは無(む)警(けい)戒(かい)なハルドブルの後ろから、剣を突きたてる。普段は一気に切り落としを狙(ねら)うため、エルはあまり突きを使わない。

			　ただ今回は硬い相手とわかっているので、横に剣を振ることはしない。突く、抜く、離れる、と狩竜人(かりゆうど)の基本的な一撃離(り)脱(だつ)の動きを綺(き)麗(れい)にしてみせた。

			　草食とはいえ竜は竜。尻(しつ)尾(ぽ)の付け根辺りに空いた穴から、若(じやつ)干(かん)の血が流れるが、すぐに修復が始まり傷が塞(ふさ)がる。草食にしては気が荒く、縄(なわ)張(ば)り意識もあるハルドブル。人を食べる気はなくても、食事の邪魔をする敵と見れば、逃げずに排除にかかる。

			　エルのほうを向くと、大きな体で体当たりをかましてきた。

			　その体当たりを軽く避(さ)けると、エルは長剣を気にかけるように持ちなおす。そして突く、ハルドブルを避(さ)ける、を繰り返す。

			「よっしゃあ、私もいくわ！」

			　ハルドブルは足が速い。ただ直線的な動きで、まっすぐ突っこんで体当たりというだけなら問題ない。そうソフィアは判断した。

			　エルに突っこむハルドブルの後ろから、豪快に飛びかかり、ハルバードを太い尻(しつ)尾(ぽ)に振り下ろす。一撃で切り落とすつもりで放った斬(ざん)撃(げき)だったが、ソフィアの想像以上にハルドブルは硬かった。勢いを殺され、骨に当たったところでハルバードは止まってしまう。しかしソフィアは止まらなかった。すぐさま強引に引き抜くと、今度は下から振り上げて尻(しつ)尾(ぽ)を切り飛ばす。

			「よし！」

			　加えた攻撃は２回。しかし一瞬のできごと。尻(しつ)尾(ぽ)を切られたハルドブルは、飛び上がるように驚いて地面に転がる。そしてすぐに立ち上がり、２人の狩竜人(かりゆうど)に背を向けた。

			「え、ちょっと……待ちなさいよ！」

			　待て、と言って竜が待つわけがない。

			　竜は闘争本能が高く、体の一部を切り落とされても、反撃に出るものが多い。ただ人を食べない草食竜は、危険と思えばすぐに逃げだす。

			　草食の狩竜(かりゆう)経験がないソフィアは、まさか一(いち)目(もく)散(さん)に逃げだすとは思っていなかった。反撃に備えていて、逃げたと気づくまでほんのわずかな間が空いてしまった。

			　この辺りは、起伏のない平野が広がっている。そんな場所で竜に人が追いつくことは難しい。森などの障害物がある場所ならまだしも、まっすぐ走るだけなら竜は人よりずっと速い。

			　２人が必死に追いかける。先に追いついたのは、少しだけハルドブルの近くにいたエルだった。ハルドブルの右後肢を狙(ねら)い、今度はいつものように切り落としの一刀を繰りだす。

			　そして、真っ二つになり飛んでいった。

			　折れた剣が。

			「え、えええええ！」

			　エルの声が陽の沈みかけた大街道に響(ひび)き渡る。エルのこんな大声は初めて聞いた、と思いつつ、ソフィアはハルドブルを追う。

			　剣の犠(ぎ)牲(せい)は決して無(む)駄(だ)ではなかった。エルの一刀は流血にこそ至らなかったが、一瞬だけハルドブルをひるませる。それだけでソフィアには充分だった。

			　脚を刈り取り、見事に地面に巨体を転がす。

			　理力を受け入れてくれない鉄とは違い、白(はく)緋(び)鉱(こう)のハルバードは理力を流せば流すだけ威力を増す。上限はあると言われているが、少なくとも人の理力量ならば白(はく)緋(び)鉱(こう)はびくともしない。

			　硬いとわかっている相手なら、それ相応の攻撃をするまでだ。鱗(うろこ)が密集した部分でも、ソフィアは次々と切り裂いていく。ハルドブルに立ち上がる隙(すき)も与えず、血を奪っていった。

			　どうせもう使いものにはならないと、エルも折れた剣で無理やり突き刺し、切りつける。

			　転がったまま必死にもがくハルドブル。そして甲(かん)高(だか)い雄(お)叫(たけ)びを上げると、最後の力を振り絞(しぼ)って立ち上がる。しかしもう反撃する力は残っていなかった。２人が手を下すまでもなく、ハルドブルは崩れ落ちるように地に伏した。

			　そしてこちらも崩れ落ちるように、がっくりと項垂(うなだ)れるエル。

			「ああ、剣が……」

			　手に持つ剣は綺(き)麗(れい)に半分で折れていた。

			「まあまあ、そんな落ちこまなくていいじゃない、ハルドブルよハルドブル。こいつ、高く売れるんでしょ？　そんな安そうな剣なら買い直せるわよ」

			「でも……まだ使えたのにもったいない」

			「だいたいあんた、理力と武器が合ってなさすぎるわよ。なんなのよ、この剣。こんな折れ方するようじゃ、質も悪かったんじゃないの？　見た目もかっこ悪いし」

			　折れた剣をエルの手から取り上げ、しげしげと眺めるソフィア。彼女に武器の良し悪しはわからない。しかし少し彼女が理力を流しこんだだけで、金属がきしむ音がした。

			　その音はこれ以上の理力に耐えられない、という鉄の悲鳴だ。明らかに質が悪いとわかる。

			「うん、まあそうなんだけどね。良さそうな剣はすごく高くて、とても手が出ないよ。というかソフィアのハルバード……もしかしてすごく良い武器だったりする？」

			　２人が組んでから戦った竜はすべて、エルの安物の剣でさえ楽に刃が通る相手ばかりだった。いくらソフィアの強い理力が乗っていたとはいえ、石(せき)皮(ひ)竜(りゆう)と呼ばれるほど硬い竜の尻(しつ)尾(ぽ)を、あっさりと切り飛ばしたのはエルも驚いた。

			「うむ、ようやく気づいたか。このハルバード、そんじょそこらじゃ、お目にかかれないものなのよ」

			　ソフィアはハルバードを自慢げに掲げる。夕焼けにさらされた白(はく)緋(び)鉱(こう)は、いつもよりも赤みの強い色に輝(かがや)いた。

			「前から不思議に思ってたけど、よくそんなの買えたね。節約って言葉を知らないのかと思ってたのに」

			「なにおお！　節約って言葉くらい知ってるわよ」

			　知ってるだけでは意味がないだろう、とエルは思う。

			「まあでもこれは、お父さんとお母さん、そしておじいちゃんとおばあちゃん。４人からの贈り物なの。おじいちゃんの知り合いの鍛(か)冶(じ)屋さんに打ってもらったんだけど、確かに私じゃ絶対手が出ない値段だと思うわ。いくらか知らないけど」

			「そうだったんだ、納得した。ソフィア、武器と防具はすごい大事にしてるもんね」

			「うんっ。防具もね、家族がくれたものなの」

			「でも本当に綺(き)麗(れい)な武器だよね。聞いてもわからないかもしれないけど、どんな金属なの？」

			　ソフィアもそうだが、エルは武器の目利きはおろか、使われる金属にも疎(うと)かった。

			「聞いて驚け。なんと上から下までほぼ全部、白(はく)緋(び)鉱(こう)で作られてるのよ」

			「は、はくびこう!?　って詳(くわ)しくは知らないけど確か、すごく狩竜人(かりゆうど)の武器に向いてて、皆が憧(あこが)れるような素材で……あと半(はん)端(ぱ)じゃなく高い素材だって、聞いたことあるような」

			「そう、その白(はく)緋(び)鉱(こう)よ。だから多分、使われてる金属だけですっごい値段だと思うわ。贈り物だし、いくらかなんて気にしたことないけどね。でも大事な家族がくれたものだから、絶対手放さないし、大事にするの！」

			　嬉(うれ)しそうに話す彼女を見て、きっと仲の良い家族なんだろうとエルは想像する。

			　狩竜(かりゆう)以外のときは自(じ)堕(だ)落(らく)なソフィアも、ハルバードと防具の手入れだけは、毎日丁(てい)寧(ねい)にかかさず行っていた。いつも完璧に磨き上げる姿を見て、少しは部屋も綺(き)麗(れい)に片付けてほしいとエルは思ったりもしていた。

			　逃げる草食竜は、危険は少なくても狩るのは難しい。サルティスの木をなぎ倒したハルドブルを仕留めたことで、大街道を往く人々は２人の若い狩竜人(かりゆうど)に称賛の言葉をかけてくれた。２人は照れながら、狩った竜の後始末を始める。

			　しかし狩竜(かりゆう)の腕以外は残念な２人。せっかく肉として高く売れるハルドブルを、下手くそな処理で台無しにしかねなかった。

			　それを見ていた良識ある人に説教されたり手伝ってもらったりしながら、なんとか買取報(ほう)酬(しゆう)が下がらない状態で後始末を終わらせる。

			　なかなかの大物を狩れたと、２人は機(き)嫌(げん)良くフェネラルの街へと帰っていった。

			　

			「はぁい、お待たせ。じゃあまず、白(はく)爪(そう)竜(りゆう)リグトンの狩竜(かりゆう)依頼の報(ほう)酬(しゆう)が１５００エニィね。あと白爪12頭分の買取が３６０エニィ、実働日数１日の６００エニィ。そしてそして、石(せき)皮(ひ)竜(りゆう)ハルドブルの買取が２万エニィ。なんと合計２万２４６０エニィよ！」

			　いつもの笑顔、いつもよりも大げさな説明、そしていつもとは桁(けた)違いの報(ほう)酬(しゆう)。シロノは若い２人の狩竜人(かりゆうど)の運と実力に敬意を表し、いつもより報(ほう)酬(しゆう)説明に力を入れた。

			　普段２人が金に困っていることは彼女も薄(うす)々(うす)気づいている。ただ２人の実力は、フェネラル限定ではあるが、シロノにかぎらず他の協会職員にも知られはじめていた。

			　そうなってくると他の低段位と比べて依頼も任(まか)されやすくなり、多く稼(かせ)いでるはず。それなのになぜ懐(ふところ)が寂しいのかと、シロノは疑(ぎ)問(もん)に感じていた。２人の金銭感覚のおかしさまでは、シロノは知らなかった。

			「に、にまん……」

			　エルは思わず絶句する。ソフィアは予想通りといった満足顔。リグトンの狩竜(かりゆう)依頼に出ていた２人だったが、その報(ほう)酬(しゆう)がかすんで見えるほどハルドブル１頭の買取金額は大きかった。

			「あれ、なんでびっくりしてるのよ。狩ったの初めてじゃないんでしょ？」

			「えっとそうなんだけど、前に戦団にいたときのことなんだ。他の人が報(ほう)酬(しゆう)とか管理してくれてて、金額は全然知らなかったよ」

			　多人数で組む狩竜(かりゆう)戦団の場合、２人のように揃(そろ)って協会に出向かず、誰かが代表して報(ほう)酬(しゆう)を取りにくることも多い。

			「それって……騙(だま)されてたんじゃない？　世間知らずのエルを働かせておいて、自分たちの懐(ふところ)だけを温める、的な感じで」

			「ち、違うって！　そんな悪いことするような人たちじゃないよ。本当に良い人たちで……多分」

			「まあいいわ、済んだことは済んだこと。それより２万あれば、あれより良い剣が買えそうね」

			「い、いやちょっと待って。全額つぎこんで剣は買わないから。それよりも……えっとシロノさん、戦団登録するのは、１人２０００エニィずつあればいいんですよね？」

			　エルの言葉にシロノは目を輝(かがや)かせた。

			「ええそうよ。良かったわあ、その気があってくれて」

			　一緒に行動するようになって20日以上。協会に正式に組んでいることを示す、狩竜(かりゆう)戦団の登録を２人はしていなかった。登録はしなくても一緒に行動はできる。それは特に規則違反でもなく、常識外れなことでもない。

			　しかし登録しておくことで、戦団としての狩竜(かりゆう)評価を得られるようになる。そして評価が上がれば受注可能な依頼の幅が広がるのだ。

			　シロノからもそれ以外の職員からも、何度か登録するように勧められていた。しかし２人は登録料を貯めることができず、未登録のままだった。

			　２０００エニィは安くない。しかし依頼の幅が広がれば、その分稼(かせ)ぎも良くなる。長く組むならば、簡単に取り戻せる額だ。

			「そうね４０００エニィはもったいないけど、いい加減しとかないとね。じゃあ登録しますんで、シロノさん、お願いします！」

			　ソフィアは形のある買い物には容(よう)赦(しや)なく散(さん)財(ざい)するが、目に見えないことに金をかけるのは抵抗があるらしかった。目に見えないといっても、少し考えればわかる利益なのだが、彼女の考えが足りないのはいつものことだ。

			「ごめんね、ソフィアちゃん。登録料取らないと、何回も戦団に出たり入ったりする人がいるのよ。それだと協会側が、戦力を把(は)握(あく)しきれなくなっちゃうから」

			「あ、ごめんなさい。文句とか言うつもりじゃなかったんですよ。最近エルがやたらとお金のことでうるさいから」

			　うるさく言う必要があるからだ。

			　そう言いたくもなるが、話が長くなると思って口にはしない。ずいぶんと口数も増えてきたエルだが、まだまだ普通の人と比べると無口ではあった。

			　２人は登録料を払い、戦団登録の手続きを進めてもらう。そして金以外にも、２つだけ必要なことがあった。

			「あと必要なのは団長をどちらにするのかと、戦団名ね。団長は団員全員の了(りよう)承(しよう)があれば、いつでも交代できるけど、戦団名はよほどの理由がないと変更できないわ。もう考えてある？」

			　２人は顔を見合わせて、お互い首を横に振る。

			「そういえば、全然考えてなかったです。どうする、エル？」

			「ご、ごめん。僕も全然考えてない……戦団名とか思いつかないし、ソフィアが決めてくれないかな？」

			「ええっと……じゃあそうね、白(はく)緋(び)の女神とかは？　ほら私ってば、白(はく)緋(び)鉱(こう)のハルバードを掲げた姿は、そりゃもう美しいじゃない！」

			　自分で言うのかとエルは思ったが、間違ってはないと思う。

			「あ、うん。じゃあそれで」

			　あまりにも普通に了(りよう)承(しよう)するエルに、ソフィアは慌(あわ)てた。

			「いやいや冗談だって、冗談。いくら私でも、それは恥ずかしいってば」

			「えっ、なんで。いいよそれ、悪くないと思う。じゃあシロノさん。白(はく)緋(び)の女神、で登録お願いできますか」

			「え、待って待って！」

			「了解。格(かつ)好(こう)良いじゃない。ソフィアちゃん、可愛(かわい)いんだし、女神でも問題ないわよ」

			　まったくの冗談のつもりで口走った、恥ずかしい戦団名。それが採用されて大声で文句を言うソフィアだったが、結局他に良い案もなく決定の運びとなった。

			　戦団名はそれで譲るから団長はエルがやれ、という理由にならない理由で団長は決まる。

			　こうして団員２名だけの狩竜(かりゆう)戦団、白(はく)緋(び)の女神は結成された。しばらくのあいだ、戦団名を呼ばれるたびにソフィアは顔を真っ赤にするのだった。

			　

			　貧乏暇(ひま)なし。今日も今日とて、２人は元気に狩竜(かりゆう)に励(はげ)む。

			「そっちに２頭行ったわ！」

			「わかった！」

			　２人が相手にしているのは、４足で立つ牛ほどの体(たい)躯(く)の小型竜。体のわりに大きな顔と口、そして黄色に光る２本の鋭い牙(きば)を持つ、黄(こう)牙(が)竜(りゆう)シュブイールだ。その群れの狩竜(かりゆう)に、２人は当たっていた。

			　同じような大きさの白(はく)爪(そう)竜(りゆう)リグトン相手には、一撃一刀で次々首をはねて回った２人。しかしシュブイールが相手だと、慎重に一撃離(り)脱(だつ)を繰り返す。

			　それは黄(こう)牙(が)と短い爪(つめ)に麻(ま)痺(ひ)毒が含まれるので、かすりでもしたら動きを止められるからだ。毒で死ぬことはまずないが、その即効性は恐ろしい。皮膚を裂かれ毒を少しでも体に入れられると、あっという間に体の動きは奪われる。

			　いくら２人が高い理力で肉体を硬化させていても、竜の鋭い爪(つめ)と牙(きば)を完全に防ぎきることはできない。そして数秒でも動きを止められ無防備な状態をさらせば、人など簡単に食い殺される。

			　２人は近い距(きよ)離(り)を保ちつつ、10頭以上いるシュブイールの群れを減らしていく。リグトン相手なら囲まれたとしても問題ないが、かすり傷でも致(ち)命(めい)傷(しよう)となる相手に無理はできない。

			「あっ、あのでかいの逃げそう」

			「僕が！」

			　残り３頭となったところで、群れ長と思わしきシュブイールが逃げだす。エルに追いつかれて反撃に出たシュブイールの牙(きば)をかわし、真新しい長剣で首をはねた。ソフィアの左右から同時に飛びかかる残りの２頭。ハルバードを１回転させるように体をひねり、２頭の首を一気に飛ばして狩竜(かりゆう)は終わる。

			「ボウガン持ってないからなあ。シュブイール狩っても、なんか損した気分ね」

			　そう言いながら黄(こう)牙(が)を回収するソフィア。

			　狩竜人(かりゆうど)が矢に塗って使う麻(ま)痺(ひ)毒は、黄(こう)牙(が)竜(りゆう)シュブイールの牙(きば)から採ったものだ。買えば高いシュブイールの麻(ま)痺(ひ)毒も、自分で調達できれば節約できる。

			　ただし牙(きば)に仕込まれている麻(ま)痺(ひ)毒を、ボウガンの矢に使えるように加工する技術は難しい。知識のない２人には、到底できない作業だ。誰かに加工を頼めば結局、購入するのと大差がないことを、ボウガンをほとんど使っていない２人は知らなかった。

			「うーん、剣買っちゃったからね。ボウガンはまだ先になりそうだ、ごめん」

			　石(せき)皮(ひ)竜(りゆう)ハルドブルの肉が高く売れ、普段の狩竜(かりゆう)の10倍近い２万エニィの金を手にした。しかし宿代や食費などの欠かせない金を除くと、剣にかけられる金額は１万エニィが限度だった。

			　２人が剣を購入したのは、裏通りにあった綺(き)麗(れい)とは言えない武器屋。こういうところが実は隠れた名店だったりする。そんなソフィアの言葉にエルは素直に従ってしまう。その店で鉄剣なのに妙に白く輝(かがや)く剣を見つけ、単純に綺(き)麗(れい)だからという理由でその剣を購入していた。

			　普段は金のことで文句を言うだけに、自分のせいで剣を折り、余分な出費をさせたことにエルは責任を感じていた。

			　しかしソフィアは金は使うものだとしか思っていない。買い物も好きで、そんなことは微(み)塵(じん)も気にしていなかった。

			「で、どう。新しい剣は？」

			「持ちやすいから多少振りやすいかな。まあ前のと同じ鉄製だから、理力の流しすぎには気を遣うし、そこは変わらないけど」

			　エルは左右両手で交互に持ち替えながら、感触を確かめるように剣を振る。陽の光に照らされると、長剣は眩しいほどに光り輝(かがや)いた。

			「さすがに１万エニィじゃ良い剣は無理だったか。見た目は格(かつ)好(こう)良いんだけど」

			「でも問題はないよ。そりゃもっと良い剣はあるけど、低段位の僕には分相応だと思うよ。見た目は格(かつ)好(こう)良いし」

			「なんかこう１回の依頼で、ばあんと10万エニィくらい稼(かせ)げないかな。そしたら高い剣でも買えるのに」

			「いや、１回で稼(かせ)ごうとしなくても……そこはちょっとずつ貯めようよ」

			　２人は久々に日の高いうちにフェネラルの街に帰りつく。早朝に街を出て、すぐに狩竜(かりゆう)対象を見つけられたおかげだ。そしてどの店も開いている時間なので、ソフィアの買い物癖が心配になるエル。ただこの日は宿に帰ってから買い物ではなく、手紙を出してくると言って外出したので、さすがに大丈夫だろうと思っていた。

			　狩竜(かりゆう)の汗を流すため、エルは宿の外で頭から水をかぶる。そろそろ初夏の日差しが見え隠れする季節。水の冷たさが気持ちよく思える陽気だった。相変わらずぼさぼさの髪を洗い流し、爽(そう)快(かい)な気分になる。

			　エルは１人でいることには慣れている。自分ではそう思っていた。それが不幸だと思ったこともなかった。ただ思わぬ出会いが、日々に彩りを与えてくれている。

			　気分が良いのは、汗を流した気持ちよさとはまた、別の理由がある。自分でも、そのことに気づきはじめていた。

			「ただいまあ」

			「おかえり。早かったね」

			　その彩りを司る明るい少女は、帰ってくるなりエルの部屋に入ってくる。そしてその手には、必要なのかと問いたくなる物ばかりが握(にぎ)られていた。いつものごとく。

			「えっと……手紙を出しにいったんだよね？」

			「うん。１ヶ月に１回は、家族に手紙を出すのが家を出るための条件だったのよ。まあでも手紙書くのは好きだし、条件じゃなくても出してたわね。最近は書くこといっぱいあるし」

			　家族のことになると、決まって嬉(うれ)しそうにソフィアは話す。

			「あ、うんそうか。それで、その手に持ってるのは……ハサミ？」

			「買ってきたの！　見て見て。これハサミなのに、青(せい)硬(こう)銀(ぎん)で作られてるんだって。すっごいよく切れるわよ」

			　青みがかった銀色のハサミを嬉(うれ)しそうに見せてくるが、エルには無(む)駄(だ)な買い物にしか思えない。しかもわざわざ高級そうな素材のものを選んで買ってくるところが、彼には理解不能だった。

			「よし、じゃあ準備して。早速切るわよ」

			「え、なにを？」

			「あんたの髪」

			　

			　これまでに何度か唐(とう)突(とつ)な買い物をするソフィアを目にしてきたが、今回はいつにも増して突拍子がない。なぜ急に髪を、と問うエルに、いいから早く準備しなさい、と答える。そして彼女はいつになくてきぱきと動いた。なぜか楽しそうな彼女に観念して、エルはイスに座る。

			　彼女の手が髪の毛に触れた瞬間、くすぐったいような心地(ここち)良いような気分になる。その感情に、エルは自分でも戸惑った。目をほとんど隠すほどに伸びた髪が、ソフィアの手により床に落とされていく。

			「あの、ソフィアはさ。なんで１人だったの？」

			「お、ついにそれを聞いちゃうかね。というか意外と私たち、お互いのこと話してないかもね」

			「あ、ごめん、話したくないなら、その……」

			　やはりなにか理由がありそうだと察し、聞いたことを後(こう)悔(かい)する。聞きたくはあったが、無理に聞きだすつもりはなかった。

			「確かにちょっと理由があって、いちいち話して回ることでもないからね。聞かれても答えたくなかったし、自分の口からは誰にも話してないかな」

			「そっか、ごめん」

			「それでなんで１人でいたかっていうとね」

			「ええっ、話すの？」

			「話すわよ。聞いてほしいもん」

			　その言葉に、自分の顔が少し紅(こう)潮(ちよう)したのがエルはわかった。

			　髪を切ってもらっている最中でよかったと、心底思う。彼女の視線は自分の頭に集中していて、顔色は知られていないはずだ。

			「私もね、フェネラルに来る前は普通に戦団に入ってたのよ。認可を受ける前からずっと、お祖父ちゃんの家に住んでて、その街で狩竜人(かりゆうど)始めたの。でね、私が入った戦団は３人も女狩竜人(かりゆうど)がいたのよ」

			「それってかなり珍しいよね。ソフィア以外の女の人って、本当にたまにしか見ないし」

			「そうね。いるにはいるけど、同じ戦団に３人ってのは多分珍しいわ。そんなに大きい戦団じゃなくて、私が入る前は男４人女３人だったのよ。男女同じ数の戦団なんて他に聞いたことないわね。私も狩竜人(かりゆうど)になる前からその戦団のことは知ってて、そこの団長に入らないかって声かけられて喜んで入ったのよ。団長の人が若いのに25段までいってて、そこの街だと強くて有名ってこともあったから。あとはやっぱり女の人と一緒ってのは、男だけの戦団より心強そうだって思ったしね」

			「強くて有名な戦団に誘(さそ)われたってことは、ソフィアも強くて有名だったの？」

			「いやいや、そんなわけないじゃない。認可受けたばっかで実績もないし。私じゃなくて家がね、お金持ちで有名だったから。多分それで誘(さそ)われたんだと思う。でもそれはよかったのよ、自分でもわかってたし腕に自信あったから。腕は入ってから認めてもらえばいいって、そう思ってたの。実際入ってすぐ、皆からすごいって褒(ほ)められたわ」

			　いつもより穏やかな口調で話すソフィア。やはり話したくないことなのではと、エルは不安になる。今度は顔を見て表情を確かめられないことが、もどかしくなる。

			「まあそれで最初は、上手くいってると思ってたの。団長にもすごい気に入られて、私だけよくしてもらったりもしてたの。でも１ヶ月くらいしたら、女の人３人からね、そのなんというか……最初は優しかったのに、急に無視されちゃったり、かと思ったら急につらく当たられて、とにかく態度を変えられちゃったのよ。理由もわからなかったし、本当に急だったから私も落ちこんじゃって……今なら理由もすぐにわかるんだけどね。それでも本人たちに直接理由を聞いたり、団長に相談したりして、なんとか上手く皆とやっていきたいと思ってたの。腕は負けてないというか、自分のが上って気持ちがあったけど、新人は私だけだったし。なにか自分に問題あるのかなって、考えたりもしたわね」

			　エルがもし人並みに世情に詳(くわ)しかったら、ソフィアのこの後の話も想像がついたかもしれない。しかし認可を受ける前の数年を、山にこもって暮らしていた彼には、まだ話の展開は予想できなかった。

			「それで何回か団長に相談してるうちにね、えっとあれよ。うんと……そのね……」

			　ソフィアにしては珍しく、言葉につまる。

			「え、なに？　相談してるうちになにかあったの？」

			　振り向いて聞こうとするエルの頭を、ソフィアは手でぐっと押さえる。そして危ないから動くなと、強引に前を向かせた。危ないのも本当だったが、ソフィアは自分の表情を見られたくなかった。

			　今私は、きっと情けない顔をしている。彼女は自分でそう気づいていた。

			「あんたも大(たい)概(がい)察しが悪いわね。まあ私も、全然人のこと言えないけど……あれよ、団長に言い寄られたのよ。俺が守ってあげるから安心しろとか、いつも近くにいろ、とかね。そんなこと言われたわけ。団長は狩竜(かりゆう)の経験も豊富だったし、本当に強くて尊敬してたんだけど、なんかそう言われて一気に嫌(きら)いになっちゃったのよね。それまでの尊敬とかも、全部飛んでっちゃった。別に団長は結婚もしてなかったし、口説こうがなにしようが悪いことではないのにね。ただそういうこと、私は全然思ってなかったし気づいてもなくて、口説かれて逆にいやになっちゃったのよ、団長のこと。で、言い寄られて気づいたの。なんで女３人から嫌(きら)われるようになったのか。あれね、女の嫉(しつ)妬(と)ってやつ。３人とも若くして活躍する団長に憧(あこが)れてたみたい」

			　エルはソフィアの言葉に、少しだけほっとしてしまう。ただどの部分に安(あん)堵(ど)したのかは、まだ自分でも気づかなかった。

			「でも団長って今考えると、そこまで悪くないわね。私が美しすぎるのが罪だったのに」

			　そんなことを言って、ソフィアはおどける。話のあいだも髪を切る手は止めず、かなりの量の髪が床に散らばっていた。

			「それで、団を辞めたの？」

			「今、私がとっても大事なこと言ったわよね。そこ無視するの？」

			「え……あ、あの。多分そうなんじゃないかな……」

			　困った顔が見えなくとも想像でき、ソフィアは意地悪く笑った。これくらいで勘(かん)弁(べん)してやろう、と話を続ける。　

			「確かにね、その時点で団は辞める気だったけど、街まで出るつもりはなかったの。他の戦団を探して、経験を積もうって思ってた。で、団を辞めるって皆に言って、団長とか他の男の人には止められたけど、強引に辞めたの。でもその後が問題だったのよ。協会規則違反と、狩竜人(かりゆうど)だとかは関係なく、普通に傷害事件起こしちゃったのよ。狩竜人(かりゆうど)協会規則第……第何条だったっけ？　あれよ、あれ。その力を人には向けるな、竜に向けよってやつよ。その傷害事件を起こしちゃって、街にいづらくなっちゃったの」

			　鍛(きた)えられた狩竜人(かりゆうど)は、普通の人とは別格の強さを誇(ほこ)る。竜に向かうはずの力を人に向けた場合、それは普通の人が犯した罪の何倍も重いとされ、受ける罰も大きい。そして狩竜人(かりゆうど)同士のいざこざも、暴力で解決することは固く禁じられている。これはイリシアに住む者なら、狩竜人(かりゆうど)でなくても知っていることだ。

			「ソフィアが……傷害事件を起こす？　それはないでしょ、絶対に」

			　２人が一緒に行動するようになって、まだそれほど長くない。それでもそんな事件を起こすとは、エルには信じられなかった。

			　絶対に、と言い切ったエルに向けられたソフィアの視線。それは彼に伝わることはない。

			「まあね、最終的に私は悪くないってことになったけど。でも傷つけたのは本当なの。女狩竜人(かりゆうど)３人の中で１番年上の人だったんだけど、その人が槍(やり)を持って私を襲(おそ)ってきたの」

			　驚いて振り向こうとするエルの頭を、再びソフィアが押さえる。もうちょっとだから動くなと。彼女は話しながらも、真剣にエルの髪を切っていた。

			「でもそんな女に負けるソフィアさんではないわ。急なことだったけど、なんとか避(よ)けて……思いっきり殴っちゃったのよ。でもさすがに私も、すっごい焦(あせ)って、全然手加減とかはできなくて……すっ飛んでいったわね、その女」

			「ソフィアは怪(け)我(が)とかしなかったの？　大丈夫なの？」

			「なに言ってるの、どう見ても無事じゃない。今あんたの髪切ってるのは誰なのよ」

			　的外れな心配をするエル。思わずソフィアは笑ってしまった。

			「それよりも殴られた女の心配しなさいよ。この私に殴られたのよ。で、かなりひどい怪(け)我(が)させちゃったの。思いだしたくないけど、肋(ろつ)骨(こつ)が折れて、お腹の中まで傷ついて血を吐いて……お祖父ちゃんが治(ち)癒(ゆ)理力を使える人をたくさん集めてくれて、元通りに治ったらしいけど。命も危なかったみたい」

			「でもそれは、ソフィアは全然悪くない！　どう考えても相手の人が……」

			「うん、まあね。私もそう思ってる。それに襲(おそ)われたとこを見てた人が何人もいて、身を守るために反撃しただけって証言してくれたから、全然罪にはならなかったの。協会の人に何回も同じことを聞かれたりしたけど、協会も最終的には問題なしって判断してくれて、狩竜人(かりゆうど)も普通に続けていいってことになったわ。でも大騒(さわ)ぎになった事件だし、痴(ち)情(じよう)のもつれの喧(けん)嘩(か)だとか戦団の和を乱した悪女だとか、そういう噂(うわさ)が立っちゃったのよねえ。大きい街なんだけど、西海岸部だから、竜はそんなに出ないとこなの。狩竜人(かりゆうど)の数は多くなくて、協会もフェネラルより小さいくらいかな。だからあっという間に狩竜人(かりゆうど)皆に知れ渡っちゃった。それでさすがにいづらくなって、街を出たってわけ」

			　なにか言わなければと思うのだが、結局言葉を見つけられず、エルは唇を噛(か)み締める。口下手な自分が嫌(きら)いになりそうだった。

			「まあでも、そこはいつか出るつもりだったし、ちょっと早くなっただけと思えればよかったんだけどね。やっぱり事件のあと、誰かと組むのは怖くなっちゃったのよ。というかエル、本当に私のこと知らなかったのね。自分からは話してないけど、もうけっこうフェネラルでも知られちゃってるのに。誰か知ってる狩竜人(かりゆうど)がいたみたいね。ここに来てからは、別に嫌(いや)な思いはしてないからいいけど」

			「えっ、そうなの？　ごめん……その、狩竜人(かりゆうど)の知り合いってこの街にいなくて。あ、それ以外の知り合いもいないけど」

			「あははは！　あんた相変わらず私と、あとシロノさんとか協会の人くらいだもんね、まともに喋(しやべ)れるの。私もシロノさんに優しくしてもらって、誰かと組まなきゃとは思ってたんだけどね。どうしても踏ん切りつかなくて、ずっと１人だったってわけ」

			　ソフィアは髪を切る手を止めた。

			「はい、おしまい！　うん、良い感じだわ。えっと……鏡(かがみ)はどこ？」

			「え、鏡(かがみ)なんて持ってないけど」

			「あんた……いくら男でも鏡(かがみ)くらい持ってなさいよ」

			　ソフィアは信じられないと言った顔で、自分の部屋から鏡(かがみ)を持ってくる。さすがにお嬢様育ちのソフィア。それは一点の曇(くも)りもない、高級な鏡(かがみ)だった。

			「あれ、なんか……もしかしてすごく上手い？」

			　普段は自分で、それもハサミすら使わず小振りのナイフで髪を切っていた。これまでとは違う綺(き)麗(れい)に整った黒髪に、自分でも驚くほど顔の印象が変わっていた。

			「へっへーん、弟の髪いつも切ってたのよ。ほら、あんた顔出せば、けっこういけるじゃない。髪の毛ぼさぼさすぎて、ずっと気になってたのよね。普段から身だしなみ、ちゃんとしなさいよ」

			「う、うん。できるだけ……頑張る、かも」

			　身だしなみと言われても、エルはどうしたらいいかわからなかった。

			「ま、あんたがそういうの苦手なのはわかってるから、私がいろいろと気を遣ってあげるわ。ふふ、本当に弟みたい」

			　弟と言われて不満気なエルだが、苦手なことは自覚していたので反論もできない。

			　大量の切り落とされた髪を片付けるのに、思ったより手間取ってしまった。途中で宿の主人に髪だらけの部屋を見つけられ、怒られたりもしたが、２人は笑って掃除をした。

			　５月の終わり。２人が出会ってから１ヶ月が経とうとしていた。

		

	
		
			[image: p_95.jpg]
		

	
		
			「待て待てえ！　エル、回りこんで」

			「わかった」

			　フェネラルの東に位置する、この付近では１番大きな森の中。今日も今日とて、元気に狩竜(かりゆう)に励(はげ)む２人が追っているのは、石(せき)皮(ひ)竜(りゆう)ハルドブルだ。

			　受けた依頼は白(はく)爪(そう)竜(りゆう)リグトンの狩竜(かりゆう)だったが、そのリグトンの群れは他の通りすがった狩竜人(かりゆうど)が先に狩っていた。

			　協会で依頼を受けて狩竜(かりゆう)に向かっても、他の狩竜人(かりゆうど)に先を越されていることは時々ある。目の前に竜が現れ、それが倒せる相手ならば狩る。それは狩竜人(かりゆうど)の義務だ。

			　わざわざ依頼を受ける必要はなく、それが人々の安全に繋(つな)がるのだから、誰も文句など言わない。先を越された狩竜人(かりゆうど)も依頼達成とみなされ、昇段点数にはならないが報(ほう)酬(しゆう)はもらえる。先を越した狩竜人(かりゆうど)も素材買取で、依頼報(ほう)酬(しゆう)よりも少ないが金は入る。どちらにも損のないようになっており、義務を怠(おこた)る狩竜人(かりゆうど)はいない。もし義務を頻(ひん)繁(ぱん)に怠(おこた)るような狩竜人(かりゆうど)がいたら、協会から認可を剥(はく)奪(だつ)されるだけだ。

			　今回は食事中のハルドブルではなく、ただ歩いているところを２人は発見した。元来、草食竜種は臆(おく)病(びよう)で、襲(おそ)ってくるより逃げだすことが多い。逃げるハルドブルを追う２人。もし深い森でなかったら、さすがの２人も逃してしまっただろう。しかし木々が邪魔をしてくれるおかげで、速度の出ないハルドブルに２人が追いつく。

			「とりゃあああ！」

			　ソフィアが後ろから切りつける。ぎりぎり追いついての一撃だったので、浅く尻(しつ)尾(ぽ)に切りこみを入れるだけで精一杯だった。

			　気の荒いハルドブルは一瞬反撃の構えを見せる。しかし木々が邪魔で自分の不利を悟ったのか、再び走って逃げだした。それを予想していたエルが、正面に立って足止めをする。

			　今度は剣を折らないように、丁(てい)寧(ねい)な突きのみでの攻撃。エルの役目は逃さないようにすることで、血を奪って弱らせることではない。

			　足止めを食らったハルドブルは、こん棒のような尻(しつ)尾(ぽ)を振り回して反撃に出る。尻(しつ)尾(ぽ)を避(さ)けて脚を刈り、ハルドブルを転がすソフィア。転がったところで連撃。１回だけでも、経験があるとないではまったく違う。前回よりもあっさりと、２人は狩ってみせた。

			「やった！」

			「うん！」

			　狩竜(かりゆう)の成功に喜ぶ２人。ハルドブルは数が少ない竜種だ。エルとソフィアよりずっと経験のある狩竜人(かりゆうど)でも、狩ったことがない者はたくさんいる。ハルドブルは人々を竜から守ってくれるサルティスの木の天敵なので、発見されれば草食では数少ない依頼が発生する竜種。しかし一(いち)目(もく)散(さん)に逃げだす草食というのは、危険は少なくても意外に狩るのが難しい。

			「いやあ、ついてる。ついてるわ、私たち。滅(めつ)多(た)にいないハルドブル２頭目よ。これってかなりの快挙じゃないかしら」

			「いい金になるし。僕たちかなり運が良いよね」

			「そうね。今までちょっと嫌(いや)なことありすぎたし、運が巡ってきたのかも。じゃあ、エル、笛お願いね」

			　鞄(かばん)から笛を取りだして、エルは口にくわえる。狩竜人(かりゆうど)の必需品、犬笛だ。その音は人の耳には届かない。そして竜にも届かず、犬にだけ聞こえる音が鳴る笛。それを決められた回数と長さで吹く。

			　しかし、ソフィアはこの音が近くで鳴ると、嫌(いや)な気分になる。それで犬笛は、エルが担当することになっていた。人には絶対聞こえないはずなのに、ソフィアは音が感じ取れてしまうらしい。エルが笛を加えると、ソフィアは両手で耳を塞(ふさ)いだ。

			　この犬笛は『運び屋』と呼ばれる人を呼ぶために吹く。運び屋は、主に協会に所属して仕事をする人たちだ。

			　牙(きば)や爪(つめ)のように体の一部だけではなく、皮や鱗(うろこ)、骨や肉など、体の大部分が素材として利用可能な竜を狩った場合に、活躍するのが運び屋たちだ。とても狩竜人(かりゆうど)だけでは運ぶことができない大きな竜を、竜運車で協会まで運んでくれる。運び屋と狩竜人(かりゆうど)は、切っても切れない関係にあった。

			　ハルドブルは大きさでいえば中型竜に分類されるが、それでも人の何倍も大きく重さは何十倍にもなる。荷車も持っていない２人だけでは、とても運ぶことはできない。

			　運び屋は常に相(あい)棒(ぼう)となる犬と一緒に、その日の担当区域に待機している。訓練された相(あい)棒(ぼう)が犬笛の合図を聞き取り、その吠えた回数で運び屋は竜の大きさを知る。そして深い森の中だろうが険しい山だろうが、巨大な竜運車を巧みに引き、相(あい)棒(ぼう)の犬の先導で竜の回収に向かう。

			　犬笛を吹いた２人はハルドブルの処理を始める。以前狩ったときには、危うく高い肉を駄目にするところだった。そこを、とある良識ある人物にやり方を教わって救われた２人。今回はその人に教わったとおり、手間取りながらも作業を進める。そして２人が思っていたよりも早く、竜運車の車輪の音が聞こえてきた。

			「あ、ヴェンコイさんだ！　おーい、こっちです、ヴェンコイさーん」

			「本当だ、ペスもいる！」

			　この区域の今日の担当は、２人がよく知っている運び屋だった。視界の狭い森の中だというのに、エルとソフィアは尋(じん)常(じよう)ではない視力で、運び屋と相(あい)棒(ぼう)の犬を見つけた。

			「おお、お前さんらだったか」

			　ヴェンコイと呼ばれた運び屋は、髪はすでに真っ白な初老の男性。だがその体つきは並の狩竜人(かりゆうど)よりも太くたくましい。背こそ普通だが、骨太で若さのわりにはがっしりとした体格のエル。そのエルの倍はありそうな太い腕と、ソフィアの腰ほどもある太ももで、力強く竜運車を引くヴェンコイ。大きな竜を運ぶことに特化した体は、とても初老とは思えないものだ。

			「おいおいおい、またハルドブルか。いやあ、たまげたな、お前ら。大したもんだ」

			　およその大きさは犬笛の合図で事前に知ることができるが、運び屋は竜種まで知ることはできない。前回よりも大きなハルドブルを見て、嬉(うれ)しそうに驚くヴェンコイ。

			「はい、本当に運が良かったです。たまたま森で見つけて追いかけて。ヴェンコイさんに教わったこと、早速役に立っちゃいました！」

			　ソフィアが誇(ほこ)らしそうに話す。エルはといえば、ヴェンコイの相(あい)棒(ぼう)ペスとじゃれ合っていた。

			「いや。運だけで２頭も狩れるもんじゃねえよ、ハルドブルは。草食はすぐ逃げるからな。特に草食のくせに頑(がん)丈(じよう)なこいつは、20段以上の狩竜人(かりゆうど)でさえ逃しちまうこともある。さすが、シロノが期待してるって戦団だな」

			　エルとソフィアは褒(ほ)められて喜ぶ。ヴェンコイには何度も世話になっていたが、褒(ほ)められたのは初めてだった。２人がフェネラルに来て、まだそれほど経っていない。一緒に狩竜(かりゆう)をするようになってから、運び屋を呼ぶ必要があるような竜も、ほとんど狩っていない。しかしヴェンコイと２人には縁があった。

			　２人が初めて一緒に狩竜(かりゆう)に向かった日。大街道を爆走する狩竜人(かりゆうど)の姿を見て、すわ異常事態かと慌(あわ)てて協会まで確認に走った、良識ある運び屋ヴェンコイ。その帰りに大街道のど真ん中で打ち合いを始め、道往く人々を驚かせた２人。それを叱(しか)ったのもヴェンコイ。運よくハルドブルと出くわして狩ったはいいが、危うく高い肉を駄目にするところだった２人。それをたまたま見つけ、慌(あわ)てて２人を手伝ったのもヴェンコイ。

			　ソフィアとエルはかなりの頻(ひん)度(ど)で、ヴェンコイに迷惑をかけ、世話になっていた。

			「ふむ、まだ雑だが一応処理はできてるな。よっしゃ、車に載せるからお前らも手伝え」

			　２人は元気よく返事をして手伝いはじめた。

			　大きな竜を載せるのに力だけでは難しい。しかし運び屋はそれを簡単そうにやってのける。竜の体の下に竜運車を滑りこませるように入れ、梃(て)子(こ)を使って巧みに載せる。

			　２人がほとんど手伝うまでもなく、竜運車に載ったハルドブル。その大きな竜を載せた竜運車を１人で引く運び屋ヴェンコイと相(あい)棒(ぼう)のペスと連れ立ち、２人はフェネラルへと帰っていく。

			　

			　帰りの道中でも、エルとペスは楽しそうに遊んでいた。ペスが相手だと普段よりもはしゃぐエル。人が相手でも、そうやって笑顔でいればいいのに。そんなことを思って、ソフィアはちょっと呆れる。

			「それにしても、最後に良い仕事ができた。２人にゃ礼を言わんとな」

			　笑ってそういうヴェンコイに、２人は驚いた。

			「最後ってなんでですか？　辞めちゃうんですか!?」

			「うはははっ、辞めるって言い方は変だな。今さら仕事変えるって歳じゃねえ。普通に引退だ。若い連中も育ってきてるし、そろそろいいだろって話になってな。協会とも話して、今日で引退ってことになったんだ」

			「そんな……まだ全然できそうなのに」

			　いろいろと世話になった運び屋の引退に、２人とも寂しを隠せない。

			「まあ俺もいい歳ってのもあるが、ペスもな。そいつも今年で12歳だ。犬の12歳ってなぁ人で考えりゃ俺なんかより、よっぽどじじいだからな。犬も人と一緒で、年を食えば耳も遠くなる。運び屋の相(あい)棒(ぼう)ってのは、10歳までやれば大したもんだと褒(ほ)められるんだ。だから12歳で現役のそいつは、別格だな」

			　運び屋はとても誇(ほこ)らしげに相(あい)棒(ぼう)を見る。君はおじいちゃんだったのかとエルは驚き、ペスをなでまわした。

			「あの、本当にヴェンコイさんにはすっごくお世話になって。私もエルも、もしヴェンコイさんに会ってなかったら、今みたいに狩竜(かりゆう)も上手くいってなかったと思うし……」

			「うわははっ、若い有望株に惜(お)しまれての引退。嬉(うれ)しいかぎりだ。まあ大街道で暴れてるのを見たときゃあ、とんでもない馬鹿がフェネラルに来たもんだと思ったがな」

			「その、あのときは本当にごめんなさい。僕も調子に乗っちゃって……」

			　しょげるエルを豪快に笑い飛ばすヴェンコイ。２人とも知り合いのいない街での狩竜人(かりゆうど)生活。優しいシロノと、そして頼れるヴェンコイの存在は大きかった。

			「まあ引退っていっても、竜を運ぶのは最後ってだけだ。若い連中の指導だなんだで、協会には顔も出す。むしろお前らとは、顔を合わせることが多くなるかもな」

			　その言葉に２人は顔を明るくした。またいろいろ教えてください、と言うソフィアに、いい加減２人は知り合いを増やせ、とヴェンコイは説教を始める。

			　素直な若者たちで、狩竜(かりゆう)の腕も間違いなさそうだ。それなのに、どうにも頼りなさそうで、人付き合いも上手くない。ヴェンコイは孫を見るような気分で、引退間際に出会ったこの２人の狩竜人(かりゆうど)を心配していた。

			　フェネラルに到着してハルドブルを降ろすと、竜運車を片付け相(あい)棒(ぼう)を労(ねぎら)う。いつもとなんら変わりなく最後の仕事を終えた運び屋。２人は改めて礼を言って別れると、お互いの顔を見合わせ、少ない言葉を交わす。そしてお互いが同じことを考えていたと知り、笑いあった。

			　２人は普段、足を運ばない場所に向かった。

			「おう、白(はく)緋(び)の女神様じゃないか。またハルドブル狩ったんだな。やるなあ、お前ら」

			「うう……その呼び方はやめてください」

			　ソフィアは中年の協会職員にからかわれる。白(はく)緋(び)鉱(こう)という、高価で目立つハルバードを持つソフィア。

			　その彼女が、白(はく)緋(び)の女神という戦団名の由来になっていることは明白で、協会内では当然からかいの対象となってしまった。そう呼ばれるたびに、自分の口走った冗談を取り消したくなる。

			「あの、さっきのハルドブルの肉が欲しいんです。お願いできますか？」

			　２人は協会内の敷地にある、狩られた竜が集められる場所にいた。自分で狩った竜の素材や肉は、買取価格から引いてもらい手元に残すことができる。規則により協会を通さず売買はできないが、防具に使ったり食べたりするのは自由だ。

			　これまで特に必要としなかったので、２人がここに来るのは初めてだった。

			「おお、もちろんいいぞ。こいつの肉はどこでも美味いからな。どこの部位が欲しいんだ？　お勧めは後肢の、人でいう腿(もも)の肉だな」

			「１番いいところ、全部ください！」

			　ソフィアはいつもどおり、買い物に対する容(よう)赦(しや)のなさを発揮する。

			「おいおい、そりゃいいが……知ってるのか？　こいつの１番いいところってなると、尻(しつ)尾(ぽ)の付け根なんだが……量が少ないのに買取金額のほとんどを占める、超がつく高級食材だぞ？」

			　他の部位でも充分美味いし、そこは売ったほうがいいのではと進言する協会職員。金がなさそうな、若い２人を思っての言葉だ。ソフィアはエルの顔を見て一応確認するが、今日は無(む)駄(だ)な買い物などと言わないことはわかっていた。

			「いえ、大丈夫です。お願いします！」

			　肉を抱えて２人が向かったのはヴェンコイの家。優しくもあり叱(しか)ってもくれる運び屋に出会ってなかったら、１頭目のハルドブルは駄目にしていた。それを考えたら、これくらいは安い礼だとばかりに、ハルドブルの肉を差しだす。

			　長年、運び屋として竜に関わってきたヴェンコイは、当然その肉の価値を知っている。常識外れな礼の仕方に、また２人に説教しなければと思いつつ、笑顔で２人の厚意を受け取った。結局礼にと持っていったその肉を、運び屋とその妻と一緒にごちそうになった２人。おかげで２頭目のハルドブルはほとんど金にならなかったが、エルもソフィアもそんなことは気にならなかった。

			　エルの剣はまだ腕に見合っておらず、戦団所有のボウガンもない。相変わらず貯金もなく、その日暮らしのエルとソフィア。

			　ただ少しずつ知り合いが増え、フェネラルの街にも馴(な)染(じ)んできた２人。その顔つきは、日を追うごとに輝(かがや)いてきた。

			　日差しは夏が近いことを告げている。それは竜の被害が多くなり、狩竜人(かりゆうど)にとっては厳しい季節が始まる合図でもあった。

		

	
		
			第３章　少年と少女は学ぶ

			　

			　高く太い木に登り、ソフィアとエルは遠くを眺めていた。その視線の先には２頭の蛇(じや)竜(りゆう)ネスアルドと、それに相対する４人の狩竜人(かりゆうど)。

			「あの人、本当に強い」

			「うん、すごい。他の３人はちょっと腰引けてるかな」

			「でも、ボウガンは遠くからでも当ててるね」

			「そうね、でもエルもボウガン得意なんじゃないの？　壊れる前はけっこう当ててたじゃない」

			「いや、僕はかなり近づいて射ってたから。師匠からもらったのがあって一応持ってたけど、あんなに近づいて射つんだったら、ボウガンの意味なかったかも……」

			　２人は自分たちの狩竜(かりゆう)依頼を終えたあと、４人の狩竜人(かりゆうど)がネスアルドと向かい合っているところに遭(そう)遇(ぐう)した。ただ経験の浅い２人は下手に手を出して邪魔になってはいけないと、木に登って遠目から様子をうかがっていた。

			　依頼にしろそうでないにしろ、狩竜人(かりゆうど)は自信のない相手なら、よほどのことがないかぎり逃げる。それを情けないと責める者はいない。危険だと思ったら逃げろ、というのは協会規則でも定められている。

			　自分が食われたせいで、元よりずっと強い人食い竜を生みだす。それこそが狩竜人(かりゆうど)にとって最大の不(ふ)名(めい)誉(よ)なのだ。

			　４人が逃げるそぶりもなく、狩竜(かりゆう)を続けているということは、つまりそれだけの実力があってのことだと判断できる。実際、大きな槍(やり)を持った狩竜人(かりゆうど)は強く、あっという間に１頭を仕留めてみせた。

			「エル、あっちから！」

			「うん、ちょっとまずいかも。行こう」

			　２人はかなり背の高い木から眺めていたので、いち早く４人に迫る新たな脅(きよう)威(い)に気づいた。黄(こう)牙(が)竜(りゆう)シュブイールの大きな群れが、別の方角から近づいている。木の枝に腰かけていた２人は、そこから一気に飛び降りて、手を貸すべく走りだした。

			　新たな敵が現れたことに、大きな槍(やり)を持った狩竜人(かりゆうど)も気づく。他の３人に距(きよ)離(り)を取って回りこむように指示をすると、自分は盾(たて)になるように動いた。

			　ネスアルドをけん制しながら自分も回りこみ、シュブイールの群れとはさみ撃ちの状態になるのを避(さ)ける。それはとても巧みな動きで、身体能力任(まか)せのソフィアやエルにはできない、知識と経験のなせる技だった。

			　ネスアルドとシュブイールを同じ方向に見る。これだけでも危険度はぐっと減少する。３人が一斉に放ったボウガンの矢が、ネスアルドを襲(おそ)った。そして麻(ま)痺(ひ)毒で動きが止まったところを一気に仕留める。走って駆けつけた２人だが、目の前の状況を見て、慌(あわ)てることはなかったかと思う。

			　ただシュブイールには麻(ま)痺(ひ)毒が効かない。狩竜人(かりゆうど)の使うその毒は、シュブイールの爪(そう)牙(が)から取れるので当然なのだが、それだけにボウガンを多用する狩竜人(かりゆうど)にとっては厄(やつ)介(かい)な相手となる。

			　群れの規(き)模(ぼ)は大きく、シュブイールの数は20頭以上。役に立たないボウガンを、それぞれ剣や槍(やり)に持ち替える３人の若い狩竜人(かりゆうど)。大きな槍(やり)の狩竜人(かりゆうど)は、３人とも固まって動くようにと指示を出し、自らはおとりになるよう距(きよ)離(り)を取ってシュブイールの群れを迎え撃つ。

			　大きな槍(やり)の狩竜人(かりゆうど)は、遠目からでもかなりの腕前だとわかっていた。手を出すまでもないかもしれないが、竜の目の前まで来ておいて、狩竜(かりゆう)に参加しないという選択肢はない。特にソフィアは、狩竜(かりゆう)経験のある竜種なら頭で考える前に突っこんでしまう。

			「手伝います！」

			　そう一言だけ叫んで飛びだしたソフィアに、大きな槍(やり)を持った狩竜人(かりゆうど)は驚いて制止しようとする。しかし声を発する前に、シュブイールの首をはねる姿を確認し、問題はなさそうだと判断した。

			「助かる」

			　邪魔にならないかと考えていたせいで遅れたエルも、長剣を振るってシュブイールを切り飛ばす。戦力が増えたことで他の３人にも余裕ができ、指示通り１組にまとまって狩りに加わる。次々とシュブイールを仕留める３人と、１頭ずつに慎重な３人１組。

			　３人１組で仕留める狩竜人(かりゆうど)は別に臆(おく)病(びよう)というわけではない。槍(やり)の狩竜人(かりゆうど)と、ソフィアとエルが特別なだけだ。

			　竜は人の強さがある程度わかると言われている。それは理力の多(た)寡(か)を見抜くから、と言われているが、実際竜に聞きでもしないかぎりは確かめようもない。ただ弱い者から狙(ねら)ってくるのは、間違いなかった。

			　個々に散って狩りにあたる３人よりも、まとまって動く３人をシュブイールは先に仕留めようと動く。途中からは狙(ねら)われやすい３人組がおとりになり、他の３人が群れの数を減らしていった。20頭はいたシュブイールも、あっという間に殲(せん)滅(めつ)された。

			「つい飛びだしちゃって。邪魔じゃなかったですか？」

			「いや、助かったよ。ありがとう。さすがにこれだけの数が相手だと、骨が折れるからね」

			　大きな槍(やり)を持った狩竜人(かりゆうど)は、とても紳士的な態度で２人の助力に感謝を示す。穏やかな表情と口調で話すその中年の男性は線が細く、もし武器を持たずに歩いていたら、狩竜人(かりゆうど)には見えないような雰囲気だ。

			「私は鋼の扉で副団長をしている、ウィクラスという者だ。君たちはもしかして……」

			「鋼の扉ってやだ、フェネラル最強の戦団じゃないですか！　あの、出しゃばっちゃってごめんなさい」

			　戦団名を聞いて思わず叫ぶソフィア。親しい狩竜人(かりゆうど)がおらず、フェネラルの事情に詳(くわ)しくない２人でも、街で最大戦力を誇(ほこ)る戦団の名前は知っていた。エルはウィクラスの言葉をさえぎったことを気にかけ、肘(ひじ)でソフィアをつつく。最近は改善の兆しもあるが、まだ人見知りには違いない。

			「あ、えっと私がソフィアで、こっちはエルです。えっと戦団名は……」

			　戦団名をからかわれるのは、いい加減慣れた。しかし名乗る機会はほとんどなく、まだその恥ずかしい名前を、自分から口にすることには慣れてなかった。

			「君たちは白(はく)緋(び)の女神じゃないかな？　違ってたら申し訳ない」

			　ウィクラスはソフィアの武器を見ながら、戦団名を言い当てる。

			「はい、そうです。うう、完全に知れ渡っちゃってますね」

			「ははは、顔は知らなかったが名前だけは聞いていたよ。どうやら君のことを揶(や)揄(ゆ)するように、その名を呼ぶ者もいるようだね。気にすることはない。とてもふさわしい名前だと思うよ」

			　なんとも優しい大人な対応をされて、それはそれで戸惑うソフィア。

			「それに名前のことだけではなく他の噂(うわさ)も耳にしているよ。若いわりには、と聞いていたがどうやら噂(うわさ)以上の腕前のようだね。ただ、飛びだす前にもう少しわかりやすく声をかけてくれると、私も安心できたかな」

			　やんわりとたしなめられた２人は、再度頭を下げて謝る。４人でも問題なさそうだ。そう思ったはずなのに、竜を目の前にしたらつい飛びだしてしまった。ソフィアはそれを大いに反省する。

			　最近は連(れん)携(けい)することも考えて、２人なりに頭を使いながら狩竜(かりゆう)をしている。そしてお互い相談もなしに突っこむくせは直そう、と話していたばかりだった。

			「はい。本当に勝手なことをして、すいませんでした」

			「いや、助かったのは本当だ。君たちが加わって、我々もより安心して竜に向かうことができた。お互い助け合って狩竜(かりゆう)に臨(のぞ)めるのはいいことだ。もしなにか困ったことがあれば、いつでも言ってくれ。こちらも手を貸すのはかまわないよ。ところで君たちは、他の街の出身なのかな？」

			「はい、２人ともそうです」

			「やはりそうか。私はフェネラル出身なのでね。他のフェネラル出身の狩竜人(かりゆうど)や、長く拠点にしている戦団はだいたい把(は)握(あく)しているんだ。君たちも他の戦団と交流を持てれば、きっと狩竜(かりゆう)がやりやすくなるはずだ。うちはあの３人みたいに若いのも大勢いるから、遠(えん)慮(りよ)せずに声をかけてくれ」

			　ウィクラスは若い狩竜人(かりゆうど)を萎(い)縮(しゆく)させないように、気を遣いながら話してくれる。良くも悪くも豪快に笑うか叱(しか)るかする狩竜人(かりゆうど)が多いだけに、狩竜人(かりゆうど)らしくない性格とも言えた。

			「ありがとうございます！」

			　大きな戦団の副団長をしているウィクラスを見て、白(はく)緋(び)の女神の副団長とは自分のことだと今さらにソフィアは気づく。団長はというと、黄(こう)牙(が)の回収にいそしんでいた。

			　そして鋼の扉の若手団員に話しかけられ、相変わらずの困ったような顔で、しどろもどろの対応をしている。

			「お前すげえな。狩竜人(かりゆうど)になって何年目だ？」

			「あ、えっと。今年からです」

			「１年目かよ！　俺もお前と同じような長剣使ってるのに、あんなふうにはとても振れねえぞ。どんな鍛(たん)錬(れん)の仕方してるんだ？」

			「あ……えっと……重たいものを振ったり、理力を使わないで振ったりとか……いろいろと」

			「うーん、俺と変わんねえな。まあ鍛(たん)錬(れん)のやり方なんて、そんなに種類はねえか。俺も似たようなことやってんだけど、素質の差かなあ。つうかなんでそんなに自信なさげなんだ。お前くらいの腕があったら、南のでかい戦団とかでも余裕で入れるんじゃないか？」

			「い、いや。そういうのまだ考えてなくて……とりあえず２人でもいいかなって」

			「ああ、そりゃな。あんな可愛(かわい)い娘といれば、そう思うだろう。うちに女の狩竜人(かりゆうど)なんていないし……いや女狩竜人(かりゆうど)なんて、普通は男みたいな奴ばっかりだからな。なんなんだ、あの可愛(かわい)さは……くそ！　よく考えたら腹立ってきたな、お前」

			「そ、その、ごめんなさい……」

			「なははっ。冗談だ、じょーだんっ。お前、話すと弱そうなのにな。正直びびったよ。俺らなんて副団長がいなかったら、シュブイールの群れを見た瞬間に逃げだしてたぜ」

			　もう少しまともに人と話せるようになってほしい。白(はく)緋(び)の女神の副団長は、団長に向かってそう心の中でつぶやいた。

			　２人でいることの気楽さに、すっかり慣れてしまった。それが良いことなのか悪いことなのか、彼女にはまだわからない。これから先はどうなんだろうと、ソフィアは少し考えてみる。

			　そして自分がなぜ、狩竜人(かりゆうど)に憧(あこが)れたのかを思いだした。憧(あこが)れたきっかけを忘れていたわけではない。良くないことが重なったせいで、夢を追いかけることが難しくなっていただけだ。

			　今ならまた、前に進めそうだ。しかし自分の夢の話を切りだすと、エルと一緒にいられなくなるかもしれない、ソフィアの心は少しだけ重くなった。

			　

			　鋼の扉という、フェネラルで最も戦力のある戦団と知り合えた次の日。ソフィアとエルは久しぶりに、丸１日の休みを取ることにした。というより強制的に取らされた。

			　協会にはいつもどおり、朝一番に出向いた。しかし狩竜(かりゆう)履(り)歴(れき)を確認した職員が、１ヶ月以上も働きづめであることに気づいたのだ。疲れてないので大丈夫と言っても依頼は回してもらえず、逆に強く休むようにと言われてしまう。それで仕方なく、この日は宿で大人しく体を休めることにした。

			　エルがソフィアの部屋に行くことは滅(めつ)多(た)にない。それはもちろん相手を女性として扱っていて、彼なりに気を遣ってのことだ。いくら２人でいることに慣れてきても、そこはしっかりと線引きをしていた。

			　ソフィアもエルの部屋を訪れて長(なが)居(い)することはなかった。それはもちろん相手が男性なので、警(けい)戒(かい)してのことだった。だったのだが、それはもう過去の話。ソフィアは相手に危険がないとわかると、勝手に部屋に出入りするようになった。

			「ソ、ソフィア！　なんか帰ってきたら部屋にこんなものが……」

			　この日は珍しく、エルがソフィアの部屋の扉を叩く。両手に抱える木箱は開かれ、中から甘い匂いが漂(ただよ)っていた。

			「お帰り。うん、それ私が置いたのよ、一緒に食べようと思って。あんた甘いもの好きなんでしょ。まあ好き嫌(きら)いしてるの見たことないけど」

			「で、でもこれ、砂糖菓子とか砂糖漬けの果物とかだよ……すっごい高いよ？　食べたかったけど、買えなかったものがこんなに……」

			「言っとくけど私が買ったんじゃないからね、無(む)駄(だ)遣いとかじゃないわよ。お茶入れるから、お湯もらってきて」

			　ソフィアが木箱の中から、ビン詰めの茶の葉を取りだす。甘い匂いに気を引かれ、茶の葉まで入っていたことに気づかなかったエルは、さらに驚いた。普段、２人が飲むといったらただの水だ。

			　茶の葉は西の大陸からの輸入に頼っているので、イリシアでは高級品である。のどが乾いたからといって、いちいち茶など買っていたら、ただでさえ軽い財布はあっという間に空になる。

			　エルの部屋の小さなテーブルに、ところ狭しと並べられた菓子と果物。日持ちするものばかりのそれらは、砂糖がふんだんに使われている。おかげで菓子１つで、普段の食事１食分と変わらない値段のものまである。

			「ソフィア、これはなんなの？　どうしたの？　なにがあったの？」

			　エルの視線は菓子に釘付けだ。しかし手は出せないでいる。さながら、人から餌(えさ)を与えられた野生の獣(けもの)が、手を出していいかわからず警(けい)戒(かい)しているようだ。だがその美味そうな匂いに、そろそろ我慢の限界がきていた。罠(わな)かもしれないと思いつつも、今にも手を出しそうだ。

			「そんな不気味がらなくていいわよ、あやしいもんじゃないから。実家から送ってきてくれたのよ」

			「そうだったのか……じゃあこれ、ソフィアのために送ってくれたんでしょ。僕が食べてもいいの？」

			「いいに決まってるじゃない。これは私がもらったものなの。私があんたと食べたいと思ったらそうしていいのよ。というか、なんでそんな警(けい)戒(かい)してんのよ。さ、食べましょ」

			　エルは礼を言って恐る恐る菓子に手を伸ばす。そして砂糖の上品な甘さに感動した。イリシアでは、人と竜が土地を奪い合っている。そのせいで余分な耕(こう)地(ち)はなく、砂糖も輸入に頼っているため高級品だった。

			　普段は量を食べるだけに早食いのエルも、１口ずつを味わうように噛(か)み締めている。飲みこむのがもったいないほどに口に広がる優しい味は、エルが初めて体験したものだった。

			「すごい……なんだこれ。甘いんだけど、ただ甘いんじゃなくて、美味いと甘いが両方だ」

			　いちいち感動しながら食べるエルに、ソフィアも嬉(うれ)しくなる。頼んだわけではないが、わざわざ送ってくれた家族に感謝した。

			「エル、もしかして砂糖菓子食べたことなかったの？」

			「うん。ハチミツならあるんだけど。でもこんなに美味しいとは思ってなかった。でもこれ、果物のハチミツ漬けも普段食べてるのと全然違う。同じハチミツなのに、こっちのが断然美味い」

			　いくら砂糖が貴重で高いといっても、普通の家で育ったなら１度くらいは口にするだろうとソフィアは思う。ただ普段の食事の姿を見て、エルが育った家庭はあまり普通ではなかったのだろうと、想像はしていた。

			「エルってさ、山にこもってたって言ってたじゃない。なんで？」

			「うん、僕は一応竜(りゆう)災(さい)孤(こ)児(じ)ってやつになるのかな。10歳になる前に親が死んで、それからすぐに師匠に拾(ひろ)われて、しばらくはレズレンの近くに住んでたんだ。それで12歳くらいからは、東の山を越えて本当に誰も住んでない場所に行って、そっちで暮らしはじめたんだ。あ、レズレンって知ってるかな？　僕の故郷で、ここからずっと東にあるんだけど」

			「レズレンって……知ってるわよ、炎(えん)竜(りゆう)の村じゃない。え、ちょっと待って……東ってレズレンの東にいたの？」

			「そう。あ、山ごもりって言ったけど、実際はそこまで山じゃないかも。あっちは山を越えるとけっこう広い平野とかもあって、そこにいることも多かったから」

			　そんな細かい言葉の違いはどうでもいい、とソフィアは呆れる。

			「いやいや、あんたなに言ってんの。山とか平野とかそういう問題じゃないでしょ。炎(えん)竜(りゆう)の村って東の最果てじゃない。そこの東ってことは竜だらけの場所で、人なんて住んでないって聞いたわよ」

			「うん、そうなんだ。師匠と暮らすようになってからは、村の近くに住んでるときでも全然人と関わらなくなっちゃって、10歳くらいからほとんど人と話してなかったことになるね。だから久しぶりに人が大勢いるところに来たら、なんて言うのかな、普通の会話がわからなくなってたんだ。自分でも驚くくらい、どう話したらいいのか、わからなくなっちゃってて」

			　山にこもるといっても、まさか竜が支配する大地でとは思っていなかった。

			　エルの故郷だというレズレンの村は、イリシアで最も東の集落だ。大型の竜も多く現れるため、危険が多い村として知られている。エルが嘘(うそ)をつくとは思っていない。それでもソフィアは、あまりに予想外のことで信じきれなかった。

			「その、師匠ってのは？　いったいどんな人だったのよ」

			「もう死んじゃったんだけどね、いろいろ教えてくれた人。狩竜(かりゆう)もそうだし、あとは歴史とか、字もそうだね。師匠に教わってなかったら、読み書きもできないままだったと思う。親が生きてたときより、まともな暮らしをさせてくれたんだ」

			「あんたの親はどんな人だったのよ……いや、それよりその師匠っておかしいでしょ。なんでそんな、人が住んでない場所に連れていかれちゃったの？」

			　エルは考えこむ。それは自分でも疑(ぎ)問(もん)に思っていたことだった。

			「それがなんでか教えてくれなくて、結局僕も知らないままなんだ。最初に拾(ひろ)われたときは子どもだったし、理由とか全然考えずに、ただついていっちゃったから」

			「理由も教えてくれないって、まさか罪人とか？　どっちにしろ、まともな人だとは思えないんだけど」

			「どうだろう……気が荒いとかはなくて、罪人とかそういう感じではなかったかな。でも確かに、変な人だったと思うよ。師匠は無(む)駄(だ)が嫌(きら)いというか、必要なことだけしかしないって感じの人で、僕にとっては恩(おん)人(じん)だけど優しいとかでもなかったかな。なんで子どもの僕を拾(ひろ)ったのかもわからないんだ」

			「あ、でもその師匠って狩竜人(かりゆうど)だったのよね？」

			「子どもの頃は勝手にそう思ってたんだけど、でも途中からは、もしかしたら違うんじゃないかなって。なんとなくだけど」

			「何年も一緒にいたのに、そういうことも話してないの？」

			「うん、自分のことはほとんど話さない人だったから。理力学とか歴史とか、勉強のことになるとよく喋(しやべ)ってくれたんだけど」

			「でもあんたの師匠なのよね？　狩竜(かりゆう)の腕はすごかったんじゃないの」

			「いや、多分そこまでじゃなかった。師匠はいろいろな竜と戦えてたし、僕もそれで狩竜人(かりゆうど)だと思ってたんだけど、でも狩竜(かりゆう)を教えてもらううちに、多分14歳くらいで僕のほうが強くなってたと思う。それで自分が狩竜人(かりゆうど)になってみると、やっぱり狩竜人(かりゆうど)とは違うかなって余計に感じる。竜種の生態には詳(くわ)しいけど、解体のことはあまり知らないとか。狩竜人(かりゆうど)のことも、どういった役目だとか心構えとかは話してくれたけど、協会の規則とかはあまり知らなかったんじゃないかな」

			「そういえば私みたいな体質の人がいること、その師匠から聞いたって言ってたわね」

			　ソフィアは自分の特(とく)異(い)体質が、いかに珍しいかを知っている。イリシア全土を探しても、おそらく何人もいないはずだ。

			　理力が外に漏(も)れない、というのは普通の人には理解してもらえない。しかしエルは、自分の下手な説明で理解してくれた。そのエルの師匠という人は、理力学に精(せい)通(つう)しているはずだとソフィアは思っていた。

			「うん、いろんな本が家にあったし、多分物知りだったと思う。山を越えるときにほとんど処分しちゃったんだけど、理力関係の本も多かったよ。僕じゃ理解できない難しい本ばっかりで、どれくらい詳(くわ)しいとかは想像つかないけどね」

			「ますますわかんないわ。あ、そうよ認可は？　協会の認可受けるのに、狩竜人(かりゆうど)の推(すい)薦(せん)がいるじゃない」

			「それは師匠が遺(ゆい)言(ごん)っていうのかな、死んだらこうしてくれって、いろいろ書いたものを渡されてたんだ。その中に狩竜人(かりゆうど)になるならこの人を頼れって、手紙を用意してくれてて、それで師匠の知り合いだって狩竜人(かりゆうど)を訪ねたら推(すい)薦(せん)してもらえたんだ。他に当てもなかったから、本当に助かったよ」

			「聞けば聞くほどわからなくなるわね……子どものエルを拾(ひろ)ってくれたんだから、やっぱり優しい人ではあったのかな？」

			「どうだろう。僕が狩竜人(かりゆうど)になりたいってのは知ってたはずだけど、わざわざ手紙を用意してくれてるとは思わなかったから、それはびっくりしたけどね。優しいところもあったんだって、死んじゃってから初めて知った。でもいっつも難しい顔して、なにか考えごとをしてる人だったから、一緒に暮らしてはいたけど、家族とかそういう感じではなかったかな。だから僕も久々に山を越えてレズレンに帰ったときに、話し方もそうだけど、人との接しかたも忘れちゃってたんだよね。最近は周りの人が皆優しくて、ちょっとおかしな気分になるよ。ここに来て良かったって、本当に思う」

			「私も！　最初は全然だったけど、今はこの街に来て良かったって思える。最初はあんまり上手くいかなかったけど、それは自分が悪かったのよね。なるべく人に関わらないように、とか変なこと考えちゃってたし」

			　２人がこの街に来て良かったと思っている１番の要因。それを２人とも口にはしない。口にするのはまだ少しだけ、恥ずかしさがあった。

			「この前会ったウィクラスさんとか他の狩竜人(かりゆうど)の人も、本当に良い人だったよね。シロノさんとかヴェンコイさんとか、皆優しい人ばっかり。師匠に会う前でも、親より他の人に頼って生きてたから知ってたはずなんだけどね、人は優しいってこと。それも最近まで、忘れてたかもしれない」

			　竜という、人々に対して明確な敵がいる分、イリシアでは他の大陸よりも人の命を大切にすると言われている。人の命が簡単に竜に踏み潰(つぶ)される大地では、人同士が争いをしている暇(ひま)はなかった。

			　皆が手を取り合っていかなければ、あっという間に竜に蹂(じゆう)躙(りん)されてしまう。ときには狩竜人(かりゆうど)が守りきれず、竜に滅ぼされる村もある。人同士の争いがなくても、気を抜けば人の数は減ってしまう。イリシアはそういう大地だ。

			「でも結局、その師匠って人のことは全然わかんないわね……まあいいわ。過去は過去。それで今、エルは私と組んでるのよね？」

			「えっ、そう……だと思ってるけど……あれ、違うの？」

			　当然そう思っていただけに、その質問にエルの表情は曇(くも)る。大事な仲間だと思っている。組むのを辞めようと言われてしまったら、以前戦団を追いだされたときとは比べものにならないほど、落ちこむ自信があった。

			「確認よ確認。で、そんな変人師匠と暮らしてきたエルは、狩竜人(かりゆうど)になってこれからどうするとか、夢とか目標とかあるの？　ないわよね？」

			　そんなものあってたまるかという勢いで、断言するソフィア。

			「いや、一応あるけど」

			「そうよね。そんな変な場所で暮らしてたら、夢や目標なんて持てるわけが……ってあるの？　なんで、なんでよ!?」

			「いや、なんでって。狩竜人(かりゆうど)になったらしてみたいというか、行ってみたいとこがあって」

			「なに……どこなのよ、それ？」

			　今度はソフィアの表情が曇(くも)った。

			「師匠が持ってた本はどれも難しい本ばかりだったけど、１冊だけ、僕でも読めるというか、好きになれた本があったんだ。東の山を越えるときも、その本だけは持っていきたいって頼んで、何回も読みかえしてるんだけど、それが『南の大地の冒険』って本でね」

			「待ったああ！　え、なに？　今、なんて言ったの？」

			　驚きの声を上げるソフィアに、エルは逆に驚かされる。

			「なんてって……好きな本があって」

			「そこじゃない！　その本、本の名前！」

			「え、南の大地の冒険って……ちょっとソフィア！　なんなんだよ、もう」

			　エルが再びその本の名前を口にした瞬間、ソフィアは部屋を飛びだす。そして宿の主人に怒られそうなほど、ひどくうるさい足音を立てて自分の部屋に戻っていった。かと思うと、また慌(あわ)ててエルの部屋へと駆けこんでくる。その彼女の手には、１冊の本が握(にぎ)られていた。

			「これ、この本！」

			「あっそれ、その本。いつの間に持っていったの……ソフィアさ、勝手に部屋に入るなとは言わないけど、いや言いたいけど、それは今置いとくとして。せめて僕の物を持っていくときくらい、なにか言ってよね」

			　いい加減ソフィアの遠(えん)慮(りよ)のなさには慣れたが、さすがに自分の大事な本を持っていかれては困る。珍しく怒った口調でエルは注意した。

			「違うから、これ。そうじゃなくて！」

			「あれ。なんか綺(き)麗(れい)になってない、その本？」

			「だから違うってば。これは私の、私の本なの！」

			「え、だってそれは僕の……あれ、僕のはこっちにある……あれ？」

			　エルは自分の鞄(かばん)の中を確認する。そこにはソフィアが手に持っている本と、同じ本が入っていた。何度も何度も読みこんだせいで、崩れそうになっている自分の本と、まだ綺(き)麗(れい)なソフィアの持つ本とを、エルは不思議そうに見比べる。

			「ご、ごめん。勘(かん)違いだ。ソフィアも同じ本持ってたんだ」

			「エルはこの本好きなのよね？」

			「え、あ、うん」

			「南、行ってみたくなったでしょ！」

			「うん。この本読んで、師匠が少しだけ南のことを教えてくれたんだ。それでいつか南の大地に行ってみたいって思ってて、それで狩竜人(かりゆうど)に……ソフィア？」

			　エルがなにごとかと思うほどに、ソフィアの顔は満面の笑みだった。これまでにエルが見たことのないくらい、綺(き)麗(れい)な顔を崩して嬉(うれ)しそうに笑っている。

			「私も、私もなのよ！　南に行きたいって思って、それで狩竜人(かりゆうど)なの！」

			　興奮しているせいで、ソフィアはいつも以上に言葉が足りなかった。それでもエルは理解している。理解した上で、ぽかんと口を開けて驚いていた。

			「エルもなんでしょ。南に行きたいって思ってるんでしょ。目指すのよ、一緒に。南方遠征団に入って、絶対一緒に南に行くのよ！　まったくもう、そういうことは早く言いなさいよ。これ話すかどうか、私けっこう迷ってたんだから。もし南なんて興味ないって言われたら、嫌(いや)だなって思ってたし」

			　嬉(うれ)しそうな顔のまま、ソフィアは文句を言う。

			　ただ彼女に出会えたことさえ、これ以上ない幸運だとエルは思っていた。

			　知らなかったこと。忘れかけていたこと。それらすべてが彼女によってもたらされ、これ以上なにを望むのだと思っていた。出会ってからの日々はとても魅(み)力(りよく)的(てき)で、そこに伸ばす手を止められなくなりそうで、それは少し怖いくらいだった。

			　同じ夢を持ってたことを知り、ソフィアははしゃいでいる。でもエルは、そんな素直には喜べなかった。苦しいほど胸いっぱいに嬉(うれ)しさがあふれ出て、逆に言葉が出てこなくなる。

			　エルはなにかをごまかすように、菓子に手を伸ばしてかじりつくのだった。

			　

			　夕暮れ時の狩竜人(かりゆうど)協会は、建物の中も外も喧(けん)騒(そう)に包まれている。竜種の多くは明るい時間にしか活動しない。それに合わせて行動する狩竜人(かりゆうど)も、夕方には街に帰ってくるからだ。

			「白(はく)緋(び)の女神さん、お待たせしました」

			　注意していないと、誰が呼ばれたのか聞き取れないほどに騒(さわ)がしい。なんとかシロノの声を聞き取ったエルとソフィアは、窓口に向かう。

			　２人がシロノと顔を合わせるのは久しぶりのことだ。最近は朝夕の時間帯にしか協会に来ていなかったので、職員は皆忙しく、ゆっくりシロノと話せるような状況はなかった。

			　それだけ混むということは、それだけ依頼があるということ。そして本格的に竜が増える、夏も近いということだった。

			「はあい、お待たせ。じゃあまず今日は、昇段のお知らせです。２人ともなんと、６段になりました。おめでとう！」

			　いつもの笑顔と、いつもとはちょっと違う報告。自分が組ませた２人なのだから、喜ばれる報告は自分の口からしたい。シロノはそんな思いを持っていた。実はこのために、わざわざ後輩の職員を押しのけて、シロノは窓口に座っていた。

			「やった、ありがとうございます。この前昇段したばっかなのに、いい感じ」

			「あれ？　あの僕たち、４段だったんですけど……６段ですか？」

			　素直に喜ぶソフィアと戸惑うエル。

			「ええ、今回は２つ一気の昇段ね。10段未満の場合、実は複数段位の昇段ってけっこうあることなの。今回は石(せき)皮(ひ)竜(りゆう)ハルドブルの狩竜(かりゆう)実績。これが考(こう)慮(りよ)されたわね」

			「へえ、知らなかった。じゃあ一気に25段とか、いけちゃうこともあるんですか？」

			「いや、それは無茶よ、ソフィアちゃん……25って。15で一人前、25で一流、30ならば超一流、40までいったら後世まで名が残るわね。25段って、かなりすごいことなのよ」

			　あまりに常識外れな質問に、思わず苦笑する。狩竜人(かりゆうど)なら誰でも知っていそうなことなのにと疑(ぎ)問(もん)にも思う。ただソフィアが抜けているのは、今に始まったことではないので気にしなかった。

			「うーん、そうか。やっぱり地道にいくしかないですね」

			「ええ、焦(あせ)ることはないわ。２人とも遅くない、むしろ早いくらいの昇段なんだから。２人で組むようになってから順調なのは私も知ってるけど、お願いだから無茶はしないでね」

			「はあい。でも最近は依頼も多いですよね。協会に顔出せば、昼くらいでも必ずなにかあるんですよ。やっぱり夏が近いからですか？」

			　竜種の多くは夏になると活発になる。北イリシアに根を張っている竜もそうだし、それ以上に、南イリシア大陸から押し寄せてくる数が増えるのが原因だった。縄(なわ)張(ば)り意識のある竜種が特に厄(やつ)介(かい)で、人里に現れる竜の数は、冬や春とは比較にならない。

			「そうか、２人とも１年生だから初めての夏なのね。南ほどじゃないけど、ここら辺でもやっぱり多くなるわ。春と比べて倍以上、多い年だと３倍以上かな」

			「３倍……やっぱり全然違いますね。じゃあ私たちも張り切っていきます！」

			「ええ、お願い。それでもう１つ報告があってね。明日は２人に、やってもらわなくちゃいけないことがあるの」

			「え、なんですか？」

			「緊急事態に備えての協会での待機、待機組っていわれるお仕事ね。狩竜人(かりゆうど)が全員出払っちゃうと、緊急性の高い依頼が来たときに困るから、順番を決めて何人かに残ってもらうのよ」

			「おお、ついに私たちにも回ってきたんですね」

			　待機組として街に残る狩竜人(かりゆうど)は、緊急性の高い狩竜(かりゆう)に対応できる必要がある。それなりに腕のある者にしか回ってこないので、頼まれるということは腕を認められた証(しよう)拠(こ)でもあった。

			　そして依頼の有無にかかわらず、それなりの報(ほう)酬(しゆう)が約束されるので、嫌(きら)われる仕事でもなかった。

			「というわけで、明日は混んでる時間じゃなくて、人が少なくなる時間に来てくれればいいわ。お願いするわね」

			「はい、任(まか)せといてください」

			　いつものように元気なソフィア。そしていつものように口数が少ないエル。ただシロノには、エルの顔つきが少し変わったように見えていた。なんとなくそう思っただけだが、それは当たっていた。

			　ソフィアとともに南へ行くという目標が定まり、エルは自分の居(い)場(ば)所(しよ)を見つけられた。いつも泳いでいた視線も、いつの間にか定まるようになっていた。

			　

			　翌朝、いつもよりのんびりと宿を出る２人。狩竜人(かりゆうど)は竜の動きだす時間、つまり夜明けとともに行動を開始することが多く、完全に陽が昇りきってから出かけるのは、２人ともおかしな気分だった。

			「えっと待機組って、なにすればいいのかしら。いるだけでいいのかな」

			「どうなんだろう、ちゃんと聞いておけばよかったね。えっと……」

			　辺りを見回して、手の空いている職員を探す。忙しい時間を過ぎた窓口には、職員が１人しかおらず、その職員も他の狩竜人(かりゆうど)の対応をしているところだった。なにやら長引きそうだったので、２人ともイスに座って待つことにする。

			「昇段は嬉(うれ)しいけど、まだ６段かあ。先は長そうね」

			「段位もそうだけど、金もなんとかしないと。大型竜相手になればボウガンも欲しいし、僕は剣も買い換えないと駄目だ」

			「だから剣は２人のお金で買おうって言ってるのに。なんで嫌(いや)がるのよ」

			「いやだって、僕が使うものだし自分の取り分から出さないと」

			「意外と頑(がん)固(こ)ね。別に私がいいって言ってるんだからいいのに」

			　南に向かうためにはなにが必要で、どうすればいいのか。最近の２人はそればかり相談している。だが相談といっても、２人の知識ではなかなか現実的な話ができない。

			　南の大地というのは、人にとって過(か)酷(こく)で厳しい場所だ。生(なま)半(はん)可(か)な狩竜人(かりゆうど)では無(む)駄(だ)死(じ)にするだけで、南イリシアへの立ち入りは、基本的に国と協会が禁止している。

			　南行きの許可が出るのは、選ばれし狩竜人(かりゆうど)や学者のみ。２人にとってはまだ夢の段階でしかない。それでも、夢について語れる相手がいる。それが２人とも嬉(うれ)しくてたまらなかった。

			「おう、お前らか。白(はく)緋(び)の女神とかいう戦団は。なるほど、確かにわかりやすい名前だな」

			　思わず２人の体がびくっとなるほどに大きな声が、静かな協会内に響(ひび)き渡る。その声の持ち主は、髭(ひげ)面(づら)の中年男性。エルより少しだけ背が高く、ずっと分厚い体をした男は、誰が見ても狩竜人(かりゆうど)とわかる風(ふう)貌(ぼう)だった。

			「はい、えっと白(はく)緋(び)の女神ってのは、私たちですけど……」

			　フェネラルの街は決して大きくはないが、それでも狩竜人(かりゆうど)の数は１００人以上いる。これまで他の戦団とほとんど関わってこなかったので、まだエルもソフィアも知らない顔が多い。

			「よし、ちょっとこっちに来い、お前ら」

			　見た目通りの豪快な物言いで、男は２人を呼びつける。エルは見知らぬ男と一緒にいる若い狩竜人(かりゆうど)に気づく。彼は数少ない、エルの知り合いだった。

			「団長、俺らみたいに若いのが団長にそんな言い方されたらびびりますって」

			「ん、そうか？　まあ取って食ったりするわけじゃねえから、ほら２人ともこっちに来て座れや」

			　笑顔で手招きする男が、団長と呼ばれたことで２人は察しがついた。

			「鋼の扉の団長さんですか？」

			「おう、ダンビスってもんだ。いつだかウィクラスたちが世話になったって聞いてな」

			「エルと言います。えっと、こっちが勝手に突っこんだので、助けになったかどうか……」

			「なっはっはっは、狩れると思ったら突っこみゃいいんだ。ウィクラスの奴は細けえからな。どうせ説教でもかまされたんだろ」

			　団長と副団長が正反対の性格をしている戦団、鋼の扉。

			　フェネラルで最大の人数を誇(ほこ)り、20段以上の狩竜人(かりゆうど)を複数抱える、街の中心的な戦団だ。協会も緊急事態の際は、この戦団を中心に戦力を差(さ)配(はい)する。

			「ソフィアです。説教どころか優しくしてもらっちゃって。フェネラルに全然知り合いがいないので、すごく嬉(うれ)しかったです」

			「まあ他の戦団の若いのにまで厳しくはねえか。うちの若いのにゃあ俺より容(よう)赦(しや)ねえんだがな、ウィクラスは」

			「エル、お前ら今日は休みなのか？」

			「いや、今日は待機組なんだ」

			「そうなのか、団長と俺も待機組なんだよ。つうかお前ら、もう待機組回ってきたのかよ」

			　ダンビスと一緒にいた狩竜人(かりゆうど)はクライオンという。２人とクライオンは協会などで何度も顔を合わせていた。

			　先日、ウィクラスといた３人のうちの１人で、エルに話しかけてきた若手の狩竜人(かりゆうど)だ。２人よりも１年早く狩竜人(かりゆうど)になっていて、現在10段と２人よりも先に行っている。

			　ただクライオンは、無口なエルにも普通に話しかける気さくな男で、出会って以来、ソフィアとエルも友達感覚で話ができる相手だった。

			「クライオンもそうなんだ。よかった、知ってる人がいて。僕たち初めてだからちょっと不安で」

			「待機組なんて緊急依頼が来ないかぎり遊んでるだけだ。緊急依頼なんてないに越したことはねえしな。つっても俺も最近だけどな、待機組を任(まか)せてもらえたのは」

			　エルもクライオンが相手だと、普通に話すことができるようになっていた。今この世でエルが気兼ねなく話せる男性は、元運び屋のヴェンコイとクライオンの２人だけだ。

			　これはクライオンの気さくな性格もあるが、最近は物(もの)怖(お)じしないようになってきていたおかげもあった。ソフィアと並んで夢を語り合うようになり、少しずつエルも変わりはじめていた。

			「しっかし、本当に若いな。お前ら何年目だ？」

			「私もエルも１年目です」

			「なっはっはっ、１年目かよ。クライオン、お前こんな可愛(かわい)い娘ちゃんに負けてんじゃねえのか？」

			「いや、団長……こいつら半(はん)端(ぱ)じゃないんですって。ちょっと見ただけで、競おうって気にもなりませんでしたよ」

			「なんだお前、いっつも若手では自分が１番だって息巻いてんじゃねえか。ほれ、いつもみたく負けるわけねえだろって言っとけよ」

			　笑いながらクライオンを煽(あお)るダンビス。クライオンは性格もあるだろうが、団長のダンビスに対しても、遠(えん)慮(りよ)のない物の言い方をしている。

			　副団長のウィクラス相手のほうが丁(てい)寧(ねい)に話していたのを考えると、鋼の扉の団長と副団長の性格の違いが、ソフィアとエルにも理解できた。

			　緊急依頼というのは、そんな毎日発生するものでもない。緊急性のない依頼ならいくらでもあるが、それは他の狩竜人(かりゆうど)が引き受けていく。待機組は本当に待機するのが仕事なのだ。

			　しかし、この日は違った。

			　昼も近くなり腹が減ったというダンビスのため、エルとクライオンで買い出しにでも行こうかと話しているときだった。

			　協会内に鈴の音が鳴り響(ひび)く。その音は緊急事態の発生を知らせる合図だった。

			「ダンビスさん、リグトン10頭以上が商団襲(しゆう)撃(げき)、すぐ西のモライスの村付近です。おそらく、すでに人食いになってます！」

			　のんびりとしていた協会内が、一気に張りつめた空気に変わる。

			　白(はく)爪(そう)竜(りゆう)リグトンは竜種では最も弱いとされている。それでも戦う術(すべ)のない人々からすれば、恐ろしい竜には違いない。そして理力が増した人食い竜になれば、その被害はあっという間に拡大してしまう。人の味を覚えてかどうかはわからないが、次々と人を襲(おそ)うようになるのだ。最弱の竜種が一気に危険度を増し、対処も急を要する。

			「くそ、モライスってすぐそこじゃねえか。おい、俺が行くぞ」

			　ダンビスは協会職員に向かって叫び、武器を手に取った。職員は緊急依頼が発生した日の待機組に、ダンビスがいることに安(あん)堵(ど)する。ダンビスはフェネラルやその近(きん)隣(りん)の住民を、幾(いく)度(ど)も竜から守ってきた英雄だ。狩竜(かりゆう)をダンビスに任(まか)せていいと判断し、職員はすぐに住人の避(ひ)難(なん)の手配をする。

			　モライスの村は、大街道を西に向かいすぐの場所。フェネラルの街から近く、サルティスの木の匂いも濃いため、竜の被害が滅(めつ)多(た)にない村だ。ただ安全という意識がある村は、村人たちの対処も遅れがちになる。一刻も早く駆けつける必要があった。

			「お前ら、人食いとやった経験は？」

			　ダンビスの問いに、エルとソフィアはそれぞれ否定の言葉を口にする。２人とも狩竜人(かりゆうど)になる前からさまざまな竜種を狩ってきたが、人食い竜を相手にしたことはなかった。人食いは低段位に回ってくる依頼ではなく、高段位の狩竜人(かりゆうど)が対処する。人食い竜に出会うことは依頼外でもまずなかった。

			「じゃあ、俺の指示に従え。人食いを同じリグトンだと思うな。駄目だと思ったら、すぐに引け。住民の盾(たて)になるなり避(ひ)難(なん)に手を貸すなり、できることをしろ。わかったな」

			　２人はダンビスの言葉にうなずき従う。ダンビスは２人の実力を見ていない以上、うかつな指示は出せなかった。ただ、狩竜人(かりゆうど)であるかぎりできることはあるはずだと、迷わず連れていくことを選択した。４人の狩竜人(かりゆうど)は急いで大街道を西に走る。

			「クライオン、剣はなるべく使うな。お前のボウガンの腕なら人食い相手でも充分いける。そっちに徹しろ」

			　無言でクライオンはうなずく。彼もまた、人食いの相手は初めてだった。クライオンは決して弱い狩竜人(かりゆうど)ではない。むしろ２年目としてはかなり腕が立つ。エルに似た長剣を好んで使うが、実はそれよりもボウガンを得意とする狩竜人(かりゆうど)だ。背負っているボウガンも立派なもので、もともとエルが持っていた古く小振りなボウガンの倍以上の大きさを誇(ほこ)る。

			　

			　モライスの村が視界に入る。しかし村の手前の光景に、思わず４人は足を止めてしまった。

			　散乱(らん)した衣服、地面に広がる赤黒い池、食べ残しと思われる大量の骨や頭。人だったものが、もう人とは判別できない状態で、あちこちに散(さん)乱(らん)していた。

			「くそったれが！」

			　ダンビスは顔を歪(ゆが)めて叫ぶ。どれだけ段位が上がろうと、どれだけ経験を積もうと、人が人の死に慣れることはない。

			　群れで動く竜には序列がある。まず群れで１番体の大きな長が、獲物の１番良い部分を口にする。次いで体の大きな竜が食べ、残りはどんどん少なくなっていく。そして最後に獲物にありついた竜は、欠片(かけら)も残すまいと食い尽くす。そのあとには硬い骨しか残らない。

			　４人の目の前の光景も、白い骨だけが多く残っていた。そこに生前の面影はない。死んだ人間は、どの時代どの場所でも、丁(てい)寧(ねい)に弔(とむら)われるもの。しかし竜に食われた者は、それすら許されない姿に変わり果てる。

			　その光景を目の当たりにしたソフィアの背中に、冷たいものが走る。

			　竜が少ないイリシア西部で生まれ育った彼女は、食われた人を見るのは初めてだった。しかし狩竜人(かりゆうど)になったからには、目をそらしてはいけない。そう思い、彼女はじっとその惨(さん)状(じよう)を見つめた。

			　１人２人の犠(ぎ)牲(せい)なら、多頭数で群れるリグトンのすべてが人を食べたとはいえない。しかし血と、散らばった骨の量を見ると、その期待はできそうになかった。

			　村の入り口に人影はない。４人の狩竜人(かりゆうど)がそれぞれに散り、リグトンを探そうとした矢先だった。女性の悲鳴が上がる。リグトンの居(い)場(ば)所(しよ)を、良くないかたちで知らされた。

			「あなた、逃げてえ！」

			　すぐさま４人は、悲鳴のほうへと走りだす。

			　叫んだ女性は男の子の手を引き、５頭のリグトンに追われていた。鋭い白爪が今にも母子に届きそうだというのに、女性の視線はリグトンを見ていない。

			　視線の先にはうずくまった男性。よく見ると男はその腕の中に小さな女の子を抱え、必死にかばおうとしていた。

			　すでにリグトンは男を餌(えさ)としか思っておらず、静かに囲みはじめる。狩竜人(かりゆうど)と母子の距(きよ)離(り)はわずか数秒。しかし父娘との距(きよ)離(り)はその何倍もあった。走れば１分にも満たない距(きよ)離(り)が、絶望的な距(きよ)離(り)に思える。

			「クライオン！」

			　ダンビスが叫ぶと同時に、クライオンがボウガンを放つ。その矢は母子に飛びかかる寸前のリグトンを、見事に射ちぬいた。

			　そしてダンビスは恐ろしく強かった。まず母子の前に立ちはだかり、麻(ま)痺(ひ)矢が刺さったリグトンの首を片手剣ではね飛ばす。続けざまにもう１頭を切りつけ、あっさりと絶命させた。その動きには無(む)駄(だ)がなく、硬化した人食い竜の体でも、片手で簡単に切り落とすほど力強かった。

			　手前の母子ならば確実に助けられる。しかしもっと距(きよ)離(り)のある父娘は、間に合わないかもしれない。

			　ダンビスの豊富な経験が考える前にそう判断していた。かといって父娘の命を諦(あきら)める性格ではない。目の前の５頭を一瞬で狩ってしまえば、可能性はある。奇跡にかけるしかないとしても、目の前の５頭をまずは全力で叩き潰(つぶ)していく。

			　しかし３頭目のリグトンを切って捨てたダンビスの目に、リグトンの鋭い爪(つめ)が父親を襲(おそ)う姿が飛びこんでくる。駄目か、という思いがダンビスの頭をよぎる。しかしその瞬間、エルとソフィアが猛然と群れに飛び込んだ。

			　母子はダンビスに任(まか)せていいと瞬時に判断し、ソフィアが長いハルバードを目一杯に伸ばす。それは間一髪、父親に爪(つめ)をかけようとしていたリグトンを、押すように突き刺した。

			　ハルバードが届いた瞬間、全力で駆けていたソフィアも倒れこむように転がる。それは竜の眼前では、危険極まりない無防備な姿。しかしソフィアが自分の心配をすることはない。自分が無防備に転がっても、もう１人がなんとかしてくれる。それをソフィアは知っていた。

			　横一線。エルが長剣を振るう。しかしいつもならリグトンの細い首など簡単に飛ばす一刀は、骨で止まってなぎ倒しただけ。だが、ソフィアが立ち上がる時間はできた。

			「ソフィア、その人たちを逃して！」

			　ソフィアは父親の肩に手をかけ、強引につかみ起こす。

			　首を飛ばすつもりで放った斬(ざん)撃(げき)。それがリグトンの骨で止められ、エルの両手に重い手応えを残していた。２人の狩竜人(かりゆうど)と父娘を囲む８頭のリグトン。普通のリグトンならまだしも、この８頭を一瞬にして殲(せん)滅(めつ)するのは難しい。だとすれば、まずは父娘を逃すのが先だ。

			「立って、走って！」

			　娘を必死に守らんとして、体を精一杯に固めていた父親。足をもつれさせながらも立ち上がり、娘を抱えて走りだす。ハルバードを振りまわしリグトンの囲いを突破すると、ソフィアは父親の背を守るように、リグトンの群れから距(きよ)離(り)を取った。

			　自分もリグトンの殲(せん)滅(めつ)を、と一瞬ソフィアは考えてエルを見る。しかしエルはそれを目で制した。エルが囲みを突破すると、また父娘を狙(ねら)ってくる可能性がある。

			　いかに２人とも腕に自信があっても、誰かを守りながらでは武器を振り回しにくい。一瞬目を合わせただけで言葉はない。しかしソフィアは、エルがわざと囲まれたままでいることを理解した。

			　一刀で切り落とせなかったことで、改めて人食い竜の強さをエルは実感させられる。長剣を振り回して囲いを突破するという選択肢もあったが、それは取らない。父娘を確実に助けるため、そして自分なら大丈夫という自信もあった。

			　食事を邪魔されたリグトンの群れは、その怒りを長剣を持った狩竜人(かりゆうど)に集める。エルが長剣に流す理力を高めると、それに反応するように４頭のリグトンが一斉に襲(おそ)いかかった。

			　鉄が悲鳴を上げる寸前まで理力に満ちた長剣が、今度は一刀で首を飛ばす。飛びかかってきた残りの３頭は無視して、今度は囲っていたうちの１頭を狙(ねら)い首を落とす。囲いを突破されたリグトンはさすがに警(けい)戒(かい)したのか、少しだけエルから距(きよ)離(り)を取った。

			「ソフィア、クライオン、親子の側から離れるな。そっちに行ったのだけ対処しろ！」

			　ダンビスの指示が飛ぶ。

			　さすがにフェネラルの街で英(えい)雄(ゆう)視(し)されるだけあり、母子を狙(ねら)っていた５頭もの人食いリグトンをあっという間に葬(ほうむ)ってみせた。

			「ぬははっ、やるなあ坊主。さあ、存分にいこうぜ」

			　群れと向かい合うエルの下に、ダンビスが走ってくる。守りながら戦うというのは誰にとっても難しい。弱い者から狙(ねら)ってくる竜相手なら、それはなおさらだ。しかし守るべき親子がリグトンから離れてしまえば、今度は狩竜人(かりゆうど)から攻勢に出る番だった。

			　だがエルは、自分から距(きよ)離(り)を取った残りの６頭を不思議に思っていた。目の前の獲物には、容(よう)赦(しや)なく襲(おそ)いかかるはずの竜が動こうとしない。

			　エルの疑(ぎ)問(もん)はすぐに解決した。村の建物の陰から、新たにリグトンが10頭以上、ぞろぞろと現れたのだ。

			「なにが10頭以上だ、こりゃ20はいるじゃねえか。まあ以上ってのに違いはねえが」

			　ダンビスが協会職員の曖(あい)昧(まい)な情報に愚(ぐ)痴(ち)を言う。ただその顔に不安はない。エルの顔にも不安はなく、鋭い眼差しがリグトンの１頭１頭をとらえていた。

			　大きく息を吐き、エルとダンビスがほぼ同時に地面を蹴(け)る。

			　ダンビスは剣を右手で持ち、左手には大きめのバックラーをはめている。並の狩竜人(かりゆうど)なら、人食い竜の硬い体を片手で切り裂くのは難しいだろう。しかしダンビスは、片手でも充分に重たい一撃を与えられる。人食いだろうとなんだろうとリグトン程度では、フェネラルの英雄にとってなんの問題もない相手だった。

			　攻撃中に他のリグトンから飛びかかられても、左手のバックラーで弾き飛ばすように防いでみせ、一歩も引かずにその場に踏みとどまる。そして次々と首を飛ばしていった。

			　エルも相変わらず、鉄が悲鳴を上げるまで理力を高め、一刀でリグトンの首をはねていく。時(とき)折(おり)、刃が骨に当たって止まるが、それでも千切り飛ばすように強引に剣を振り抜く。

			　ただ強引なだけに動きは鈍(にぶ)った。エルの体には避(さ)けきれなかった白爪が、傷をつけていく。それでもダンビスが凄(すさ)まじい強さなので、自分が多少傷ついても問題ないと判断し、攻撃の手は緩(ゆる)めない。

			　残り５頭になったところで、一回り大きな群れ長と思われるリグトンが反転して逃げだす構えを見せた。

			「坊主いけ！　残りは任(まか)せろ」

			　ダンビスの言葉に即応してエルが走りだす。背中を向ける群れ長の後ろから、人とは思えない速さで飛びかかる。そして首を切り落とすべく、長剣を鋭く横に振るった。そして真っ二つになって飛ぶ。

			　折れた剣が。

			「なあああ！」

			　またなのか。遠くから見ていたソフィアは、エルの大声に気づいて、そう思った。

			　

			　結局、エルが必死に折れた剣を突き刺したり体を張って止めているところに、ダンビスが駆けつけて群れ長の首を飛ばしてくれた。逃げられると厄(やつ)介(かい)だったが、なんとか人食い竜の狩竜(かりゆう)は無事に終わった。ただ自らの肉体で人食い竜を止めるという暴(ぼう)挙(きよ)に出たため、エルはかなりひどい状態だった。

			「剣が……まだ使えたのに」

			「なっはっは。んなことよりお前、自分の体を心配しろ。血だらけじゃねえか」

			　地面に膝(ひざ)を突いて落ちこむエルを、ダンビスが抱えて立ち上がらせる。普通に動いていたのでリグトンの返り血がほとんどかとダンビスは思ったが、間近で見ると本人の傷もかなりあった。狩竜(かりゆう)の最中は気にならなかった痛みが、エルの全身を襲(おそ)いだす。

			「ぐあ！」

			「お、こりゃいかんな。やっぱ横になってろ」

			　ソフィアとクライオン、そして助けだされた親子がダンビスとエルの下に走ってくる。

			「おいおい、けっこうやられてんじゃねえか」

			「ばかあ！　なによ、傷だらけじゃないのもう。脱がすわよ」

			　ソフィアが容(よう)赦(しや)なくエルの防具をひん剥く。自分でやれると言うエルを強引に寝かせ、防具に次いで衣服も引っぺがす。

			「クライオン、ここは任(まか)せて見回りだ。群れ長はやったから大丈夫だと思うが、あんだけの群れのでかさだ。まだ残ってる可能性もある。見つけたらすぐに大声を出せ」

			　抜かりなく指示を出すダンビスは、自身も村の周囲の確認に向かった。助けだされた父親と母親が心配そうにエルを覗(のぞ)きこむ。

			「あの、大丈夫ですか？」

			「ええ、大丈夫ですよ。見たとこ浅い傷ばっかりですから。それより皆さん、お怪(け)我(が)は？」

			「はい、大丈夫です。あの本当になんとお礼を言ったらいいか……」

			　今になって恐怖がよみがえったのか、安(あん)堵(ど)して気が緩(ゆる)んだのか、母親は言葉につまって泣きだした。歩きはじめたくらいの娘を、まだぎゅっと抱きしめたままの父親も、言葉もなく深々と頭を下げる。

			「いえ、狩竜人(かりゆうど)ですから。私たちの仕事ですので……それに助けられなかった人もいたみたいで、ごめんなさい」

			　あとから現れた10頭以上のリグトンは、村の人々を襲(おそ)って食っていた。

			　協会が最初にもたらした情報は、商団がリグトンに襲(おそ)われたというもの。その段階では、まだ村人までに被害が及んではいなかった。ただやはり人食い竜というのは、最初の犠(ぎ)牲(せい)だけで終わることが少ない。

			　団の者たちを食い荒らし、次いで村人たちを襲(おそ)い、それでも飽き足らずに、エルたちに向かってきたのだ。

			　謝ることではない。できることはやった。そう思っていても、ソフィアからは謝(しや)罪(ざい)の言葉が出てしまった。目の前の４人を助けられて良かった、間に合わなかった、その両方が頭の中で繰り返される。

			　狩竜人(かりゆうど)でいるかぎり、いつかは見るだろうと思っていた場面だった。それでも食い散らかされた人であったそれらの姿は、彼女にも横たわるエルの心にも、重くのしかかる。

			　母親が気を利かせて湯を沸(わ)かしてくれたので、エルは体を綺(き)麗(れい)な布で拭(ぬぐ)う。最初はソフィアがやろうとしたが、エルが自分でやると言って聞かないので渋々引き下がった。

			　近くを通りかかった狩竜人(かりゆうど)たちの手も借りて、付近の捜(そう)索(さく)を一通り終えたクライオンが引き上げてきた。

			「エル、起き上がって大丈夫なのか」

			「お帰り、クライオン。うん大丈夫、そんな大した傷はないよ。狩り残しはいなかった？」

			「ああ、大丈夫だ。今は外で団長と話してるけど、他の狩竜人(かりゆうど)とか職員とかも来てくれてるから問題ない。後始末は任(まか)せることになったよ」

			　ほっと息をつき安心するエル。１頭くらい残っていても、群れていないリグトン相手に早々被害が出ることはない。

			　ただ人食いは全然違うことを、エルは身に染みて感じていた。自分の体に無数についた傷がそれを物語っている。ダンビスに別物と思えと注意されていても、どこかリグトンだからと甘くみていた感はあった。

			　エルは普通のリグトン相手なら、何十頭に囲まれても無傷で切り抜けられる自信があった。しかし体全体が硬く、動きも素早くなったそれらは、１頭を倒すのにもいちいち刃を止められ隙(すき)が生まれた。もしエルの理力が並だったなら、白爪はもっと深く体を切り裂いたはず。起き上がれるような傷ではなかっただろう。

			　もちろん命の危険があれば、事前にダンビスが怒(ど)鳴(な)るなりして止めていた。実力が足りないというわけではない。

			　ただ知らないということが、油断と隙(すき)を生みだした。それをエルは痛感していた。

			「おう、坊主。傷だらけのくせに平気な顔してんな。頑(がん)丈(じよう)な奴め」

			「あっ、ダンビスさん。えっと助けてもらっちゃって……」

			「ぐわっはっはっ、別に助けたつもりはねえ。まあ正直、お前の剣が折れたときゃ、肝が冷えたが。確かに動きだけ見りゃあとんでもねえが、ひよっこには違いなかったな。自分の武器の理力限界も知らないとは思わなかったぜ」

			　自分の失敗をダンビスが笑い飛ばしてくれて、エルも少し気が楽になった。一刀で切り落とさなくても、やりようはあったはずだった。

			　前回剣を折ったときは、相手が石(せき)皮(ひ)竜(りゆう)ハルドブルだった。体は大きく、生(なま)半(はん)可(か)な一撃では足止めできない。しかし今回の相手は小型竜だ。人食いで体は硬化しているとはいえ、渾(こん)身(しん)の一撃でなくとも足止めはできたはず。それなのに逃げられてはまずいと焦(あせ)り、理力を剣に流しすぎたせいで折ってしまった。

			「本当よ、なんで剣折れてんのに逃げないの。無(む)謀(ぼう)にもほどがあるわ」

			　ソフィアが怒(ど)気(き)をはらんだ声で言う。怒りはエルと、自分に向けてのものだった。

			　ダンビスの指示で親子の側から動くに動けなかったソフィアは、少しもやもやした感情が残る。あの場合は自分が残り、エルに親子を守ってもらうべきだった。そう思っている。

			　エルよりも自分のほうが強いと考えてはいない。

			　しかし武器と防具の質の分、自分なら無傷でいられる可能性は高かったはずだ。

			　ソフィアが親子の近くにいたので、そのまま守れと言ったダンビスの指示は間違ってはいない。これは自分とエルが、他の狩竜人(かりゆうど)との交流を怠(おこた)っていた代償だ。

			「いや、食われないって自信はあったんだ。足止めさえしておけば、ダンビスさんがすぐ来てくれるって思ってたし……」

			「まあ話は後だ。他の連中が来たからな、怪(け)我(が)人もいるし俺らはお役御(ご)免(めん)だ。クライオン、誰かに頼んで荷車もらってこい。こいつ乗せて帰るぞ」

			「はい団長。そういえばエル、お前の折れた剣、一応拾(ひろ)っといたぞ」

			「ありがとう、クライオン。あ、あのダンビスさん、荷車なんてなくても自分で……」

			　言いかけたところでソフィアに睨(にら)まれ、怪(け)我(が)人は大人しくしてろと怒られた。エルは仕方なく、クライオンが引く荷車に乗せられた。

			　大街道は道が綺(き)麗(れい)に整備されている。揺れも少なく乗り心地(ごこち)は悪くない。しかし誰かに引いてもらう車など乗ったこともなく、居(い)心地(ごこち)は悪かった。

			「エル、お前の剣、もう１回見せてくれないか。折れた刃じゃなくて柄のほうを」

			「え、うん。いいけど」

			　一応鞘(さや)に収めてはいたが２度と使えない、刃の真ん中で見事に折れた剣。クライオンはそれを受け取ると、確かめるように剣を眺める。

			「えっと、どうかしたの？」

			「うん、ちょっとな……前に見たときも気にはなってたんだが、まさかと思って……悪いソフィア、ちょっと荷車引くの代わってくれないか」

			「了解、というか最初から私が引くって言ってるじゃない。変に女性扱いはやめてよね」

			「ははっ、悪い。遠(えん)慮(りよ)してるつもりはないけど、ついな」

			　荷車をソフィアに代わってもらい、今度は両手でしっかりと持って確かめる。その表情は段々と険しいものになっていった。

			「クライオンは武器に詳(くわ)しかったりするの？　それ私が選んだのよ。まあ予算の都合でいまいちだったみたいだけど、綺(き)麗(れい)な剣でしょ」

			「こいつは鍛(か)冶(じ)屋の息子だからな。うちで使ってる武器は、ほとんどこいつの親父と親父の弟が作った武器だ。こいつも下手な鍛(か)冶(じ)屋より詳(くわ)しいんじゃねえか」

			「え、そうなの？」

			　ソフィアとエルは声を揃(そろ)えて驚いた。

			「いや団長、そんなわけないでしょ。２人とも信じるなよ。結局、狩竜人(かりゆうど)の道を選んだんだから、せいぜい普通の人よりは詳(くわ)しいってくらいだ」

			「しかしそれ、俺には雑な作りの剣にしか見えんが、なんかおかしいのか」

			「なになにっ、実はすんごい剣だったとか？」

			　嬉(うれ)しそうに聞くソフィアを見て、そんなわけないだろうと使っていた本人は思う。前の剣と同等か、それ以下だったんじゃないかとさえ思っていた。しかしクライオンの剣を見る目は真剣そのもので、まさか自分の使い方が悪くて折ってしまったのかと、不安になる。

			「はっきり確信は持てないけど……お前らこれ、どこで買ったんだ？」

			　クライオンの眉(み)間(けん)には皺(しわ)が寄っており、口調も厳しいものだった。

			「えっと、街の南側にある武器屋で。名前は……なんだっけ、エル？」

			「ココニーの武器屋、だったかな」

			　武器屋の名前を聞き、ダンビスは首を傾げる。

			「どこだそれ？　そんな武器屋あったかな。それってフェネラルなんだよな？　俺は街のことなら大(たい)概(がい)知ってるが、そんな名前の武器屋、聞いたこともねえぞ」

			「いや、間違いなくフェネラルの武器屋ですよ。最近買ったもので、まだ１ヶ月も経ってないです」

			　そしてクライオンは確信した。

			「団長が聞いたことない、俺も聞いたことない武器屋……間違いなさそうだ。これ、以前に問題になった、詐(さ)欺(ぎ)師(し)がここら辺で売りさばいた剣だ。最低最悪の代物だよ」

			　クライオンの言葉で、エルとソフィアの顔が、なんとも情けない表情に変わる。いったい自分たちは、どれだけ武器を見る目がないのだろうと。

			「ぶわぁっはっはっはっ、駄目っぽい剣だとは思ったが、詐(さ)欺(ぎ)師(し)の売ってた剣かよ。お前ら、どんだけ駄目なもん引き当てたんだ」

			　大街道に、ダンビスの豪快な笑い声が響(ひび)き渡る。引き当てたどころか、選んだ末に手にした剣だ。それが最低最悪の代物だと言われ、２人は落ちこむ。そしてクライオンが、落ちこんでいるところに、さらなる追い討ちをかけた。

			「これ、何年か前にここらで出回った剣でな。くず鉄にリグトンの白爪を無理やり混ぜて打った剣なんだ。そうすると見た目だけは、こいつみたいにやたら白っぽく綺(き)麗(れい)に光る。普段武器を使わない狩竜人(かりゆうど)以外の人が、何人も騙(だま)されて高値で買わされたんだ。くず鉄に竜の爪(つめ)なんか混ぜたりしたら、余計に質も悪くなる。詐(さ)欺(ぎ)用に作ったとしか思えない剣なんだよ」

			「狩竜人(かりゆうど)以外しか騙(だま)されてないのかよ。ぐわははっ、お前ら全然駄目じゃねえか」

			　普段武器を使わない、狩竜人(かりゆうど)以外の人。エルとソフィアは普段武器を使う、狩竜人(かりゆうど)に間違いなかった。

			「いや団長、これ笑いごとじゃないですって。鍛(か)冶(じ)屋の息子としては絶対見逃せない、大罪ですよ。俺はまだ子どもだったからあんまり覚えてないけど、近(きん)隣(りん)の街の鍛(か)冶(じ)屋とも連絡取り合って犯人捜したり、当時はすげえ大変だったらしいんですよ」

			　悪い悪いと言いつつも、ダンビスの顔はまだ引きつって笑っていた。落ちこんで肩を落とし荷車を引くソフィアと、同じく肩を落とし荷車に乗ったエル。傍から見たら、なんとも哀(あい)愁(しゆう)漂(ただよ)う２人の絵になってしまっていた。

			「いやあ笑った笑った、腹いてえ」

			　腕が立つくせに他は全然駄目な２人がよほど面白かったらしく、ダンビスは立派な腹筋が引きつるまで笑っていた。

			「エル、この剣譲ってくれないか？　親父たちに話して、これ売った武器屋ってのを問いつめないと。場合によっちゃ役人に突きだすから、証(しよう)拠(こ)として持っときたいんだ。もちろん、金は払うから」

			「いや、どうせ使い物にならないし、お金はいいよ。他に誰も騙(だま)されないようにしてほしいから、僕からもお願いするよ」

			「狩竜人(かりゆうど)は誰も騙(だま)されてないけどな、お前たち以外。ぶわっはははは……はあ……はあ……腹いてえ」

			　２人をからかってまた笑いだすダンビスを、いい加減にしないと可(か)哀(わい)想(そう)だとクライオンがたしなめる。私たちは可(か)哀(わい)想(そう)だったのかと、余計にへこむソフィア。しかし、そんなことも言ってられなかった。自分たちの無知さが招いた失敗なのだから、このままだとまた同じ失敗を繰り返さないともかぎらない。

			「あの、クライオン。こんなこと頼むのは図々しいんだけど、私たちに武器の選び方を教えてもらえないかな？」

			「ああ、もちろんいいぜ」

			　クライオンは気軽に引き受けてくれる。そして２人を馬鹿にして笑っているダンビスも、ちゃんと若い狩竜人(かりゆうど)に手を差し伸べる優しさは持っていた。

			「クライオン。お前、明日休みやるから、こいつらゴディオンのとこに連れていってやれや」

			「いいんですか？」

			「ああ、ウィクラスには俺から言っておく。その剣のこともあるし、ついでだ。俺の街であくどい商売する奴は放っておけんしな」

			　高段位の狩竜人(かりゆうど)を揃(そろ)える戦団には、需要に応じて街を渡り歩き、名を挙げるところもある。しかし鋼の扉は違った。

			　ダンビスとウィクラスは強い。この辺りでは別格の腕を持つ狩竜人(かりゆうど)だ。栄(えい)誉(よ)も財も手に入る、南にある街でも間違いなく活躍できる腕を持つ。しかし戦団鋼の扉は、ダンビスとウィクラスが作って以来、フェネラルの街とその近(きん)隣の村々を守ってきた。フェネラルを守る、という信念の下に作られた戦団なので、団員もフェネラル出身者が多い。

			　軽い口調でちゃかしながら話すダンビスも、自分の大切な街で詐(さ)欺(ぎ)を働くような輩(やから)を、放っておくつもりはなかった。

			「そのゴディオンさん？　っていうのは」

			「俺の親父の弟、叔(お)父(じ)さんだ。俺の親父はボウガンとか防具とか作っててな、鍛(か)冶(じ)屋ってより細工物や加工物の工房だな。で、叔(お)父(じ)さんが、剣とか槍(やり)を打つ金属鍛(か)冶(じ)なんだ。どうせエルは怪(け)我(が)してて狩竜(かりゆう)は無理だろうから、明日は俺に付き合え」

			　２人には願ったり叶ったりの話だった。いろいろな人に世話になりっぱなしだと思いながらも、ありがたく、その厚意に甘えることにする。

			　

			　フェネラルの街に着くと、ソフィアは嫌(いや)がるエルを引っ張って、治(ち)癒(ゆ)理力の使える医者まで連れていく。エルは高いから必要ないと抵抗を試みるが、それをソフィアは無視した。

			　治(ち)癒(ゆ)理力まで使える医者は確かに高いが、狩竜(かりゆう)に何日も出られなくなることを考えれば元が取れる。そして実は金の問題ではなく、本当の理由はエルが医者嫌(ぎら)いなだけだった。

			「あははっ、子どもか、あんたは」

			「だって、何回やられても慣れないんだ……他人の理力が体を流れるのって気持ち悪くて」

			　それなりに深い傷もあったので、すべて完治とはいかなかったが、ダンビスが紹介してくれた医者は腕が良かった。明日１日だけは激しく動くな、つまり狩竜(かりゆう)は厳禁と言われただけですんだ。

			「そういや、あんた医者にはかかったことあるのね。人のいないとこにずっと住んでたのに。狩竜人(かりゆうど)になってから？」

			「いや、師匠が使えたから。師匠と暮らすようになってから、よく治(ち)癒(ゆ)理力を流されてたんだ。それがね、なんかすごい嫌(いや)だったんだよ。とにかく気持ち悪いというか」

			「ふーん、本当にわからない人ね、エルの師匠って。あんまり強くなかったのなら、狩竜人(かりゆうど)じゃなくて医者だったのかもね、理力学にも詳(くわ)しそうってことだし」

			「言われてみればそうかも。でも今日の医者よりもかなり下手だったんだ……あんなに気持ち悪くない治(ち)癒(ゆ)理力って初めてだったよ」

			「治(ち)癒(ゆ)も下手だったのか、なんだかいろいろ半(はん)端(ぱ)な人ねえ。まあいいわ、そんなことより剣よ剣。今使えるお金は２万４０００エニィね。さすがに緊急依頼ってだけあって報(ほう)酬(しゆう)も高いわね」

			「待った、だからなんで全額突っこもうとするの。しかもそれ、ソフィアの取り分も含めた金額じゃない。僕の手元に残してた金と、今日の報(ほう)酬(しゆう)で１万４０００エニィはあるから、それで買える範囲で……」

			「だめっ、もうこれは譲れないわ。無(む)駄(だ)遣いはしないけど、必要なところにはちゃんとお金をかける。今日だって剣さえまともなら、エルもそんな怪(け)我(が)しなかったはずだもん。命を預ける武器なのに私が……いい加減に選んだせいで、ごめん」

			　ソフィアは自分が悪いと思えば、素直に謝る。それでもこんなに肩を落として悔(くや)しそうにする姿を、エルは初めて目にした。この日の狩竜(かりゆう)は２人にとって反省点も多かった。理力と身体能力任(まか)せの、強引なやり方では駄目だ。２人ともそう感じていた。

			「わかった、ありがとう。無(む)駄(だ)遣いは駄目だけど、確かに必要なところまで削っちゃ意味ないね。明日はクライオンもいるし、今度はちゃんとした剣を選ぼう」

			「そう、明日は心強い味方がいるしね。じゃあそうと決まったらご飯よ、ご飯。あんた怪(け)我(が)しちゃったし早く治すためにも、美味しいもの食べなきゃ」

			「えっとさ、さっき通った食堂の看板にハルドブル有りますって書かれてて、それが食べたいかなと思ったり……」

			「ハルドブルか、高いけど美味しいのよね。じゃあそこ、行くわよ！　ああ、そういえば石(せつ)鹸(けん)買わなきゃ。高いけどあれじゃないと、髪が傷んじゃうのよね」

			　無(む)駄(だ)に高い食事と、無(む)駄(だ)に高い石(せつ)鹸(けん)は、無(む)駄(だ)遣いではないと判断された。戦団白(はく)緋(び)の女神の懐(ふところ)だけは、まだまだ寒い季節が続く。

			　

			　翌日、エルとソフィアは約束通り、クライオンと鍛(か)冶(じ)屋に向かっていた。

			「お前らが剣を買った店な、もう引き上げてたわ。店を貸したって人にも話を聞いたが、結局なにもわからんままだ」

			　昨日のうちにクライオンは父親に話し、街の鍛(か)冶(じ)職人たちと連れ立って詐(さ)欺(ぎ)用の剣を売った店に乗りこんでいた。フェネラルは鉱山が主要産業だけあって、金属鍛(か)冶(じ)も盛んだ。他の街から武器を買いつけにくる狩竜人(かりゆうど)や商団も多い。

			　街で売られた武器の質が悪いとなれば、街の鍛(か)冶(じ)屋全体の評判を落としかねない。詐(さ)欺(ぎ)用の武器が売られたとあっては、真っ当な鍛(か)冶(じ)屋全員が黙っていなかった。

			　しかし店はすでに跡形もなかった。建物の持ち主も部屋を貸しただけで、金のやり取りしかなかったらしく詳(しよう)細(さい)は不明のまま。売るだけ売って早々に逃げだしたか、売れずにさっさと引き払ったかはわからないが、まともな店でなかったことは間違いないようだった。

			「いや、わざわざありがとう。騙(だま)された僕も悪いんだし、勉強代だったと思うことにするよ」

			「今日行くとこは絶対に大丈夫だから安心してくれ。叔(お)父(じ)さんの店は高いけどな。予算は？」

			　高いと言われ、こんな手持ちで大丈夫だろうかと不安になった。エルは小声で予算を伝える。

			「２万４０００エニィなんだけど……もしかして全然足りないかな？」

			「いや、大丈夫だ。むしろ思ったより金持ってんな。剛(ごう)灰(かい)鉱(こう)だの橙(とう)黄(こう)銀(ぎん)だの、さすがにそういう高い素材は無理だが、あとはもちろん、ソフィアの持ってるような白(はく)緋(び)鉱(こう)もな。いくらなんだよ、そのハルバード。正直見たことないってくらいのもんだぞ、それ」

			　狩竜(かりゆう)に出るわけではないが、クライオンが持ってきてくれというので、今日もソフィアはハルバードを背負っている。武器にそれなりに精(せい)通(つう)しているクライオンからすると、ひよっこ狩竜人(かりゆうど)が持つ武器とは信じられない。それくらいの得(え)物(もの)だった。

			「これ、家族からの贈り物だから値段知らないのよ。私が買えそうにないってのはわかるけど、やっぱ高い？」

			　見当がつかないとクライオンは答える。武器屋の息子でも見たことのないほど、値段も質も高い代物であることは確かだった。

			　２人が案内されたのは、小さな店構えの鍛(か)冶(じ)屋。並べてある武器は少なく、安価なものばかりだ。ただ奥の工房と敷地は広い。使い手の要望に応えて武器を打つ、鍛(か)冶(じ)屋らしい店だった。

			「いらっしゃい。あら可愛(かわい)い狩竜人(かりゆうど)さんねえ。おーいあんたぁ、クライオンが来たわよ」

			　ゴディオンの妻だというなかなか色気のある女性が、奥の工房に声をかける。現れたのは狩竜人(かりゆうど)と遜(そん)色(しよく)ない体つきの男。髪をすべて剃(そ)っていて、顔や体には火傷(やけど)や刃傷のあと。年齢はそれほどいってないようだが、相当に威(い)圧(あつ)感がある風(ふう)貌(ぼう)だ。

			「お前らか。あんな糞(くそ)ったれな長剣を買いやがった、あほうな狩竜人(かりゆうど)ってのは」

			　クライオンから事前に連れてくると聞いていたので、のっけからきつい言葉でゴディオンは出迎えた。しかし客に向かって失礼な口をきくな、と妻に叱(しか)られる。見た目の威(い)圧(あつ)感のわりには、頭が上がらないらしい。

			「すいません、全然武器のこと知らなくて」

			「らしいな。よし、まずは裏に来い」

			　若い狩竜人(かりゆうど)３人とゴディオンは店の裏庭に出る。そこにある納(な)屋(や)には、何十本という剣や槍(やり)が並べられていた。中には武器と呼ぶにはあまりにお粗(そ)末(まつ)な、棒切れに金属をくっつけただけのようなものまである。

			「ここにあるのは全部、試し振り用のもんだ。まずは自分の手に合う武器を選べ。同じ重さでも、重心がどこかで感覚は違うはずだ。とにかく納得がいくまで振ってみろ」

			　言われたとおり、エルは剣を振っては持ち替えた。確かに同じような大きさの剣でも、感触がまるで違うことに気づく。そして数ある試し振りの剣の中から、エルは最も重い剣を選んだ。

			「おい待て。いくらなんでもそりゃ重いんじゃねえか？　重すぎると剣先が鈍(にぶ)るだけだぞ」

			「前に師匠から借りてた剣がもっと重かったので。実はまだちょっと軽いくらいなんです」

			　それはゴディオンが、冗談のつもりで作った剣。使い手のことを考えず、ただひたすらに重くなるよう作られた剣だった。それを本当に振ってみせるエルに、ゴディオンは驚き呆れる。

			「エルといったな。お前の師匠の剣ってのは、どんな見た目だったんだ？」

			「えっと……薄い緑が混じったような鉄色で、とにかく重く作ってありました。あと光にあてると、刃の部分に丸い模(も)様(よう)みたいなのが浮かび上がってきました」

			　特徴を聞いたゴディオンは、工房に戻って２本の剣を持ってくる。
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			　１本は鉄の長剣で厚みのある両刃の作り。そしてもう１本は、緑色の金属でできた短めで先の細い剣。緑色の剣を見てエルが反応する。

			「それ！　多分師匠の剣と同じ金属です」

			　水滴を落としたような模(も)様(よう)のある、緑色の剣。それを見てエルは興奮する。これまでどの武器屋でも見つからなかったのだ。

			「まさかと思ったがな……こいつは翠(すい)紋(もん)鉱(こう)って金属だ。重たい上に鉄より理力を通さねえから、普通は武器なんざには使わねえ金属だな」

			「あの、それっていくらですか？」

			「売るんだったら５万エニィだな」

			　予算の倍以上。２万４０００エニィにしても、宿代などを考えると、ぎりぎりの金額だ。とても買える値段ではないことに、エルは残念な顔をする。

			「どっちにしろ売る気はねえよ、こんなもん。せいぜい硬いってくらいしか良いことがねえ金属だ。お前の師匠ってのが、なに考えて持ってたのか知らんが、どうにも武器には向かねえ金属なんだよ」

			　ではなぜゴディオンはそんな武器を打ったのかと、クライオンが問う。それは趣味だと、ゴディオンはきっぱり断言した。

			　無(む)駄(だ)に高いだけで使えない鉱石をこっそり買ったので、女房にも内(ない)緒(しよ)にしておいてくれと頼むことも忘れなかった。

			　一応持ってみるかと言われ、エルは翠(すい)紋(もん)鉱(こう)の剣を手にする。刃が薄く両刃のそれは、突くにはいいが切るには適していない形だ。短く細身なので重さもしっくりこない。少し振っただけで自分には向いてない剣だとわかり、エルは渋い顔になる。

			「どうだ、駄目だろ。自分で打っといてなんだが、そんなもん狩竜人(かりゆうど)が使う武器じゃねえ。翠(すい)紋(もん)鉱(こう)ってなあ貴重だから無(む)駄(だ)に高いんだ。売るとしたら５万と言ったが、実際そんな価値はねえよ。ほれ、今度はこっちを持ってみろ」

			　渡されたのは鉄製の長剣。刃は厚めで重みもある。持った瞬間にしっくりくる重さだった。

			「すごい、これ振りやすいです。大きさ同じなのに、前の長剣とはまるで違って」

			「わっはっはっ、あんな糞(くそ)みたいな剣と比べたら、大(たい)概(がい)の剣は良い剣だな。まあそいつもただの鉄剣には違いねえが、重心をなるたけ先端に近づけてある。突くには向いてないが、切るに特化してる作りだ。お前は突きで削るより切断を狙(ねら)っていくやり方らしいな。ならそれが手に合うはずだ」

			「えっと、すごく良い剣に思えるんですが、値段も高いんじゃあ……」

			　無(む)駄(だ)を省いた見た目にも綺(き)麗(れい)な長剣だ。刃に厚みがある分重たいので、それがエルの手にしっくりきた。これが欲しい。そう思うが、自分でもはっきりわかるくらい良い物というのは値段が心配だった。

			「ただの鉄剣だと言ったろ。そいつなら２万４０００エニィで売ってやる。予算内だろ？」

			　良い剣が見つかったみたいだと、ソフィアも喜ぶ。折った２本とは明らかに違う感触の長剣を手にして、エルも満足気な顔だ。

			「良かったわね、エル。やっぱりちゃんとしたところって違うわねえ。こんなにいろいろ試したりしながら選ぶのね、武器って」

			「うん、持ったらわかる。今までのと全然違うよ、これ。ゴディオンさん、ありがとう、クライオンも」

			「そいつならほとんどの竜に刃が負けることはねえ。安心してぶった切れるはずだ。あんな詐(さ)欺(ぎ)用の剣とは、同じ鉄でも雲(うん)泥(でい)の差がある。質の良い鉄を使ってるから、理力もかなり流せるぞ。さすがにレイダークくらいのが相手だと、無理かもしれんが」

			　イリシアに住む人々に、竜の名を挙げよと聞いたら、多くの者が口にする竜の名前が２つある。１つは数が多く、その分被害も多い白(はく)爪(そう)竜(りゆう)リグトン。

			　そしてもう１つの名が、炎(えん)竜(りゆう)レイダーク。炎(えん)竜(りゆう)はその名のとおり、理力を炎に変えて吐き、大きく頑(がん)強(きよう)な体を持つ竜だ。人里に近づくことも多く、強く恐ろしい竜の代表的な存在だ。

			「決まりだな、金はあとで女房に払ってくれ。でな、ちょっとだな。その嬢ちゃんの背中のもんを見せてくれねえか？」

			　クライオンがやっぱりという顔をする。相手の懐(ふところ)具(ぐ)合(あい)を見て武器の値段を決める、金にがめつい叔(お)父(じ)。予算きっかりで長剣を売ろうとするのは、商売人なら当然かもしれないが、クライオンは友人のために値切ってやろうと考えていた。ソフィアにハルバードを持ってこさせたのは、そのためだった。

			　ソフィアがどうぞ、とハルバードを渡そうとするのを、クライオンが止める。

			「ソフィア、ちょっと待って。叔(お)父(じ)さん、２万４０００は高いんじゃないかなあ。確かに良い剣だけど、鉄剣は鉄剣だ。もうちょっと安くてもいいんじゃない？」

			「なに言ってんだ。こいつは出来が良いし、それだけの価値は充分あるぞ」

			「えっと、クライオン、２万４０００ならぴったり払えるし、問題ないよ」

			　エルは値切ることなど考えていないので、不思議そうな顔をする。

			「まあそうなんだけどね。叔(お)父(じ)さん、ソフィアのハルバードが気になって仕方ないんでしょ？　受け取ろうとしてた手、震えてたよね。やっぱりそれくらいの代物だったんだ」

			「い、いやな。ちょっとばかし良いもんだと思ってな。ほら、鍛(か)冶(じ)屋としては当然、ちょっとでも良いもんは気になるだろ」

			　慌(あわ)てだすゴディオンと、余裕の笑みのクライオン。

			「じゃあ、そのハルバードを見せる代わりに、ちょっとくらい値引きしてくれてもいいんじゃないかな？」

			「いや……しかしだな、こっちも商売でだな」

			「そっか。じゃあ、２人とも、カレイラさんに金払って帰ろうか。まあ仕方ないよね、確かに良い剣だし」

			「ま、待て。わかった。２万２０００だ」

			「もう一声」

			「くそう、足元見やがって……２万でどうだ！　これ以上は、ほんと無理。俺の小遣いに影響でちまう」

			「よし、交渉成立だね」

			　叔(お)父(じ)と甥(おい)のやり取りを、２人は不思議そうに見つめる。なぜゴディオンがソフィアの武器を見たいがために４０００エニィも値引きしたのか。２人にはまったくわからなかった。

			　早くそれを見せてくれとせがまれ、鼻息の荒くなったゴディオンにハルバードを手渡す。ゴディオンは武器の専門家の鍛(か)冶(じ)師。最初は見せるくらいなら、と気にせず渡すつもりだった。

			　しかしあまりに興奮しているゴディオンに、ソフィアはだんだん不安になる。

			「なんだこれは……美しい……なんて美しいんだ。この持ち手といい、こんな精(せい)緻(ち)な仕事は見たことねえ。おお……対象を崩してあるのに、重さの均(きん)衡(こう)は崩れてないじゃないか。すげえ、すげえぞこれ……」

			　ハルバードを眺めるゴディオンに、いかつい鍛(か)冶(じ)屋の威(い)厳(げん)はない。

			「えっと、クライオン。ゴディオンさんはいったい……なにを？」

			「叔(お)父(じ)さんはな、良い武器に目がないんだよ。良い武器があるなら、仕事放ったらかして、他の街でもどこでも見にいっちゃうんだ。鍛(か)冶(じ)屋なんだし、おかしくはないかもしれんが……まあ見てのとおり、ちょっと異常なんだよ。身内ながら変だとは思うけどな……」

			　ため息をつきながらクライオンが説明する。

			「えっと大丈夫なの、あれ？」

			　大事なハルバードに顔を近づけるゴディオンは、舐めるように眺めていた。実際に舐めだしそうな勢いで愛(め)でている。さすがにそれはソフィアも嫌(いや)だった。

			「ああ、別におかしなことはしないから安心してくれ。ちょっと変わった性(せい)癖(へき)を持ってるだけだ」

			　鼻息荒く、慈(いつく)しむようにハルバードを撫(な)でまわす姿は、ちょっとどころじゃないのではとソフィアもエルも思ってしまう。

			「おい嬢ちゃん。これ打った鍛(か)冶(じ)師の名前……名前はなんて奴なんだ!?」

			「えっと、おじいちゃんの友達で、リーマスさんて人ですけど」

			「リーマスって……あのリーマスなのか！」

			　名前を聞いた途(と)端(たん)、これまで以上に興奮するゴディオン。手が震えるどころか体全体が震えだし、ますます怪しい男と化す。今度はクライオンも驚きの声を上げた。

			「リーマスだと！　ソフィア、これ名工リーマスの作なのか？」

			「えっと、すごい人なの？　近所のおじいちゃんの友達で、私が狩竜人(かりゆうど)の認可もらったときに、もともと持ってたハルバードと似たのを作ってって、頼んだんだけど」

			「馬鹿な、知らないのか？　確かに鍛(か)冶(じ)屋や狩竜人(かりゆうど)じゃないと、知らなくてもおかしかないが……いやいや、お前も狩竜人(かりゆうど)だろうが！　名工リーマスだぞ。順番待ちがすごすぎて、30段以上の狩竜人(かりゆうど)でもなかなか打ってもらえない、伝説の鍛(か)冶(じ)屋だ。もうかなりの高齢で引退されたと聞いてたが」

			「そういえばけっこうなお年で、私ので最後になるって言ってたかな。優しいおじいさんって感じの人だったけど、すごい鍛(か)冶(じ)師さんだったんだねえ」

			　貴重な鉱石の扱いに長(た)けた名工は、当代に並ぶものなしと言われるほどの金属鍛(か)冶(じ)だ。その最後の作を思わぬところで手にしたゴディオンは、絶頂に達するのだった。

			　

			　早朝の狩竜人(かりゆうど)協会。いつもどおりエルとソフィアは朝一番に協会にやってきて、依頼の割り振りを待っていた。ただいつもと違い、いろいろな狩竜人(かりゆうど)に話しかけられる。

			「ふむ、お前らか。人食いリグトンを倒したってのは。なかなかやるじゃねえか」

			「ほう、若いなあ。その年で人食いを相手にできりゃあ、大したもんだ。わしみたいに、万年中堅止まりってことにならんようにな」

			「白(はく)緋(び)の女神のソフィアさんですね。実はうちの戦団にお誘(さそ)いしようかと。え、そんな気はない？　邪魔？」

			「へえ、噂(うわさ)の女狩竜人(かりゆうど)がどんなものかと思ったら、いけてるじゃん。君可愛(かわい)いね、良かったら今夜俺と一緒に夕飯でごがっ、な……殴ったなっ。お母さんにいいつけてやる！」

			　これまでも挨(あい)拶(さつ)程度の言葉を交わす狩竜人(かりゆうど)はいたが、この日は顔も名前も知らない狩竜人(かりゆうど)が次々に話しかけてくる。フェネラルの街最大の戦団、鋼の扉の団長ダンビスが、酒場で２人の話を振りまいたせいだ。

			「すごいね、ソフィア。ダンビスさんたちと知り合えたおかげだね」

			　多くの人は褒(ほ)めてくれたり、人食いの狩竜(かりゆう)にあたったことを労ってくれたりと好意的だ。しかし中には、噂(うわさ)の美少女狩竜人(かりゆうど)を口説いてやろうと寄ってくる連中もいて、ソフィアはかなり苛(いら)立っていた。

			　ソフィアの容(よう)姿(し)につられ、冗談半分、本気半分で口説きにくる者は以前からいた。しかしこの日は、彼女がうんざりするほどの数だった。

			「よかったねソフィア、知り合いが増えそうだ。やっぱり、いろんな人と関わりを持たないとね。ウィクラスさんも、そう言ってたし」

			　そしてなにより、こんなことを呑(のん)気(き)に言っている隣(となり)の男が、１番苛(いら)立(だ)つ原因だった。

			「ねえ……ちょっとは私の男除けになろうとか、そういうことは思わないの？」

			　ついそんな言葉が口をつく。しかしそう言われても、エルは困った顔をするだけだった。

			　ソフィアが明らかに迷惑がっているのはわかる。そうありたいとはエルも思っている。ただ角を立てず、男除けとして立ち振る舞うという器用なことは、まだまだエルには難しかった。

			「白(はく)緋(び)の女神さんは今日はネスアルドの狩竜(かりゆう)を……」

			　ようやく職員に呼ばれ、依頼の説明を受けはじめたとき、緊急依頼発生を知らせる鈴が、協会内に鳴り響(ひび)く。職員たちが集まり、すぐにどう対応するかの話し合いがもたれる。

			　そろそろ夏も本番。竜の動きも活発になり、緊急の鈴が鳴る回数も一気に増えていた。ただ狩竜人(かりゆうど)がたくさん残っている時間帯に、２人に緊急依頼が回ってくることはない。待機組のときは例外で、それもダンビスという強者が一緒だからこそ頼まれたのだ。

			　しかし緊急依頼で高段位の狩竜人(かりゆうど)の手が塞(ふさ)がれば、自然と順(じゆん)繰(ぐ)りに２人にも普段と違う依頼が回ってくることもある。そしてこの日がまさにそうだった。

			「ネスアルドの狩竜(かりゆう)を頼むつもりだったんですが、さっきの緊急で変更になりました。六(ろつ)角(かく)竜(りゆう)アングイール、こちらの狩竜(かりゆう)を頼みます。群れではなく確認されているのは１頭のみ。以前に他の狩竜人(かりゆうど)が狩りそこねた竜だと思われます。１頭とはいえ、普段は中段位以上の狩竜人(かりゆうど)にお願いする相手です。無理だと思ったら、必ず逃げてください」

			　六(ろつ)角(かく)竜(りゆう)アングイールは、石(せき)皮(ひ)竜(りゆう)ハルドブルと同等の体を持つ肉食の竜種だ。ただ、１頭というのは珍しい。普通は６、７頭で動くことが多い。群れで動く竜種としては最大級の大きさなので、その脅(きよう)威(い)も大きい。無理せず逃げろと言われるような依頼が回ってくるというのは、夏になり危険度が高い依頼も増えてきた証(しよう)拠(こ)だった。

			　それぞれがこれまでより危険を冒し、狩竜(かりゆう)に出なければいけない季節がやってきていた。

			　

			「いないわねえ」

			「１頭って話だからね。それにアングイールは移動を繰り返す竜種だから」

			　フェネラル南東の鉱山跡地。

			　目撃されたという場所にやってきた２人だが、目的の竜の姿は発見できずにいた。現在も採(さい)掘(くつ)が行われ、鉱石が取れる山地からは少し離れた場所なので、人は住んでいない。そういう場所にいるうちに、狩ってしまうのが最良だ。

			　以前は人も多く活発に採(さい)掘(くつ)が行われていた場所。中型竜でも充分通れそうな大きさの坑(こう)道(どう)が、あちこちに空いていた。群れではなく１頭だけなら、坑(こう)道(どう)内に潜んでいる可能性もある。２人は明かりのない廃(はい)坑(こう)を、慎重に１箇所ずつ回っていく。

			「ソフィア、僕たちってまだ全然駄目だね」

			「……うん、多分私も同じこと考えてるかも。竜を狩ることには自信あったんだけど、それだけじゃ駄目ね。武器のこととか、他の人と連(れん)携(けい)を取るとか。今だって、もっとこの辺りの地理に詳(くわ)しかったら、竜がいそうな場所もわかったかもしれないのに」

			「腕が立つってことと、強いってことはちょっと違うだろうね」

			「エルも私も腕には自信がある、でもそれだけだったのよね。周りの人に信頼されるようになって、初めて役に立てるんだってわかってきたわ。私たちは強いんですって言い張ったって、そんなの認めてもらってなきゃ意味がないのよね。正直１人でやってた頃、ちょっとそんなこと思ってた。私のが強いのに、もっと役に立てるのに、とか。でも協会からしてみれば慎重になって当然なんだってわかった。人食いになったら、リグトンですらあんなに被害が出ちゃうんだもん。中型とか大型だったらどうなってたか……私、甘かったわ」

			「うん、ちゃんと信頼を得て、段位も頑張って上げよう。僕もいろいろな人と話をしないと駄目だ。怖(おじ)気(け)づいてる場合じゃない。どう話したらいいかわからないとか、恥ずかしい理由で自分の足を引っ張ってたよ」

			「そうね、鋼の扉の人と知り合いになれたのは幸運だったわ。いろんな人と知り合って、できたら狩竜(かりゆう)にも参加させてもらったりして、信頼を勝ち取らないとね」

			「えっと、ソフィアはさ……今(け)朝(さ)は断ってたみたいだけど、他の戦団に入ったりとか……」

			　怖(おじ)気(け)づいてる場合じゃないと言ったばかりのエルだが、恐る恐るといった感じで尋(たず)ねる。思わぬ言葉に、ソフィアはふくれっ面になる。

			「なんでそんなこと言うの？　私と組むの嫌(いや)になったの？」

			「そ、そんなわけないじゃないっ。でも、もともと１人だったのは理由があったからで。誰かと組むのに抵抗なくなったら、もしかしてと思って」

			「ばか！　そりゃもう今は、誰かと組みたくないとは思ってなんかないわよ。なによ、じゃあエルだって一緒じゃない。あんたは他の戦団に行きたいとか考えてるの？」

			「考えてないよ。違う戦団じゃなくて白(はく)緋(び)の女神でソフィアと……南に行きたいんだ、一緒に。だから、その、誘(さそ)われても……断ってほしくて」

			　ソフィアの頬(ほほ)に赤みが差す。エルは怒らせたのかと思って慌(あわ)てたが、それは勘(かん)違いだった。

			　いつも遠(えん)慮(りよ)がちなエルが初めて、一緒にという言葉を口にしてくれた。

			　いつも強気なソフィアだが、その心の中に不安がないわけではない。

			　自分１人が、エルと一緒にいることを望んでいるわけではない。そうはっきりとわかったから、ソフィアはなんだか照れくさくなった。

			「じゃ、じゃあ初めっからそう言いなさい！　なんとしても行くのよ、南に。別に新しく誰かが入るのはいいけど、エルが抜けるのは、絶対許さないから」

			　嬉(うれ)しい顔、悲しい顔、怒った顔に照れた顔。ころころと表情が変わる彼女には、とてもかないそうにないとエルは思った。

			　２人は急に足を止め、同じ方向を見た。人里から少し外れた場所なので、大きな生物の気配はわかりやすい。六(ろつ)角(かく)竜(りゆう)アングイールの姿が山陰に見えた。

			「ソフィア、あっちに」

			「うん、いたわね。早速こっちも気づかれたみたい」

			　結局、廃(はい)坑(こう)内ではなく別の場所にいたようだ。大小６本の角が２人に向く。アングイールは太く強(きよう)靭(じん)な四肢を持つ。大きさのわりに俊(しゆん)敏(びん)で、６本の角の他にも前肢に無数にある棘(とげ)が脅(きよう)威(い)だ。竜からしてみれば小さな棘(とげ)の１つ１つが、人にとっては殺(さつ)傷(しよう)能力のある凶器。かすっただけでも、肉を裂かれ骨まで達する傷を負いかねない。

			　しかしそんな竜相手でも、２人はお構いなしに突っこんでいく。

			　まずはエルが動きを止めるために脚を狙(ねら)う。反撃をもらわないように軽く切りつけるつもりだったが、鍛(か)冶(じ)師ゴディオン作の真新しい長剣の切れ味は、エルの予想を超えていた。

			　太い脚の半ばまですんなり刃が通る。すぐに離(り)脱(だつ)するつもりだったが、これならいけるとエルは判断し、その場にとどまり、切り返してもう一刀。あっけなくアングイールの左前肢が切り落とされた。

			　脚を切り落とされれば、いかな竜でも体勢は保てない。崩れ落ちたアングイールが体勢を立て直す前に、ソフィアがもう１本、脚を切り裂く。あっという間の狩竜(かりゆう)だった。

			「ちょっと、すごいじゃない、それ」

			「うん、これ前までのとは全然違う。理力の通りもかなり良い。同じ鉄製とは思えない」

			　自分でもその切れ味に驚いていた。

			「よしよし、剣も良いのが手に入ったし。これからは２人の連(れん)携(けい)とかも、もっと煮(に)つめていかないとね」

			「そろそろボウガンのことも考えないとね。まだまだ、やらなきゃいけないことがたくさんだ」

			　足りないことも必要なことも多い。でも２人はそれが重荷とも険しい道とも思わない。乗り越えるたびに夢へと近づくのなら、喜んで進むべき道でしかなかった。

		

	
		
			第４章　少年と少女は進む

			　

			　夜明け前のフェネラルの街に、鐘(かね)の音が響(ひび)き渡る。それは近くに危険な竜種が現れたことを告げる鐘(かね)であり、狩竜人(かりゆうど)招集の合図でもあった。普段は鳴らない時間の鐘(かね)。それは誰もが耳にしたくない響(ひび)きだ。

			　ソフィアもエルも、そして同じ宿に泊まっている他の狩竜人(かりゆうど)たちも、皆一斉に起きて準備を始める。街の人々も心得ており、協会に向かう狩竜人(かりゆうど)に、食べ物や飲み物を無(む)償(しよう)で手渡す人もいた。

			　夜明け前に鳴らされる鐘(かね)の音というのは、深刻な事態が発生している場合が多い。狩竜人(かりゆうど)たちは街の北にある狩竜人(かりゆうど)協会へと急ぐ。

			「狩竜人(かりゆうど)の皆さん、北の広い範囲で緊急事態が発生しました。本日はすべての依頼受注を協会の指示に従っていただきます。緊急事態の発生に伴い、他の依頼に回る狩竜人(かりゆうど)の数も手薄になります。普段より危険な依頼をお願いすることもありますが、どうかまずは自分の命を優先で狩竜(かりゆう)にあたるようにしてください」

			　男性職員が大声で集まった狩竜人(かりゆうど)たちに繰り返し事情を説明している。一斉に集まった狩竜人(かりゆうど)は、建物の中ではなく外の広場に集められた。

			鋼の扉の団長ダンビスや副団長ウィクラス、他の熟(じゆく)練(れん)狩竜人(かりゆうど)などが協会職員と相談をしている。そこにはシロノや、元運び屋のヴェンコイなどの顔もあった。

			「状況をお知らせします。六(ろつ)角(かく)竜(りゆう)アングイール８頭前後の群れ２つが、同時に現れました。すでに昨日の夕方に村の１つが襲(おそ)われ、壊(かい)滅(めつ)状態になっているようです。生き残りの人たちは避(ひ)難(なん)を開始していますが、群れの１つはすべて人食い竜となった可能性が高いと思われます。近(きん)隣(りん)の村にもすでに避(ひ)難(なん)を呼びかけていますが、夜が明けてアングイールの移動が始まる前までに安全圏までの避(ひ)難(なん)は難しい状況です。人食いになっていないもう１つの群れも、壊(かい)滅(めつ)した村の近くで目撃されています。北の広い範囲が危険地域となっています。アングイール以外の竜の出現も当然考えられますので、多くの狩竜人(かりゆうど)の手が必要になります。指示を待って、そのまま待機をお願いします」

			　広場には大勢の狩竜人(かりゆうど)が集まっているが、誰も騒(さわ)いだりはしない。話すにしても小声で、職員の情報と指示を聞き逃さないようにしている。普段はなにかと馬鹿騒(さわ)ぎする狩竜人(かりゆうど)たちも、職員に請われるまでもなく、緊(きん)張(ちよう)した面(おも)持(も)ちで待機していた。
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			「エルもこういう事態は初めて？」

			「うん。狩竜人(かりゆうど)になってからは、初めて」

			「そっか、炎(えん)竜(りゆう)の村出身だもんね。私は平和な街しか住んだことないから、夜明け前の鐘(かね)も初めて聞いた。嫌(いや)な音ね」

			「うん、嫌(いや)な音だ」

			　この日にかぎっては節約することなく、広場には煌(こう)々(こう)と明かりが灯(とも)されていた。その光に照らされた石段の上に、紙を持った職員が昇る。

			「それではこれから読み上げる戦団と狩竜人(かりゆうど)の方々は、緊急依頼に向かってもらいます。戦団によっては、分かれての狩竜(かりゆう)をお願いするところもありますので注意してください。まずは戦団鋼の扉の総員。続いては……」

			　次々と読み上げられる戦団名と、狩竜人(かりゆうど)の名前。20段以上の狩竜人(かりゆうど)を抱える戦団から優先的に名前が挙がり、次いで実力、段位ともにある狩竜人(かりゆうど)の名前が挙がる。戦団単位で名前が挙がるところには、人食いのアングイールが相手だと厳しい狩竜人(かりゆうど)も混ざっている。ただ、普段から連(れん)携(けい)を取っている者同士なら、役に立つことも多い。

			「以上が緊急依頼に向かってもらう戦団と狩竜人(かりゆうど)です。鋼の扉のダンビス団長に詳(しよう)細(さい)は伝えてあります。以降この狩竜(かりゆう)はダンビス団長の指示に従ってください」

			　挙がった名前の中に白(はく)緋(び)の女神はなかった。

			「では続いて、北方の事態に次いで緊急性の高い、狩竜(かりゆう)依頼の割り振りを読み上げます。こちらは通常の依頼ですが、緊急依頼が発生した都合で、普段より危険が伴う依頼をお願いする場合があります。絶対に無理をしないようにお願いします。それではまず戦団……」

			　協会側も最大限の配(はい)慮(りよ)をするが、それでもこの日のような事態は起こる。人の強さなど、竜の恐ろしさの前では曖(あい)昧(まい)なものでしかない。危険だとわかっていても協会は依頼をし、それを狩竜人(かりゆうど)は受ける。

			　次々と呼ばれる通常依頼を受ける狩竜人(かりゆうど)たちの名前。そしてそこにも、戦団白(はく)緋(び)の女神の名前はなかった。

			「今のところ、夜が明け次第出発してほしい依頼は以上です。残った狩竜人(かりゆうど)の方々も、本日は協会に残ってください。緊急依頼のせいで非常に人員が手薄になっています。まだ夜中ですので今後も依頼は発生します。できるだけ体を休めながら、待機するようお願いします」

			　緊急依頼に向かった狩竜人(かりゆうど)たちは、すでに大街道を北に越えて狩竜(かりゆう)に向かっている。通常依頼を受けた狩竜人(かりゆうど)たちも、夜明けを待って出発していく。狩竜人(かりゆうど)の担いだ武器が、カチカチと打ち鳴らされる音も、徐々に減っていく。

			　エルとソフィアは悔(くや)しさとともに、協会の建物に入っていった。

			「やっぱり、ちょっと悔(くや)しいかな」

			「うん。思ったより、悔(くや)しいかも」

			　もっと早くに自分たちに足りないものに気づけていたら、この場面で名前を呼ばれる存在になれていたはず。住む場所を追われ、逃げている人々がいる現状で、ただ待機させられていることに憤(いきどお)りすら覚えた。それは誰でもない自分に向けられた感情だ。

			　協会内には待機となった狩竜人(かりゆうど)たちが、のんびりとした空気で過ごしている。くつろいでというのは少し違うが、肩の力を抜いて体を休めている。経験のある狩竜人(かりゆうど)たちは、今の自分にできることが、依頼に備えることだと理解している。普段寝ている時間に起きたので、床に敷物をして横になる者もいる。ずっと気を張っていても、仕方がないと割り切れる。それは正しい待機の姿だ。

			　そして２人には正しいとわかっていても、まだできないことだった。感情が昂(たか)ぶり、気を抜くということができないままでいた。

			　夜が明けた早朝の協会は、いつもと違って慌しさはない。ちらほらと発生する依頼に、協会を出ていく狩竜人(かりゆうど)が時(とき)折(おり)いるだけ。だんだんと陽も高くなり、夏らしい日差しが照りつけはじめる。白(はく)緋(び)の女神の名前は、まだ呼ばれない。ただじっと待つことしかできなかった。

			「よお、お前さんらが残されたか」

			　イスに座って押し黙ったままの２人に、ヴェンコイが声をかけた。現役の運び屋を引退したあとも、ヴェンコイは若い運び屋の指導や犬の育成に関わっている。今回のような緊急事態の際には、運び屋のまとめ役もしていた。大きな竜を持ち上げ運(うん)搬(ぱん)する運び屋は、腕力にも脚力にも優れている。緊急の際には避(ひ)難(なん)する住民を誘(ゆう)導(どう)するなど、できることも多い。

			「はい、残っちゃいました」

			　いつもの明るさの欠片(かけら)もない、絞(しぼ)りだしたような笑顔でソフィアが答える。ヴェンコイは２人の気持ちを察した。そして周りにいる、他の残った狩竜人(かりゆうど)たちの顔を見回し、苦笑いする。

			「はっはっ、なんとなくお前さんらが考えてることはわかるがな。しかしちょっと思い違いかもしれんな、それは」

			　エルもソフィアも、なにが思い違いなのかわからなかった。

			「ヴェンコイさん、思い違いって……」

			「どうせ２人とも、今の状況で役に立ててないことを悔(くや)しがってる、そんなとこだろ？」

			　２人はうなずく。腕には自信がある。しかしその腕を認めてもらう努力は怠(おこた)っていた。それが今の待機という状況になってしまった。そう思っていた。

			「確かに２人ともまだ街にきて日が浅い。他の狩竜人(かりゆうど)と組んで仕事する機会も、ほとんどなかっただろう。だが１年目にしては充分なほど段位も上がっとる。ちゃんとな、見てる人も多い。その点は協会職員を舐めちゃいかんぞ。シロノなんざは優秀な職員じゃ。わしは依頼の割り振りに関しちゃわからんが、ちゃんと適(てき)材(ざい)適(てき)所(しよ)なんじゃよ」

			「でも適(てき)材(ざい)適(てき)所(しよ)で今ここにいるってことは、やっぱりまだ私たちは……」

			　そのとき、ソフィアの言葉をさえぎるように協会内に緊急事態を知らせる鈴が鳴った。若い２人の狩竜人(かりゆうど)の表情は険しくなる。ヴェンコイはいつか鈴が鳴ることを、予想していたかのように、１つ大きなため息をつく。

			「やっぱりか。アングイールが急に大きく移動して人里を襲(おそ)う場合、他の竜種にも影響することが多いんじゃ。もしくは逆に、アングイールが移動してきたのは、他の竜に押しだされたせい。このどちらかがな、多いんじゃよ」

			「そんな！　今は強い人たちが出払っちゃってるのに」

			「なにを言うか。確かに北方の危険の対処が最優先だが、協会もちゃんと考えて、人員を差(さ)配(はい)しとる。こういう事態にもできるかぎりの備えはしとるんだよ」

			　普段は職員しか立ち入らない協会の３階から、背の高い狩竜人(かりゆうど)が降りてくる。その狩竜人(かりゆうど)にシロノが駆け寄り、険しい表情で話しはじめた。

			「あの人は、協会付きの狩竜人(かりゆうど)ですか？」

			「そうじゃ、あいつは若いがやり手だぞ。しかしどんなに強くとも、１人では鈴が鳴るような緊急依頼は厳しい。多分だがな、残った連中を見るかぎりお前さんたちだな、呼ばれるのは」

			　２人はヴェンコイの言葉に不思議そうな顔をする。

			「今日みたいな緊急事態に余分な戦力は残しておけん。それでも今みたいに鈴が鳴ることはある。アングイールの群れ２つってことで、可能性は高かったんじゃよ。だから協会も、誰かは残さにゃあならんかった」

			「ソフィアちゃん、エル君。来てもらえるかな」

			　シロノがいつにない険しい顔つきで、２人の名前を呼ぶ。

			「ほら、出番じゃぞ。行ってこい」

			「待ってくれシロノさん。いくらなんでも１年目を２人ってのは連れていけない。それなら俺が１人で足止めしたほうが」

			「ガイツ君、あなた１人では絶対に行かせられないわ。今いる狩竜人(かりゆうど)の中で、１番腕が良いのはこの子たちなの。今いる中でってだけじゃなくて、ダンビスさんも彼らの強さは褒(ほ)めてたくらいよ。ここは２人のことを信じてほしい」

			「しかし……」

			　２人はシロノに呼ばれて窓口にやってきたが、話はまだ決まっていないようだった。ガイツと呼ばれた長身で鋭い目付きの狩竜人(かりゆうど)は、エルとソフィアを一(いち)瞥(べつ)する。

			「腕が良いとしても若すぎる。慎重なシロノさんが、なぜレイダーク相手にこの２人を選ぶんだ」

			　レイダーク、と聞いてソフィアは少し鳥(とり)肌(はだ)が立つ。大型竜の中でも象徴的な強さを誇(ほこ)る炎(えん)竜(りゆう)レイダークは、人食いと化していなくても圧倒的な理力を体に宿す。もしレイダークが安定して狩れる戦団なら、それは一流と呼ばれるに値する。そういう竜種だ。

			　そしてエルはその名を聞き、珍しく濁(にご)った感情が目に混じる。エルの出身は炎(えん)竜(りゆう)の村と呼ばれる東の果て。その竜の名前は、エルにとって特別な意味を持っていた。

			「あのシロノさん、僕たちは」

			「ごめんね２人とも、ちょっと待って。ガイツ君、これは狩竜(かりゆう)依頼じゃないわ。鉱山付近の人たちの避(ひ)難(なん)を誘(ゆう)導(どう)するのが最優先で、レイダークは足止めできればいいの。足止めならば２人は役にたつはずよ。私の判断を信じてほしい」

			「……わかりました、シロノさんの判断だ。信じます」

			　ガイツと呼ばれた狩竜人(かりゆうど)は渋々といった感じだが、２人を連れていくことを了(りよう)承(しよう)する。

			「２人ともよく聞いて。とても厳しい事態が発生したわ。南の鉱山近くで炎(えん)竜(りゆう)レイダークが出たの。レイダークの狩竜(かりゆう)実績がある人は出払ってて、今いる狩竜人(かりゆうど)ではガイツ君、協会付きの彼しかいない。でも彼１人では送り出せないから、２人に補佐をお願いしたいのよ。狩竜(かりゆう)じゃなくて、足止めの補佐を」

			　２人はヴェンコイの言葉の意味を理解する。自分たちが残されたのは、今のような状況を想定してのこと。まだわずかな信頼であったとしても、それに応えるべく２人の拳(こぶし)は強く握(にぎ)り締められる。

			　ただ協会側もすべてを見越していたわけではない。炎(えん)竜(りゆう)レイダークの出現など、予想できる中で最悪の部類だった。

			「ガイツ君は若いけど優秀な狩竜人(かりゆうど)よ。彼の指示に従って、しっかり役目を果たして。役目っていうのはこの場合、無事に帰ってくることまでがそうだからね」

			　エルとソフィアの手を片方ずつ、ぎゅっと握(にぎ)るシロノ。彼女の顔にいつもの優しく美しい笑みはなく、その両手は少しだけ震えていた。今打てる最良の手は、ガイツにエルとソフィアを帯(たい)同(どう)させ、人里に近づかないようレイダークの足止めをしてもらうことだ。

			　しかしそれは、決して望んで打つ手ではない。被害を最小限に止めるための手段が、３人の狩竜人(かりゆうど)を危険にさらすことになる。それでもできることがあるなら、協会職員として決断しなければならない。

			「任(まか)せてください！」

			　強(こわ)張(ば)った顔のシロノに対し、ソフィアは明るさを取り戻した笑顔だ。

			「大丈夫です、シロノさん。絶対無理はしませんから」

			　落ちついた低い声でエルも答える。それは頼もしい声だったが、少しだけ彼らしくないともいえた。

			「エルとソフィアといったな。俺はガイツだ。この状況でレイダークを人食いにするわけには絶対いかん。とにかく俺の指示に従うようにしてくれ。すぐ出るぞ、準備はいいか？」

			　無言でうなずく２人の顔に、少しだけ緊(きん)張(ちよう)が浮かぶ。

			「待って、エル君はボウガンが使えるのよね。協会のボウガンと、麻(ま)痺(ひ)矢の在庫ありったけ渡すから使ってちょうだい。ないよりはあったほうがいいわ」

			　２人がボウガンすら持ってないことに気づき、ガイツの不安は募(つの)る。しかし文句を言える状況でないことは彼もわかっていた。残る他の狩竜人(かりゆうど)は引退間近の年寄りか、リグトンを相手にするのが精一杯の若手ばかり。

			　シロノから２人の狩竜(かりゆう)歴を見せられ、確かに１年目とは思えない成果を出しているのはガイツも確認していた。とにかく自分が足止めし、時間を稼(かせ)ぐしかないと考える。

			「じゃあ絶対無理しないで。狩竜人(かりゆうど)の仕事は生きて帰ってくることが最優先よ。行ってらっしゃい」

			　協会の備品のボウガンをエルが受け取り、笑顔のないシロノに見送られて３人の狩竜人(かりゆうど)は南の鉱山へ向かった。

			「打ち合わせは移動しながらだ。もし途中で遅れるようなことがあれば、その時点で街へ引き上げてくれ。脚が遅い狩竜人(かりゆうど)ほど死にやすい奴はいない。悪いがお守りをしている場合じゃないんでな」

			　２人は軽んじられてることに文句を言うわけでもなく、ガイツの言葉に従う。ガイツとしても２人のことを邪(じや)険(けん)にするつもりはなかったが、状況が状況であり、若い狩竜人(かりゆうど)を気遣う余裕などなかった。

			「２人の武器は、その長剣とハルバードで間違いないな。エルは協会で借りたものがあるが、もともと２人ともボウガンは使わないのか？」

			「はい。僕は多少練習してましたが、正直自信はありません。ただレイダークは的が大きいし当てることはできると思います」

			「私は付(ふ)加(か)理力がまったく使えないので、ボウガンを持ってもあまり意味がないんです」

			「付(ふ)加(か)理力が使えない……どういうことだ？」

			　ガイツが怪(け)訝(げん)な顔をする。ソフィアはなんとか手早く自分の体質のことを説明しようとするが、上手くできる自信がなく言葉につまった。それを見て、エルが先に喋(しやべ)りだす。

			「彼女は特(とく)異(い)体質で、体の外に理力がまったく漏(も)れないんです。出そうと思っても出ないので、付(ふ)加(か)と放出は一(いつ)切(さい)できません。その代わりに、理力を体内で効率よく使えます。だから持続力は普通の人とは桁(けた)違いです。彼女はもともと理力量が多いほうだと思いますが、その何倍にも感じられる動きができます。息切れなんて絶対しません」

			　ガイツは驚いた顔をする。ただ彼は、普通の狩竜人(かりゆうど)より理力学について詳(くわ)しかった。何度かエルの言葉を頭の中で反(はん)芻(すう)し、ソフィアの体質を理解した。

			「そんな奴がいるのか……なんとなくだが理解した。中途半(はん)端(ぱ)にボウガンが使えるより、息切れしないほうが役に立ちそうだ」

			　ソフィアはエルの顔を見て、ありがとうとつぶやく。自分に代わって説明してくれたことに、少しだけ驚きを感じる。出会った頃は挨(あい)拶(さつ)１つでまごまごしていたのに、とエルの確かな変化を少し嬉(うれ)しく思った。

			「ガイツさんの武器は？」

			「ああ、俺の武器はこいつ、片手の突剣とボウガンだ。はっきり言っておこう。俺の攻撃でレイダークが弱るまで、血を削ったりは無理だ。攻撃という点に関して、俺は卑下するわけではなく並でしかない。ただ、竜の動きを制限することには自信がある」

			　ガイツは走りながら右の手のひらを上に向ける。そして夏の明るい日差しの中でもはっきりわかるほどに、手のひらに光る丸い物が浮かぶ。ソフィアは驚きの声を上げ、エルは目を見開いて感心の声を上げる。

			「え、嘘(うそ)っ……なに？　なんですか、それ？」

			「すごい……初めて見た。これ、光球理力ですか？」

			「エルは知ってるようだな、話が早くて助かる。こいつの制御に関して、俺は絶対の自信がある。理力を無(む)駄(だ)にしたくないから小さくしてるが、最大で人の頭くらいまではいける」

			「へええ、これが光球理力かあ。知ってはいたけど、私も初めて見ました。でもこれ、熱かったりしないんですか？」

			「扱いを間違えれば大火傷(やけど)だな。だが上手く扱えれば、目潰(つぶ)しの強い光になる。理力を細かく操作して放出するとこうなるんだ。こいつを弾けさせると、強い光を放つ。竜の目の前で弾けさせれば、しばらく相手の視力は完全に奪える。麻(ま)痺(ひ)矢と違って動きは止められないが、何度でも使えるのが強みだ」

			　竜の動きを止める、黄(こう)牙(が)竜シュブイールの毒。しかしその麻(ま)痺(ひ)矢は、何度も使えない。何回も毒を射ちこむと、竜は耐性をすぐに持ってしまうのだ。レイダークのような大型竜の動きを止めるには、ただでさえ多くの本数が必要な麻(ま)痺(ひ)矢。それもすぐに効かなくなってしまう。

			「すごいなあ、魔法みたいじゃないですか」

			「魔法などという、ありもしないものじゃない。きちんと理力学に基づいた技術だ」

			「それは僕らが見ても大丈夫なんですか？」

			「いい質問だ。こいつは人の目に入っても当然視界を奪う、強烈な光だ。だから俺が、いま、と叫んだ瞬間から一秒数えるまで目はつぶっておけ。俺の声を絶対に聞き逃すな」

			「わっかりましたっ。すごい、放出理力ってやっぱ格(かつ)好(こう)良いなあ」

			　炎(えん)竜(りゆう)レイダークに立ち向かおうとしている狩竜人(かりゆうど)にしては、呑(のん)気(き)な言葉を口にするソフィアにガイツは呆れる。しかし、下手に緊(きん)張(ちよう)されるよりかはましだ。

			「ただ目を潰(つぶ)しても、レイダークは暴れるからな。絶対無(む)闇(やみ)に近づくな。とにかく足止めが俺たちの仕事だ。生きてるレイダークを見たことは？」

			　ソフィアは首を横に振る。彼女は比較的竜の少ない安全な街で生まれ育った。これまで彼女が滞(たい)在(ざい)した中では、フェネラル近辺が最も竜の出現数が多い。

			「僕は何度もあります。狩竜人(かりゆうど)になる前ですが、狩ったこともあります」

			「ばかなっ、炎(えん)竜(りゆう)だぞ！　狩ったことがあるなど……」

			　今度はエルのことだが、代わりにソフィアが説明する。

			「えっとですね、エルは出身がレズレンの村で、最近までそのまた山奥に住んでたらしいんですよ。私も最初に聞いたときは信じられませんでしたけど、嘘(うそ)を言うような男じゃないですから、本当なんだと思います」

			　なにを言ってるんだという目で２人を見るガイツ。レイダークは20段以上の狩竜人(かりゆうど)が複数で狩竜(かりゆう)に当たるのが普通だ。ガイツはエルの言葉を信じることができなかった。

			「ただそのときは師匠と一緒で、しかもかなり弱った状態のレイダークでした。だから正確には、弱って動きの鈍(にぶ)ったレイダークに止めを刺した、くらいの経験です。師匠もそこまで強くはなかったから、いつもはレイダークに近づかれたら逃げてたんです。だから本当に戦ったと言えるのは、その１回だけですが」

			　事情を詳(くわ)しく聞いている暇(ひま)がないことが悔やまれるが、それならありえるかとガイツは無理やり納得する。弱っているとしても、レイダークは恐ろしい。その師匠というのが強かったのだろうと想像した。

			　だがガイツの想像は間違っていた。エルが師匠と呼んでいた男は、レイダークを狩れるほどは強くなかった。弱っていたから倒せたのは間違いないが、ほとんどエル１人の功績だった。

			「わかった。とにかく実際に出くわした経験があるのは大きい。レズレンの村か……炎(えん)竜(りゆう)の村出身なら見たことがあるのは確かだろう」

			「私たちはどう動きますか？」

			「まず近づくな、それが第一だ。レイダークは炎も怖いが、それよりもでかい図体で素早く動くことが脅(きよう)威(い)だ。とにかく奴の攻撃範囲に入らないようにしろ」

			「でもそれだと、おとりにもならないんじゃ」

			「それでいい、奴が近づいてきたら全力で逃げろ。俺１人だと距(きよ)離(り)を取るのもままならんから、お前たちが必要なんだ。無理におとりになろうとしなくても、奴のほうから襲(おそ)ってくる。そこで俺が光球を使って足止めするのが基本戦術だ」

			　２人はうなずく。エルはレイダーク相手でも立ち回れる自信はあったが、それは口にしても仕方のないことだとわかっている。どれだけ言葉で強いと言い張っても、信用されなければ意味がない。その信用を勝ち取るには、実際に狩竜(かりゆう)の腕を見てもらうしかなかった。

			「よし、２人とも脚には自信がありそうだな。少し急ぐからしっかりついてこい」

			　話しながら進んでも息の切れない２人を見て、ガイツは速度を上げる。

			　フェネラルの街を支える産業である鉱山では、常に多くの人が働いている。まだ誰も犠(ぎ)牲(せい)になってないことを祈り、３人は南へと急いだ。

			　

			　鉱山周辺には木々が少ない。そのおかげで遠くまで目が届くのが幸いした。鉱山で働く人々は、早い段階で炎(えん)竜(りゆう)レイダークの接近を知ることができていた。すでに山道を駆け、避(ひ)難(なん)を始めている大勢の人たち。その最後尾にいたのは年老いた狩竜人(かりゆうど)だった。

			「ガイツ、ガイツか！」

			「ジッカートさん！　良かった、ジッカートさんが率いてくれてたんですね」

			　老狩竜人(かりゆうど)は、協会付きの狩竜人(かりゆうど)の顔を見つけ、少し胸を撫(な)で下ろす。なんとか大勢を率いて逃げてきたが、誰かの助けがなければ絶望的な状況だった。

			　ジッカートと呼ばれた白髪の老狩竜人(かりゆうど)の顔を見て、ガイツのほうも少しだけ安(あん)堵(ど)する。ジッカートはかなりの高齢で前線には出なくなっているが、以前はフェネラルで最強の狩竜人(かりゆうど)として名を馳せた人物。老いたとはいえ、避(ひ)難(なん)民の護(ご)衛(えい)を任(まか)せるには充分に信頼に足る狩竜人(かりゆうど)だ。

			「たまたまな、知り合いに会いに鉱山に来とったんじゃ。いや、無(む)駄(だ)話しとる場合じゃない。レイダークがすでにこっちに向かってきとる。まず悪い知らせとして、逃げるときにありったけ麻(ま)痺(ひ)矢を射っとる。奴に麻(ま)痺(ひ)矢はもう効かん。良い知らせとして、まだ犠(ぎ)牲(せい)者は出ておらん。老いぼれの矢が刺さるくらいじゃ、おそらく人食いにはなっておらん」

			「わかりました、ジッカートさんはこのまま避(ひ)難(なん)民の護(ご)衛(えい)をお願いします」

			「うむ任(まか)せろ。しかしガイツと若いの２人だけか。ダンビスたちは来ないのか？」

			「街の北方でも緊急依頼が発生してます。そっちに人手が取られていて……」

			　そのとき、大きな足音が近づいてくるのを誰もが感じ取った。

			「近いな……今のわしじゃあ避(ひ)難(なん)の誘(ゆう)導(どう)しかできんが、こっちは任(まか)せてくれ。ガイツも後ろの２人も、絶対に無理するでないぞ！」

			　３人はうなずき、避(ひ)難(なん)民とは逆の方向に走りだす。山道は鉱石を運ぶため、広く作ってあるのが災いした。大型竜でも充分通れる道幅だったので、ジッカート率いる避(ひ)難(なん)民たちは、まっすぐ追いかけられてしまっていた。

			　麻(ま)痺(ひ)矢を射ったということは、ボウガンが届く距(きよ)離(り)まで近づかれたということ。経験豊富な狩竜人(かりゆうど)がその場にいなかったら、被害は計り知れないものになっていただろう。３人はジッカートの存在に感謝しつつ、今度は自分の役割を果たすべく前に進む。

			「この先に少し広い場所があるはずだ、そこで迎え撃つぞ。このままだと避(ひ)難(なん)する人に追いつかれる。とにかく時間稼(かせ)ぎだ」

			「はい！」

			　同時に返事をした２人が、それぞれ背中の武器を手に取り余分な物を放り捨てる。せっかく借りてきたボウガンだったが、それも麻(ま)痺(ひ)矢が効かないとなれば意味がない。ガイツがボウガンを置いたのをみて、エルもそれにならった。

			　鉱山の石捨て場らしき広い場所に出ると、炎(えん)竜(りゆう)レイダークの姿が見えてきた。盛り上がった背中や、人など簡単に踏み潰(つぶ)す太い４本の脚が、体長以上に体を大きく見せている。レイダークの鱗(うろこ)は、本来濃い草色の鱗(うろこ)。しかし３人の前に現れたのは、変色して黒一色に見える鱗(うろこ)の持ち主だった。黒い鱗(うろこ)は、レイダークが長く生きている証(しよう)拠(こ)だ。残念ながらそれは、相手が強力な個体であることを示していた。

			　ガイツが右手に理力を集中させ、先ほど２人に見せたものの何倍も大きな光球を作りだす。レイダークの視線が３人をとらえた瞬間、ガイツが右の手のひらをまっすぐ巨体に向けた。かなり距(きよ)離(り)があったが、見事に制御された光球がレイダークの目の前に飛んでいく。

			「いま！」

			　離れているとはいえ、大型竜が迫っているのに完全に目を閉じるというのは恐怖だ。だがエルもソフィアも、一(いつ)切(さい)ためらわずに目を閉じ、言われたとおり心の中で１秒数えて目を開ける。レイダークは急に視界を奪われて混乱し、足を止めてその場で暴れだした。

			「うへえ、でっかいわね」

			　レイダークを初めて目にしたソフィアは、その巨体の威(い)圧(あつ)感に驚く。ただ彼女は怯(おび)えたりはしていない。初めて見た竜はどんな動きをするのか。それを確認するために、暴れるさまをじっと見つめる。混乱したレイダークは尻(しつ)尾(ぽ)を振り回しつつ、口から扇の形状で炎を撒き散らしていた。

			「ソフィア、あいつの炎は近づいただけで熱い。充分に距(きよ)離(り)を取って」

			「わかった」

			「もう少し近づいてきたら、光球をもう１発射つ。そしたらあいつの背後に回りこむぞ」

			　エルは左に、ソフィアは右に散り、３人はレイダークから均(きん)等(とう)に距(きよ)離(り)を取る。視界を徐々に取り戻したのか、レイダークが３人の姿をそれぞれ確認するように首を振る。そして新たな獲物として認識すると、まっすぐガイツに向かって突っこんできた。

			「よし、俺に来るならありがたい」

			　ガイツはすでに次の光球を作りだしていた。視線が自分に向いていれば、それだけ楽に目を潰(つぶ)せる。

			　ガイツの合図とともに、再び辺りが光に包まれた。３人は目を閉じたまま走りだしている。レイダークは今度は止まらずに突っこんでくるが、そこにはすでに誰もいない。３人はレイダークが来た方向へと、素早く回りこんだ。

			「いいぞ。このまま少しずつ引きつけながら、３番鉱山へ向かう。そっちに行けば人はいないはずだ」

			　まったく臆(おく)することなく指示通りに動く２人を見て、ガイツは感心する。目を閉じる勇気といい動きの俊(しゆん)敏(びん)さといい、ただ時間を稼(かせ)ぐことなら充分可能だと感じた。３人はレイダークの姿を確認しながら山道を走る。

			　怒り狂って向かってくるレイダークが追いつく前に、ガイツが光球で足止めをする。それを繰り返し、人里から離れるように誘(ゆう)導(どう)していく。

			　ただ逃げるだけの３人だが、ガイツはそれ以外の方法を思いつかなかった。なんとか人里から遠ざけ、増(ぞう)援(えん)が来るのを待つしかないと考えている。

			　２人の若い狩竜人(かりゆうど)は、期待以上に動きが良く、息も切らさずついてくる。しかし無理して攻撃に移り、やられてしまっては元も子もない。ガイツは自分の非力さを恨(うら)みながらも、今できることをするしかなかった。

			　３人をなんとか食ってやろうと追いかけてくるレイダークが、分かれ道で急に立ち止まった。そして３人を無視し、別の方向へと首を向ける。ガイツは不思議に思い、エルとソフィアは青ざめた。

			「人の声だわ！」

			　ソフィアが叫び、エルがレイダークの注意を引くべく飛びだした。

			「ばか、やめろ！」

			　ここまで完全に指示通りに動いてくれていただけに、急に無(む)謀(ぼう)としか思えない行動を取られてガイツは驚く。ソフィアが人の声だと叫んだが、ガイツには人の声も気配も、まったく感じ取れていなかった。

			　レイダークは突っこんでくるエルを振り払うように、巨大な尻(しつ)尾(ぽ)で地面を撫(な)でる。ガイツは光球を作りだしているが、すぐには完成しない。まっすぐ突っこむエルの姿に、ガイツは悲鳴を上げたくなる。しかしエルにとっては無(む)謀(ぼう)な行動ではなかった。

			　エルはわざと尻(しつ)尾(ぽ)をぎりぎりで避(さ)け、素早くその先端を切りつける。巨体を持つレイダークにとってはかすり傷程度の一撃だが、それでも間違いなく血は流れた。そして反撃に備えて素早く距(きよ)離(り)を取る。

			　しかし残念ながら思(おも)惑(わく)通りにはいかなかった。気を引くために突っこんでも、レイダークは他の獲物に興味を向けたままだった。

			　簡単に狩れそうな獲物がいれば、まずそちらに向かうのが竜だ。まるで３人をけん制するかのように炎を吐きだし、分かれ道を別の方向へと走りだす。

			「ガイツさん、あっちから人の声が！」

			　そんなものはまったく聞こえなかったガイツだが、レイダークが向きを変えたことは他の獲物を見つけたということ。２人の言葉を信じ、狙(ねら)いを定めて光球を放つ。幾(いく)度(ど)となく放たれる光に苛(いら)立(だ)つレイダークだが、竜にこの技を防ぐことはできない。

			　しかし視界を奪われたにもかかわらず、レイダークが止まることはなかった。怒り狂ったように暴れながら、新たな獲物の臭いのする方角へと走り続ける。

			「くそ、人の声がしたってのは本当か？」

			「はい、間違いないです。あいつ、そっちに向かってる」

			「わかった。一撃くれてやったのは見事だったが、絶対無茶だけはしてくれるなよ」

			　今度は追いかけられる側から、追いかける側になる。レイダークが向かったのは閉山された３番鉱山ではなく、今も稼(か)動(どう)している４番鉱山の方角。そしてそこには２人の若い男女の姿があった。

			　避(ひ)難(なん)もせずにこんなところでなにを。そうガイツは怒(ど)鳴(な)りたくなるが、そんな暇(ひま)はない。向かってくるレイダークに悲鳴を上げて腰を抜かす女。男はそれを見捨ててその場から逃げだす。

			「目を閉じろ！」

			　ガイツは叫んで光球を弾けさせる。ただレイダークは若い女のすぐ近くまで迫っていた。視界を奪えても、暴れて炎でも吐かれたら、その時点で女の命はない。助けるためにはこちらから攻撃するしか手はなかったが、ガイツはためらう。人食いを止めるために攻勢に出て、こっちが食われては意味がなかった。

			「助けます、援(えん)護(ご)を！」

			　エルが加速して女の救出に向かう。そして今度はソフィアがレイダークに突っこんだ。まだ視界が戻らず暴れているレイダークに、ためらうことなく切りかかる。

			　そして白(はく)緋(び)鉱(こう)のハルバードで一閃、尻(しつ)尾(ぽ)の先端を切り飛ばす。今度はかすり傷程度では済まない攻撃。レイダークは怒りに満ち、闇(やみ)雲(くも)に炎を吐きだす。

			　炎を吐く前に充分距(きよ)離(り)を取っていたソフィアだが、その熱さには驚いた。炎に巻かれなくても息苦しさを感じるほどに、レイダークのそれは強烈な熱だった。

			　ソフィアの攻撃の隙(すき)に、腰を抜かしてへたりこんでいた女を、エルが乱暴に抱えて走りだす。女を見捨てて逃げた男は、光球に目を潰(つぶ)されのたうち回っていた。２人の男女を抱えて逃げるのは難しい、攻撃に出るしかないと判断し、ガイツは腹を括(くく)る。

			　エルとソフィアの動きを見て、もしかしたらという思いもあった。硬い鱗(うろこ)をものともせず一撃で切って落とすなど、並の狩竜人(かりゆうど)ではない。

			「そこの男、さっさと立て！」

			　ガイツが怒(ど)鳴(な)るが、男はまだ目が開けられず立てないでいた。女は泣きながらエルにすがりついている。どうにも邪魔な存在だが、人食いにしないためには見捨てるわけにもいかない。そして視界が戻ったレイダークが、今度は転がる男に目を向けた。

			「ガイツさん、攻撃に出ます。守りながらは逃げきれない！」

			　エルが女を振りほどいて叫ぶ。わかっているとばかりにガイツはうなずく。右手の片手剣をしまい、光球を作りだす。

			「いいか、俺がおとりだ。攻撃はお前ら２人に任(まか)せる。浅くていい、一撃離(り)脱(だつ)のみだ。殺そうとしなくていいから無茶だけはするな」

			　無茶をするなと言っておきながら、無茶な要求をしているとガイツは思う。邪魔な男女がいなければ、陽が沈むまででも時間を稼(かせ)げたはずだった。

			　しかし、今さら考えても仕方のないこと。レイダークが男に向かって走りだす。同時にガイツは光球を放ち、エルとソフィアは地面を蹴(け)った。

			　狩竜人(かりゆうど)たちが攻勢に出る。

			　ガイツは光球を放つと同時に、転がる邪魔者を排除すべく、抱え上げて距(きよ)離(り)を取る。その間にソフィアとエルが飛びかかり、右後肢を同時に切りつけて転ばせる。

			　竜の闘争心は強い。多少切られた程度では意に介さず、すぐさま反撃に出る。大型になればなおさらだ。その大型のレイダークが立っていられなくなるほどの深い一撃。ガイツは自分の目を疑(うたが)った。

			「この野郎、いい加減立て」

			「目があ、だって目が……」

			「目なんてなくても走れるだろうが！」

			　危険を冒してまで攻勢に出るはめになった原因の男。ガイツは乱暴に立たせて背中を突き飛ばす。そしてそのまま走れと怒(ど)鳴(な)りつけた。

			　レイダークはすでに傷が塞(ふさ)がり体勢も立て直している。しかし視界を奪われたままなのに、今度は獲物を探すように首だけ振って暴れる様子がない。それが不気味で、エルもソフィアも追(つい)撃(げき)できずにいた。

			「ほんと修復早いわね」

			「うん、理力が半(はん)端(ぱ)じゃないんだ。ソフィア、尻(しつ)尾(ぽ)に気をつけながらレイダークの左側に回るように動いて。こいつ右利きだ」

			　右利きという言葉と、左に回れという意味のつながり。それをソフィアは瞬時に理解できなかった。ただ深くは考えない。エルを信頼して左側に回ればいい。そう思ってソフィアはうなずく。

			　レイダークの視線が定まる。目の前の３人が食事の邪魔をすることを理解したかのように、今度は逃げた男女は追わない。まとまっている２人よりも、まずはガイツを狙(ねら)ってレイダークの巨体が動きだす。

			　男がまだ近くにいたせいで、ガイツは光球を射つのを控えるしかなかった。男の目まで潰(つぶ)してしまい、また邪魔になられてはたまらない。レイダークが左前肢で踏み潰(つぶ)すように、ガイツに襲(おそ)いかかる。

			　大きな図体で俊(しゆん)敏(びん)に動くレイダークの一撃をかわすが、作っていた光球は集中を乱され霧(む)散(さん)してしまう。ただガイツはこれでいいと思った。自分を狙(ねら)ってくれれば、その隙(すき)を逃さず２人がやってくれるはずだ。

			　ガイツの思(おも)惑(わく)通り、ソフィアがまず硬い鱗(うろこ)を浅く広く切り裂く。その切り裂いたところを寸分違わず、エルが深く切りつける。レイダークが尻(しつ)尾(ぽ)を振り回すが、そこに２人の姿はすでにない。レイダークの左脇から、血が吹きだす。

			「かったいわね、こいつ。深く刃が入んないわ」

			「うん、でも今の感じでいこう。僕の剣だと鱗(うろこ)はまずい」

			　ソフィアは自分の手に残る重い感触を確かめた。白(はく)緋(び)鉱(こう)のハルバードでさえ、高い理力が通ったレイダークの体は硬く感じる。

			　ガイツからすると目を覆(おお)いたくなるような、ぎりぎりの攻撃をする２人。しかしもう無茶だ無(む)謀(ぼう)だと言う気はなかった。あの２人にはあの距(きよ)離(り)が普通で、本人たちは危ないとは思っていない。

			　攻撃がかすっただけで致(ち)命(めい)傷(しよう)になるレイダーク相手に、平気で血が噴きだすような深い攻撃を入れられる。１年目の狩竜人(かりゆうど)がレイダークなど相手にできるわけがない、という常識を頭から振り払う。

			　竜は弱い獲物、狩りやすい獲物から狙(ねら)うことが多い。レイダークが自分に狙(ねら)いを定める理由をガイツは理解した。

			「いま！」

			　目を潰(つぶ)されて怒り狂うレイダークは、自分の周囲をすべて焼き尽くすように炎を吐く。３人の狩竜人(かりゆうど)は大きく距(きよ)離(り)を取り、いったん合流する。

			　ここまで幾(いく)度(ど)となく放たれた光球に、エルもソフィアも条件反射のように目を閉じるようになっていた。この繰り返される目潰(つぶ)しがなければ、大きな危険を冒してでも、真正面から攻撃を加えなければならない。耳に頼らず目と鼻で獲物を追う竜相手には、なんと便利な技なのだろうか。

			「ガイツさん、光球って連続して使って理力は大丈夫なんですか？」

			　放出理力は消費が激しく制御も難しい。戦闘で役立つような放出理力の使い手は狩竜人(かりゆうど)でも滅(めつ)多(た)にいない。理力が外に出ない体質のおかげで、抜群の持続力を誇(ほこ)るソフィアとは逆に、外に理力を放出し続ければ疲(ひ)労(ろう)で倒れてもおかしくない。

			　しかしガイツはエルの問いに力強くうなずいた。

			「安心しろ、俺はこれだけで20段まで昇ったんだ。１日中だっていける」

			　多少の強がりはあった。ただ危険な役割を若い２人に任(まか)せておいて、年も経験も上の自分が音を上げるわけにもいかない。それに勝(しよう)算(さん)がある今の状況を、みすみす逃すことはないとガイツは考えていた。

			「お前らを見くびってたようだ。もう逃げるのはやめだ。弱らせるまで根競べでいくぞ」

			「はい、根競べなら任(まか)せといてください。私得意なんですよ」

			「よし、行こう、ソフィア！」

			　レイダークから視線を外さないままに３人は意思の統一を図り、再び向かっていく。

			　ガイツがわざと真正面に立って引きつける。エルとソフィアが同時に切りかかる。小型竜相手のように、一(いち)撃(げき)一(いつ)刀(とう)で切り落とすわけにはいかないが、少しでも多くの血を奪うようにレイダークの体を深く切り裂く。

			　血が流れだしても途(と)端(たん)に修復が始まり、動きもまったく鈍(にぶ)らない。しかしそれを繰り返すしかなかった。

			　こちらはかすっただけで致(ち)命(めい)傷(しよう)になりかねない。しかし攻撃する場合は、何度も深い一撃を加えなければならない。根本的な人と竜の生命力の違いに、３人の狩竜人(かりゆうど)は精神を削られる。それでもガイツは正面に立ち、２人は危険地帯に飛びこんでいく。

			　高かった陽が、だんだんと傾いていく。ガイツとエルの息も荒くなってきていた。特(とく)異(い)体質のソフィアだけは、まだ動きが衰(おとろ)えていない。

			　しかしレイダークも、まだ動きは衰(おとろ)えていなかった。辺りの岩と砂は、レイダークから奪った血で黒くなっている。それでも目の前の巨大な竜は、凶暴さを失うことはない。

			　もう何度繰り返したかわからない攻撃の中で、ソフィアの手に残る手応えがようやく変わる。いける、そう思った瞬間にハルバードを深くレイダークの体に捻(ひね)りこみ、強引に左後肢の半分まで切り裂く。が、その判断は間違いだった。

			　体に宿す理力が、血とともに外に流れでたレイダーク。その体は確かに緩(ゆる)んでいた。

			　しかし闘争心はまるで衰(おとろ)えていない。これまでより深くハルバードを差しこんだ分、その場から離れるのが遅れてしまった。

			　レイダークの尻(しつ)尾(ぽ)がソフィアを襲(おそ)う。まずい、と思った瞬間、ソフィアの体が宙に浮いた。尻(しつ)尾(ぽ)ではなく、人の手によって投げ飛ばされていた。

			　尻(しつ)尾(ぽ)の直撃を喰(く)らったのは、エルだった。

			　人が小石を投げるような勢いで、エルが地面に叩きつけられ飛んでいく。

			「エル！」

			　体勢を立て直したソフィアが、かばわれたのだと知って悲鳴を上げた。

			　すぐさまガイツが光球の準備を始める。光球は理力操作を誤(あやま)ると、自分の手を焼く火球に変わってしまう。さすがに焦(あせ)っていたガイツは、手のひらから肉の焼ける匂いを漂(ただよ)わせてしまう。それでも作るのは止めない。ただ、とても間に合いそうになかった。

			　倒れこむエルに、レイダークは容(よう)赦(しや)なく向かっていく。

			　ソフィアがそうはさせないと、無(む)我(が)夢(む)中(ちゆう)で切りかかる。ハルバードは届いた。届いたが、それはほんのわずか切っ先のみ。かすり傷など無視をして、炎(えん)竜(りゆう)は突き進む。

			　レイダークはもはやエルを食うつもりなどなかった。自分を痛めつける敵。そう認識して、殺すためだけに襲(おそ)いかかる。

			　レイダークの前肢が振り上げられ、エルに向かって叩きつけられた。再び上がったソフィアの悲鳴は、なにを言っているのかわからない、無茶苦茶な叫びだった。

			　しかしレイダークの前肢の下には、地面しかなかった。エルはすんでのところで、死が約束された一撃をかわしていた。

			　弱った獲物は逃さないとばかりに、追(つい)撃(げき)するレイダーク。大型竜の尻(しつ)尾(ぽ)の直撃。いかに高理力で身を固めていても、人に耐えられる攻撃ではない。

			　ただエルは痛みに慣れていた。幼い頃から否(いや)応(おう)なく、そういう環境に身を置いていたのだ。普通なら意識が飛んでもおかしくない攻撃を受け、それでもエルは、素早く動き必死に攻撃をかわす。

			　そして１人を執(しつ)拗(よう)に狙(ねら)えば、大きな隙(すき)になる。

			　深く踏みこんだ一撃。ソフィアのハルバードが、太い尻(しつ)尾(ぽ)を半ばから断ち切った。ここまで弱る気配を見せなかったレイダークが、よろめいて倒れこむ。すぐに立ち上がったが、動きが鈍(にぶ)ったのは明らかだ。

			　切られた尻(しつ)尾(ぽ)からおびただしい流血。これまで一瞬にして修復が始まっていたが、ソフィアが切り落とした尻(しつ)尾(ぽ)の切り口から、じわじわと流れでる血はなかなか止まらなかった。

			　レイダークは隙(すき)だらけだ。ソフィアなら止めを刺せたかもしれない。しかしそれよりも優先してしまうものがあった。

			「エル、大丈夫!?」

			　涙目になって、ソフィアは駆け寄ろうとした。しかしエルは、それを左手を広げて制止する。かろうじて長剣を離していないが、エルの右腕は力がまったく入らないかのように垂れ下がっていた。肩が外れてしまったのだ。エルは苦痛に顔を歪(ゆが)めながら、左手で右肩を押しこむ。骨がきしむような音がすると、右腕は力を取り戻した。

			「大丈夫だ、このまま続けよう。間違いなく弱ってる！」

			　あんな攻撃を受けて大丈夫なわけがない。ガイツとソフィアはそう思うが、とにかく命に別状はなさそうだと胸を撫(な)で下ろす。

			　ふらつきもせずに立つエルを見て、ソフィアは悔(くや)しさで唇を噛(か)み締める。自分が攻撃を欲張ったせいで、エルが命を落としかけた。そう思うと、ソフィアの背筋に冷たいものが走る。

			　しかし反省をしている暇(ひま)はなかった。確かにレイダークは弱っている。ガイツもここが正(しよう)念(ねん)場(ば)だと、自分も攻撃に参加するため片手剣を抜いた。

			「もう少しだ、慎重にいくぞ！」

			　ガイツが真正面から飛びかかる。動きの鈍(にぶ)ったレイダークは反応が遅れ、片手剣が左目を貫いた。ソフィアが左後肢を切り、エルが同じ場所に追(つい)撃(げき)を加える。半ばまで切り裂かれた脚は、修復がなかなか始まらなかった。

			　巨体を引きずるように反撃を試みるレイダーク。さっきまでの俊(しゆん)敏(びん)な動きとは打って変り、見る影もない鈍(にぶ)い反撃。そんな状態になっても、竜は闘争心を失わない。

			　竜は大きい種になればなるほど、逃げないと言われている。その巨体には大きな理力と矜(きよう)持(じ)を有し、敵とみれば命を賭(か)けてでも排除にかかる。

			　その強さ、その生命力こそが、竜を生物の頂点たらしめている。人のような小さな生物に、負けるわけにはいかないのだ。

			　そして人もまた、自分たちを脅かす竜に負けるわけにはいかない。鈍(にぶ)い攻撃をかわした３人は、容(よう)赦(しや)なく血を奪う攻撃を重ねる。

			「弱ってるが絶対に気を抜くなよ！」

			　ガイツが確認をするかのように、２人の顔を見る。エルの顔は青ざめていた。痛みをこらえるように、深く大きく肩で息をしている。ソフィアもガイツも、エルにもう動くなと言いたくなる。しかし大丈夫だとエルが自分で言い切った以上、それは口に出せなかった。

			無理だと思えば自分で引き下がるのが狩竜人(かりゆうど)だ。そこは信じるしかない。

			　レイダークが最後の力を振り絞(しぼ)るようにエルに突進してくる。それを避(さ)けざまに、エルは右前肢を切りつけた。

			　それでもなお、レイダークは大口を開けてエルに喰(く)らいつこうとする。ガイツがまだ修復しきっていない左目を、再度貫く。そしてソフィアの渾(こん)身(しん)の一撃。左後肢は、完全に切り落とされた。レイダークが、力なく崩れ落ちる。

			　エルが雄(お)叫(たけ)びを上げながら、レイダークの首に向かって長剣を振り下ろす。半分まで刃が入ったところで硬い骨に当たり、長剣が止まる。最初はどこを切っても勢いよく噴きだしていた血も、垂れ落ちるように流れだすだけだった。

			　油断することなく、エルは素早く飛びのく。しかしもう反撃はこない。まるで糸の切れた人形のように、巨大な竜は崩れ落ちた。
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			　陽もそろそろ西の山に隠れる頃。動かなくなったレイダークを、３人の狩竜人(かりゆうど)は無言で見つめていた。左目は深くえぐられたまま。ちぎれかけた首も修復が始まっていない。左後肢は完全に切り落とされている。いくら竜の生命力が驚(きよう)異(い)的であっても、動くことは絶対にないといえる状態だった。さすがにこの状態を見て、まだ油断できないとは思っていない。ただ長かった戦いの余(よ)韻(いん)に浸るように、３人とも動けずにいた。

			　急にはっと顔を上げたソフィアが、エルに向かって走りだす。

			「ばかあああごめええええん！」

			　訳のわからないことを叫びながら走ってくるソフィアにエルは驚く。と同時に体の力が抜け落ちた。興奮状態であまり感じていなかった痛みが、全身を襲(おそ)いだす。

			　ソフィアは飛びかかって抱きつこうとしてしまう。しかし怪(け)我(が)人相手にそれは駄目だと気づき、なんとかエルの寸前で止まった。

			「なにが大丈夫よ、そんなはずないじゃない！　あんなぶっ飛ばされて、大丈夫なわけないじゃない！　寝て、早く寝て、ごめん、私のせいだごめん、ごめん……」

			　その手つきは優しいが、押し倒すようにエルをその場に寝かせる。矢継ぎ早に言葉を浴びせて謝るソフィア。

			　エルはソフィアが涙を目に浮かべているのに気づいて笑おうとするが、苦痛で顔が歪(ゆが)んでしまう。

			「あほうが。右肩、自分ではめやがったな」

			　ガイツもエルの側にやってきて、顔を覗(のぞ)きこむ。痛みで冷や汗をかいているエルの顔を確認すると、ガイツは自分の手についた汚れを落とした。

			「いろいろこいつに言いたいのはわかるが、治(ち)癒(ゆ)が先だ。ちょっとどいてろ」

			　とにかく急いで治(ち)療(りよう)をしなければ。そう思っていたソフィアは、エルを背負って街まで帰る気でいた。

			「治(ち)癒(ゆ)って、誰が？」

			「俺に決まってるだろ。戦闘には必要ないから言ってなかったが、俺は治(ち)癒(ゆ)理力も使える」

			「えええ！　なんて便利な人」

			「わかったらそこをどけ、とにかく状態を見る」

			　そういってガイツは、エルの体をあちこちさわりはじめる。痛む右肩に手を置かれてエルは悲鳴を上げるが、ガイツの触診は容(よう)赦(しや)なく続く。

			「骨は折れてないな、頑(がん)丈(じよう)な奴だ。あちこち打ちつけてるが、やはり右肩の治(ち)癒(ゆ)が優先だな」

			　ガイツが右肩に両手を当て、治(ち)癒(ゆ)理力を流そうとすると、エルは嫌(いや)な汗を流した。

			「ちょ、ちょっと待ってガイツさん。少しだけ……待ってください」

			「どうした、他に痛むところがあるのか？　頭が痛いならはっきり言え。もしそうならそっちが優先だ」

			　大きく呼吸をするエルを見て、心配そうにガイツが問いかける。あちこち擦りむいて青アザだらけだが、右肩以上に痛みそうな目立った傷はない。

			　もし目で見てもわからない頭の痛みなら、早急な治(ち)癒(ゆ)と絶対の安静が必要だ。ガイツはただ治(ち)癒(ゆ)理力が使えるだけでなく、医者としての知識もあった。

			「いえ、頭は守ったから、大丈夫です。ただ……治(ち)癒(ゆ)理力はちょっと覚悟が必要で……」

			「は、なんだ、それは？」

			「大丈夫ですガイツさん。エルの師匠ってのが治(ち)癒(ゆ)理力使えて、それが下手だったみたいなんです。気持ち悪くなるもんだと思ってるから、嫌(いや)がるんですよ」

			「治(ち)癒(ゆ)で気持ち悪くなるって……下手とかいう以前の問題だぞ。まあいい、他に痛みがないならまずは右肩だ」

			　エルが動かないようにソフィアにも押さえさせ、ガイツは治(ち)癒(ゆ)を始める。ぐっと目を閉じて覚悟をするエルだったが、特に気持ち悪くなったりはしない。

			「あ、あれ。ガイツさんのも……全然気持ち悪くない」

			「当たり前だ。普通は治(ち)癒(ゆ)理力を流して、気分が悪くなったりはしない。もしなったとしたら体調がもともと悪かったか、知識もなく見(み)様(よう)見(み)真(ま)似(ね)でやったかだ」

			「そうなんですか？」

			「お前の師匠ってのがどんな人かは知らんがな。治(ち)癒(ゆ)理力の使い方を、きちんと修めてないのは確かだな」

			　人食いリグトン相手に負傷したときも、治(ち)癒(ゆ)理力は特に気持ち悪くなかったことをエルは思いだす。右肩の痛みが気持ち良いくらいに引いていくのを感じ、治(ち)癒(ゆ)理力は怖くないものだと認識を改めた。

			「おお、すごい。全然痛くない」

			　起き上がろうとするエルを、まだ駄目だとソフィアが押さえつける。しかしガイツは吐き気や頭痛の有無を確認すると、起き上がる許可を与えた。

			「ガイツさん、もう大丈夫なんですか？　あんなに吹っ飛ばされたのに」

			「ああ、大丈夫だ。他はすぐ治る傷ばかりで大したことない。しかしとんでもない理力してやがるな。俺だったら全理力を使って身を固めても、衝(しよう)撃(げき)だけで骨が２、３本はいく。あとは運も良かった……いや、運じゃないか。飛ばされた瞬間は見てなかったが、多分お前、剣の腹で受けたんだろ。ちゃんと実力だな」

			　そうなのかと聞くソフィアに、エルはうなずく。踏ん張らずにわざと後方に飛ばされたので、衝(しよう)撃(げき)もある程度は受け流せた。もし直撃だったらすぐに立ち上がれず、レイダークの爪(つめ)の餌(え)食(じき)になっていたかもしれない。

			　レイダークを倒したことに安(あん)堵(ど)し、表情も明るかったソフィア。しかしエルが攻撃を喰(く)らった瞬間を思い返すと、青ざめて唇を噛(か)み締める。そして再び、涙を目に浮かべはじめた。

			「私が……欲張ったせいで……」

			　エルは涙がこぼれそうになるソフィアに驚き、おののき、おどおどする。ひたすらまごつくエルに、ガイツが助け舟を出した。

			「反省もあるかもしれんが、あとでいいんじゃないか。お前らレイダークを狩ったんだぞ。胸を張って喜んでいい場面だ」

			「そ、そうだよソフィア！　これ、すごいことだよ」

			「でも……エルが怪(け)我(が)して」

			　目に溜まる涙は、だんだんと大粒になってくる。

			「い、いやほら。僕は全然問題ないから！　もう痛くもなんともないから！」

			「だって、下手したらエルが……私のせいで……」

			　私のせいで、のあとに続く言葉が、彼女は恐ろしくて口に出せなかった。元気であることを必死に強調するエルだが、ソフィアの声はか弱くなっていくばかりだ。

			「ほ、ほら。考えてみてよソフィア。ハルドブル狩竜(かりゆう)で２段も上がったんだし、レイダークならもっと一気に上がるんじゃないかな。そうだ！　報(ほう)酬(しゆう)だって、きっとこれすごい額になりそうだ。金の使い道とか、またいろいろ考えないとね。えっとさ、一緒に南に行ける日も、近づいたって感じがするんだ。だからえっと……そんな顔はしなくていいんだよ！」

			「うん……そうかな、そうかも。ありがと！　でも……ごめんね」

			　エルの下手な励(はげ)ましに、ソフィアの笑顔が戻った。口下手なエルが、必死に自分を励(はげ)まそうとしている。

			　いつになく饒(じよう)舌(ぜつ)で、泣きそうな自分に慌(あわ)てている。それが嬉(うれ)しかった。

			「せっかくの機会だ、犬笛はお前らが吹いたらどうだ。レイダークの合図は特殊だからな」

			　運び屋を呼ぶ犬笛は、基本的に吹く回数と長さでおよその大きさを知らせるだけだ。しかし炎(えん)竜(りゆう)レイダークだけは、それ専用の合図がある。なぜそうなったかは知られていないが、昔からそういう習慣として根付いていた。

			　レイダーク狩竜(かりゆう)成功の合図。それは若い狩竜人(かりゆうど)にとって憧(あこが)れのものだ。

			「ありがとうございます。じゃあエル、遠(えん)慮(りよ)なく思いっきり吹いちゃって」

			　ソフィアの笑顔が戻ったことに安(あん)堵(ど)して、エルは犬笛を取りだす。そして口にくわえて気づいた。

			「あれ？　あのガイツさん……そういえば、レイダークの合図って知らないんですけど」

			「はあ？　なんで覚えてないんだ。そりゃ６段じゃ普通、レイダークなんて相手にしないが、これくらい覚えとくもんだぞ」

			「あれ、そういえば私も知らない」

			「お前ら……揃(そろ)って覚えてないのかよ」

			　１年目とは信じられないほど、高い狩竜(かりゆう)の腕を持つ２人。しかし変なところで駄目な２人だと呆れる。合図を教えてもらったエルは、改めて笛をくわえる。

			「で、なんでソフィアは耳を塞(ふさ)いでるんだ？」

			「だってこの笛鳴ると、気分悪くなるんですよ。逆になんで皆平気なのか、不思議ですもん」

			　ガイツは、なにを言ってるんだという顔をする。エルはエルで、本当に顔を真っ赤にして思いきり笛を吹いている。おかしな２人だとガイツは笑った。

			　

			　完全に陽が沈み、辺りは闇(やみ)に包まれる。運び屋が来るのを焚(た)き火をしながら待っている３人。しかしなかなか来てはくれなかった。

			「さすがに遅いな。やはり北方に人手を取られすぎたか」

			　イリシア大陸の人々にとって、夜は恐ろしいものではない。竜種のほとんどが活動しないので、暗さにだけ気をつければ昼より安全な時間だ。

			「あ、来てくれたみたいです」

			　そう言われても、ガイツにはなにも聞こえてこない。

			「あれ、なんかペスっぽい鳴き声がしたような」

			「うん、私もそんな気がした。でもペスなわけないよね、引退しちゃったんだし。運び屋さああん、こっちにいますよおお！」

			　ソフィアが立ち上がり、暗(くら)闇(やみ)の中に呼びかける。その方向に集中して耳を澄ませ、ガイツはようやく竜運車らしき音を聞き取れた。

			「お前ら、どんな耳してるんだ。別に耳が悪いと思ったことはないんだがなあ」

			　ガラガラと音を立て、竜運車を引いてやってきたのは、確かにペスに先導されたヴェンコイだった。老いた運び屋と相(あい)棒(ぼう)は、緊急事態の人手不足で、再び現場に駆りだされていた。

			「ヴェンコイさんだあ！　なんでなんで」

			　嬉(うれ)しそうにソフィアとエルが走りだす。

			　レイダーク狩竜(かりゆう)の合図をペスが知らせたとき、やはり耳が悪くなっていて相(あい)棒(ぼう)も聞き間違えたのかとヴェンコイは思った。

			　ただ笛が吹かれたということは、運び屋を呼んだことには間違いない。念のため、大きな竜運車を引いてきてよかった。横たわる大きな影を見つけ、ヴェンコイはそう思った。そして老いた運び屋は、長年連れ添った相(あい)棒(ぼう)を疑(うたが)ったことを、心の中で謝った。

			「本当にやったのか……馬鹿が、無茶しおってからに」

			　そう叱(しか)る運び屋の顔は笑っている。ソフィアとエルは胸を張って、レイダークを狩ったことを報告した。自分が何度も叱(しか)った若い狩竜人(かりゆうど)の活躍に、ヴェンコイも目を細める。

			「ヴェンコイさん、やはり北は厳しい状況ですか？」

			　引退した運び屋まで引っ張りだされる事態に、ガイツは状況を案ずる。

			「安心しろガイツ、もう収束しとる。ただ狩られた竜が多すぎて運び屋連中が忙しくてな。わしが来たのは人手がなかっただけじゃ。そろそろこっちにも増(ぞう)援(えん)が向かってくる頃だろう。しかし早く報告せにゃいかんな。増(ぞう)援(えん)は無(む)駄(だ)足になったと知らせてやらんと」

			　３人の狩竜人(かりゆうど)は足止めと、避(ひ)難(なん)民の護(ご)衛(えい)として協会に送りだされた。狩竜(かりゆう)は３人では無理だと判断していたので、協会も当然次の手は打っている。北の緊急事態から帰(き)還(かん)した順に、腕の良い狩竜人(かりゆうど)が疲(ひ)労(ろう)を押して、レイダークの狩竜(かりゆう)に向かうべく出発していた。

			「そうですか、良かった。じゃあ帰り道で他の狩竜人(かりゆうど)に会ったら叱(しか)られそうですね。６段２人連れてレイダーク狩竜(かりゆう)なんて、無(む)謀(ぼう)にもほどがある」

			　ペスと無邪気に遊ぶ２人を見て、ガイツは苦笑いする。

			「２人とも遊んでないで手伝え。帰り支度だ！」

			　ガイツに叱(しか)られ、急いで戻るエルとソフィア。竜運車に載せる手伝いをしている最中も、２人はガイツに無知を叱(しか)られながらの作業となる。しかし無知であることを、自分たちでも自覚している２人にとって、それはありがたいことだった。

			　鋭い目つきと容(よう)赦(しや)のない口調。２人は初め、ガイツのことをとっつきにくい人かと思っていた。

			　しかし意外と口数が多く、世話焼きなことに気づく。叱(しか)られながらも、ガイツは細かく丁(てい)寧(ねい)にものを教えてくれる。口は荒いが、それとは裏(うら)腹(はら)に優しい人だと２人は思った。

			「ガイツさんは今、20段なんですよね。すごい早い昇段なんじゃないですか？」

			「まあ早いには早いが。俺の場合は万年20段だからな」

			「え、でも万年って歳じゃないですよね」

			「はっはっはっ。こいつはなソフィア、ちょっと前までの20段到達、最年少記録保持者だ。協会付きなんぞやっとるから、確かに長いこと昇段はしておらんがな」

			「ヴェンコイさん……恥ずかしいから言わないでください。調子に乗ってた時期もありますが、もうあれは忘れたいことなんで」

			　ソフィアとエルは目を輝(かがや)かせる。南に行くためには、ある程度の段位が必要だ。早く行きたい、と思っている２人にとってガイツの話はぜひ聞きたいものだった。

			「すごい、最年少記録……あの、どうしたら早く昇段ってできますか？　僕たち、なるべく早く、15段までは上がりたいって思ってるんです」

			　エルの質問にガイツは苦笑いする。

			「昇段なんて焦(あせ)るもんじゃない。それにお前らレイダークを狩ったんだ。多分15段どころか20段だってすぐだ」

			「エル、あれよ。光球理力よ。あんたあれ教えてもらいなさい。あんな便利な技があれば、一気に昇段できる気がするわ」

			「いやソフィア……放出理力ってすごい難しいんだよ。僕も得意なほうじゃないし、無茶だって」

			「うーん、私は絶対無理だしなあ。じゃあ治(ち)癒(ゆ)理力はどう？」

			「いや、もっと無理だから……治(ち)癒(ゆ)理力ってものすごい勉強がいるんでしょ？　それに放出と付(ふ)加(か)、両方の理力が細かく使える必要もあるし、余計に難しいって……」

			　話を聞き、２人の目標が南行きなのだとガイツは知る。きっとこの２人なら、そう遠くない未来に、その目標にたどり着ける。ガイツはそう思った。

			　そして同時に、自分の内にくすぶっていたものが再(さい)燃(ねん)する気がした。

			　暗い夜道をゆっくりと、４人と１匹が帰っていく。ソフィアとエルは、道中では増(ぞう)援(えん)に駆けつけた狩竜人(かりゆうど)たちに、驚かれたり褒(ほ)められたりと、たくさんの言葉をもらう。

			　この日の朝には、自分たちの無力さを嘆(なげ)いていた。しかしその気持ちも、ようやく消え失せる。誰かが犠(ぎ)牲(せい)になる前に、炎(えん)竜(りゆう)レイダークを狩った。それは間違いなく、２人の大きな自信へと繋(つな)がったのだった。

			　

			　翌日。さすがに丸１日休むことにしたエルとソフィアは、のんびりと寝過ごす。疲(ひ)労(ろう)もあってか、10時の鐘(かね)の音でようやく体を起こした。そして昼過ぎの空いた時間を狙(ねら)って協会に行くまで、これまでより少し具体的に南行きの目標について話し合った。

			「えっと、半年で６段上がったんだから、15段まではあと９ヶ月の計算かあ」

			「いやソフィア……いろいろ間違ってる。最初は０段じゃなくて１段、僕たちは今６段で、半年で５段上がった計算だよ。あと段位は上になればなるほど昇段しにくくなるって、シロノさんも言ってたじゃない。そんな単純計算はできないよ」

			「細かいわねえ、だいたい合ってるからいいのよ。それにレイダーク狩ったんだから、ちょっとは昇段するでしょ」

			「昇段っていまいち仕組みがわからないけど、さすがに６段のままってことはないだろうね」

			「焦(あせ)るなってガイツさんには言われたけど、やっぱり早く15段の目標は達成したいわね」

			「ガイツさん昇段の最年少記録って言ってたし、もっと話を聞いてみたいね。協会付きの狩竜人(かりゆうど)って普段はずっと協会にいるのかな？」

			「そうね、いろいろ聞きたいわね。でもあの人、ほんと便利よね。なんだかんだ、丁(てい)寧(ねい)に教えてくれるし」

			「便利って言い方はちょっと失礼な気もするけど。でも治(ち)癒(ゆ)理力って頭も良くないと使えないって聞くしね。いろいろ知ってるし、頼りになる人だよね」

			「うん、なんか頭良さそうな人だったよね。指示もいちいち細かかったし。ってエル、なんかふらついてない!?　大丈夫？　もしかして昨日の怪(け)我(が)が……」

			「いや、そうじゃなくて……腹が減りすぎて、そろそろつらい」

			　エルの空腹は限界に達していた。前の晩、遅くに帰ってきたので、２人ともろくな食事を取っていなかったせいだ。協会に行く前に、倒れそうなエルのために２人は食事に出かける。

			　そしてレイダークの報(ほう)酬(しゆう)がきっと高額だろうと踏んで、昼間から惜(お)しみなく食事に金をかけた。おかげで手持ちはかなりあやしくなるが、２人は相変わらずの金銭感覚で、そんなことは微(み)塵(じん)も気にしていなかった。

			　静かな昼下がりの協会。しかしこの日は職員も狩竜人(かりゆうど)も、皆が２人に声をかけるので、人が少ないわりに話し声が多く飛び交う。そして窓口に顔を出すと、そこにいた職員を押しのけてシロノがやって来た。

			　シロノは職員の中で立場が偉いほうなのだと、最近になってソフィアは知った。

			　いつも綺(き)麗(れい)なシロノのことを20代前半だと思っていた。しかし案外もっと上なのかも、と心の中だけで思う。

			「２人ともやったわね、やっちゃったわね！　ああ、まさかこんな日が、こんなに早く来るなんて……」

			　自分が引き合わせた２人の活躍に、シロノは感極まっていた。

			　いかに協会全体が送りだした３人のことを心配したか、いかにレイダーク狩竜(かりゆう)の報告に沸(わ)いたか、シロノは身振り手振りを交えてその感動を２人に伝えた。

			「シロノさんのおかげです。シロノさんに会ってなかったら、私もエルも多分全然前に進んでなかったと思いますから」

			「そんなことないわよ。これは２人の実力よ」

			　シロノは口では謙遜するが、内心は２人を最初に組ませた自分の慧(けい)眼(がん)を、自分で褒(ほ)め称(たた)えていた。やはり２人は出会う運命だったのだ。そんなことも思っている。

			「さて、私も仕事しなきゃね。といっても今日は伝達事項だけなのよ。緊急依頼が重なったせいで、報(ほう)酬(しゆう)の準備が間に合わなかったの。ごめんね、こっちも頑張って準備をするから、もう少し待ってね」

			「え、そうなんですか。それっていつ頃になります？」

			「そうね、５日以上かかるってことはないから安心して」

			　まずい、という表情をした２人をシロノは見逃さなかった。この２人は稼(かせ)ぎのわりに、金が手元に残っていない。そのことにシロノは気づきはじめていた。協会職員の仕事ではないと思いつつ、シロノはおせっかいを焼く。

			「あなたたち、けっこう稼(かせ)いでるけど、あんまり無(む)駄(だ)遣いしないようにね。冬になると依頼はほとんどなくなるし、どんな狩竜人(かりゆうど)でも稼(かせ)ぎは少なくなるの。そこに向けての貯えとかも、考えておくと安心よ」

			　突出した実力を持つだけに、同年代と比べて手にする額も大きい。レイダークの報(ほう)酬(しゆう)で、金銭感覚が狂わないかと心配する。

			「報(ほう)酬(しゆう)っていくらくらいですか？　僕ら全然想像つかなくて」

			「そうね。まだ買取額が決まってないから正確な数字は言えないけど。最低でも18万エニィはあると思うわ。今回は緊急依頼だったから、割り増しされて通常よりいい報(ほう)酬(しゆう)ね」

			「じゅうはち……」

			　エルは絶句する。山奥での暮らしが長かったため、まだ子どものような金銭感覚のエルにとっては想像もできない額だった。ソフィアも驚きの声を上げるが、実家が金持ちなために金額の大きさに対する驚きではない。自分たちのこれまでの狩竜(かりゆう)とは、桁(けた)が違うことに驚いただけだった。

			「今まで２人が手にした報(ほう)酬(しゆう)と比べると、かなり大きい金額だから、ちゃんと計画を立てて使うようにしてね。じゃあ次は昇段のことね」

			「はい、実はすっごい気になってたんです。10段くらいまで一気に上がったりとか……さすがにそれは期待しすぎですかね？」

			「ふふっ、それは内(ない)緒(しよ)よ。というより、これは私もまだわからないの。６段の狩竜人(かりゆうど)が、レイダークを狩るってことは想定されてないの。だから協会の偉い人たちと会議して決めるのよ。多分こっちも５日以内には決まると思うわ。楽しみにしてていいわよ」

			　シロノはどれくらい上がるかは明言はしないが、楽しみにというところを強調して言ったので、２人の期待も高まる。

			「あ、ガイツさんっていつも協会にいるんですか？　いろいろ聞いてみたいことがあって」

			「今はいないけど、だいたい３日に１回くらいは、丸１日協会にいるわね。今日は休んでいいって言ったんだけど、あの子真(ま)面(じ)目(め)だから。定期調査の仕事に行っちゃったのよ」

			　ガイツですらあの子呼ばわりで、ソフィアはますますシロノの年齢がわからなくなった。

			　２人は昇段の期待に胸を膨(ふく)らませ、財布の中はしぼんだままに協会を出た。

			「エルはこのあとどうする？」

			「ゴディオンさんのところに。剣を見てもらわないと」

			「ああそっか、ちょっと欠けちゃったんだっけ」

			「うん、レイダーク相手はさすがに鉄剣じゃ厳しかったみたい。でも前の剣じゃ刃も通ってなかったと思う。やっぱり良い剣だよ」

			「ガイツさんも鉄製だって言ったら驚いてたもんね。じゃあ私は服でも見に行こっかな。団のお金は？　報(ほう)酬(しゆう)がまだ先ってのは痛いわね」

			　レイダークの報(ほう)酬(しゆう)を見込んで高い食事を取ったので、明日は確実に依頼を受けないとまずいくらいに、財布は軽かった。

			「えっと、今日は宿代を払わないといけないから、それ考えると残り……２００エニィかな」

			「なんでこんなにお金ないんだろう……ほとんど毎日働いてるのに」

			　それは稼(かせ)いだ分だけ使っているという、単純な理由でしかない。

			「２００エニィじゃどうしようもないね。これ、ソフィアが使っていいよ。買い物行くんでしょ？」

			「え、いいの？」

			「僕はまだ自分の手持ちが多少あるから」

			「ありがと！　レイダークの報(ほう)酬(しゆう)が入るまで、ちょっと我慢ね」

			　２人は別れてそれぞれ目的の場所へ向かう。ただこの日は、大きな商団がフェネラルにやってきていた。色とりどりの衣服や装(そう)飾(しよく)品、美味そうな匂いを漂(ただよ)わせる食べ物。それらが容(よう)赦(しや)なく２人を誘(ゆう)惑(わく)する。

			　

			「おう、エルか。やりやがったじゃねえか、お前。噂(うわさ)になってるぞ」

			　ゴディオンは笑顔でエルを迎えた。白(はく)緋(び)の女神がどういう２人組なのか、クライオンから多少は聞いていた。しかしまさか１年目の狩竜人(かりゆうど)が、レイダークを倒すとは予想できなかった。自分の打った武器を振るって活躍してくれれば、それは鍛(か)冶(じ)師にとっても名誉となる。ゴディオンも若い狩竜人(かりゆうど)の活躍を喜んだ。

			「はい、ゴディオンさんの剣のおかげです。で、すいません。早速剣に無理させてしまって」

			「どれ、見せてみろ。ああ、こりゃ見事に欠けてやがんな。まあ当然か。むしろよくこいつでレイダークなんざ切れたもんだ」

			　ゴディオンは剣を受け取り軽く研ぐと、これは預かりだと言った。

			「あの、預かりって。時間かかっちゃいますか？　武器はそれしかなくて……明日からは狩竜(かりゆう)に出たいんです」

			「なんだ、レイダーク狩ったんだから、５日でも10日でも休みゃあいいだろ。じゃあほら、こいつ持ってけ」

			　ゴディオンは元の剣と似たものを渡してくる。エルは財布の中身を考えて焦(あせ)った。

			「あの、ごめんなさい。もう１本剣を買う余裕がないんです」

			「わははっ、別に売りつけたりしねえよ。預かる代わりに貸すだけ、代金も余分に取ったりしねえから安心しろ。その代わり、うちの鉄剣でレイダーク切ったって宣伝しといてくれ」

			　腕は良いが金にがめついと評判のゴディオンが、珍しく気前の良いことを言う。宣伝になるほど、エルとソフィアのやったことは価値のあることだった。

			　剣の修理代金も後払いでいいと言ってくれたので、エルは少しだけ財布に余裕ができた。しかしいくらなんでも宿代すらぎりぎりの状態で、余分な買い物をするほど馬鹿ではない。

			　エルは自分でそう思っていた。商団が出した露店で、大通りが埋め尽くされた光景を見るまでは。

			　甘い菓子の匂いや、肉の焼ける香ばしい匂い。そのどれもが魅(み)力(りよく)的(てき)だ。先ほど豪勢な昼食をたらふく食べたばかりだというのに、エルはふらふらと露店のほうへ吸い寄せられていく。１つくらいなら、とエルはあっけなく食欲に負けそうだった。

			　しかしふと、普段は気にも留めない店が、エルの目についた。それは女性が好むような、装(そう)飾(しよく)品を並べる店。飾り物の良し悪しなど、まったくわからないエルだが、そこで白く輝(かがや)く首飾りが気になった。

			「おう、にいさん。いらっしゃい。恋人への贈り物かい？」

			「あ、いや。全然そういうのじゃないんです」

			　気さくに話しかけてくる店主に、慌(あわ)てて否定する。店主はエルのことを狩竜人(かりゆうど)だと見抜き、見た目よりは金を持ってそうだと値踏みした。

			「でもうちで足を止めてくれたってことは、女の子に当てがあるんだろ。これが気になるのかい？」

			　店主は客の視線に目ざとい。当然エルが気になっているものなど、お見通しだった。

			「あ、はい。えっとそれって、もしかして白(はく)緋(び)鉱(こう)ですか？」

			「そうだとも。にいさん、お目が高いね。こいつは正真正銘、白(はく)緋(び)鉱(こう)の首飾りだ。貴重な鉱石なんで、そこらじゃお目にかかれない代物だぜ。うちはちょっと鍛(か)冶(じ)屋に伝手があるもんでね、そこで仕入れた白(はく)緋(び)鉱(こう)の余りを、細工師に持ちこんで作ってもらってんだ。余りっていっても白(はく)緋(び)鉱(こう)には違いねえ。今流行りの意(い)匠(しよう)を凝らしてあるから、誰に贈っても喜ばれるぜ！」

			　エルはつい自分の財布を確かめてしまう。これは買う気があるのだと、店主にわからせてしまう行動だ。

			「しかしなあ、さすがに白(はく)緋(び)鉱(こう)となると、うちでも数は少ないんだ。こいつもこれっきりしかない一点ものでな、明日には残ってないだろうなあ」

			　ありきたりな商人の台詞(せりふ)。しかしエルの背中を押すには充分な言葉だった。

			「あの……いくらですか？」

			「そうだな、２０００エニィでどうだ」

			　店主はエルが財布を確認したときに、ちらりとその中身をのぞいていた。さすが商人の眼力で、しっかりと中身を把(は)握(あく)された。ぎりぎり払える金額を提示され、エルは決断する。

			「あ、あの……これ、買います！」

			「まいど！　にいさん、良い買い物したよ、ほんと」

			　エルは財布の軽さも気になっていたが、それ以上に自分の行動に驚いていた。これを買うということは、これをソフィアに渡すということだ。そんなことをする勇気が本当にあるのか。それが自分でもわからなかった。

			　宿代を考えると、使える金はもう残っていない。露店に並ぶ魅(み)力(りよく)的(てき)なあれやこれやは、もう１つも買うことはできない。それでもエルは、首飾りを買えたことに満足気な表情だった。

			　

			　ソフィアは大通りを歩いていた。彼女にしては珍しく、暗い表情を浮かべながら。

			　ガイツが治してくれたおかげで、怪(け)我(が)などなかったかのようにエルは元気だ。それでも、レイダークの一撃がエルを弾き飛ばした光景を思いだすたび、ソフィアの体に寒気が走る。自分の判断の誤(あやま)りが、エルの命を一気に追いつめた。そのことは深く心に残ったままだ。

			　謝っても、気にしないでと言われるのはわかっている。自分が気にしている姿を見せれば、逆にエルに気を遣わせる気がして、朝から普段通り振る舞うように心がけていた。

			　レイダークの報(ほう)酬(しゆう)が入らなかったので、いつもどおり彼女の懐(ふところ)は寒い。下着、石(せつ)鹸(けん)、香水。その他にも女性に必須な消(しよう)耗(もう)品を買ったら、もう空になるくらいしか残らないだろう。とりあえず買い物を済ませようと、いつも行っている女性用の衣服を扱う店に向かう。

			　しかしふと、普段は用のない店がソフィアの目についた。いつもの店は素通りして、その気になった店、男性用の品を多く扱う店に足を向けた。

			　これは詫(わ)びではない。詫(わ)びのつもりでは余計な気を遣わせる。前に身だしなみは私が気を遣うと言った。だからそのとおりにするだけ。エルはそういうのが苦手だから、私が気を遣う。ただそれだけ。

			　そんな自分に対するいいわけを、何度も何度も心の中で繰り返しながら、エルへの贈り物を見(み)繕(つくろ)う。女性にしては珍しく、普段のソフィアは即決、即購入の人で買い物は早い。

			　しかし、この日にかぎっては、迷いに迷ってしまう。家族への贈り物でも迷ったことがないのに、なぜエルのものだと迷ってしまうのか。それをソフィアは少しだけ考える。そして答えが出そうになると、急に恥ずかしくなって、その考えを忘れようと頭をぶんぶんと振った。

			　結局日が暮れそうになるまで迷って、藍(あい)で染められた服を買う。買い物が大好きなはずのソフィアが、たった１枚の服を買うまでに疲れきっていた。
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			　買い物が長引いたせいで、２人が宿に戻ったのは陽が落ちてからだった。

			「あ、あれ。エルも今帰ったの？　お、遅かったわね」

			「う、うん……ソフィアも、遅かったんだね」

			　お互いがお互いを、先に帰っているだろうと思っていた。宿の入り口でばったり会ってしまい、２人揃(そろ)って慌(あわ)ててしまう。いつだって２人は一緒にいる。普段なら、なにも慌(あわ)てることなどない。ただ、それぞれ隠したものが、お互いを強く意識させてしまった。

			「えっと……そうだ、剣はどうだった？」

			「あ、うん。ちょっと時間がかかるみたいで、預けてきた。でも代わりの剣を貸してもらえたから、明日から狩竜(かりゆう)に出られるよ」

			「そっか、ならよかった。ちょっと金(きん)欠(けつ)すぎるものね」

			　もう少し前だったら、渡せていたかもしれない。２人は言いたいことの代わりに、いつもどおりの会話をしようとする。

			「え、えっとソフィアはなにを買ってきたの？」

			「え、いや。い……いつもどおりよ、いつもと一緒。エルは？　遅くなったってことは、買い物でもしてたの？」

			「え、いや。僕も……いつもどおりだよ、うん」

			　いつもの会話にみえて、ぎこちない２人。仲間だから、感謝しているから。ただそれだけの気持ちだったら、２人とも気軽に渡せていただろう。でもそれだけではないことが、相手の顔を見た瞬間に、はっきりとわかってしまった。

			「えっと、ね……あ、やっぱいい。おやすみ！」

			「え、あ、おやすみ」

			　そこに特別な想いがこもりすぎていて、簡単に渡すことができない。

			　自分の部屋に戻ってからも、なぜすぐに渡さなかったのかと、２人揃(そろ)って後(こう)悔(かい)する。

			　なぜの理由を考えて、ソフィアは１人で顔を赤くする。なぜの理由を考えて、エルは膝(ひざ)を抱えて小さくなる。

			　選びに選んだ贈り物は、それぞれの鞄(かばん)の奥底に仕(し)舞(ま)いこまれたのだった。

			　

			　フェネラルの北方で六(ろつ)角(かく)竜(りゆう)アングイールの群れが複数暴れ、さらに炎(えん)竜(りゆう)レイダークが南の鉱山に出現した一連の緊急事態。その影響が数日後に、誰も予想していなかった形でフェネラルの街に表れていた。緊急事態で足止めされていた大きな商団が、３つも同時にフェネラルに到着してしまったのだ。

			　商団は物を仕入れたり売ったりしながら、年中街や村を移動している。大きな商団になると数十人単位で荷車を引いてやってきて、必需品から娯(ご)楽(らく)品まで、さまざまなものを街にもたらし、活気づかせてくれる存在だ。

			　ただ大きな商団が同じ街に１度に集まってしまうと、仕入れる物も買い物客も奪い合いになってしまう。それで大きな商団同士は示し合わせ、来る時期が重ならないように気をつけていた。ただ緊急事態で、足止めを食らってしまっては仕方がない。日持ちのしない売り物もある。フェネラルの街だけではなく、いろいろな場所で商団を待っている人たちがいる。商団は赤字覚悟で、フェネラルの街に集結せざるをえなかった。

			　商売するほうからすれば良いことはないが、客からすれば普段より物が安く手に入れられる良い機会だ。おかげでフェネラルは、いつにない賑(にぎ)わいを見せていた。

			　通りには露店がひしめき合い、客引きの声が飛びかっていた。外を歩く人たちは皆、買い物のしすぎで両手が塞(ふさ)がっている。楽器を手に持ち、お祭り騒(さわ)ぎの街にさらなる華をそえる者もいた。大勢の子どもたちが奏(そう)者(しや)の周りに集い、謳(うた)われる狩竜人(かりゆうど)たちの英雄譚(たん)に目を輝(かがや)かせる。

			　隣(となり)の人の声が聞きとりづらいほどの騒(さわ)ぎと、まっすぐ歩けないほどの人混み。不安から解放されたばかりというのも手伝ったのだろう。その喧(けん)騒(そう)を、誰もが笑顔で楽しんでいた。

			　

			　そんな心躍る雰囲気の中を、ソフィアとエルだけはうつむき加減で歩いていた。２人とも大きな荷物を抱えているが、それは他の人たちと違って買い物を楽しんだせいではない。

			「エル、どうしよう」

			「どうしようって……どうしたらいいんだろ」

			「なんでこんなに商団が来ちゃったの……なんで私たちがお金ないときにかぎって、もう！」

			　ソフィアは落ちこんでいたかと思うと、今度は急に怒りだす。懐(ふところ)が寂しくて買い物ができないことを嘆(なげ)いているわけではない。

			　大商団の予定外の来訪は買い物客だけではなく、商団が滞(たい)在(ざい)するための宿も賑(にぎ)わせる。２人はその余(よ)波(は)を受けてしまった。金のなさそうな２人の若者は、目先の金にくらんだ宿の主人に追いだされてしまったのだ。

			「急に１ヶ月分も前払いしろって……ちょっとひどいよね」

			　２人は宿代を滞(たい)納(のう)したわけではない。きちんと５日ごとに前払いで納めていた。しかし商団が来るやいなや、宿の主人は５日分ではなく１ヶ月分払えと言いだした。

			　２人はレイダークを狩ったばかり。その狩竜(かりゆう)報(ほう)酬(しゆう)さえ受け取っていれば、１ヶ月分でも２ヶ月分でも支払えたはずだが、それはまだ手元にない。少し待ってもらえれば絶対に払うと２人は訴えたが、結局は信用してもらえずに終わった。

			「ちょっとじゃないわよ、あんなの商売人の風(かざ)上(かみ)にもおけないわ。どうせ商団の人に部屋貸せって言われて、それで高いお金取って貸すつもりなんでしょ。信じらんない」

			　いつになくソフィアの頭は冴(さ)えていた。その予想は間違っていない。

			　短期で宿を取る商団よりも、常宿してくれる狩竜人(かりゆうど)のほうが、長期的に考えれば金を落としてくれる。しかし残念ながら、２人が泊まっていた宿の主人は、商売に向いていない頭の持ち主だったようだ。

			　宿なしになった２人は、せっかくの賑(にぎ)わいを楽しむこともできず、途(と)方(ほう)に暮れていた。

			「他の宿っていっても……取れるわけないよね。こんなに商団たくさん来てるのに」

			　２人がいた宿は、いつも部屋が空いているような人気のなさだった。そこですら埋まってしまうのに、他の宿が空いているはずもない。

			　なんとか部屋を確保しようと、２人は手当たり次第宿を回ってみるが、当然どこに行っても満室だと言われてしまう。

			「そもそもこの街、狩竜人(かりゆうど)が取れる宿が少なすぎなのよ」

			　確かにソフィアの言うとおり、フェネラルは地元出身の狩竜人(かりゆうど)が多く、長期滞(たい)在(ざい)に適した宿が少ない。しかしそんなことを言っても、今さらどうにもならなかった。

			「まさか……これ野宿なの？　狩竜(かりゆう)に出てるわけでもないのに、なんで街中で野宿なんかしなきゃいけないのよ」

			　狩竜人(かりゆうど)は野宿に慣れている。狩竜(かりゆう)に出ていての野宿なら、ソフィアも文句など言わない。しかし街にいて野宿など、恥ずかしいことこの上ない。それに落ちついて休める拠点もなしに生活するのは、体が資本の狩竜人(かりゆうど)にとって良いはずがなかった。

			「協会に行って相談してみる？　建物内に泊めてもらうとか、できないかな」

			「うわあ……それ、すっごい恥ずかしい気がする。でももう、それしかなさそうね。行ってみましょうか」

			　２人ともこの街の出身ではない。知り合いも少なく、他になにも思いつかなかった。ソフィアもエルも落ちこんだままに、協会のほうへと足を向けた。

			　その途中で、２人は知った顔を見つける。人混みの中でも簡単に見つけられる、頭が１つ抜けた長身の男。

			「あ、あれガイツさんだ」

			「ほんとだ。おーいガイ……」

			　ソフィアは喧(けん)騒(そう)の中でも聞こえるように、大声でガイツに声をかけようとした。しかしガイツの姿にとてつもない違(い)和(わ)感(かん)を覚え、声をかけるのをためらってしまった。

			　ガイツは女性から好かれそうな容(よう)姿(し)をしている。髪は綺(き)麗(れい)な金色。少しつり上がった鋭い目つきは、冷(れい)淡(たん)な印象もあるが、涼しげで知的な印象とも言い換えられた。

			　長身なので細身に見えるが、もちろん狩竜人(かりゆうど)らしく筋肉に覆(おお)われた肉体も持つ。身だしなみには気を遣うらしく、この日は狩竜人(かりゆうど)らしくない、流行りの服を身に纏(まと)っていた。

			　しかし今、その色男の背中には、大人でも入れるほどの大きなかごがあり、芋や野菜が満載されていた。右手には肉となった豚１頭、左手にも食料が入っていそうな大きな木箱があり、首からは鶏が数羽ぶらさがっていた。

			　理力と体力に優れた狩竜人(かりゆうど)でないと持てない量の食材を、必死に運ぶガイツ。主婦ですらそこまで外見を気にせずに、食料を運ぶことはないだろうという姿。知的に見える狩竜人(かりゆうど)がそんな格(かつ)好(こう)だったので、ソフィアはなにか見てはいけないものを見てしまった気分だった。

			　しかしガイツのほうは自分の姿を気にすることもなく、２人に気づくと声をかけてきた。

			「よう、２人とも。今日は休みか？」

			「いえ、今日は早くに依頼終わって帰ってきたんですが……えっとガイツさんの、その格(かつ)好(こう)は？」

			　ガイツはその姿を見られても、ご機(き)嫌(げん)そうな笑顔だった。

			「いやあ、商団がこれだけ来てるだろ。お互いに値切りあっててな、とんでもなく安く買えたんだ。豚も野菜も、普段より３割は安かったぜ」

			　満足気な表情は、完全に主婦のそれだった。

			「その量はいったい……」

			「ああ、うちは大人数なんだ。今は成長期のガキが多いからな。食う量も増えやがって、これだけあっても何日も持たん」

			「ガイツさん子どもいるんですか！　しかも何人も？」

			　別に子どもがいてもおかしくない年齢に見えるが、さすがに成長期の子どもがいるようには見えなかった。

			「あほか、俺は独身だ。それより、お前らも大荷物だな。宿替えでもするのか？」

			「えっと、宿替えといえばそうなんですが……実は僕たち宿を追いだされちゃいまして」

			　エルとソフィアは事情を説明した。

			　目先の金のために、従来の客を追いだす宿が悪い。ガイツはそう思った。しかしなぜ、１ヶ月分の宿代が前払いできないのかとガイツは疑(ぎ)問(もん)にも思う。

			「待て待て、レイダークの報(ほう)酬(しゆう)はどうしたんだ。そりゃ確かに理(り)不(ふ)尽(じん)な請(せい)求(きゆう)だが、１ヶ月分くらい払えただろ？」

			「いや、それがまだ報(ほう)酬(しゆう)はもらえてないんです。緊急狩竜(かりゆう)が重なったから、協会もすぐに金が用意できないみたいで」

			「ああ、それもそうか。確かにこの辺りじゃ、珍しい規(き)模(ぼ)の緊急事態だったからな。その報(ほう)酬(しゆう)全額となると、協会の金庫も空になっちまうかもしれん」

			　一瞬納得しかけたガイツだが、しかしそれにしても、と首を傾げる。

			　ガイツはともにレイダークを倒して以来、ソフィアとエルのことが気になっていた。すでに２人がどんな狩竜人(かりゆうど)なのかを知るため、その狩竜(かりゆう)履(り)歴(れき)なども見せてもらっている。そこには、低段位とは思えない実績が並んでいた。

			　それだけにガイツは知っていた。フェネラルに来てからの狩竜(かりゆう)報(ほう)酬(しゆう)だけでも、相当な金額になっているはずだった。レイダークの報(ほう)酬(しゆう)をまだ受け取ってないにしても、かなり散(さん)財(ざい)していなければ金に困るのはおかしい。

			　しかしなんにせよ、フェネラルの出身ではない若い２人が困っているのだ。それを放っておくのはかわいそうだと、ガイツは救いの手を差し伸べることにした。

			「ちなみに宿の名前は、なんてとこだ？」

			「エイダルの宿屋ってとこです」

			「ああ、南区のあれか。フェネラル２大悪評判の宿。そのうちの１つだな」

			「そ、そうなんですか？」

			　ガイツはフェネラルで育っており、当然街のことには詳(くわ)しい。２大悪評判の宿。そのもう１つはと尋(たず)ねると、以前ソフィアが追いだされた宿の名前が告げられた。

			　宿選びが絶望的に間違っていたことに、ソフィアとエルは気づかされた。

			「なるほど、事情はわかった。どうせ商団がこんなに来てたら、他に宿も取れんだろ。俺の家に来るか？」

			「え、いいんですか？　というか独身なのに、子どもがたくさんいるってのは……ガイツさんってそういうの、だらしない人なんですか？」

			　実はとんでもない女たらしで、結婚もせずに子どもを何人も作るような男なのかと。ソフィアは疑(うたが)いの目をガイツに向ける。

			「あほか！　全然違うわ！　ガキどもも家族には違いないが……ええい、説明はあとだ。それで、来るのか？」

			「ソフィア！　なんて失礼なことを……あの、お願いします。僕たち本当に困ってるので」

			「よし、じゃあついてこい。まあ協会からは遠いし、ガキどもがうるさいしで、あまり良いところとは言えんがな。部屋だけはいくらでもある。ただし、金は取るぞ」

			　ガイツは金を取るという言葉を強調し、ニヤリと笑う。

			「あの、今は手持ちがあんまりなくて。あとでならいくらでも払いますから、お願いできますか？」

			「別に宿屋ってわけじゃないからな、払いはいつでもいいさ」

			　街中で野宿するような恥ずかしいまねはしなくて済んだと、ソフィアもエルも喜んだ。エルが豚を、ソフィアが木箱を持てと渡され、３人ともに均(きん)等(とう)に大荷物を抱えてガイツの家に向かった。

			　

			　街の西の外れ。ガイツの家というのは、古いが大きな建物だった。

			「あそこだ」

			「え、あれって……竜(りゆう)災(さい)孤(こ)児(じ)院(いん)ですか？」

			　２人は建物に描かれている、紋(もん)章(しよう)に気づく。

			「そうだ。宿屋ってわけじゃないが、金を取って客を泊めることもある。それがそのまま寄付金になるからな、遠(えん)慮(りよ)はいらん」

			　それは盾(たて)と矢で構成された紋(もん)章(しよう)だった。それがある建物は、国の資金で作られたことを意味しており、イリシア各地にある竜(りゆう)災(さい)孤(こ)児(じ)院(いん)には必ず描かれているものだ。

			　どれだけ協会と狩竜人(かりゆうど)が頑張っても、竜による犠(ぎ)牲(せい)者がなくなることはない。親が竜の犠(ぎ)牲(せい)となった子どもたちを預かる施設として、国の資金と篤(とく)志(し)家(か)の寄付で、竜(りゆう)災(さい)孤(こ)児(じ)院(いん)は運営されていた。

			「ガイツ兄ちゃん、お帰りなさい！」

			　外で遊んでいた小さな子どもたちがガイツを出迎える。子どもたちは知らない顔のエルとソフィアに、誰だといった目を向けた。

			「おう、ただいま。この２人は今晩泊まる客だから、お前ら全員で客用の部屋を掃除してこい。もう皆できるだろ？」

			　子どもたちは仕事を与えられたのが嬉(うれ)しいらしく、ガイツの言葉を聞いてすぐに笑顔で建物に走っていく。

			「えっとガイツさんが、ここの孤(こ)児(じ)院(いん)の責任者とか？」

			「いや、狩竜人(かりゆうど)の片手間にそれはできんさ。手伝い程度はするが、責任者は別にいて、ガキどもの面倒を見る奴もまた他にいる。俺はここで育ったから、そのまま居(い)ついてるだけだ」

			　16歳になる前に、孤(こ)児(じ)院(いん)は出なければならない。ここで育ったガイツも、今は金を払って泊めてもらっている立場だった。つまり客として来た２人と同じだとガイツは言う。

			　子どもたちが建物内に入っていくと、それと入れ替わりに１人の女性が出てきた。

			「お帰り兄さん、お客さんだってね。そちらの２人？」

			　彼女はソフィアと同い年くらい。小(こ)柄(がら)で柔(やわ)らかい雰囲気なのだが、しかし少女というよりきちんと女性と呼ぶほうがふさわしかった。

			　ただガイツを兄と呼んだが、顔も印象もまるでガイツと似ていない。エルとソフィアが挨(あい)拶(さつ)をすると、彼女はヴィスタと名乗った。兄といっても血の繋(つな)がりはなく、同じ施設で育っただけだとヴィスタから聞き、２人は納得した。

			「ソフィアはヴィスタの飯の支度を手伝え。エルは豚を切り分ける手伝いと、あと薪(まき)割りだな。男手があるってのは良いことだ」

			　ガイツはエルとソフィアにも遠(えん)慮(りよ)なく仕事を与える。国の視察などの賓(ひん)客(きやく)でもないかぎり、客といってもここではそういう習慣だった。危うく宿なし生活になるところだった２人は、それくらいならと進んで手伝いを引き受ける。

			「エル、けっこうさばきなれてるな」

			「イノシシとかヤマドリとか、食べられる獣(けもの)や鳥はいつもさばいてたんで」

			「ほう、そういえばお前は山に住んでたとか、ソフィアが言っていたな」

			「はい、そうなんです。狩竜人(かりゆうど)の認可を受ける前は、東の山奥に住んでました」

			　人擦れしていなさそうなエル。山育ちと聞いてガイツはうなずく。しかしふとエルの出身地のことを思いだし、ガイツは首を傾げた。

			「あれ、だけどお前……レズレンの村出身と言ってなかったか？　だからレイダークも狩ったことがあるって。レズレンの辺りは平地だろ。レズレンの近くで山といったら、それもう東の大山脈しかないんじゃないか？」

			　レイダークと戦う前に、エルがレズレンの出身だというのは聞いていた。そのときにソフィアが、エルは東の山に住んでいたと言っていた。

			　山といってもイリシアにはいろいろある。北の山岳地帯などは竜が少ないので、そこで集落を作り暮らしている人もいる。しかしレズレンの東は、完全に竜の縄(なわ)張(ば)りしかなく、人が住めない土地だ。そのことはもちろんガイツも知っている。ガイツは今になって、いろいろとおかしいことに気づいた。

			「はい、小さい頃はレズレンで育って。それからレズレンの東、山を越えた場所で暮らしてたんです」

			　人が住んでいないはずの場所に住んでいた。それを当然のことのようにエルが言うので、ガイツは言葉の意味を理解しかねた。もっと詳(くわ)しく、とガイツはエルに生い立ちの話を求めた。

			　そしてそんな馬鹿なと、ガイツは驚き呆れる。もし一緒にレイダークを狩っていなかったら信じられなかっただろう。おかしな境(きよう)遇(ぐう)だと思ったが、常(じよう)軌(き)を逸(いつ)した生い立ちだからこその腕前なのかと、逆にガイツは納得してしまった。

			　男２人がさばいた肉が、今度は女性陣に届けられる。
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			　ソフィアははしゃぎながら、夕飯の支度を手伝っていた。フェネラルに来てからというもの、ソフィアは女性の知り合いがシロノしかいなかった。エルと一緒に過ごすことに慣れ、その毎日は気楽で不満もないのだが、やはりたまには同性との会話も楽しみたいもの。

			　ヴィスタという知り合いができ、ソフィアはそれが嬉(うれ)しくて仕方がなかった。

			「びっくりしちゃった、ソフィアが狩竜人(かりゆうど)だなんて。武器持ってるからまさかと思ったけど。こんな綺(き)麗(れい)な狩竜人(かりゆうど)っているのね」

			「えへ、でもヴィスタのが絶対もてるわよ。私なんてほら、最近は腹筋が割れてきちゃって。小さくて可愛(かわい)いって感じのヴィスタみたいなほうが、絶対男受けがいいもん」

			「ええ、そうかなあ？　ソフィアみたいに背が高いほうが格(かつ)好(こう)良いのに。ところでさっきのエル君って、ソフィアの恋人なの？」

			「いやいやいや、違うから、ないからそれは。あいつは狩竜人(かりゆうど)の仲間で……まあ大切な仲間だけど、そういうのはないから！」

			　ソフィアとヴィスタは、あっという間に仲良くなる。男には聞かれたくない、男からしても聞きたくない会話をしながら、料理にいそしんだ。

			　夕刻、ソフィアとエルはいつもと景色の違う、大勢に囲まれた食卓につく。この頃はなにをするにも、２人だけでというのが当たり前になっていた。騒(さわ)がしい食卓は、ソフィアにとって家族を思いだす懐かしいもの。そして大勢というのに慣れないエルには、戸惑いつつも温かいものになった。

			　

			　フェネラルの狩竜人(かりゆうど)協会は３階建て。１階と２階部分には誰でも入れるが、３階には職員しか足を踏み入れられない。その職員専用の階に上がって行くシロノを見つけ、ガイツが声をかけた。

			「シロノさん、今日は会議ですか？」

			「ええ。今日は特例昇段の議題が中心になるはずだから、私も気合入ってるわ。わざわざガイツ君が出してくれた報告書もあるし、きっと良い結果が出るはずよ」

			　シロノは嬉(うれ)しそうに答える。この日の会議は、段位と腕が見合っていない２人の狩竜人(かりゆうど)が中心になる予定だった。

			「正直度(ど)肝(ぎも)を抜かれましたからね、あの２人には。昇段なんて急ぐもんじゃないとは思ってますが、いくらなんでも６段は低すぎる」

			「本当にね。でもあの子たち、物を知らなさすぎて心配になっちゃうのよね。例えばガイツ君みたいな狩竜人(かりゆうど)が、一緒に組んでくれると安心するんだけどね」

			　シロノはガイツの顔を覗(のぞ)きこむ。ガイツが狩竜人(かりゆうど)に成り立ての頃から、シロノは依頼窓口に座っていた職員だ。自分のことはよく知られているだけに、心の奥底にある思いを見抜かれた気がして、ガイツは少し焦(あせ)った。

			「協会付きやってる俺に言われましても……まあできるかぎり俺も、必要なことは教えますよ。どうもあいつら、孤(こ)児(じ)院(いん)に居(い)つくつもりらしいので」

			「ええ、今(け)朝(さ)聞いたわ。宿を追いだされたんですってね。レイダーク狩竜(かりゆう)のことを伝えれば、そんなこと絶対言われないはずなのに……あの２人、いろいろと抜けちゃってるのよね」

			　レイダークが狩れるほどの実力。それを宿の主人にも伝えれば、金払いは間違いないとわかってもらえたはずだった。

			　ただエルもソフィアもそんなことには頭が回らず、金は用意できるから泊めてくれとしか言わなかった。シロノもガイツも、２人の駄目さに呆れて笑うしかなかった。

			　普段はさして面白くもない職員会議。しかしこの日にかぎり、シロノは浮き浮きで３階にある会議室に向かった。しかし会議が終わって出てきたシロノの顔から、いつもの笑顔は消え失せていた。シロノだけではない。他の職員も皆、暗い顔をしていた。

			　フェネラルに突如としてやってきた、期待の若手狩竜人(かりゆうど)２人。その実力は１年目にして、レイダーク相手に立ち回れるほど。シロノだけではなく、他の職員も当然大きな期待を寄せていた。有望な狩竜人(かりゆうど)の登場は、どこの協会でも歓迎される。

			　そしてこの日、２人の頭の悪さがついに明るみに出た。フェネラルの職員一同、大きなため息をつくしかなかった。

			　協会に待機していたガイツは、会議が終わったことに気づき、シロノの下へ向かう。

			「シロノさん、どうでした？」

			　期待して尋(たず)ねるガイツに、シロノは悲痛な表情で答える。

			「９……９段」

			「あの……９段って聞こえたんですが、レイダークですよ？　最低でも15段は……」

			「それがあの２人、受けてなかったのよ……狩竜人(かりゆうど)認可講習を。ああ、私の責任だわ！」

			　シロノは頭を抱えて、自分を責める。

			「認可講習……そんな、そんな馬鹿な。いやありえないでしょ？　だって最初に説明を受けるはずだ。それを受けてないと、10段以上にはなれないって……だから……９段なんですか。そんなに、馬鹿だったんですか」

			　今度はシロノもガイツも、呆れて笑うことすらできなかった。

			　

			　エルとソフィアは夕刻、浮かれ気分で依頼を終えて帰ってきた。この日の朝に、シロノからレイダークの報(ほう)酬(しゆう)支払いと昇段結果が出ると聞いていたからだ。そして窓口に行くと、協会の３階にある会議室で待てと言われた。

			「ねえこれって特別って感じよね。やっぱレイダークの報(ほう)酬(しゆう)とか昇段とかって、すごいことっぽいわね」

			　普段は狩竜人(かりゆうど)が立ち入らない部屋に通され、やはり特別なんだと２人は浮かれる。

			「うん、どれくらい上がるかな。10段とかだったら嬉(うれ)しいけど、それは無理なのかな」

			　エルもソフィアもわくわくしながら待っていると、シロノとガイツ、そして２人が知らない白髪の小(こ)柄(がら)な男性が入ってきた。

			「２人とも顔を合わせるのは初めてじゃな。わしはザイマルトじゃ、ここフェネラルの協会支部長をしとる。先日はレイダークの狩竜(かりゆう)、お見事じゃった。その件でいろいろ報告があってな、わしも同席させてもらうよ」

			　エルとソフィアは挨(あい)拶(さつ)をして気づく、入ってきた３人に笑顔がないことに。シロノは泣きそうな表情、ザイマルトは沈(ちん)痛(つう)な面持ち、ガイツの顔からは怒りが伝わってくる。

			　３人の顔をそれぞれ見て、さすがになにかまずいことだと悟った。シロノがいつもとは違う表情で、いつもと同じように、丁(てい)寧(ねい)な報(ほう)酬(しゆう)説明を始める。

			「じゃあまずは、先日の緊急依頼の報(ほう)酬(しゆう)の説明ね。レイダーク狩竜(かりゆう)が12万エニィ。それからレイダークの買取が６万８０００エニィね。あと緊急依頼の受注報(ほう)酬(しゆう)として１万エニィ。あとは拘(こう)束(そく)日数が２人の２日分で１２００エニィ。全部で19万９２００エニィ。拘(こう)束(そく)日数が２日なのは、夜中のうちの招集だったから、そうなるの」

			　思わず２人は歓声を上げる。しかしシロノの浮かない顔を見て、歓声も小さくとどめた。重たい空気に耐えかねて、ソフィアが口を開く。

			「あ、あの……皆さんどうしてそんなに、表情暗い感じなんですかね。なにかまずいことでもありましたか？」

			　協会付きとはいえ、職員ではないガイツがいるのも気になった。

			「ああ、ある。お前らが前(ぜん)代(だい)未(み)聞(もん)の馬鹿だということが判明してな。おかげで協会の職員は皆、行き場のない怒りを抱えてるところだ」

			「ガイツ君……これは私が、私の責任が大きいのよ。もっと気をつけていれば、ああ……」

			「いや、シロノさんは優しすぎる。どう考えてもこいつら自身の責任だ」

			　嘆(なげ)くシロノに怒るガイツ。エルとソフィアは不安になる。

			「まあまあ、取り返しのつかないことでもないから。シロノもガイツもどうか抑(おさ)えて」

			　ザイマルトは苦笑いでたしなめる。

			「あのう、僕たち……やっぱりまずいことをしちゃったんですか？」

			「ふむ。まずいことをしたというか、しなかった、じゃな。わしから説明しよう。２人は狩竜人(かりゆうど)認可証を受けた際に計10回、講習があるのを知ってるはずじゃな」

			「ああ、なんか聞いたような気がします。あれ、そういえば私まだ受けてない」

			「あれ、そういえば。僕も受けてない」

			　揃(そろ)って軽い口調で言うので、ガイツの怒りはさらに増す。適当にもほどがある。

			「それがな、あれを受けてないと昇段に関わるんじゃ。狩竜人(かりゆうど)として基本的な知識や協会規則、そういったことを知ってもらうための講習。認可証を渡された街で、１回目だけは皆集まって受けたはずじゃ」

			「はい、受けました。２回目からは、自分の都合の良い日でいいよって、言われたような気がします」

			「うむ。その講習はじゃな、常識的な内容もあるが狩竜人(かりゆうど)には必須の、例えば犬笛の合図や、知っていないと損をする協会の規則など、覚えておいてほしいことも多い。まあ実践して覚えることも多いから、そこまでうるさくは言わないがな。それで普通はな、皆さっさと終わらせるんじゃ。受けてないと10段になれないからの」

			　エルもソフィアも思いだす。そんなことを最初に言われたような気がする、と。

			「えっと、もしかして私たち……やっちゃいましたか？」

			「わしらも驚いたんじゃ。別に試験があるわけでもない、ただ受ければよい講習。協会もまさか、これを怠(おこた)る狩竜人(かりゆうど)がおるとは想定外じゃった。それも２人同時にだ」

			　ザイマルトは大きなため息をつく。

			「ちなみに２人はなぜ講習を受けなかったんじゃ。理由はあるのかな？」

			「えっと……座って勉強するの嫌(きら)いだし面倒くさいから、後回しにしてるうちに忘れちゃって……」

			「僕は、やらなきゃとは思ってたんですが……誰にお願いしていいかわからなくて、そのうち忘れちゃってて」

			　３人は揃(そろ)って大きなため息をつく。なんの理由にもなっていなかった。

			「おかしいとは思ったの。いくらなんでも知識がなさすぎるって……私がちゃんと気をつけていれば」

			　10段に到達するまでに、講習を受けなかった狩竜人(かりゆうど)の出現。それは前(ぜん)代(だい)未(み)聞(もん)のできごとだった。この日の会議で２人の資料を見て、職員たちも初めて気づいたのだった。

			　エルやソフィアのような異(い)例(れい)の速さでの昇段は珍しい。しかし前例がないことではない。例えばガイツも、２人と同じくらいの速さで昇段した。ただそういう狩竜人(かりゆうど)は、10段になるまでに早めに講習を受ける。そもそも狩竜人(かりゆうど)になって半年以上経ち、講習を受けていない者のほうが少ない。普通は認可を得てすぐ、１ヶ月か２ヶ月で終わらせるものだ。

			　規則違反になるが、昇段させてもいいのでは。そんな声も職員のあいだでは上がった。特例昇段するような狩竜人(かりゆうど)の登場は、誰もが胸躍ることだ。腕があるのはわかっているのに、規則だからと昇段させないことを、疑(ぎ)問(もん)に感じる者もいた。

			　しかし狩竜人(かりゆうど)協会は、すべての人々に対して公(こう)明(めい)正(せい)大(だい)をうたっている。その組織が、おおっぴらに規則を破るわけにはいかなかった。

			「というわけでだな、お前ら２人は９段だ、９段。レイダーク狩竜(かりゆう)実績持ちの９段なんて、まず存在しないぞ。喜べ」

			　ガイツは皮肉を込めて言うが、残念ながら２人には伝わらなかった。

			「はい、10段には届かなかったけど一気に３段も上がっちゃいました」

			「違う、違うのよソフィアちゃん。あなたたち、もともとレイダークは関係なく、８段までは上がる予定だったの。だから１段だけなの……レイダーク狩ったのに」

			「え、そうなんですか？　それじゃもったいなかったですかね」

			　ちゃんと講習受けておけばよかったね、とエルも呑(のん)気(き)に言う。

			「シロノさん、駄目だこいつら。わかってない。俺がみっちり指導しますから、それまでこいつらを依頼から除外してください。講習内容を完璧に覚えるまでは、絶対に狩竜(かりゆう)には出しませんから」

			「えっ、依頼から除外って……」

			「そうね、私が甘かったわ。まさかここまで馬……知識がないとは思ってなかった。他の職員にも伝えておくから、悪いけどガイツ君にお願いするわ」

			　ザイマルトもそれに賛同し、ガイツの仕事はしばらく２人の指導を中心にという決定がなされる。協会としては特定の狩竜人(かりゆうど)に対して異(い)例(れい)の措(そ)置(ち)だが、本来15段以上に昇段するはずの２人を９段のままにしなければならないこともまた、異(い)例(れい)だった。

			　この日の夜、エルとソフィアはいかに自分たちが駄目かを、ガイツからこんこんと説教をくらう。夜中までかかったそれは１日では終わらず、次の日も、またその次の日も続けられることになった。

			　

			「以上のように、理力は大きく分けて３種類。やはり１番基本となるのは自分の体と、体に密着した物に理力を流す内(ない)燃(ねん)理力。次いで物に理力を流し、それを保持したまま体から離す付(ふ)加(か)理力。付(ふ)加(か)はボウガンの矢がわかりやすい例だな。放出理力については狩竜人(かりゆうど)でも使える者はかぎられているので……」

			「はーいガイツ先生、それくらい子どもでも知ってると思います」

			　ソフィアはおどけるように手を挙げて発言すると、ガイツに睨(にら)みつけられる。

			「その子どもでも知っていそうなことも知らずに、昇段できなかったのは誰だと思っている」

			　言い返せないのでソフィアは大人しく黙る。対してエルは、真剣な表情で真(ま)面(じ)目(め)に聞き入っていた。

			　ここ数日、協会の３階にある部屋を借り、エルとソフィアは朝から晩までガイツによる講習を受けていた。本来は協会職員か協会付き狩竜人(かりゆうど)の中で、手が空いている者が講習を受け持つ。

			　しかし今や問題児として扱われている２人は、厳しく指導できそうなガイツによって、すべての講習が行われていた。

			「よし、これで説明は終わりだ。少し休(きゆう)憩(けい)を挟(はさ)んだら、いつもどおり筆記試験をやるぞ」

			　本来、講習には筆記試験など存在しない。しかしそうでもしないとソフィアが真(ま)面(じ)目(め)に話を聞きそうにないので、わざわざガイツが特別に用意した。至れり尽くせりの特別扱いだ。

			「ふふん、今日は問題ないわね。さすがに理力のことならわかるわ」

			「そうだね。昨日までソフィアだけ追試だらけだったけど、今日は１回でいけそうだね」

			「う、うっさいわね。嫌(きら)いなのよ、勉強は。なんでエルはこんなもんが楽しそうなのよ」

			　連日不満顔のソフィアと違い、エルは楽しそうに講習を受けていた。

			「こういう感じで勉強するのって初めてで、なんか楽しいんだ。小さい頃にいつも、村の私塾見てて、羨(うらや)ましいって思ってたしね」

			「あんた変わってるわね……塾の勉強なんて楽しいわけないじゃない」

			　ガイツは２人の会話を聞きながら、ため息をつく。

			「そんなこと言ってるから、今のお前がそんななんだろうが。だいたい試験だってだな、エル１人なら必要ないんだぞ」

			　ガイツはここ数日でわかったことがある。２人とも知識が恐ろしく偏(かたよ)っているが、なぜそうなったかに至る経(けい)緯(い)はまるで違った。

			　エルは生まれ育ちが主な原因だ。教わればすぐに覚え、むしろかなり賢いことが判明した。しかしソフィアは、ただ面倒臭いという理由だけだった。座って勉強するのが嫌(きら)い、ただそれだけ。頭の良し悪し以前の問題だった。

			　そしてエルとソフィアも、ここ数日でわかったことがある。ガイツは恐ろしく説教臭い。２人が世話になった、戦団鋼の扉のダンビスやウィクラス、元運び屋のヴェンコイなど年の離れた人たちよりもずっと、説教好きの世話好きだった。

			　竜(りゆう)災(さい)孤(こ)児(じ)院(いん)で小さな子どもたちの面倒を見ているせいなのか、それとも元からそういう性質なのか。冷(れい)静(せい)そうで物静かな印象の見た目とは裏(うら)腹(はら)に、語りはじめると熱がこもる。見た目と中身に差がある人なのだと２人は感じていた。

			　ガイツお手製の筆記試験を、この日はソフィアも難なく合格する。

			「さすがに理力の項目は大丈夫だったな。よし、じゃあこれですべての課程が修了だ。普段は知らなくても問題ないような協会規則は忘れやすいが、時(とき)折(おり)は思いだすようにして必要なときに困らないようにしとけ」

			「ありがとうございました」

			　揃(そろ)って挨(あい)拶(さつ)する２人を見て、ガイツは子どもたちに勉強を教えているときと同じ気持ちになる。狩竜(かりゆう)の腕が腕だけに、その力を持て余しそうで心配だった。

			　ただ狩竜(かりゆう)の実力だけで言えば、自分よりも２人のほうがよほど高いと思っていた。そこには少しの嫉(しつ)妬(と)も混じらないほど、大きな差を感じていた。

			　

			　規(き)模(ぼ)の大きな商団はすでにフェネラルを発っており、人通りも寂しくなった街中を３人の狩竜人(かりゆうど)は竜(りゆう)災(さい)孤(こ)児(じ)院(いん)へと帰っていく。孤(こ)児(じ)院(いん)の居(い)心地(ごこち)がいいので、結局２人は他に宿を探すことはしなかった。

			　狩竜人(かりゆうど)の取る宿は、だいたい素泊まりだ。その分値段も割安で、孤(こ)児(じ)院(いん)に泊まるほうが支払う金額は高い。ただエルがあまりにも大(たい)食(しよく)漢(かん)なことを考えると、材料費を払ってヴィスタに作ってもらったほうが、かなり安上がりになった。

			　孤(こ)児(じ)院(いん)としても金が入り、エルとソフィアにとっても節約できる。互いに益のある取引となった。

			「いやあ、終わったわあ。こんなに何日もじっとしてると、体おかしくなっちゃう」

			「これで心置きなく狩竜(かりゆう)に行けるね。そうだソフィア、ボウガン買わない？　レイダークの報(ほう)酬(しゆう)がすごかったし、かなり良いのが買えるんじゃないかな。クライオンにまた相談してさ」

			「おお、そうだわ。使う暇(ひま)なくて忘れたけど、私たち一気にお金持ちだもんね」

			「ちょっと待て、お前ら。本当に高いボウガンなんて必要かどうか、まず考えろ。ボウガンを使うってことはエルが使うってことだろ？」

			「もちろん、私は使えませんから」

			「普通の狩竜人(かりゆうど)なら、そりゃ麻(ま)痺(ひ)矢はあったほうがいいに決まってる。しかしお前らは２人とも、長剣とハルバードでレイダークすら相手にできるんだ。だったらボウガンに金をかけるより、エルの武器を買い換えるほうを優先したほうがいい」

			「え、でも僕の剣は買ったばっかりで。ソフィアの装備を買う必要がないから甘えてるけど、僕のばっかりってのはちょっと……２人で稼(かせ)いだ金だし」

			「戦団として金をどう使うかは、お前らが決めればいい。ただな、エルがボウガン持って射つくらいなら、剣を持って切りこんだほうが有効な場面が多いはずだ」

			「確かに。前持ってたエルのボウガンは、役に立ってたとは言えなかったわね。レイダーク相手に鉄剣だと厳しかったみたいだし、やっぱそっち優先かな」

			　なにかと金を無(む)駄(だ)に使うのはエルもソフィアも同じ。会話を聞くだけではらはらさせられるガイツだった。

			　３人は食料を買いこんで孤(こ)児(じ)院(いん)へと帰っていく。エルは自分の財布から金を出して子どもたちに菓子を買い与えようとするが、あまり頻(ひん)繁(ぱん)にやっては駄目だとガイツに止められた。

			　自分が幼い頃にひもじい思いをしたエルは、子どもになんでも買ってしまいたくなるらしい。加減をせずに子どもを甘やかそうとするエルに、ソフィアは笑うしかなかった。

			　イリシアの人々は、多くの人が家族ではない子も大事にする。そのおかげで親を失った子どもでも、飢(う)えることはまずない。孤(こ)児(じ)院(いん)で育つ子どもは決して裕(ゆう)福(ふく)とは言えないが、空腹で辛い思いをするほど待(たい)遇(ぐう)は悪くなかった。

			　それは他の大陸からすると、とても良い文化だと称賛される。しかしその文化は、善悪の基準だけで根付いたわけではない。歴史の中で必要だったから、生みだされた文化だ。

			　およそ６００年前。

			　突如として膨大な数の竜種が、南イリシア大陸から北上を始め、人々の大地であった北イリシア大陸を蹂(じゆう)躙(りん)しはじめた。３つの国といくつかの部族が存在していた北イリシア大陸は、突然の竜の侵攻に、大混乱に陥(おちい)る。

			　国も部族も関係なく次々と人が犠(ぎ)牲(せい)になり、強力な人食い竜は増える一方だった。海を渡って竜のいない西の大陸に逃げ出す人も多く、イリシアに住む人の数は10分の１まで減ったと言われている。

			　竜の侵攻から１００年が経過した頃、イリシアは人が住めない大陸となる寸前まで追いつめられる。３つの国のうち２つは、国としての機能を完全に失っていた。しかし人は、勝てないまでも負けはしなかった。

			　少数精(せい)鋭(えい)で竜と戦う方法を確立し、不要な犠(ぎ)牲(せい)者を出さないことを最優先にすることで、活路を見いだした。そして国から独立した機関として狩竜人(かりゆうど)協会が設立され、人々は徐々に竜種に対抗できるようになっていった。

			　竜に滅ぼされる寸前までいったイリシアの人たちは、命の尊(とうと)さを思い知らされる。人の数が減ることの意味も知った。人が食われて減るということの恐ろしさは、人食い竜を生みだすという目先の危機だけではない。

			　人が減るということは、それだけ竜に対抗する手段が失われるということ。人の土地を奪われやすくなるということ。

			　子が生まれ育ってくれなければ、いつか人は駆逐され、竜だけが跋(ばつ)扈(こ)する大地になる。それを知っているだけに、未来のある子どもたちに人々が手を差し伸べるのは、イリシアではごくごく当たり前のことだった。

			　

			　孤(こ)児(じ)院(いん)で過ごすことも当たり前になってきたソフィアとエル。特にソフィアは、昔からの住人のようにくつろげるようになっていた。

			　最初は客用の空き部屋に泊まっていたソフィアだが、今ではヴィスタの部屋で寝泊りするようになった。

			　男のエルにもすぐに遠(えん)慮(りよ)をしなくなったソフィアは、同じ女性相手ならさらに遠(えん)慮(りよ)がなかった。ヴィスタも同い年の新しい友人を、喜んで迎え入れてくれた。

			「ねえねえヴィスタ、エルの食事代ってほんとにあれだけでいいの？　あいつ食べることだけは遠(えん)慮(りよ)しないというか、できないから」

			「大丈夫よソフィア。一気に大量に作るんだから、手間も食費もそんなに変わらないわよ。むしろ２人が払ってくれるお金で、いろいろ買えちゃうくらい余裕が出てきたわ」

			　あまりにエルが食べるので最初は驚いたヴィスタだが、支払われる金額を考えれば問題はなかった。宿泊代がそのまま孤(こ)児(じ)院(いん)への寄付となるので、その分子どもにかけられる金も増える。

			「ならいいけど。明日からまた狩竜(かりゆう)に出るから、きっと食べる量が増えると思うのよね。帰ってくる時間もまちまちになっちゃうし」

			「食べる時間が決まらないのは兄さんも同じだから、気を遣わなくていいわよ。今はそうでもないけど、協会付きになる前なんていつ帰るかわからなくて、本当にひどかったんだから」

			「そっか、ガイツさんだってずっと協会付きじゃないのよね。最初は私たちと同じで新人なわけだし。そういえばガイツさんっていくつなの？　20歳ちょいかと思ってたんだけど、なんか時々話の内容がおっさん臭い気がして」

			「ふふっ。あの人お説教大好きだから、確かに時々年寄り臭いのよね。兄さんは今24よ」

			「じゃあ見た目通りか。ヴィスタはガイツさんとずっと一緒なの？」

			「そうね、私が赤ちゃんの頃にここに来て、ガイツ兄さんは７歳くらいでここに来たの。だから年は違うけど、ちょうど同じ時期に孤(こ)児(じ)院(いん)に入ったことになるわね。私にとってはずっと一緒の家族みたいなものよ」

			　家族というヴィスタの言葉に、ソフィアは意地悪そうに笑う。

			「ふうん、家族ねえ」

			「な、なによ。ソフィア。変な勘(かん)繰(ぐ)りは止めてよね」

			「おやおやあ、私はまだなんにも言ってないわよ」

			　変なところで異常な鋭さを見せたソフィア。ヴィスタの気持ちを素早く察し、女同士の会話はさらに盛り上がる。本当にただの家族だと思っているのかと問い詰めるソフィアを、ヴィスタはなんとかごまかそうと話をそらしにかかる。

			「でも兄さん、本当は協会付きはやりたくないのかもって気がするのよね。ちょっとのあいだだけど、フェネラルを離れてたし」

			「え、そうなの？」

			「うん、ずっとフェネラルで狩竜人(かりゆうど)やってたわけじゃないの。南のハイウェスラルにも行ってたのよ」

			「ハイウェスラルって……最前線じゃない」

			「そうなの。本当はね、協会付きじゃなくて外に出て狩竜人(かりゆうど)がやりたいんじゃないかって。夢だって持ってたはずなのに、諦(あきら)めちゃったのかな」

			　南の大地から押し寄せてくる竜種。そして人が住む南の果て、ハイウェスラル。

			　北イリシアに侵攻する竜を、多くの実力ある狩竜人(かりゆうど)たちがハイウェスラルで食い止めている。南に行きたいのであれば、まずハイウェスラルで安定して狩竜(かりゆう)ができなければならない。

			　ハイウェスラルで狩竜(かりゆう)をするには最低15段。これは目安ではなく協会規則で決まっていることだった。エルとソフィアがまず15段を目標に置いていたのは、そのためである。

			「夢って……いやごめん、そういうのはあれね。本人に聞いたほうがいいのかも」

			「うん、私もあんまり話すと兄さんに怒られちゃうかも。じゃあ、そろそろ寝ましょうか」

			　まだ陽が昇らないうちに起きだす２人は、宵(よい)の口でも目を閉じればすぐに眠りにつく。狩竜人(かりゆうど)とその家族の朝は、いつだって早い。

		

	
		
			第５章　少年と少女は決める

			　

			　白(はく)爪(そう)竜(りゆう)リグトンよりも２回りほど大きいその竜は、発達した太い２本の脚で地面に立っていた。鎌のような形状の紫色の足の爪(つめ)が特徴的な、紫(し)爪(そう)竜(りゆう)テリバトン。大きく跳ねて真上から飛びかかってくるので、攻撃が避(さ)けにくく厄(やつ)介(かい)な相手だ。エルとソフィアはリグトン狩竜(かりゆう)依頼の帰りに、そのテリバトン７頭の群れに遭(そう)遇(ぐう)していた。

			「ええい、さっきからちょこまかと。竜なら竜らしくもっと堂々と襲(おそ)ってきなさいっての」

			「また囲んでくるだけか……ソフィア、２人同時に１頭だけ狙(ねら)おう。１頭やれば相手も出方を変えるかも」

			　テリバトンの恐ろしいところは、肉食竜種のくせに慎重なところだ。獲物を確実に狩るために、時間をかけてでも追いつめるように動き回る。相手から積極的に襲(おそ)いかかってくれば、エルもソフィアも一撃一刀で仕留められる自信があるが、それが難しい相手だった。

			　テリバトンの群れは２人が疲れるのを待っているかのように、周囲をぐるぐる回るだけ。押せば押した分だけテリバトンは引き、引いたら引いた分だけ押してくる。竜にしては非常に賢く狩りをする。

			「そうね、このままじゃ時間ばっか過ぎて疲れるだけだわ」

			　２人とも、命の危険を感じるほど追いつめられてはいない。しかしこのままだと陽が落ちるまで、ただ追いかけっこをするだけになってしまう。

			　群れで１番大きな１頭を狙(ねら)って同時に走りだす。狙(ねら)われたテリバトンは距(きよ)離(り)を取り、他のテリバトンが逆に２人に近寄ってくる。それを見て２人は急に反転し近寄ってきたテリバトンに狙(ねら)いを変えた。

			　事前に示し合わせたわけでもないが、同じように動くエルとソフィア。

			　ハルバードを片手で持ち振り回してテリバトンを引っ掛けるように足止めすると、動きを止められた１頭の首が長剣の一閃ではね飛ぶ。

			　１頭がやられたことでテリバトンの群れは、出方を変えた。さっさと目の前の獲物を諦(あきら)めてしまったのだ。残り６頭は２人に背中を向けて走りだす。慌(あわ)てて追う２人だが、なんとか２頭だけを仕留めるのが精一杯だった。脚力の強いテリバトンに走りだされてしまっては、とても人では追いつくことはできない。

			「もう、肉食のくせに逃げるんじゃないわよ！」

			　悔(くや)しがるソフィアをエルがなだめる。

			「残念だけど仕方ないよ、あとで協会に報告しとこう。僕たちになんでテリバトンの依頼が回ってこないか、よくわかったね」

			「うん。あんなふうに逃げられちゃ、ボウガン持ってないと無理かも」

			「もしくはガイツさんみたいに、光球が使えるとかね」

			　腕は認められているが相性というものがある。協会も戦団の戦力と使用武器は把(は)握(あく)しているので、白(はく)緋(び)の女神にはテリバトンの依頼は出したことはない。たまたま見つけて狩ろうとしたが、その苦労が２人にも充分に理解できた。

			　帰り道、２人はボウガンを購入しようかと話しあった。狩竜(かりゆう)の幅は広いに越したことはない。ただ以前ガイツに言われたように、エルが長剣をボウガンに持ち替えても有効な場面は少ないことも理解していた。

			「やっぱり買うなら片手でも狙(ねら)いがつけられる、小さめのボウガンかな。剣を手から離したり鞘(さや)に収めたりは、無(む)駄(だ)な動きになっちゃうから」

			「そうね、わざわざ高くて強力なのは要らないわね。大きいほうが格(かつ)好(こう)良いんだけど」

			「そうなんだよね、クライオンのでかいボウガンとか、すごい格(かつ)好(こう)良いんだけど」

			　格(かつ)好(こう)良いなどという無(む)駄(だ)な基準が、相変わらず残る２人の会話。だがさすがにガイツの言うことを無視してまで、無(む)駄(だ)な買い物には至らない。

			　自分たちだけでは決めず、クライオンに会ったら相談するということで、話はまとまった。

			　まだ陽の高い青空に大きな影がいくつも飛んでいる。２人は雲１つない夏の空を見上げる。

			「今日はなんか翼(よく)竜(りゆう)が多いわね。あれ、なんて種類かな？」

			「うーん……陽の光で色がわからないけど、小さそうだから多分ミシュタインじゃないかな」

			「ミシュタインって朱(しゆ)翼(よく)竜(りゆう)だっけ？　まずいわ、竜の名前くらい覚えてないと、またガイツさんに叱(しか)られそう」

			　ソフィアもさすがに普段相手にするような竜の名前くらいは完璧に覚えているが、相手にすることのない竜種の名前はあやしかった。講習以来ガイツは２人を、特にソフィアの知識を確かめるように質問をしてくる。

			　同じ竜(りゆう)災(さい)孤(こ)児(じ)院(いん)に暮らす２人にとって、ガイツは初めて身近でいろいろと教えてくれる先輩狩竜人(かりゆうど)となっていた。

			「ミシュタインは紅(こう)翼(よく)竜(りゆう)だよ。まあ翼(よく)竜(りゆう)なんて相手にすることないからね。さすがにガイツさんも聞いてこないんじゃない」

			　そんなことはない、あの男はわざと意地の悪い質問をしてくる気がする。とソフィアは思っていた。しかし実際は知っていてほしいことをガイツは質問しているだけで、なにも意地悪などしていない。ただソフィアの知識が足りないだけだった。

			「そういえばエルは、翼(よく)竜(りゆう)って狩ったことあったりする？」

			「ないない。翼(よく)竜(りゆう)なんて狩る必要もないしね。だいたい、あんなとこ飛ばれてちゃ、狩ろうとしても届かないよ。あの高さだと、よほど大きいボウガンじゃないと届かないし」

			「さすがにエルでもないのか。あんた山に住んでたんだし、もしかしたらと思ったけど」

			「山でも街と一緒で、翼(よく)竜(りゆう)は人なんて襲(おそ)ってこないよ」

			　もし空を飛ぶ翼(よく)竜(りゆう)が人を襲(おそ)うようなことがあれば、イリシアはそれこそ人の住めない大地になっていただろう。翼を広げると人の何倍もある大きな翼(よく)竜(りゆう)種でも、人を襲(おそ)うことはまずなかった。

			　翼(よく)竜(りゆう)は空を飛ぶため、見た目の大きさのわりに体が軽い。それでも大きな体で飛び回るためには、そこに理力を費やす必要があった。そのため他の竜よりも内(ない)燃(ねん)理力が圧倒的に低く、体の硬さもそれほどではない。薄い翼部分を狙(ねら)えば、ボウガンの矢でも落とせるほどに脆(もろ)いのだ。

			　そして翼(よく)竜(りゆう)からすると、人は獲物とするのに大きめで厄(やつ)介(かい)な相手。わざわざ向こうから襲(おそ)ってくることもない。だから狩る必要もなく、狩竜人(かりゆうど)でも翼(よく)竜(りゆう)種とは戦ったりはしないのだった。

			　

			　フェネラルの街に２人が帰(き)還(かん)すると、なにやら協会内がばたばたと騒(さわ)がしかった。協会職員が皆、忙しそうに走り回っている。

			「やあ君たち。今帰ってきたのかな？」

			　テリバトンを逃したことを報告しようにも、職員が捕まらずに困っていると、紳士な口調でウィクラスが２人に声をかけてきた。

			「はい、さっき帰ってきたんですけど、なんか慌しいみたいですね。まさか緊急でもありましたか？」

			　ソフィアの質問にウィクラスは難しそうな顔をする。

			「そう、緊急といえば緊急なんだがね……事態が把(は)握(あく)できずに困っているところなのだよ」

			「事態が把(は)握(あく)できない、ですか？」

			「そう。東の村の近くで犠(ぎ)牲(せい)者が３人も出てるんだが、どの竜種がやったのか判別できないそうだ」

			　２人は首を傾げる。村に近い場所で犠(ぎ)牲(せい)者が出れば、近くに目撃者なり逃げてきた人なりいるはずだ。もしいなくても、足跡や犠(ぎ)牲(せい)者がどういう食べられ方をしているかで、なんの竜種かは予想ができる。

			「犠(ぎ)牲(せい)者が３人も出てるって、大変じゃないですか。誰かもう向かってるんでしょうか」

			「調査のために向かってはいるが、そもそも竜かどうかも判明してなくてね」

			　人を襲(おそ)うような獣(けもの)はフェネラル付近にはいない。襲(おそ)うとしたら竜だけだ。竜かどうかもわからないという言葉に、２人はさらに首を傾げる。

			「ああ、すまない。こんな説明じゃわからなくて当然だね。犠(ぎ)牲(せい)者がなにかに食われたのは、遺体の状態から間違いないようだ。しかしやられた場所から近い村から、竜は出ていない。それどころかフェネラル近辺のどこにも、まだ人食いらしき竜の出現は報告されていないんだ」

			「人食い竜になったら、余計に人を狙(ねら)ってきますよね。人食い竜が人を襲(おそ)わないってことは、あるんでしょうか？」

			「それなんだ。理由として考えられるのは、まだ腹が減っていない可能性なんだが、遺体の状態からして、死後何日かは経ってるらしい。満腹で襲(おそ)ってこないというのは考えづらい。家畜も襲(おそ)われていないようだし。遺体の傷口からして大型の竜ではないそうだが……とにかくなんの竜種かがはっきりしない。皆どうにも困っててね」

			　１度人を食うと、頻(ひん)繁(ぱん)に近くの人里を狙(ねら)って襲(おそ)いだすのが人食い竜の怖さだ。

			　人食い竜がいるらしいのに、何日もそれらしき姿が見えないという事態は起こりにくい。姿は見えないのにいるかもしれないという状況は不気味で、協会と狩竜人(かりゆうど)の動きを鈍(にぶ)らせていた。

			「ウィクラスさんは、緊急に備えて待機ですか？」

			「そうだね。今はうちの団長と何人かが現場に向かっているが、まったく違う方角に人食い竜が出た場合に備えているところだ。しかしどうにも解せないね。竜にやられたのなら傷を見れば種類はわかる。それがわからないとなると……」

			　言葉の途中で、職員がウィクラスのほうへと走ってやってくる。その表情は険しく、良い報せではないことが察せられた。

			「ウィクラスさん、ホジアスの村で犠(ぎ)牲(せい)者が１人。おそらく竜によると思われますが……また正体不明なんです。目撃情報はなし。ホジアスの人たちは近くにいた狩竜人(かりゆうど)に率いてもらって、すでに避(ひ)難(なん)を開始しています。それで村の付近の調査を、ウィクラスさんを中心に、鋼の扉にお願いします。申し訳ない。相手がわからないかぎり、１番信頼の置けるウィクラスさんに頼むしかないので」

			「わかった。すぐに準備しよう」

			　ホジアスの村はフェネラルから西。竜と思われる正体不明の何かにやられた３人は、街から東の村近くで発見されている。

			　20年以上狩竜人(かりゆうど)をしてきたウィクラスでも状況がつかめず、職員の報告を受けて厳しい表情になる。ウィクラスは不安を覚えながらも、手際良く団員に指示を出し急いで街を発った。

			　２件も立て続けに、正体不明の何者かによる犠(ぎ)牲(せい)者が出てしまった。そんな事案は滅(めつ)多(た)にないことで、協会職員は一様に緊(きん)張(ちよう)した面持ちだった。

			　状況を把(は)握(あく)するために人手を割かなければならないが、それにも限界がある。狩竜人(かりゆうど)を無(む)闇(やみ)に調査に向かわせれば、強力な人食い竜が現れた際に犠(ぎ)牲(せい)者が増えるだけだ。

			　結局、この日はなにも進展がないまま終わってしまう。鋼の扉の面々は、翌朝まで付近の捜(そう)索(さく)をしたが、竜の影はリグトン１頭すら見つけられなかった。犠(ぎ)牲(せい)者が出たことには間違いない。それなのに職員と狩竜人(かりゆうど)は、警(けい)戒(かい)を強める以外にできることがなくなってしまった。

			　人食い竜がいるかもしれないという状況は、通常の狩竜(かりゆう)にも影響が出てしまう。狩竜(かりゆう)を依頼するほうもされるほうも、普段より慎重な行動しか取れない。

			　ただでさえ竜の数が多い夏季。状況は厳しいものだった。

			　調査に人手をさき、その分を他の者が穴埋めする。狩竜人(かりゆうど)も職員も、１人１人にかかる負担は大きくなるばかり。いたずらに疲(ひ)労(ろう)だけが溜まる日々が続いていった。

			　

			　フェネラル近辺で４人の犠(ぎ)牲(せい)者が出てから５日。

			　ようやく、手がかりと思わしき情報がもたらされる。それはフェネラルよりずっと北にある、ヨックラルの街の協会から届いた報告だった。

			「支部長これは……この報告は間違いないんですか？」

			　報告書に目を通したシロノは、その内容が信じられなかった。そして信じたくなかった。

			「残念ながら間違いなさそうじゃな。遺体の検分を竜学者にしてもらった結果、ついばまれた形跡は、翼(よく)竜(りゆう)のものに間違いないそうじゃ。ヨックラル近辺で出た犠(ぎ)牲(せい)者のものと、大きさも形状も酷似しておる」

			「そんな、ヤルガタインって……こんなもの、どう対応したら」

			　シロノの表情は険しくなる。なにが出たのかさえわかれば、ほとんどの事態はフェネラルの協会と狩竜人(かりゆうど)で対応できる。シロノはそう思っていた。しかし今回は、そのほとんどの事態に当てはまらなかった。ザイマルトも険しい表情を隠せない。

			　竜学者の検分により、ここ数日の被害者は翼(よく)竜(りゆう)によるものという見解が出された。ただこれを誰もが最初は信じなかった。翼(よく)竜(りゆう)が人を食うことなどない。イリシアに住む者なら皆が知っていることだ。

			　しかし竜学者の見解が正しかったことが、残念なかたちで証明されてしまう。はっきりと人を襲(おそ)う灰(かい)翼(よく)竜(りゆう)ヤルガタインの姿が、ヨックラルの街の近くで複数人に目撃されたのだ。

			「人食いの翼(よく)竜(りゆう)など、長い協会の歴史の中でも記録にない。正直わしにもどうしたらいいのやら、皆目見当がつかん。とにかく今やってもらっとる調査は中止し、このことをすべての狩竜人(かりゆうど)に伝えてくれ。あとは各戦団の団長が今夜、協会に集まれるように手配してくれ。対応を相談せねばなるまい……対応できそうにないがの」

			　長年狩竜(かりゆう)に携(たずさ)わってきたザイマルトですら、対応が思いつかない事態。シロノは神妙にうなずき手配を急ぐ。ザイマルトは少しだけ迷い、緊急事態を告げる鐘(かね)は控えることにした。

			　その代わりに職員を走らせ、翼(よく)竜(りゆう)が人食いになったことを、街や近(きん)隣(りん)の村の人々に伝える。対応策がない今、必要以上に不安を煽る鐘(かね)を鳴らすことはできなかった。

			　どういう経(けい)緯(い)で翼(よく)竜(りゆう)がそうなったかは、誰にもわからない。しかし人を食って理力が膨(ふく)れ上がった竜が、上空を飛んでいるというのは恐怖でしかなかった。しかもどこに現れるか誰にも想像がつかないので、対応のしようがない。

			　経験豊富な狩竜人(かりゆうど)でも、まず翼(よく)竜(りゆう)など狩ったことがなかった。ましてや人食いの翼(よく)竜(りゆう)など、誰も聞いたことがない。依頼を終えて協会に帰ってきた狩竜人(かりゆうど)たちは、その情報を知らされて騒然となる。

			　各戦団の団長と、協会付きの狩竜人(かりゆうど)や職員が会議室に集められる。そこには白(はく)緋(び)の女神の団長、エルの姿もあった。そしてなぜか、ソフィアも会議室に呼ばれて参加していた。多くの貫禄ある他の戦団の団長に囲まれ、２人は所在なさげに隅のほうに座った。

			「ザイマルトのとっつぁんよ。ヨックラルはどういう対策を取ったんだ？」

			　人食いとなった灰(かい)翼(よく)竜(りゆう)ヤルガタインが、北のヨックラルからフェネラル付近に飛んできた可能性が高いことは集まった全員に説明された。しかしその対策はなにも打ちだされないままだ。ダンビスは説明を聞き終えると早速質問を投げかける。

			「なにもじゃダンビス、なんにもできんかったらしい。確かに前例のないことで、どう対応していいのかわからん。ヨックラルより何倍も戦力の整っとるここですら、正直有効な手段が思いつかんのじゃ」

			「なにもか。まあ確かに翼(よく)竜(りゆう)相手なんざ、誰も想定してないわな。というか正直なとこ信じられねえな、人食い翼(よく)竜(りゆう)なんてよ」

			　ダンビスは腕組みしたまま天を仰ぐ。

			「目撃情報がなければ、わしも信じてはおらんかっただろうな。とにかくどこに現れるか、わからないのが最大の難点じゃ。地上を行く竜種ならなんとでもやりようがあるが、空を飛ばれてはどうにもならん」

			「それもあるし、そもそも人食いの翼(よく)竜(りゆう)がどのくらい強いのかすらわからんからな。見つけたからって、下手に手を出して返り討ちになったら洒落(しやれ)にならんぞ」

			　ザイマルトはダンビスの言葉にうなずく。普通の翼(よく)竜(りゆう)ならば、ボウガンの腕が良い狩竜人(かりゆうど)さえいれば、なんとかなりそうだと予想できる。

			　翼(よく)竜(りゆう)種は他の竜に比べて非力であるし、硬い鱗(うろこ)や皮を持つわけでもない。しかし人食いの前例が過去になく、凶暴性がどれくらいなのか、硬さはどうでボウガンの矢が通るのか、なにもわからなかった。

			「本部にも要(よう)請(せい)して、麻(ま)痺(ひ)矢の在庫をなるべく多く用意しておく。麻(ま)痺(ひ)矢を射って飛べなくさえしてしまえば、必ず勝機はあるはずじゃ。麻(ま)痺(ひ)矢の販売を原価で行うから、どの戦団も多めに持っておいてくれ。またしばらくは単独での依頼は出さないことにする。各戦団は人員を割り振る際に、必ずボウガンを使える者を１名入れて動くようにしてくれ。正直狩竜人(かりゆうど)には負担になるがの。すまんが我慢してくれ」

			　現状、それくらいしか打てる手はない。各戦団の団長も、ザイマルトの言葉にうなずくしかなかった。もしかしたらすでにフェネラル近辺にはおらず、他の地域に飛んでいった可能性もある。

			　しかし希望的観測で動くわけにもいかない。さらに犠(ぎ)牲(せい)者が増える可能性がある。しかし有効な対策が思いつかないことに、誰もが煮(に)え切らない気持ちになった。

			　そしてエルとソフィアは、他の者より心配ごとが１つ多い。ボウガンを持っていない。他の戦団では有り得ないことだが、白(はく)緋(び)の女神はそういう戦団だ。

			「しかしあれだ。フェネラルには翼(よく)竜(りゆう)でも相手にできそうな、取っておきがいるじゃねえか」

			　ダンビスがそういうと、皆の視線がガイツに向く。ガイツはその視線に応えるように話しだす。

			「翼(よく)竜(りゆう)なんて狩ろうと思ったことがないので、自信があるわけじゃないですが……しかし光球さえ効けば、落とせる可能性は高いと思います」

			　いくら強力なボウガンでも射程距(きよ)離(り)には限界がある。人食い竜となり硬化している相手ではその射程も短くなると予想された。その点、目さえ開いていれば有効な光球は、足止めとして期待が持てる。

			「そういうことじゃな。しばらくガイツは翼(よく)竜(りゆう)対策に専念してもらうことにする。それでじゃ、組むのはそっちの隅っこの２人にしようと思っとる」

			　やはり早くボウガンを買っておくべきだった、などと考えていた２人に視線が集まる。

			「え……僕たち、ですか？」

			「そうですね、俺も賛成です。こいつらは目が良いから発見できる可能性も高い。もちろん目が良いから見つけられるってものでもなさそうですが、少しでも可能性は高いほうがいいでしょう。それにいくら人食いでも、翼(よく)竜(りゆう)がそこまで強くなってるとは考えにくい。こいつらなら２人でも、充分戦力になるはずです」

			「え、あの。私たち翼(よく)竜(りゆう)なんて戦ったことがなくて」

			「ソフィアちゃん、それは皆同じなのよ。別にガイツ君と行動するからって、そんなに重く考えることはないわ。もちろん期待はしてるけどね」

			　シロノが優しく、ソフィアとエルの重荷を外してくれる。

			　どこに現れるかもわからず、誰にも経験のない相手。しかし腹が減れば、高い可能性で人を襲(おそ)ってくる人食い竜。

			　竜が跋(ばつ)扈(こ)するイリシアの大地に人が住んでいられるのは、協会と狩竜人(かりゆうど)が命を張って守ってくれるという安心感があるからこそ。逆に人々の信頼を得ているからこそ、協会も狩竜人(かりゆうど)も竜との戦いに全力を尽くせるのだ。

			　方法が思いつかなくとも手段がなくとも、泣き言を言っている暇(ひま)はない。人々の信頼を裏切らないためにも、人食い竜は絶対に倒さなければならない相手だった。

			　

			　翌日から、白(はく)緋(び)の女神にガイツが加わる。普段と同じように、依頼を受けて狩竜(かりゆう)に向かうのは変わらない。季節は夏。残念ながら脅(きよう)威(い)は翼(よく)竜(りゆう)だけではなかった。

			「いま！」

			　光球が弾けて、ソフィアとエルが走りだす。

			「おりゃああ、この前の恨(うら)みだあああ」

			　そんなことを叫びながら、ソフィアは紫(し)爪(そう)竜(りゆう)テリバトンの群れに突っこんでいった。テリバトンは２人で組むようになって初めて、狩りきれずに逃してしまった竜種だ。ソフィアはそれが相当に悔(くや)しく、かなり根に持っていた。

			　今回はあっという間に片がつく。目がくらみ、逃げることができないテリバトンなど、ソフィアとエルの相手にはならなかった。

			　依頼の狩竜(かりゆう)を終えた３人の狩竜人(かりゆうど)は、そのまま街には戻らずにただひたすら歩き回る。空を飛ぶ人食い竜を見つけだす手段が思いつかない以上、闇(やみ)雲(くも)にでも陽が落ちるまでそうするしかなかった。

			「やっぱすごいですね、ガイツさん。この前は僕たち、逃しちゃったんですよ」

			「ボウガンを持ってなけりゃ、確かにテリバトンの相手は難しいな。あいつらは肉食のくせに、１頭でもやられるとすぐに逃げだすから」

			「ほんと、さっすがですね、先生」

			　改めて２人は光球のすごさを実感した。しかしここまで竜に対して有効な技術でも、使い手は少ない。体の外に理力を出す放出理力が得意であること。激しい戦闘の最中にでも、細かい理力操作ができる集中力があること。理力学に精(せい)通(つう)していること。それらの要素が揃(そろ)って初めて使える光球は、誰にでも扱える技術ではなかった。

			「あのな、お前らの先生じゃないんだぞ、俺は。弟子を取った覚えもないし、そんな年でもない」

			　しかもお前らのが強いだろう。そうガイツは言いかけるが、それは口にはしなかった。

			「それにしても、翼(よく)竜(りゆう)なんてどうすればいいんですかね。正直、全然戦い方がわからないんですけど」

			　ソフィアもエルの言葉にうなずく。しかしそれはガイツも同じだった。

			「それは誰にもわからんさ。しかし被害が出ている以上、狩竜人(かりゆうど)である俺らがなんとかしなければならん。というかまず、奴を見つけんことには話が始まらないな」

			　エルもソフィアも上空を見上げる。遠くの空に翼(よく)竜(りゆう)が飛んでいる姿があるが、陽の光が眩しく、それがなんの種類かまではわからない。

			「なんとか探す方法はないですかね。見た目に特徴があるとか」

			「難しいな。人食いになって時間が経つと、大きさに変化が出る竜もいる。しかし空を飛ばれてたら、大きさなど比較できそうにない」

			　灰(かい)翼(よく)竜(りゆう)ヤルガタインをフェネラルにいるうちに仕留められるかどうかは、今のところ完全に運頼みになっている。仕留める実力のある狩竜人(かりゆうど)の前に、姿を現すかどうかの賭(か)け。それもいったいどれくらい強いのかもわからない相手。必死になってエルもソフィアも空を見上げるが、その行為に意味があるのかすらわからなかった。

			「僕の師匠が言ってたんです。もし翼(よく)竜(りゆう)が人を襲(おそ)いはじめたら、今度こそイリシアは人が住めなくなるって。確かに１頭出ただけでこれだと、それも本当なんだと思ってしまいますね」

			「ほう、エルの師匠は面白いことを言う人だったんだな。学者のような考え方をする人だ」

			　エルは少し普通の人とは違う感性を持っている。孤(こ)児(じ)院(いん)で一緒に過ごすうちに、ガイツはそう感じていた。それは人里から離れて暮らしていたせいかと思っていたが、師匠の影響が大きいのだろうと思いなおした。

			　その師匠とはどんな人だったのか。ガイツはいろいろ尋(たず)ねてみるが、聞けば聞くほどわからなくなる。ただエルの知識の偏(かたよ)りからして、竜か理力かを専門に研究していた人物なのではと想像する。

			「ガイツさんって治(ち)癒(ゆ)理力も使えるくらいですもんね。やっぱり理力学についてはすごい勉強したんですか？」

			「さすがに王都の学者みたいに、てわけにはいかないがな。今だって日々勉強だよ。しかしエルもたいしたもんだ。ソフィアの体質のことなんか、俺は聞いたこともなかったしな。お前の師匠は、俺よりしっかり学んだ人に間違いなさそうだ」

			「でも、治(ち)癒(ゆ)理力は下手だったんですよね。今思いだしても、あれは寒気がする……」

			「それがどうも信じられないんだよな。お前の知識からして、その師匠ってのは理力学に精(せい)通(つう)してたとしか思えん。放出と付(ふ)加(か)、両方扱うのは確かに難しいが、正しい知識があれば気持ち悪くなることなんて考えられん」

			　空を見上げながらも、エルとガイツは理力学の話で盛り上がる。ソフィアはそこに加われず、難しい２人の話をつまらなそうな顔で聞いていた。

			「なんかエルってさ……最近全然人見知りもしなくて、つまんないわ。普通に喋(しやべ)るし」

			　いつの間にかエルは、ソフィアだけではなく、いろいろな人と会話を楽しめるようになっていた。それはソフィアにとって望ましいことであり嬉(うれ)しいことだ。同時に、少しだけ自分の特別感が薄れてしまったことが寂しかった。自分でもわがままな感情だとは思っている。しかし素直すぎる彼女は、ついそんな言葉が口に出てしまった。

			「つ、つまんないって。人が怖くなくなったのは、ソフィアのおかげなのに……あと、普通に話せるようになったのも、そうなのに」

			　そのエルの言葉に満足して、ソフィアはまた空を見上げる。３人がそうしているように、フェネラルの他の狩竜人(かりゆうど)たちも皆、一様に空を見上げてヤルガタインを探していた。この夏は狩竜人(かりゆうど)の顔が、いつも以上に日差しに焼かれている。

			　

			　狩竜人(かりゆうど)たちに職員から新たな情報が伝えられた。

			「ヨックラルより追加の情報です。ヤルガタインの尾羽が、かなり短かったという証言がありました。ヤルガタインは長い尾羽が特徴的ですし、何人も目撃しているそうなので、間違いなさそうです。あとこれは不確定なのですが、背中の辺りに細いとげか角のようなもの。そういったものが生えていたという証言があります」

			「とげか角……そんなものはヤルガタインには生えていないだろう？」

			　狩竜人(かりゆうど)から疑(ぎ)問(もん)の声が上がる。人食いになったからといって、今までなかったとげやら角が、急に生えてくることはない。

			「はい、なのでこれは信(しん)憑(ぴよう)性(せい)に欠けますね。あと、これは残念な情報なんですが……ヤルガタインによる被害者は、ヨックラルとここだけではなさそうです。ヨックラルとフェネラルのあいだ。そこにある街でも、翼(よく)竜(りゆう)のくちばしで食われたような、遺体が見つかっているそうです。どうやら最低でも……10人は食っていると思われます」

			「10人だと！」

			「おいおい……そりゃまずいだろ。なんでそんなことになってんだ」

			　被害者の数を聞き、狩竜人(かりゆうど)たちが騒(さわ)がしくなる。竜は人を食えば食うほどに強くなる。そういう説がある。

			　ただこれは、はっきりと証明されたことではない。経験に基づく予想であり、竜学者の中には否定する者もいた。しかし10人も食っているということは、それだけ人を襲(おそ)いなれているということだ。

			　今後も被害が拡大する恐れがあり、どちらにせよ厄(やつ)介(かい)なことには変わりなかった。

			　悪い知らせとなった情報を受け、それぞれの狩竜人(かりゆうど)はこの日も捜(そう)索(さく)に出る。もちろん脅(きよう)威(い)となるのはヤルガタインだけではない。普段通りの依頼をこなしつつの捜(そう)索(さく)だ。白(はく)緋(び)の女神の２人とガイツも、南の鉱山近くで目撃された蛇(じや)竜(りゆう)ネスアルドの依頼を受け、街を出発した。

			「あっついわあ、なんでこんなに暑いのよお」

			　文句を言いながらも、ソフィアはいつもどおり元気に走っての移動だ。エルはもともと涼しいところで生まれ育ったので、あまり暑さは得意ではないと自分で思っていた。しかしそれもあっという間に体が順応し、元気にソフィアの隣(となり)を走っている。

			　そして日増しに遠(えん)慮(りよ)がなくなってきた２人に、ガイツは必死についていく。理力が漏(も)れないという体質のおかげで、疲れを知らないソフィア、そのソフィアに平気でエルがついていくので、ガイツは意地でも遅れるわけにはいかなかった。

			　目的の鉱山辺りまで来てようやく速度を緩(ゆる)めるソフィア。夏の日差しが容(よう)赦(しや)なく照りつけているのに、息も切れていない。エルは多少息切れしているが、ソフィアの走る速さにも慣れたものだった。そしてガイツは膝(ひざ)に両手をつき、思いっきり呼吸が荒くなっている。

			「ソフィア、今度からもうちょっとゆっくり走ろう」

			「そうね。ガイツさんも足速いしって思って、ちょっと調子乗ってたわ」

			「ぜはぁ……はあはあ……意地張ってる場合じゃないな、これ。すまんが今度からそうしてくれ」

			　ガイツは攻撃に特化した狩竜人(かりゆうど)ではない。攻撃は他の者に任(まか)せ、自らはおとりの役目を買って逃げ回ることが多いため、脚力だけは鍛(きた)えに鍛(きた)えてきたつもりだった。

			　以前２人に向かって、ついてこれなければ街に戻れ、などと偉そうに言ったことをガイツは思いだす。しかし実際はこちらが加減されていたのだと知り、今になって恥ずかしくなった。

			　そしてあっさりとネスアルドを狩り終えた３人。運び屋を待っているあいだも空を見上げ、ヤルガタインを探す。

			「さすがにこんなに上ばっかり見てると……首が痛いわ」

			　そんなことを言いながら上を見ているソフィアに、エルは呆れる。

			「ソフィア……遠くを見なよ、遠くを。天気良いんだし、真上に急に現れたりしないよ」

			　そう言われてソフィアは、空を見上げるにしても、遠くを見れば首に負担にならないことに気づく。

			「あれ……ほんとだ。真上見なきゃいいんだ……ちょっと、そういうことは早く言いなさいよ。ずっと真上見てた私が馬鹿みたいじゃない！」

			　みたいではないとは思うが、エルもガイツも口にはしない。

			「そういえば、こいつとかって、おびき寄せる餌(えさ)にならないですかね」

			　狩られたネスアルドを見て、ソフィアはそんなことを口にする。

			「無理だろうな。普通の翼(よく)竜(りゆう)じゃあネスアルドなんて歯が立たない相手だろうし、餌(えさ)としては見ないだろう。人食いならって可能性はあるかもしれんが」

			　ただ漫然と空を見上げるだけではなく、他の方法での捜(そう)索(さく)、発見を考えている者たちもいる。狩竜人(かりゆうど)、協会職員、竜学者が頭をひねり、なんとかおびき寄せる罠(わな)を作れないかと模索していた。翼(よく)竜(りゆう)が好みそうな餌(えさ)を罠(わな)として仕掛けて回ったりもしている。

			　ただ、相手は普通の翼(よく)竜(りゆう)ではなく人食いだ。人の味を覚え、そちらにしか興味がなくなっている可能性もあった。

			　そのうちに、若い運び屋が竜運車を引いてやってきた。

			「お待たせしました。やっぱりガイツさんたちでしたね。当たりでよかった」

			　運び屋は基本的に協会に所属しているので、協会付きのガイツとは当然顔見知りだ。

			「よう、お疲れ。おいおい、こりゃなんだ？」

			　運び屋は竜運車に大荷物を積んでいた。それは通常の餌(えさ)の代わりに、きらきら光る金属片を使った罠(わな)だった。

			「これなんですがね。なんでも王都の偉い竜学者さんが考案した、翼(よく)竜(りゆう)だけをおびき寄せる罠(わな)だそうです。餌(えさ)なんかよりこっちのほうが、よっぽど良いそうで」

			「トリが光り物を好むってのは知ってるが……翼(よく)竜(りゆう)もそうなのか？　ちょっと安易な発想に思えるがな」

			「まあ偉い学者さんの言うことなんで、試してみようってことですかね。それに餌(えさ)を使った罠(わな)だと、翼(よく)竜(りゆう)の前に他の竜が寄ってくるほうが早くって。他の連中が仕掛けて回ってましたが、危険なだけで全然意味がなかったんですわ」

			　そういわれて３人は納得する。目に頼り得(え)物(もの)を探す翼(よく)竜(りゆう)より、目に加え鼻も使って獲物を探す陸上の竜種のほうが、餌(えさ)を早く発見するのは当然だった。逆に目だけを頼りにするということは、確かに目立つ金属片の罠(わな)は有効だと考えられる。

			「ただこいつはいくつも用意できなかったもんで、鋼の扉とか、主力狩竜人(かりゆうど)の近くに配置するだけになっちまいますね。というわけで３人に協会からの指示です。ガイツさんと白(はく)緋(び)の女神は、今日からこの罠(わな)の近くに待機しろ、ってことだそうです。よろしくお願いします」

			　３人の狩竜人(かりゆうど)は指示通り、きらきらと光る罠(わな)の近くで待機を始める。ただ待つだけというのも暇(ひま)なので、ソフィアとエルは高い木に登って空を見渡していた。ガイツも一緒にと２人は誘(さそ)ったが、それは断られてしまった。

			「尾羽が短いって話だけど、さすがに空飛ばれてちゃわからないわね」

			　翼(よく)竜(りゆう)はイリシアでは珍しくもなんともない。晴れた日に空を見上げれば、何頭かは飛んでいるのを目にする。その中から１頭だけを探すなど、よほどの運がないと難しかった。

			「本当にね、どうすればいいんだろ。でも学者の人っていろいろ考えるね。光り物で罠(わな)を仕掛けるなんて、思いもしなかったよ」

			「エルって勉強好きよね。王都なら私塾も学校もたくさんあるけど、もしかして行きたいとか思ってる？」

			「ちょっと興味はあるかな。でも今は、えっと……毎日楽しいから。ソフィアと一緒だしね。別に行きたいとかは、思わない」

			　はにかむようにエルは言う。素直なはずのソフィアだが、自分もそうだとは口にできないくらいに、エルの言葉が照れくさくて、嬉(うれ)しかった。

			　

			　新しく考案された罠(わな)もまだ成果をあげられず、３日が経過した。

			　しかしはっきりとした成果はなくとも、少なくない期待感は出始めていた。光り物の罠(わな)に近づく翼(よく)竜(りゆう)が、３日のあいだに何頭か確認されたのだ。その中に人食いはいなかったが、的外れな罠(わな)ではないとわかった。それだけでも、ただ空を見上げて探すだけに比べれば、大きな前進だった。

			　ただ、日に日に狩竜人(かりゆうど)も協会職員の顔も、疲(ひ)労(ろう)の色が濃くなっていく。通常の狩竜(かりゆう)にも普段以上に気を遣わねばならず、加えて人食い翼(よく)竜(りゆう)の捜(そう)索(さく)だ。ただでさえ忙しい夏なのに、例年よりも１人１人の負担は増していた。

			　疲(ひ)労(ろう)は集中力をそぐ。狩竜(かりゆう)は１回の判断の誤(あやま)りで、命を失いかねない。狩竜人(かりゆうど)にとって集中力の欠如は致(ち)命(めい)的(てき)だ。

			　それでも休むわけにはいかず、早朝の協会に狩竜人(かりゆうど)は集まってくる。朝一番の協会はいつもどおり騒(さわ)がしいのだが、どこか重たい空気が漂(ただよ)っていた。

			　そんな中、まったく疲れを知らないソフィアとエル。２人の体力に、ガイツは改めて驚きを感じていた。

			「やっぱり20段の狩竜人(かりゆうど)って違いますね。私たち、体力だけは上の段に人にも負けないと思ってたんですけど。ガイツさん、全然元気そうですもん」

			「はっはっ、あまり舐めるなよ。１年目のひよっこに簡単に負けたりしてたまるか」

			　そんな強気なことを言うガイツ。しかし実態は、相当に疲れていた。それを２人に見せないのは、先人としての意地と矜(きよう)持(じ)。

			　理力と体力がずば抜けたソフィアとエルに、弱音も吐かずに意地でついていく。正直なところ、ガイツは多少弱音を吐きたいとは思っていたのだが。

			　この日も協会の指示に従い、３人が罠(わな)が仕掛けられた場所に向かおうとしたとき、協会の扉が荒々しく開かれた。

			「出ました！　尾羽が短いヤルガタイン。人食い翼(よく)竜(りゆう)です！」

			　早朝の騒(さわ)がしい協会が、駆けこんできた職員の言葉に一瞬静まりかえった。

			「どこだ！」

			　真っ先に反応したのは鋼の扉の団長、ダンビスだ。

			「鉱山区域です。９番鉱山の近くで坑夫が襲(おそ)われました。幸い坑(こう)道(どう)の近くだったので、穴に逃げこめて助かったそうです。襲(おそ)われた坑夫の証言で、南西方向に飛んでいったことがわかっています」

			　その報告を受け、すぐに協会職員から狩竜人(かりゆうど)たちへと指示が飛ぶ。翼(よく)竜(りゆう)は１日で長い距(きよ)離(り)を移動したりはしないと言われている。まだ飛んでいった方向にいる可能性が高い。

			　フェネラルで主力として活躍する狩竜人(かりゆうど)たちが、全力で鉱山に駆けていく。その中には当然、白(はく)緋(び)の女神とガイツも含まれていた。

			　

			「南西方向といっても広い。いくつかに分かれて探すぞ」

			　鉱山区域に着いた狩竜人(かりゆうど)たちは、ダンビスの指示に従って行動する。襲(おそ)っておいて失敗したということは、他の獲物にありついていないかぎり、まだ腹が減っているはず。

			　ただ早く発見しなければ、また別の場所に飛んでいってしまう可能性がある。時間との勝負だった。

			「あんまり良いやり方じゃねえがな、全員自分たちがおとりになるつもりで行け。人食いは人間を好むようになってるはずだ」

			　危険を顧みず、という行為を狩竜人(かりゆうど)は嫌(きら)う。それをしても、誰も勇気ある行動だとは褒(ほ)めてなどくれない。

			　自分の命を竜に差しだしても、人食い竜を生みだすだけ。危険は余計に大きくなるのだ。

			　ただ今回の相手は、すでに何人も人を食っている。早急さだけが問われる今の状況で、自分の命を惜(お)しみ、怯(おび)える狩竜人(かりゆうど)はいなかった。それぞれがダンビスの言葉にうなずき、覚悟を決めて捜(そう)索(さく)に当たる。

			　ソフィア、エル、ガイツの３人は、これまでどおり１組として動いていた。

			　相手の力量がわからない以上、３人というのは少なかったが、何人も固まって捜(そう)索(さく)範囲を狭めるわけにもいかない。それにこれまでヤルガタインの犠(ぎ)牲(せい)となった人たちは、皆３人以下で行動していたという情報もある。

			　偶然かもしれないが、複数で固まると襲(おそ)ってこない可能性もある。狩竜人(かりゆうど)たちは危険でも、少人数で動かざるをえなかった。

			　それでも皆、自分のところに飛んでこいと待ち構えながら捜(そう)索(さく)する。すでに犠(ぎ)牲(せい)者は10人を越えている。これ以上、人食い竜をのさばらせるわけにはいかない。

			　そして竜は翼(よく)竜(りゆう)だけでもない。３人の狩竜人(かりゆうど)は捜(そう)索(さく)の途中、またネスアルドを発見して片付ける。

			「どうします、ガイツさん。これ、運び屋さん呼んだほうがいいんですかね」

			「そうだな、呼んでおくか。このまま放置するわけにもいかん。多分近くにいるだろう」

			　ガイツの予想したとおり、エルが犬笛を吹くとすぐ竜運車の音が近づいてくる。先日、光り物をおとりに使った罠(わな)を設置していった、若い運び屋だ。

			　運び屋は戦うことは専門外でも、その脚力は狩竜人(かりゆうど)にも劣らない。いつ竜に出くわすかわからないイリシアの大地で、重たい竜の運(うん)搬(ぱん)をするのだ。走って逃げることに関しては、狩竜人(かりゆうど)よりも専門家と言える。

			　ネスアルドを竜運車に載せる手伝いをし、３人は運び屋を見送った。

			　そしてそれからすぐだった。男の叫び声が響(ひび)く。

			「出たぞおおお、ヤルガタインだあああ！」

			　叫び声を上げたのは若い運び屋だ。３人は急いで声のほうへと向かう。

			「行け！　お前らのほうが速い」

			　ガイツは脚の速い２人を先行させる。運び屋もボウガンくらいは所持しているが、基本的に戦う術を持ってはいない。どうか間に合ってくれと願いながら、ソフィアとエルは体中に理力を満たして大地を蹴(け)る。

			「うっそ、ネスアルドって食べれるの!?」

			「いや、ネスアルドは人が食べてもまずいよ……でも運が良い」

			　運び屋とその相(あい)棒(ぼう)のすぐ近くで、翼(よく)竜(りゆう)が竜運車に覆(おお)いかぶさっていた。その光景に一瞬、２人は戸惑う。

			　翼(よく)竜(りゆう)はその鋭いくちばしで運び屋ではなく、死んでいるネスアルドをつついていた。そしてその竜は情報通り、長く立派なはずの尾羽が短かい。間違いなく、人食いの灰(かい)翼(よく)竜(りゆう)ヤルガタインだった。

			　ネスアルドを食べているうちにガイツさえ来てくれれば、光球とボウガンで足止めができる。エルはそう考え、運が良いと言ったのだった。

			　しかしヤルガタインはネスアルドをつつくだけで、食べているわけではなかった。これは旨くないと思ったのか、今度はまだ近くにいた運び屋を狙(ねら)う。

			「逃げてください、ここは任(まか)せて！」

			　運び屋は２人の狩竜人(かりゆうど)に任(まか)せ、その場から全力で離れる。大きな翼で羽ばたいて運び屋に襲(おそ)いかかるヤルガタインを、ソフィアが突き刺す。

			　だがヤルガタインの大きな体は止まらない。突き刺されて鳴き声を上げたヤルガタインは、翼を強く羽ばたかせた。

			「うわわわ、まずい！」

			　宙に浮かぼうとしたヤルガタインに、ソフィアは体ごと持ち上げられ、足が地面から離れてしまう。

			「ソフィア！」

			　エルが慌(あわ)てて翼に切りかかった。しかし幾(いく)人(にん)もの人を食ってきたヤルガタインは、翼(よく)竜(りゆう)とは思えないほどに硬化していた。翼を少し切り裂いたものの、その硬さに途中で長剣は止まってしまう。

			　そしてソフィアのハルバードとエルの長剣が翼に刺さったまま、恐ろしい速さで修復が始まる。武器を手放せないまま２人の足が、完全に地面から離れた。

			「ちょっと、これまずいって。エル、なんとかして！」

			「なんとかって、無理だよ。剣が抜けない！」

			　必死に武器にしがみつく２人。それを振り払うかのように、さらにヤルガタインは強く羽ばたいた。このままではどうしようもない。しかし２人には、頼れる狩竜人(かりゆうど)がもう１人。

			「いま！」

			　助かったとばかりに、エルとソフィアが目を閉じる。追いついたガイツの光球が弾けて、辺りを光で包んだ。

			　視界を奪われて暴れるヤルガタインから、武器を両手で強引に引き抜く。エルとソフィアは不(ぶ)恰(かつ)好(こう)に転がりながらも、なんとか地面に着地した。

			「よくやった、２人とも」

			　ガイツは２人が必死になって、ヤルガタインが飛び上がるのを防いだと思っている。実は２人はそんなことまで考えておらず、結果そうなっただけだった。

			　ただ経(けい)緯(い)はどうあれ、地上にいる今が好機には違いなかった。

			　ガイツはボウガンを素早く構える。エルとソフィアは起き上がって、暴れるヤルガタインに向かっていく。飛ばれては追いかけようがない。作戦もなにも話し合っている暇(ひま)はなかった。

			　ガイツは付(ふ)加(か)理力を込め、麻(ま)痺(ひ)矢を放つ。すぐに次射を装(そう)填(てん)し、さらに引き金を引く。かなり近づいて射ったにもかかわらず、なんとか矢尻が突き刺さる程度だった。

			　しかし麻(ま)痺(ひ)矢はその矢尻さえ体に入ってくれれば、目的は達せられる。ヤルガタインの動きが若(じやつ)干(かん)だが鈍(にぶ)る。ガイツはさらに麻(ま)痺(ひ)矢を装(そう)填(てん)し、油断なく射ちこむ準備をする。

			　エルとソフィアは同時に、左右からヤルガタインに飛びかかる。今度は武器を修復に巻きこまれないよう、翼の薄い部分を狙(ねら)って武器を振るう。

			　翼だけでも人の何倍もある大きさ。一(いち)撃(げき)一(いつ)刀(とう)で切り落とすことはできない。だが今度は、大きく翼を切り裂いた。再び灰(かい)翼(よく)竜(りゆう)の甲(かん)高(だか)い鳴き声が上がる。

			　しかし人食い竜はさすがに並ではなかった。次々とガイツが麻(ま)痺(ひ)矢を射ちこんだはずが、すぐに体の動きを取り戻す。すでに麻(ま)痺(ひ)毒に耐性ができてしまったのか。エルとソフィアが後退するほどの風を巻き起こし、舞い上がろうと翼を羽ばたかせる。

			　だがそうはさせまいと、再びガイツの光球が弾ける。もし光球がなかったら、そう思うとエルもソフィアもぞっとする。

			　ここでみすみす逃せば、また人々は空を見上げ、人食い翼(よく)竜(りゆう)に怯(おび)える日々を過ごさなければならなかった。

			　再び視界を奪われ、飛び上がれなかったヤルガタインが暴れだす。

			「ソフィア、ついてきて。強引に行くしかない！」

			　ソフィアはエルの言葉にうなずく。地を行くレイダークのように、時間をかけられる相手ではない。とにかく早めの勝負をかけるしかなかった。

			　エルが暴れるヤルガタインに突っこみ翼を切りつける。そのエルの上を飛び越え、長剣が切り裂いた部分に、ソフィアのハルバードも振り下ろされた。

			　ヤルガタインはもう片翼で２人を弾き飛ばす。常人なら立てないほどの衝(しよう)撃(げき)だっただろう。しかし高理力で体を固め、上手く受身を取った２人は、すぐに体勢を立て直して武器を構える。

			「もういっちょ！」

			　今度はソフィアが先に飛びかかる。翼に入った切りこみを再度狙(ねら)い、ハルバードを突き刺す。エルがソフィアの上を飛び越え、長剣を全力で叩きこむ。が、それでも翼は切り落とせない。柔(やわ)らかい羽根がびっしり生えた翼は、単純に硬いだけの鱗(うろこ)や皮よりも剣先を鈍(にぶ)らせた。それでも強引に剣で押し切ろうとするエルを、ヤルガタインが弾き飛ばす。

			「くそっ、切り落とせなかった」

			「慌(あわ)てないで、エル」

			　いつもとは逆に、ソフィアがエルをなだめる。レイダーク相手に焦(あせ)った結果、エルを傷つけることになってしまった。その経験はしっかりいきている。

			　しかし、ガイツが３度目の光球を準備し終えた瞬間、ヤルガタインは反撃に出た。これまでよりもひと際大きな、耳をつんざくような奇声。鳴き声、というような可愛(かわい)いものではない。それは３人の意思とは無関係に、体をすくませるような雄(お)叫(たけ)びだった。

			　一瞬だけ動きを止められた３人。しかしその一瞬が、竜相手では命取りなとなる。

			　狙(ねら)われたのは１番近くにいたソフィアだった。金属同士がぶつかりあうような、嫌(いや)な音が響(ひび)き渡る。

			　ソフィアの反応は常人離れしていた。ぎりぎりでくちばしの先端をハルバードで受け止める。しかし竜の攻撃を、人が真正面から受け止めきれるわけがなかった。くちばしが首をかすめ、そのまま押し倒されたソフィアに、再び鋭いくちばしが振り下ろされようとしていた。

			　ガイツは一瞬飛びかかろうとするが、それは自分の役目ではないと自制した。今、自分にできることは何か。冷(れい)静(せい)な狩竜人(かりゆうど)は、すでに右手で光球を作りはじめた。

			　エルはソフィアを助けるべく、すでに地面を蹴(け)っている。しかしその目は血走り見開かれ、いつものエルとはまったく違う表情だった。

			　炎(えん)竜(りゆう)レイダークが相手のとき、エルはもっと冷(れい)静(せい)でいられた。ただヤルガタインのくちばしがソフィアの首をかすめた瞬間、その理性は完全に失われてしまった。

			　ヤルガタインの後ろから長剣を突き刺し、そのまま背中に飛び乗る。目の前の敵にくちばしで止めをさそうとした瞬間、見えない方向から攻撃を喰(く)らったヤルガタインは大きく暴れる。しかしエルはしがみついて、ソフィアに目を向かせまいと、硬い頭部を片手で無理やりに切りつける。いくら背中側からとはいえ、人食い竜に乗るなど無(む)謀(ぼう)な行為でしかない。それでもエルは離れようとはせずに、ただただ背中で暴れる。

			　エルが時間を作ったおかげで、ソフィアはその間に立ち上がった。ただ、大きく裂けた首の傷からは、体半分を赤く染めるほどの血が流れていた。

			　ソフィアが立ち上がったのを確認し、ガイツは光球を放つ。精密に制御されたそれは、確かにヤルガタインの目の前で弾けるはずだった。間違いなく視界を奪ったはずだった。

			　しかしヤルガタインは、強く羽ばたき宙に浮かびだす。ソフィアは血を流したままにハルバードで切りかかるが、巻き起こった風に体が押し返されてしまった。

			「エル！　だめっ、降りてえええ！」

			　ソフィアの叫び声が上がる。エルはその声に反応して飛び降りようとした。しかし一瞬の迷いのあと、さらに強く背中にしがみつく。

			　ソフィアの無事な声が届いた。それは狂気を宿したエルの目に、理性を取り戻させた。我を失ったままの行動ではない。一瞬だが考えた上で、翼(よく)竜(りゆう)の背中から降りないことをエルは選択した。

			　黒くとがった物が、ヤルガタインの背中から突きでている。それに気づいたエルは、左手で強く握(にぎ)り締める。そして右手の剣を逆手に持って背中に深く刺すと、こちらも強く握(にぎ)り締める。

			　灰(かい)翼(よく)竜(りゆう)ヤルガタインはエルを背に乗せたまま、光球すら届かない空高くまで舞い上がった。

			　鉱山近くで木が少ない山とはいえ、空を飛ぶ翼(よく)竜(りゆう)に、地上を走って追いつくのは不可能だ。しかしそうとわかっていても、ソフィアはヤルガタインを必死に追いかける。

			「馬鹿、待てソフィア。走るな！」

			　呼び止めるガイツの声は、近くてもソフィアの耳に届かない。

			「待つんだ、落ちつけ。そんな血を流したままだと命に関わるぞ！」

			　首から流れだした血は、ソフィアの体を真っ赤に染め上げる。そんな状態でまともに走れるわけがなかった。追いついたガイツが、力ずくでソフィアを止める。ふらつきながら走っていたソフィアの目はうつろだった。

			「エル……エルが」

			「落ちつくんだ、まずは治(ち)癒(ゆ)だ。とにかく血止めを……あ、こら待て！」

			　ガイツはソフィアを強引に座らせようとするが、ソフィアはそれを振り切って再び走りだした。血を流しすぎたせいで頭はふらついている。呼吸も乱れ、漏(も)れないはずの理力すらまともに使えていない。完全に錯乱状態だった。

			「早く……早く追わなきゃ」

			「頼むから動くな、話を聞け。大丈夫だ、エルの判断は間違っていない。あいつは背中に乗ってるんだ。しがみついてるかぎりヤルガタインも攻撃できないし、死ぬことはない」

			　半分はソフィアを落ちつかせるための方便だ。追いつけない翼(よく)竜(りゆう)を追いかけても仕方ない。ただもう半分は嘘(うそ)ではなく本音だった。

			「確かに無(む)謀(ぼう)に見える行動だが、エルは馬鹿じゃない。飛び降りることもできたはずだ、ただそれをしなかったのは勝(しよう)算(さん)があるからだ。俺よりもお前のほうがエルのことを知ってるはずだろ。仲間なら信じろ。そして自分の体を心配しろ」

			「でも、だってエルが……」

			　もうソフィアの意識は途切れかかっていた。それでも抵抗をやめず、ガイツを振り切ろうとする。

			「考えろ！　あいつが帰ってきたときにお前が無事じゃなかったら、エルはどう思うんだ。その逆でもいい。もしエルが自分の命を無(む)駄(だ)にして、お前を助けようとしたらどう思うんだ！　帰りを待て、信じて待つんだ！」

			　ガイツの言葉で、ソフィアの乱れた心は少しだけ冷(れい)静(せい)さを取り戻す。呼吸を整えるように大きく息を吐きだすと、わかったという目をする。

			　ガイツは治(ち)癒(ゆ)理力をソフィアの首に流す。落ちついた心に反応するかのように、首から流れていた血も落ちつきをみせ、ガイツはほっと安(あん)堵(ど)の息をついた。見た目にはまだ傷は痛々しいままだが、血が止まったことを確認し、ガイツは治(ち)癒(ゆ)の手を離す。

			　ソフィアは自分の意識が遠のくのを感じる。しかし口の中を噛(か)み、気を失うことを拒否した。エルの無事を見届けるまでは、絶対に意識を手放せない。心配で悔(くや)しくて泣きそうになるが、それもソフィアは拒む。エルは無事に帰ってくるのだから、そのときに泣けばいい。そう思って、今は必死に我慢する。

			　ガイツは犬笛で緊急用の合図を吹く。まだ運び屋が近くにいるはずだ。

			「流れた血は戻らないし、激しく動けばすぐに傷が開く。お前はしばらくじっとしてろ」

			　ガイツも内心に焦(あせ)りがないわけではない。今自分にできることはあるのかと考えるが、なにも思いつかなかった。

			　ヤルガタインが飛んでいった方向に、狩竜人(かりゆうど)を派遣してもらうしかないが、飛んでいる翼(よく)竜(りゆう)を見つけろというのは難しい。ただエルが無事に、地上に降りてくれることを祈るしかなかった。

			　緊急の合図を聞きつけ、相(あい)棒(ぼう)の犬に先導された運び屋がやってくる。

			「うわっ、ひでえ……」

			　若い運び屋は、血で染まったソフィアの姿を見て絶句する。

			「血は止まっているが動かしたくない。すまんが彼女を車に乗せて街まで運んでほしいんだ」

			「待って、ガイツさん。血も止まったし、まだ……」

			「まだ言ってるのか！　そんな体でなにができると思ってる」

			「でも……」

			「さっきから、でもとだってばかりだな。自分が狩竜人(かりゆうど)であることも忘れたのか。無理だと思えば引く、それができなければ狩竜人(かりゆうど)である資格すらない。大怪(け)我(が)をしてふらついているのに、まだ動けるなどと言うのはただの自(じ)己(こ)満足だ」

			　厳しい口調でソフィアを叱(しか)る。

			　ソフィアもそれは理解していた。ただ頭では正しいと理解していても、それを簡単には受け入れられなかった。ぐっと唇を噛(か)み締め、震えながらうなずいた。

			「エルを、お願い……します」

			　運び屋が乗りやすいよう片付けてくれた竜運車に、ソフィアは乗せられる。

			「今の彼女で戦闘は難しい。途中で竜に出くわしたら逃げてくれ。もし途中で狩竜人(かりゆうど)なり職員に出会ったら、ヤルガタインは北東に飛んでいったことも伝えてほしい。こっちに来てるダンビスさんたちには、俺が伝えてまわる」

			「了解です。重たい竜を引いてたって逃げるのが運び屋の仕事ですから。安心してください」

			　ガイツの頼みに力強くうなずいた運び屋は、荷台の怪(け)我(が)人に気を遣い、いつもより静かに竜運車を引っ張っていく。

			　

			　上空に舞い上がったヤルガタインは　背中の異物を振り落とそうと必死だった。宙返りしたり急降下したりと暴れまくり、エルを排除しようとする。それでもエルは手を離さず耐えた。この機会を逃すわけにはいかない。

			　しばらくエルが耐えていると、散々に暴れていたヤルガタインが、疲れたのか諦(あきら)めたのか少し大人しくなる。背中のエルも少し落ちつき、頭をめぐらす。この状態からどうすればいいのか。

			　最初はただ、ソフィアを守るためだけに背中にしがみついた。しかし暴れるヤルガタインが自分を振り切れないことで、その背中が安全圏だと気づく。飛び降りなかったのも、そう思ってのことだった。

			　確かに人食い竜は理力も高く恐ろしいが、翼(よく)竜(りゆう)は他の竜とは違って飛ぶことが最大の武器。鋭いくちばし以外に凶器となる武器はない。目の前の例外を除いて、翼(よく)竜(りゆう)が人を襲(おそ)わない理由をエルは理解できた。

			　地上までどれくらいの距(きよ)離(り)があるのか。見当もつかないほど、眼下の森や川は小さく目に映る。落ちたらどうなるのかわからないが、いつまでも落ちないという保証はない。エルは意を決し、右手で握(にぎ)り締めていた長剣に理力を込めた。

			　引き抜かれる長剣に痛みを覚えたのか、ヤルガタインは再び暴れだす。いったんは大人しくなっていたが、まだ弱っている様子はない。

			　引き抜こうとした先から修復が始まってしまうが、それでもエルは武器を取り戻そうと長剣を引っ張る。幸い左手で握(にぎ)っている黒い棒状の物は、妙にエルの手にしっくりくる、持ちやすい形状をしていた。それを握(にぎ)っているかぎり、右手の剣を引き抜いても振り落とされない自信はあった。

			「うおおおお！」

			　気合の雄(お)叫(たけ)びを上げながら、すべての理力を右手に集中させる。

			　そして響(ひび)く、乾いた金属音。

			　気合の入った雄(お)叫(たけ)びが悲鳴に変わる。長剣はエルの理力に耐えられずに折れた。

			　真っ二つに。

			　しかし落ちこんでいる場合ではなかった。ここまで見事に折れたなら、どうせ使い物にならない。そう思って、折れた剣で無理やり背中を攻撃しはじめる。

			　少しでも血を奪うため、浅くしか入らない折れた剣で幾(いく)度(ど)となく突き刺す。背中の痛みを取り除くため、空中で散々に暴れる。ヤルガタインとエル、両者ともに必死にもがいた。

			　ただ完全にエルのほうが分が悪い。竜の膨大な理力を、ましてや人食い竜の理力を削りきるまで、折れた剣だけで攻撃を繰り返す必要がある。どう考えても、エルの理力か体力が先に尽きる。

			　しかしほとんど血が奪えないような浅い攻撃でも、繰り返すうちに徐々に高度が落ちていった。エルは弱ったのかと一瞬思ったが、すぐに翼(よく)竜(りゆう)の意図に気づいて冷たい汗をにじませる。弱って高度を落としたのではなかった。わざと高度を落とし、背中の異物を崖にぶつけようとしているのだ。

			　飛び降りる間もない。ヤルガタインは器用に飛んで、岩肌(はだ)に背中の異物をこすりつける。

			「がっ……あああ！」

			　とっさに頭だけは守ったエルだが、背中側に受けた衝(しよう)撃(げき)は半(はん)端(ぱ)なものではなかった。どんなに高い理力を持っていても、エルは所(しよ)詮(せん)人でしかない。竜の体と崖に挟(はさ)まれ、無傷でいられるはずもなかった。意識が飛びそうになるほどの痛みがエルの体を襲(おそ)う。

			　そしてまだ痛みで混乱する中、２度目の衝(しよう)撃(げき)。再び崖にぶつけられ、エルの背骨がきしむ。エルの意識をかろうじて繋(つな)ぎとめていた細い糸が、ふっと切れそうになった。

			　飛び降りよう。朦(もう)朧(ろう)としたエルの頭に、そんな考えがよぎる。今なら地面はまだ近い。死ぬ可能性もあるが、生きていられる可能性がないわけでもない。

			　最近は充実した毎日だった。山の中で寂しく暮らしていた頃に比べ、ずっと幸せな日々が続いていた。まぶしすぎるほどに、温かい時間をもらった。確かにもらったのだ。ではそれは誰がくれたものなのか。

			　ソフィアの名前が浮かんだ瞬間、エルの意識が急激に覚(かく)醒(せい)する。

			　自分はいったいなにを考えていたのだと、心の中で自分を責めた。諦(あきら)めそうになった自分を、自ら叱(しか)りつける。

			　無事に帰って、一緒に南を目指す。

			　それだけで充分だった。誰のためでもない。自分が生きたいから生きる。帰ってソフィアに会いたいから、生き残る。そう思ったエルの顔にはもう、迷いもためらいもなかった。

			　生きて帰るため、この竜を倒さなければならない。

			　また崖にぶつけられては、体が持つ保証もない。振り落とされないという保証もない。それならば血を奪い、理力を奪い、飛べなくなるまでに力を奪うしかない。

			　しかしエルの左手に嫌(いや)な感触が走った。つかんでいたとげでも角でもない、不自然に突きでている黒い物が抜けそうになったのだ。これが抜けてしまうと、しがみついていられなくなる。そう思ってエルは、無茶苦茶な行動に出た。

			　ヤルガタインの背中を、折れた剣で穴を掘るように切りつけえぐる。その穴が拳(こぶし)大の大きさになると、エルは折れた剣を口にくわえた。

			　剣についた竜の血が流れこみ、エルの口内に不快感が広がる。

			　そして自分の右手を、その穴に突っこんだ。深く深く、血と肉の熱い感触の中に埋めるように右手をねじり込む。そして、その手がヤルガタインの背中にとらわれる形で修復が始まる。

			　拳(こぶし)が潰(つぶ)されるかと思うほどに、手が硬い肉で締め上げられる。しかし強く締まれば締まるほど、それは抜けにくくなったということ。エルは微(み)塵(じん)も後(こう)悔(かい)などせず、口にくわえた長剣を左手に持ち替えようとした、その瞬間。左手で握(にぎ)っていた棒状の物が、とうとう抜けきった。

			　それが強烈な痛みだったのか、ヤルガタインはこれまで以上に狂ったように暴れはじめる。エルは振り落とされるかと思ったが、右手は抜けることなく完全にとらわれていた。

			　そして左手でつかんでいた黒い物。その正体にエルは驚く。

			「け……ん？」

			　それは確かに剣の形をしていた。もともとそういう色なのか、それとも変色してそうなったのか。漆黒のその剣は、エルが折った長剣よりもさらに長く、そして異常なまでに重かった。

			　なぜヤルガタインの背中に剣が。そんなことを考えるのは後回しだった。

			　片手では上手く振れないほどに重いその剣を、ヤルガタインの背中に突き立てる。エルが意外に思うほど、それはあっさりと深く刺さった。灰(かい)翼(よく)竜(りゆう)の悲鳴が上がる。

			　いける。そう思ったエルは、口にくわえていた剣を捨て、左手に集中する。すんなりエルの理力を受け入れた黒剣が、ヤルガタインの背中に何度も何度も突き刺さる。

			　血が飛び散った。それは竜の理力を奪っている証(しよう)拠(こ)だ。

			　エルの右拳(こぶし)を締め上げる肉の感触が緩(ゆる)くなる。弱っている。今度こそ、そう確信したエルは、大きく深呼吸をして右手を思いきり引き抜く。

			　その瞬間、忘れていた痛みが全身を走り抜けた。危うく振り落とされそうになり、剣と自分の体が離れないよう必死に背中に喰(く)らいつく。

			　痛む体では理力の集中もままならない。一瞬でいい。ほんの少しの時間、この痛みを忘れられれば、全力でこの剣を叩きこめる。そう思っても、痛みが集中を妨げる。

			　ヤルガタインは高度を下げはじめている。今が好機なのは間違いない。ただ今のエルは、しがみつくのが精一杯の状態だ。

			　空に上がってからどこをどう飛んでいたのか、エルにはわかっていなかった。しかし高度が落ちて地上に近づくにつれ、ある風景が視界に飛びこんでくる。

			　フェネラルの街だった。

			　空から見たのは初めてだが、エルにはそれがはっきりとわかった。

			　今ここで逃したら、また誰かが犠(ぎ)牲(せい)になるかもしれない。それは見知らぬ人かもしれないが、身近な人の可能性だってある。

			　そもそもこの背中の持ち主は、自分の大切な人を傷つけた。それを思いだしたエルに、抑(おさ)えられないほどの怒りがわきあがる。

			　一瞬だけだった。その怒りが一瞬だけ、痛みを凌(りよう)駕(が)する。

			　体に理力が満ち、剣を強く握(にぎ)る。まっすぐ綺(き)麗(れい)に、しかし力強く、剣を振り下ろす。

			　ヤルガタインの背中が大きく切り裂かれた。ついに羽ばたく力を失った翼(よく)竜(りゆう)は、地面に向かって真っ逆さまに落ちていく。

			　下手をしなくとも、まともに落ちていったら死は避(さ)けられない。しかしエルは、ただ竜を殺すことを望んでいたわけではない。生きて帰ることを、少しも諦(あきら)めてなどいなかった。

			　こんなにも強く生きたいと思ったことはなかった。それは欲だ。その欲を与えてくれたのはソフィアだ。地面に叩きつけられるその瞬間まで、エルは目をしっかりと見開いたまま、死から逃げず生だけを望む。

			「翼(よく)竜(りゆう)だ。でかいヤルガタインが落ちてきたぞ！」

			「おい、今落ちたあれ……人が乗ってなかったか？」

			「俺もそう見えたんだが……まさか」

			「とにかく協会に知らせろ。狩竜人(かりゆうど)が来るまで近づくな、例の奴かもしれん！」

			　落ちた先はフェネラルの街の近く。目撃した人たちが、慌(あわ)てて協会へと走る。

			　動いてはいないが、まだ息のある灰(かい)翼(よく)竜(りゆう)。エルはゆっくりと立ち上がり、剣を構える。もはや素早く動く力は残っていない。それでもゆっくりと剣を突き刺しただけで、人食い翼(よく)竜(りゆう)はその命を終えた。

			　エルは修復が始まらないことを確認する。完全に殺しきった。これで狩竜(かりゆう)の成功だ。

			「ソフィア……ソフィアは……怪(け)我(が)、大丈夫だよね」

			　疲(ひ)労(ろう)と負傷。エルの視界が歪(ゆが)んでいく。朦(もう)朧(ろう)とする意識の中で、それでもソフィアの名前を繰り返し口にしながら、鉱山地帯へと向かうのだった。

		

	
		
			[image: p_306.jpg]
		

	
		
			　竜運車に体を横たえて、血塗れのソフィアは大人しく運ばれていた。夏の強い日差しの中だというのに、その体は震えている。血を失いすぎたせいなのか、それとも大切な仲間のことを思ってか。それは彼女自身にもわからない。優しい運び屋の相(あい)棒(ぼう)が、震えるソフィアを温めるように寄り添ってくれていた。竜運車は鉱山地帯を抜けてフェネラルに近づいていく。

			「ん？　なんかあったのか」

			　運び屋は大街道の手前で人だかりを見つける。いくつかの荷車とその人だかりは、倒れて動かなくなった男を囲んでいた。街に向かっていた商団が、ぐったりとしているその男を荷車に乗せるところだった。

			　ソフィアはふらつく頭を持ち上げ、人だかりのほうへと視線を向けた。倒れていた男の姿を目にして、心の中でずっと叫んでいた名前が口から飛びだす。

			「エル！」

			「も、もしかして飛んでった仲間か？　待て、お願いだから動くな。そのまま乗っててくれ」

			　這(は)いずって車から降りようとするソフィアを、運び屋は押し止めて走りだす。

			「おーい、その男は無事なのかあ！」

			「ああ、かなり重傷みたいだが息はある。武器は持ってねえが、どうも狩竜人(かりゆうど)みてえだ。あんた協会の運び屋さんか？」

			「そうだ、こっちも重傷者を運んでんだ。そいつもこっちに預けてくれないか、急いで医者に連れてくから」

			　ヤルガタインが間に入っていたとはいえ、空高くから地面に叩きつけられたエルが無事なわけがなかった。いったんは歩きだしたものの、すぐに力つきて倒れてしまった。

			　右腕がおかしな方向に曲がっていて、口から血が垂れている。運び屋と商団の男たちが、気を失った狩竜人(かりゆうど)をゆっくりと竜運車に乗せた。

			　ソフィアはもう、流れる涙を止めようとはしなかった。大事そうに、すがりつくように、隣(となり)の狩竜人(かりゆうど)を抱きしめる。

			　生きている。それだけで深い安(あん)堵(ど)感に包まれたソフィアは、エルを優しく抱きしめたまま、気を失うように眠りにつく。彼女の体はもう震えてはいなかった。

			　

			　うっすらと目を開けたエルは、天井を見て自分が竜災(りゆうさい)孤(こ)児(じ)院(いん)にいることに気づく。全身が気だるく、頭が起きろと命令しても体は反応してくれなかった。からからに喉が渇き、上手く声も出ない。それでも振り絞(しぼ)るように、かすれた声で名前を呼ぶ。

			「ソフィ……ソ」

			「起きた……起きたのね！　大丈夫、私はここよ。先生、モンバルトせんせーい！」

			　倒れたまま意識が戻らないエルに、ソフィアはずっと付き添っていた。エルの目が開きかけたのを見て、急いで医者を呼びに走る。

			「ようやく起きたな。まずこれで一安心だ。私の声が聞こえるか？　おっと、動かなくていい。ソフィアよ、ヴィスタに言って湯冷ましを用意してくれ」

			　呼ばれてきた医者は孤(こ)児(じ)院(いん)の責任者であり、ガイツに治(ち)癒(ゆ)理力を教えた人物でもあるモンバルトという初老の男性だ。モンバルトはゆっくりと低い声で話しながら、エルの状態を確かめていく。ソフィアが湯冷ましを口に含ませると、ようやくエルはまともに声が出るようになった。

			「モンバルト先生……えっと、僕は？」

			「うむ、まず右腕上腕骨折。右腕はまだ動かすんじゃないぞ。あとおそらく、あばらが何本か折れて肺も傷ついてる。しばらくは呼吸をするにも苦しいだろうが、治るから安心しなさい。それから右手小指の脱(だつ)臼(きゆう)と、あとは打ち身やら擦り傷やらその他諸々。まあ重傷もいいところだがね、幸い命に別状はない。今はとにかく、ゆっくりと眠ることだ」

			　状態を説明されて体中の痛みを自覚したせいか、エルの意識がはっきりしてくる。

			「ソフィア」

			「はいはい、ちゃんといるわよ」

			「じゃあソフィア、お前も休みなさい。目が覚めたからには特に心配はない。だが、まだあまり喋(しやべ)らせないようにね」

			　モンバルトはそういって部屋から出る。

			「ソフィア」

			　何度も自分の名前を呼ぶエルに、ソフィアはなにかをごまかすように笑う。

			「ふふっ、そんなに呼ばなくてもちゃんとここにいるって」

			「ソフィア、首が……」

			　ソフィアの首には、ぐるぐると包帯が巻かれていた。その下にはまだ、大きく裂けた傷(きず)痕(あと)が残っている。

			「うん、私も怪(け)我(が)しちゃったからね。でも大丈夫、もうほとんど治ってるから。それよりあんたは自分の心配しなさい、丸２日も寝てたのよ。心配したんだから、もう」

			　エルの左手を、ソフィアはぎゅっと両手で包む。彼女の手は武器を持つ手。いつもハルバードを握(にぎ)っている手のひらは、皮も厚くなっていてまめもある。決して女性らしい柔(やわ)らかさにあふれているわけではない。

			　しかしそんな手だからこそ、エルにとっては特別なのかもしれない。エルは少しだけためらったあと、その手をぎゅっと握(にぎ)り返した。

			「いろいろ言いたいことも聞きたいこともあるけど、今はとにかく寝て。それで無理しない程度に早く元気になって」

			　ソフィアはそっとエルの顔に手を落とし、まぶたを閉じるようにうながす。もう眠くない、そう思ったエルだったが、目を閉じるとすぐに意識は遠のいた。傷ついた体は、まだまだ休養を欲している。

			　エルが眠りにつくのを見届けると、ソフィアのまぶたも重たくなってくる。２日間、心配でほとんど眠れずにいたので無理もなかった。ソフィアもまた、ベッドにもたれかかるように眠りにつく。

			「ねえ兄さん、あの２人って本当に恋人同士とかじゃないの？」

			「ああ。あいつらとはもう何日もずっと一緒だが、そんな感じはなかったぞ」

			「ふーん……兄さん鈍(どん)感(かん)だから気づかなかっただけじゃない？」

			「馬鹿言え。俺は色恋についちゃ経験豊富だ」

			　ガイツとヴィスタは、手を繋(つな)いで眠る２人をこっそり覗(のぞ)く。仲良く眠る２人の邪魔はしたくないと思ったが、そろそろ夕飯なので仕方なくヴィスタはソフィアに声をかける。

			　慌(あわ)てて跳ね起きたソフィアは、まごまごと言い訳のような言葉を口にする。見苦しいほどに慌(あわ)てるソフィアに、ヴィスタはただ、にやにやと笑みを浮かべるのだった。

		

	
		
			終章　少年は少女を想い、少女もまた少年を想う

			　

			　翌日。２日間の休みをもらったガイツは、全力を振り絞(しぼ)ってエルに治(ち)癒(ゆ)理力をかける。おかげでエルは、普通に歩ける程度まで回復した。

			「なんか無理させちゃったみたいで……ごめんなさい」

			　そして代わりにガイツは、疲(ひ)労(ろう)で歩けないほどにぐったりとしている。

			　治(ち)癒(ゆ)理力は便利だが決して万能ではない。使う側は際限なく疲弊するので、治(ち)癒(ゆ)を使える医者にかかるには安くない金が必要だった。

			　そして治(ち)癒(ゆ)理力の基本は、患者の体力と理力を削り、自(じ)己(こ)治(ち)癒(ゆ)力を高めるもの。なので使い方が悪いと、患者の体調を悪化させる可能性もある。意識のない者には使いづらく、エルが起きるまでは控えていた。

			「かまわん……これも仕事のうちだ。ちゃんと正規の代金を、お前らの財布からもらってる。しかし俺の理力が先に尽きるとは思ってなかったぞ……くそう」

			　エルの理力の限界まで回復を早めてやろうとしたが、先に音を上げたのはガイツだった。

			「そうだガイツさん。僕の剣って知りませんか？　倒れたときの記憶が曖(あい)昧(まい)で」

			「そういえばお前の長剣、どこにもなかったって聞いたな。鞘(さや)だけは俺が回収してきたが」

			「実はもともと持ってたのは、戦ってる途中で折っちゃったんです」

			「途中で折れたって、どうやってヤルガタインを倒したんだ？　俺もあいつの死体は検分したが、間違いなく剣で切られたような傷ばかりだったぞ」

			「それがですね……」

			　エルはヤルガタインの背中に、黒い剣が刺さっていたことを話す。実際に見ていないガイツからすれば、なんとも不思議な話だった。

			「それがなければ倒せなかったのか。しかしそんな剣のことは聞いてないな。知ってるとしたらお前を見つけてくれた商団か、街まで運んでくれた運び屋だな。わかった、ちょっと俺が確かめて……」

			　立ち上がろうとしてガイツはよろめく。

			「ガ、ガイツさんっ。僕は元気になったんで自分で行きますから。ここまで運んでくれた人にお礼も言いたいし」

			　治(ち)癒(ゆ)理力は使ったほうと使われたほうが同じだけ、理力を消費すると言われている。起き上がれないほどの重傷患者に理力負けし、ガイツはがっくりと落ちこんだ。

			　生まれついて理力の高い奴らがいる。生まれついて狩竜人(かりゆうど)に向いている奴らもいる。エルとソフィアのことを、最初はただそういう存在だとガイツは考えていた。しかし一緒に行動するようになり、いつしか嫉(しつ)妬(と)心が芽生えていることに気づく。自分の限界はここまでとガイツは勝手に線を引いていた気がしていた。危ないながらも結果を出す２人を少し羨(うらや)ましく思っていた。

			　忘れかけていた夢が心の中でまた浮かび上がってくる。ガイツはなにかを決心したかのように、真(ま)一(いち)文(もん)字(じ)に口を結んだ。

			　

			　エルは自分の状態を確かめるように体をほぐしたあと、着替えて出かける準備をする。

			　危うく命を落としそうな経験をしたというのに、エルの心はとても穏やかだった。ソフィアと出会って以来、誰かと一緒に過ごすことが当たり前になった。

			　そしてその誰かは、当たり前のように自分に手を差し伸べてくれる。温かい毎日は、逆に不安になるほど幸せだった。

			　孤(こ)児(じ)院(いん)の外では元気に遊ぶ子どもたちの声がする。そして部屋から出るとまた１人、エルのことを心配してくれる人がいた。

			「ちょっとエル君！　もう起き上がって大丈夫なの？」

			「うん、でも代わりにガイツさんが疲れちゃったみたいで、今ぐったりしてる。ごめん、ってヴィスタに謝るのも変だけど」

			「あははっ、いいのよ。お金もらってやってるんだし、それも兄さんの仕事なんだから。でもエル君とソフィアくらい、ただでやってあげればいいのに。ごめんね、こういうとこで育つとお金にうるさくなっちゃって」

			「いやいや、当然だから。ガイツさんとモンバルト先生がいなかったら、まだ立つのも無理だったろうし、本当にありがたいよ。ヴィスタもありがとう」

			「私はなんにもしてないわよ。ずっとソフィアが付きっきりで看てただけでね。ほんっとにずうっとね」

			　ずっと、という部分をなぜヴィスタが強調するのか、エルはまったく気づいていない。ただにこにこと嬉(うれ)しそうにするだけだった。

			　これは苦労しそうだなと、ヴィスタは苦笑する。

			　エルは元気になった途(と)端(たん)、今度は空腹で倒れそうなことに気づく。とにかく量重視の食事をヴィスタに用意してもらう。次から次へと綺(き)麗(れい)になる皿を見て、さっきまで寝たきりだったのに大丈夫かとヴィスタは心配になる。しかし一心不乱に食事をするエルは誰にも止められそうになかった。

			「ソフィアはどこか出かけてる？」

			「うん、買い物に行ってるわ。朝早くに出てったからもう帰ってきてもいい頃だけど……」

			　噂(うわさ)をすれば、ソフィアが大荷物を両手に帰ってきた。

			「あああ！　なんで起きてるの。そんでなんで普通にご飯食べてんの。寝てなさいよ！」

			「お帰り、ソフィア。あの、もう大丈夫だから」

			　ソフィアは荷物を放りだし、顔色を確かめるように両手でエルの顔をはさむ。目を覚まさないあいだ、ずっと手を握(にぎ)っていたせいか、エルの肌(はだ)に触れることに抵抗がなくなってしまっていた。ヴィスタは余計な気を利かせ、そそくさと退散する。

			「ふむ、顔色は悪くない。ほんとに大丈夫そうね」

			「ほ、本当に大丈夫だから。ありがとう、ソフィア。心配かけてごめん」

			　ただエルからすると意識がないあいだのできごとで、ソフィアの手の感触に慣れてなどいない。自分の顔を優しく包むその手の温かみに、エルは恥ずかしくなる。

			「心配するのは当たり前。だからお願い……あんまり無茶しないで。で、なんで着替えてるのよ。どっか行くの？」

			　エルはまたまた剣を折ってしまったことを謝り、事情を説明する。ソフィアは剣なんてまた買えばいいと、まったく気にしない。そしてエルが起きたら、２人で協会に顔を出すようにと言われていたことを思いだした。

			　ソフィアが抱えていた大荷物の中身は、ほとんどエルの服だった。なんの飾り気もないぼろを纏(まと)っていたエルは、ソフィアの見立てた服に着替えさせられる。

			　最近のエルが着ている服は、すべてソフィアが見立てたものだ。しかしそれは、あくまで狩竜(かりゆう)に使う服ばかり。しかしこの日は、狩竜(かりゆう)にはとても使えそうにない、薄い生地の洒落(しやれ)た服をソフィアは買ってきていた。

			　今まで着飾ったことなどないので、少し居(い)心地(ごこち)の悪さを覚えながらも、エルは仕立ての良い服に袖を通す。

			「よしよし、良い感じじゃない。狩竜人(かりゆうど)は小さい子どもたちの憧(あこが)れなんだから、それくらい格(かつ)好(こう)つけないと駄目よ」

			「こ、これだと狩竜人(かりゆうど)に見えないような……」

			　これまでエルにとって服とは、寒さを凌ぐか夏の強い日差しをさえぎるかの物でしかなかった。綺(き)麗(れい)に染め上げられた柔(やわ)らかい服に身を包み、なんだか落ちつかない気分になる。

			「別にいいじゃない、狩竜(かりゆう)に出るわけじゃないんだから。さ、まずは協会に行くわよ」

			　ソフィアも普段と違い、年相応の女性らしく着飾っている。彼女からすると普通のことなのだが、その姿を見てエルは余計に落ちつかない気分になった。

			　

			　ヴィスタはエルの食事のあと、またすぐに食事の支度を始める。大勢の子どもたちが暮らす孤(こ)児(じ)院(いん)では、１日中食事の準備や掃除に追われているようなものだ。

			　ヴィスタは、ソフィアやエルと同じ17歳。すでに竜災(りゆうさい)孤(こ)児(じ)院(いん)にはいられない年齢に達している。今も孤(こ)児(じ)院(いん)に住んでいられるのは、ガイツと同じで安くない賃料を払っているからだ。

			　そしてヴィスタの仕事は、医者として忙しいモンバルトの代理で子どもたちの世話をすること。物心つく前からここで育ったということもあり、この仕事がヴィスタは好きだった。

			　しかし時々、兄と呼ぶガイツや、孤(こ)児(じ)院(いん)の新たな住人となったソフィアとエルを、羨(うらや)ましく思うこともあった。

			　３人が努力をしていない、などとはヴィスタは少しも思っていない。しかしやはり狩竜人(かりゆうど)は特別な仕事だ。努力だけでは届かない場所もある。勉強もそれほど得意ではなく、体力も理力も普通の女性でしかないヴィスタには、絶対に届かない場所に３人はいる。

			　そのことが少しだけ、ヴィスタに寂しい思いをさせていた。

			　女性なのに跡が残るような傷を首に負ったソフィアと、死ぬような大怪(け)我(が)をしたエル。それでも２人は、命があったことだけを心から喜び、落ちこんではいなかった。そんな２人を見て、とても自分のような者には務まらないと感じた。

			　そしてなによりも、幼い頃から兄と呼ぶ者が狩竜人(かりゆうど)なのだ。その大変さは知っているつもりだった。

			「ヴィスタ、俺の本知らないか？　付(ふ)加(か)理力の専門書なんだが」

			　治(ち)癒(ゆ)理力の使いすぎで疲れきった顔のガイツが、よろよろと食堂に入ってくる。

			「ああ、それならモンバルト先生が持ってったわよ。多分診療所のほうじゃないかしら」

			「そうか……受け取りにいくのもしんどいな。誰か使いに出すか。いやしかし、あれは大事な本だしな。雑に扱われたらまずい」

			　ガイツは一時期、狩竜人(かりゆうど)に対しての情熱を失いかけていた。ヴィスタはそれを知っている。しかし最近になってまた前のような、もしくは前以上に情熱を取り戻している。それもヴィスタは知っていた。そしてそのきっかけは、最近知り合った自分と同い年の狩竜人(かりゆうど)２人がもたらしたものだと気づいていた。

			　ガイツは食堂のイスに座ったまま、ヴィスタが忙しく働く姿を眺めている。その表情を見てヴィスタは気づく。ガイツは本を探しにきたのではなく、自分に話したいことがあるということに。そしてその話の内容は、ヴィスタには簡単に想像ができた。

			　話を切りだしにくそうなガイツ。見るに見かねて先にヴィスタが声をかける。

			「兄さん、協会付き辞めたいんじゃないの？」

			　遠回しな言葉も考えたが、自分はもうわかってるという意味もこめて、はっきりと告げた。

			「え、なんで……あ、いや。そんなことは」

			　冷(れい)静(せい)沈(ちん)着(ちやく)で知的な狩竜人(かりゆうど)、などというガイツの評判を聞くと、いつもヴィスタは笑ってしまいそうになる。兄と呼ぶこの男が、熱い性格をしていることを誰よりも知っていたからだ。時として暑苦しいほどに、説教好きで世話焼きなことも。

			「見てればわかるわよ。南、もう１回挑戦したいんでしょ？　兄さんがここを出ることに、いちいち許可なんていらないわ」

			　ガイツは１度、狩竜(かりゆう)の最前線である南のハイウェスラルの街に行っている。今フェネラルにいるのは、その夢は叶わず、諦(あきら)めていたことを意味していた。

			　戻ってきてからは、子どもたちの世話もできるようにと、ある程度決まった時間に帰れる協会付きの狩竜人(かりゆうど)になった。もう南行きの夢は諦(あきら)めたのかとヴィスタは思っていた。しかしそうではないことに、最近になって気づかされる。

			　ソフィアとエルという２人の狩竜人(かりゆうど)が、くすぶっていたガイツの夢に、また火をつけた。ヴィスタはそれを、少しだけ恨(うら)めしく思う。しかし大切な人が、活き活きとした顔をしているのに、文句など言えるはずもなかった。

			「いや、あのな……なんというか、その」

			「いいじゃない。なにを迷うことがあるのよ。夢なんでしょ？　ソフィアとエル君と一緒の」

			「いやしかしだな、ガキどももいるし……」

			「協会付きになってくれて、確かにいろいろ助かってはいるけど、兄さんはもう孤(こ)児(じ)院(いん)の人じゃないのよ。ちゃんと私がいるんだから大丈夫。前に出て行ったときは、全然そんなこと考えもせずに行っちゃったじゃない」

			　４年前、ガイツがハイウェスラルに向かったときは、別れがつらく泣いていたヴィスタのことなど、一(いつ)顧(こ)だにせず出ていった。そのときのガイツは青臭いほどに若く、夢だけを見ていた。

			「あのときは、その……すまん」

			「あの２人と一緒に行くんでしょ？」

			「いや、それはまだあいつらに話してないんだ。だがどっちにしろ、協会付きは辞めようと思ってる」

			「うん、じゃあ別に私はもうなにも言うことないわよ。兄さんの好きにすればいいだけのことじゃない。はい、この話はお終い。暇(ひま)なら兄さん、子どもたち呼んできて。こっちの手伝いさせるから」

			「お、おう。わかった」

			　ヴィスタはあっさりと話を終わらせ、ガイツを食堂から追い払う。終わらせないと、自分の本音を言いそうだったから。

			　大切な人の夢の後押しをしてあげたい。それは本当だ。しかし大切だからこそ、離れたくない。それも本当だった。上手く背中を押せただろうかと心配しながら、ヴィスタは少しだけ目をこすって、またいつもどおりに食事の準備に取りかかった。

			　

			「はあい、お待たせ。じゃあまずはヤルガタインの狩竜(かりゆう)報(ほう)酬(しゆう)が３万エニィね。あとこれは緊急依頼扱いだから緊急報(ほう)酬(しゆう)の１万エニィ。それと聞きなれない言葉だろうけど、あのヤルガタインは特別危険種として認定されてたの。だからその特別手当として、５万エニィが支給されちゃいます。合計で９万エニィね」

			「おおお！　レイダークの報(ほう)酬(しゆう)も丸々残ってるし、一気に貧乏脱出したわね、エル。良い剣買うわよ」

			「うん。これなら剣買っても、充分お釣りがくるね」

			　いつもどおり笑顔で報(ほう)酬(しゆう)を受け取る２人。いつもどおり笑顔のシロノ。しかしシロノは内心もやもやした気分だった。この報(ほう)酬(しゆう)額は安い。喜ぶ２人を尻目に、そう思ってしまっていた。

			　翼(よく)竜(りゆう)は普段狩られることがないので、狩竜(かりゆう)報(ほう)酬(しゆう)すら定められていなかった。２人が受け取った金額は、協会が慌(あわ)てて臨時に決めただけのもの。買取報(ほう)酬(しゆう)についても同様だった。素材の使い道があるのかないのかわからないので、０エニィ扱い。

			　未知の危険度を持つ人食い翼(よく)竜(りゆう)相手だというのに、レイダーク狩竜(かりゆう)の半分の金額もいかない。エルとソフィアが大怪(け)我(が)したというのはシロノも聞いている。危険に見合った報(ほう)酬(しゆう)とは、とても思えなかった。

			　普通の狩竜人(かりゆうど)なら金額の低さに文句の１つでも言いそうなのだが、２人は喜んで報(ほう)酬(しゆう)を受け取ってしまっている。文句を言われたところで報(ほう)酬(しゆう)額が変わることはない。しかしいい加減、２人にはしっかりとした金銭感覚を身につけてほしい。そんなことをシロノは思っていた。

			「あと良いお知らせがあるわよ。なんと２人とも、15段への昇段が認められました！　拍手」

			「えええ！　じゅ、15段ですか？　いいんですか、一気にそんな……」

			「ええ、ようやく実力に段位が追いついてきただけ。２人とも胸を張っていいわ。というか本当はレイダーク狩竜(かりゆう)の時点で、15段だったんだから……」

			　ちょっと頭のほうが残念じゃなければ、と口にしそうになるが我慢する。

			「ど、どうする、ソフィア？　なんか一気に目標到達しちゃったんだけど……」

			「ど、どうしよう……これもう、ハイウェスラルに行けちゃうじゃない！」

			　まだまだ15段までは遠いと考えていた２人は、急な昇段に慌(あわ)てふためいた。

			　２人が南の大地を目指していることは、シロノも知っている。もう少しだけフェネラルで経験を積んでほしい、という気持ちが半分。そして自分のわがままだとわかっていても、２人の成長を間近で見ていたい、という気持ちが半分。

			　しかし夢に向かう２人を、心から応援する気持ちに嘘(うそ)もない。そろそろ旅立ちの日も近いと思うと、シロノは寂しい気持ちになった。

			「２人とも落ちついて。15段になったからといって、すぐに南に向かう必要はないでしょ。別に義務じゃないんだから。だいたい１年目からハイウェスラルに行くなんて、まずないことなのよ。この街で準備できることはしっかりして、それからハイウェスラルを目指せばいいわ。金属鍛(か)冶(じ)に関しては、フェネラルの鍛(か)冶(じ)屋さんのほうが腕が良いはずだし、装備とかもちゃんと考えてから、ね？」

			　シロノの言葉に、ぶんぶんと首を縦に振る２人。夢に１歩近づいた。興奮気味にこれからのことを話しながら、協会をあとにした。

			　

			「あらあ、いらっしゃい。２人とも大活躍だって聞いてるわよ。若いのにすごいのねえ、ソフィアちゃんなんて、こんなに可愛(かわい)い女の子なのに」

			　鍛(か)冶(じ)師ゴディオンの妻カレイラは、白(はく)緋(び)の女神の２人を笑顔で出迎える。カレイラは可愛(かわい)いのに強いと評判のソフィアが、とてもお気に入りだった。

			　ソフィアは年上の女性には、嫌(きら)われるか好かれるか極端だった。

			　小さい頃は男女関係なく憧(あこが)れる、狩竜人(かりゆうど)という仕事。しかし目立つような活躍をする女狩竜人(かりゆうど)は非常に少ない。同じ女性が狩竜人(かりゆうど)として活躍することを好意的にとらえる人と、ソフィアの見た目も含めて嫉(しつ)妬(と)する人に分かれてしまう。

			　前者の代表的な女性がシロノで、後者は以前ソフィアが所属していた戦団の女狩竜人(かりゆうど)たちだ。カレイラも完全に前者であり、ソフィアが恥ずかしくなるほどに褒(ほ)め称(たた)えてくれた。

			「おーい、あんた！　今噂(うわさ)の白(はく)緋(び)の女神の２人が来てくれたわよ」

			　カレイラが奥の工房に声をかけるが、ゴディオンの返事はない。ちょっと待ってとカレイラが奥に向かうと、怒(ど)鳴(な)り声が２人の耳に入ってきた。

			　またこんなもの買ってきて、変なもの集めて、などという断片的なカレイラの怒り声からゴディオンが無(む)駄(だ)遣いでもしたらしいと２人は推測した。

			「なんか、カレイラさんたち喧(けん)嘩(か)してない？」

			「喧(けん)嘩(か)というより、ゴディオンさんが一方的に叱(しか)られてるだけのような……」

			　長々とカレイラの怒号が響いたあと、ゴディオンが大きな体を揺らして出てきた。

			「おうお前ら、すげえじゃねえか。前(ぜん)代(だい)未(み)聞(もん)の人食い翼(よく)竜(りゆう)。それを１年目の狩竜人(かりゆうど)がやったってな、そこら中で噂(うわさ)になってるぞ」

			　綺(き)麗(れい)に剃(そ)った頭には、手のひらで叩かれた真っ赤なあとがくっきりとあった。相変わらずゴディオンは、威(い)厳(げん)があるようでない。

			「それであの……すいません、ヤルガタイン相手にしててゴディオンさんの剣を折っちゃって」

			　せっかく気に入った剣を手に入れたと思ったのに、またあっけなく折ってしまったことをエルは後(こう)悔(かい)していた。

			「がっはっはっ、まあしょうがねえ。まさか大物を立て続けに狩るような奴らだとは思ってなかったからな。いくら出来が良くても、鉄剣じゃ無理があるってもんだ」

			　どうせなら今度は高い素材を選び、専用に打った剣を使うべきだとゴディオンは勧める。金はあるので、もともとそのつもりだったソフィアは嬉(うれ)しそうに素材の提案をする。

			「せっかくお金あるし、白(はく)緋(び)鉱(こう)で打ってもらうのは？　それだといくらになりますかね」

			「そうだな……エルが使ってた剣の大きさで打つとなると、だいたい25万エニィくらいだ」

			　２人は孤(こ)児(じ)院(いん)で暮らしはじめてから、かなり出費を抑(おさ)えられるようになっていた。支払う金額は普通の宿よりかなり多いが、食事がつく分を考えれば安く済んでいる。それに加えて子どもたちの手前、あまり過度な贅(ぜい)沢(たく)はやめようと、無意識のうちにソフィアもエルも気をつけるようになっていた。

			　おかげで日々の狩竜(かりゆう)依頼の報(ほう)酬(しゆう)の範囲内で、生活はできている。ソフィアとエルがこなした２つの大きな狩竜(かりゆう)。レイダークの報(ほう)酬(しゆう)もヤルガタインの報(ほう)酬(しゆう)も、丸々残っていた。２人の持ち金をすべて合わせると30万エニィ。ソフィアは財布の中身を計算し、そんなに残っているなら大丈夫と満面の笑みを浮かべた。

			「買えます！　25万、払えちゃいます！」

			「ま、待って！　それまた、ソフィアの金も入ってるじゃない……僕の剣なんだから、僕の財布で払える範囲にさせて。さすがに今回は額が大きすぎるよ」

			　ソフィアの金遣いが荒いのは、金に頓(とん)着(ちやく)しないせいだ。相変わらず自分の財布も含め、全財産を使う気満々だった。そんな細かいことは気にするなとエルに言う。エルにしてみれば、細かいことでもなんでもないので、それは駄目だとソフィアに言う。２人の言い争いを、ゴディオンは苦笑いで止めた。

			「まあ待て２人とも。確かに白(はく)緋(び)鉱(こう)は優秀な金属だ。どんなに理力を流しこんでも折れたりはしねえし、硬度も鉄なんかとは比べもんにならん。だがな、誰にでも向いてるってもんじゃねえ。ちょっと待ってろ」

			　ゴディオンは１本の綺(き)麗(れい)な長剣を持ってくると、エルに手渡す。

			「その剣を持ってどう思った？」

			「これ、すごく軽いんですね。でも……これじゃあ振りづらいです。軽すぎます」

			「だろうな。そいつは金持ち相手に売る装(そう)飾(しよく)用の剣だ。強度も切れ味も必要ねえから、ひたすら軽くなるように作ってある。それでな、そいつは白(はく)緋(び)鉱(こう)と同じくらいの重さなんだよ」

			　ソフィアもそれがどういう意味か理解した。戦団名が白(はく)緋(び)を冠するくらいなので、エルも白(はく)緋(び)鉱(こう)の剣だったら格(かつ)好(こう)良い。そんなことを考えていたソフィアは、少し残念がる。

			「ある程度の重さが必要ってこったな。白(はく)緋(び)鉱(こう)は確かに優秀な金属だ。軽くて扱いやすい点も、基本的には長所だ。俺も武器にするなら、白(はく)緋(び)鉱(こう)が１番だと思ってる。だが、手に合うかは人それぞれってことだな」

			　金にがめつい鍛(か)冶(じ)屋の親父も、無(む)駄(だ)に高い物を勧めるわけではなかった。

			　それならどの金属で打ってもらうか。いろいろとゴディオンと相談するが、これといって決め手がなく、エルは迷ってしまう。それならばと、思い切ってエルは心に引っかかっていたことを訊(き)いてみることにした。

			「そうだ、ゴディオンさん。変な話なんですが、ヤルガタインに剣が刺さってたんです。真っ黒で重すぎるくらいの剣だったんですが、黒くて重たい金属ってゴディオンさんは思い当たりますか？」

			　エルはヤルガタインに止めを刺した剣のことが、ずっと気になっていた。かなり古びた剣だったので切れ味は悪かったが、重すぎるほどのその剣は、自分に合っている気がしていた。すべての理力を流しこんでもびくともしなかった金属とは、いったいなんだったのだろうか。

			「背中に剣が刺さってた、だと……ちょ、ちょっとその話を詳(くわ)しく聞かせろ」

			　ゴディオンはエルの話に、慌(あわ)てたように驚く。

			　詳(くわ)しくといっても、無(む)我(が)夢(む)中(ちゆう)で戦っている最中に振るった剣のことだ。細かくはわからないがと前置きして、エルはできるだけ覚えていることを話す。そして最初にエルの話に反応したのは、横で話を聞いていたカレイラだった。

			「ちょっとあんた。その剣ってまさか、さっきの……」

			「わあああ、待て！　待つんだカレイラ。違う、違うぞ、多分」

			　慌(あわ)てるゴディオンをカレイラが引っ張って、再び奥の工房に夫(ふう)婦(ふ)は消えていく。そして再びカレイラの怒号が響(ひび)いたあとに、ゴディオンは１本の剣を両手に持ってやってきた。

			「それ、それです！　え……なんでゴディオンさんが？」

			　それはまさしく、エルがヤルガタインから引き抜いた剣だった。

			　偏執的なまでに武器を愛でる性(せい)癖(へき)を持つゴディオンは、その剣を拾(ひろ)った商団にかなりの金額を払って譲ってもらったという。それがカレイラには無(む)駄(だ)遣いとしか思ってもらえずに、怒(ど)鳴(な)られ叱(しか)られていたのだ。

			「エル君、この剣もらってやって。うちの納(な)屋(や)なんて、この人が集めたり打ったりしてる、売り物にならない武器でいっぱいなのよ。でもこれは、エル君にとって記念の剣だものね」

			「ば、馬鹿言うな。それはちゃんと価値のある剣だ。８万エニィしたが、それ以上の価値が絶対にある！」

			「８万、ですって？　……あなた、どこにそんなお金があったのかしら？」

			　値段を口にしたせいで、カレイラの怒りは頂点に達する。ゴディオンはただひたすらに謝るだけだった。もともと自分の剣ではないからと、エルが譲り受けることは遠(えん)慮(りよ)したので、ゴディオンはほっとため息をついた。

			「あのう、私にはただの古い剣にしか見えないんですけど、もしかしてすごい剣だったりしちゃうんですか？」

			　拾(ひろ)っただけの剣に８万エニィも払ったゴディオン。嬉(うれ)しそうにソフィアの質問に答える。

			「ふっふっふっ、聞いて驚け。こいつはすべて黒(こく)藍(らん)鉱(こう)って金属で打った剣だ、それも装(そう)飾(しよく)を見ると相当な年代もんだ。黒(こく)藍(らん)鉱(こう)の武器なんざ、なかなかお目にかかれるもんじゃねえぞ」

			　古くてなかなかお目にかかれないという剣。しかも竜に刺さっていたというおまけつき。物語に出てくる伝説の剣みたいだと、エルもソフィアも目を輝(かがや)かす。

			「ほら、ちょっと持ってみな」

			「え、うわ。これ重たい！」

			　それは巨大なハルバードを軽々と振りまわすソフィアでも、驚くほどに重たい剣だった。

			「どうだ、すごいだろ。黒(こく)藍(らん)鉱(こう)はな、その異常なまでに重たい比重から、翠(すい)紋(もん)鉱(こう)以上に武器に向かんと言われてんだ。しかも白(はく)緋(び)鉱(こう)以上に貴重でな、使いどころがないくせに値段が馬鹿高い。そんな金属で剣を打つなんて、作った奴は完全にいかれた野郎だな」

			　それは嬉(うれ)しそうに話すことなのかと、カレイラはゴディオンの剃(そ)られた頭に綺(き)麗(れい)な手形をつける。なんて良い音がする頭なのだろうと、ソフィアもエルも感心してしまった。

			「ま、待てカレイラ。違うんだって。今回は趣味とかじゃなくて、ちゃんと考えて買ったんだって」

			「なあにが考えてよ。あんたの趣味が商売になったことなんてないじゃないの！」

			「こ、黒(こく)藍(らん)鉱(こう)には無限の可能性があるんだ。硬度と弾性は白(はく)緋(び)鉱(こう)以上だ。もし使いこなせればすごいんだぞ……多分」

			　カレイラに叱(しか)られるゴディオンは無視して、エルはソフィアから剣を受け取る。まだ完治していない右腕は使わず、左腕１本で剣を振ってみる。重たい、しかし振れないことはない。エルはこれが、武器に向いてない金属だとは思わなかった。

			「ほ、ほら。エルだってちゃんと持ってるだろ、ってお前……片手でそいつが振れちまうのか？」

			　エルがうなずくと、ゴディオンは呆れるほどに驚く。軽々と、とはいかないが片手でもまっすぐ綺(き)麗(れい)に振れている。ひょっとすると、という期待がゴディオンの心の中で膨(ふく)らんだ。

			「ヤルガタインと戦ってるとき、これに思わず全力で理力を流しちゃったんです。でもびくともしなかったんですよ。こんなにぼろぼろなのに」

			　ゴディオンは真剣な顔に戻り、エルの言葉にうなずく。

			「白(はく)緋(び)鉱(こう)に比べりゃ落ちるがな、黒(こく)藍(らん)鉱(こう)も理力限界はかなり優秀なんだ。難点はとにかく重いこと。それに他の金属とは混ざらないことだな。だから使い道もねえ」

			　エルはこの金属が、とても自分に向いている気がしていた。しかしさすがに古すぎて、このままでは長く使えそうにないのがわかる。

			「エル、その剣が欲しいの？」

			　エルの物欲しそうな表情にソフィアは気づく。エルは迷ったような表情を見せていたが、その表情からソフィアは察する。もっと素直に、欲しいものは欲しいと口にしてくれたらいいのに。そんなことをソフィアは思う。ただし食べるものはのぞく。

			「ゴディオンさん。もし黒(こく)藍(らん)鉱(こう)を使うとしたら、この剣を元に打ってもらうことはできますか？」

			　エルの代わりに、ソフィアが話を先に進めた。

			「任(まか)せろ！　しかしちょっとひん曲がってやがるし、さすがに古すぎる。黒(こく)藍(らん)鉱(こう)をいくらか足して、打ち直すことになるな。だがそいつが自在に扱えるようなら、間違いなく強力な剣になる。それは保証するぞ！」

			　目の前にいる若者が片手で振った姿を見てゴディオンは興奮を隠しきれない。ただ珍しいからと買った剣だが、誰かが使ってくれるならゴディオンは喜んで打ち直すつもりだった。

			「１日時間をくれ。できあがりの大まかな絵と、値段を決めておく。打つかどうかはそれから決めてくれればいい」

			「あの、他の人に売らないでくださいね」

			「がっはっはっ。安心しろ、黒(こく)藍(らん)の剣なんざ他の誰も使えねえよ。使ってこその武器だ。まともに振れもしねえ奴に、売ったりしねえと約束する」

			　ソフィアの頼みをゴディオンは笑って承(しよう)諾(だく)する。

			　エルの新たな剣が決まるのは、次の日に持ち越しとなった。

			　

			　ゴディオンの店を出た２人は、あれこれと話し合いながら孤(こ)児(じ)院(いん)へと帰っていく。ハイウェスラルに行くには、なにが必要なのか。しかし２人だけでは、なかなか建設的な意見は出てこない。まだまだ知識が足りなさすぎた。

			「ハイウェスラルに行ったことがある狩竜人(かりゆうど)に聞けたらいいんだけど、ソフィアはそういう知り合いとかっている？」

			「私もこの街だと、エルと交友関係はまったく同じよ……ってそうだった、ガイツさんが行ってたってヴィスタから聞いたわ」

			「そうなの!?　なんだ、身近にいたんだね。もっと早くに相談すればよかった」

			「いっつも便利な人ねえ、ガイツさん。かゆいところに手が届く的な存在よね」

			「その言い方は失礼な気もするけど……でも確かにいろいろ教えてくれるしね。治(ち)癒(ゆ)もそうだし、頼りになる人だ」

			　いっそ白(はく)緋(び)の女神に入ってくれないかと、２人は考えていた。しかし自分たちより数段上で、なおかつ協会付きという立場の狩竜人(かりゆうど)だ。さすがに気軽に入ってくれとは頼めない。

			　２人だけでは限界があるかもしれない。それも考えている。ただ、２人だけでいることの気安さも、手放しがたい。それは２人とも口には出さないが、間違いなく感じていることだった。

			　たまにはいいだろうと、ソフィアとエルは子どもたちのために大量に菓子を買いこむ。

			　普段と違い、武器を持っていない２人。互いの体調を気遣い、いつもよりゆっくりと歩く２人。綺(き)麗(れい)な服を身に纏(まと)い、楽しそうに買い物をする２人。きっと誰がみても、そういう２人にしか見えなかっただろう。

			　

			　孤(こ)児(じ)院(いん)に帰った２人は、早速ガイツの部屋に向かった。ハイウェスラルに行っていた先輩狩竜人(かりゆうど)に話を聞くためだ。

			「ガイツさあん、元気になりましたあ？」

			　２人が出かけたときには、治(ち)癒(ゆ)に理力を使い果たしてぐったりとしていたガイツ。なんとか普通の顔色に戻っていた。

			「別にお前らと違って怪(け)我(が)人じゃないんだ。心配はいらん。ちょうどよかった。話したいことがあるんだ」

			　ガイツは姿勢を正して２人に向き直った。

			「俺を白(はく)緋(び)の女神に入れてくれないか？」

			　２人はぽかんとした顔をする。

			「お前ら南の大地に行きたいんだろ？　協会付きって立場があるから、今すぐには無理なんだが……どちらにしろ近々、協会付きは辞めるつもりだったんだ。実は俺も何年か前までは南を目指しててな、ハイウェスラルにも……」

			　言葉の途中で、２人はぽかんとした顔をしたまま見つめ合う。そして同時にぶんぶんと首を縦に振る。

			「いや……お前らな。自分で頼んでおいてなんだが、ちょっとは物事を考えるくせをつけろ」

			　明らかに格上の狩竜人(かりゆうど)が格下の狩竜人(かりゆうど)を戦団に誘(さそ)うときはそうでもないが、自分と同等か年上の狩竜人(かりゆうど)を戦団に入れるというのは、どこでも思案を重ねるもの。命を預ける仲間として、信頼できるかどうかは重要だ。

			　断られると思っていたわけではないが、なんの話し合いもなく笑顔で肯定の合図を送ってくる２人に、ガイツは苦笑する。

			「あの、僕たちもさっき話してたんです。ガイツさんが入ってくれたらいいな、なんて」

			「そうなのか？」

			「そうですよ！　だってガイツさんと会ってなかったら、レイダークもヤルガタインも狩れてなかったし、一気に15段への昇段なんて考えられなかったし、私たち良いことばっかなんですから」

			　揃(そろ)って大怪(け)我(が)しておいて、良いことばかりでもないだろうとガイツは思う。しかしエルもソフィアも、そこは自分の責任だとしか思っていなかった。知識、経験ともにあり、２人とは違う戦い方ができる狩竜人(かりゆうど)。そして同じ屋根の下で暮らしているという気楽さもあった。悩むことはなにもない。

			　戦団白(はく)緋(び)の女神。その３人目の狩竜人(かりゆうど)が決まった。

			　

			　ソフィアとエルが生まれる２００年以上前。ある狩竜人(かりゆうど)の手によって、１冊の本が書かれた。

			『南の大地の冒険』

			　それは多くの竜が跋(ばつ)扈(こ)し、人にとっては足を踏み入れるのも危険な、南イリシア大陸を冒険した狩竜人(かりゆうど)の物語。

			　北イリシアでは見られない壮大な景色と、恐ろしい竜との戦いを中心に描かれた物語は、長く子どもたちに好まれている冒(ぼう)険(けん)譚(たん)だ。

			　国と協会は力を合わせ、幾(いく)度(ど)となく南の大地へ狩竜人(かりゆうど)や学者を送りこんでいる。それは危険を伴うが、人々が竜種に対抗するためには必要な調査と研究だ。

			　その結果、南の大地の冒険は、あくまで子ども向けに脚(きやく)色(しよく)された物語で、おおげさな描(びよう)写(しや)や間違った描(びよう)写(しや)も多いことがわかっていた。

			　ただそれは、物語の価値を失うことにはならない。冒(ぼう)険(けん)譚(たん)はいつだって子どもたちを喜ばせ、狩竜人(かりゆうど)への憧(あこが)れを育むのだ。

			　その１冊の本が、ソフィアとエルを狩竜人(かりゆうど)への道を歩ませた。そして同じ夢を持った２人は偶然にも、ともに竜と戦う仲間となった。

			　南を目指す少年と少女が出会い、新たな物語が始まる。

			　

			　

			〈『ドラゴン・イェーガー　～狩竜人賛歌～』②へ続く〉

		

	
		
			あとがき

			　

			　物語の舞台は、南北に分かれたイリシアと呼ばれる大陸。

			　そこでは長きにわたり、人と竜との激しい生存競争が繰り広げられている。

			　人と竜は、決して相容れない生物。そこに共存という道はない。

			　どちらかが、イリシアの生態系の頂点に立つまで、戦いは続く。

			　

			　こんな感じの世界で「ドラゴン・イェーガー　～狩竜人(かりゆうど)賛歌～」はお送りしております。

			　人が捕食対象になってしまう、かなり殺(さつ)伐(ばつ)とした世界です。しかし主役の２人が、ちょっとお馬鹿だったり間抜けだったりするおかげで、あまり殺(さつ)伐(ばつ)とした雰囲気は長続きしません。

			　どうぞ気を張らずに、ごゆるりとお楽しみください。

			　

			　実はあとがきを書く段になり、ある問題を放置していたことを思いだしました。

			　エルとソフィア。どちらが主人公なのか、まだ決まっていなかったのです。

			　主役が２人でもいい、と思う反面、やはり主人公は決まっていたほうがいいのではないか、という気もしています。かなり悩みましたが、結局これという結論は出ないままです。

			　もうここは開き直って、誰が主人公なのかは、読者の皆様に丸投げしてしまおうと思います。

			　エル、ソフィア、あるいはその両方でもかまいません。

			　正解はないので、皆様がそう思われたほうが主人公です。

			　なんだか無責任な気はしますが……作者が優柔不断なので仕方ありません。

			　この２人の冒険は、まだまだ続いていきますので、これからもぜひご期待ください。

			　

			　最後になりますが、この作品に関わってくださった方々に、謝辞を述べさせていただきます。

			　魅力的なイラストで、作品にこの上ない彩りを与えてくださる雨壱絵穹様に。

			　貴重なご意見を出してくださった、モンスター文庫編集部の宮澤様に。

			　現在も、この作品の続きを投稿しているＷＥＢサイト「小説家になろう」で、感想を寄せてくださる読者の皆様に。

			　そして書籍化にあたり、すべての面で支えてくださっている、担当編集の荒田様に。

			　１冊の本になるまで、大変多くの方にお力添えをいただきました。心より感謝しております。

			　

			　それではまた、次巻でお会いしましょう。

			　

			平成26年８月　　　　　井藤　きく

		

	
		
			井藤きく（いとう　きく）

			愛知県出身。ドラゴンズファンのため、タイトルとの関連性を周囲に疑われている。小説投稿サイト「小説家になろう」にて「ドラゴン・イェーガー　～狩竜人賛歌～」を連載中。（二〇一四年九月現在）

			　

			イラストレーション

			雨壱絵穹（あまいち　えそら）

			岩手県出身。ファンタジーな世界観が好き。ソーシャルゲームやアプリのキャラクターデザイン、ＣＤジャケットイラスト等を制作しています。（二〇一四年九月現在）

		

	
		
			ドラゴン・イェーガー　～狩竜人(かりゆうど)賛(さん)歌(か)～①

			発行日：２０１４年９月30日

			著　者：井(い)藤(とう)きく

			発行人：赤坂了生

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２-８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Kiku Itou 2014

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『ドラゴン・イェーガー　～狩竜人賛歌～①』（２０１４年９月２日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。
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